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はじめに




　この本は、エンターブレインから発売中の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』というＴＲＰＧをプレイした様子を「リプレイ」という形式でお伝えするものです。

　すでに発売されている『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえあんてぃーく』と『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえはいすくーる』に続いての第三弾となり、同じ探索者たちが活躍する続編です。

　ＴＲＰＧやリプレイ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』については『るるいえあんてぃーく』の方に簡単な説明がされておりますので、そちらをご参照ください。

　ただ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のルールについては、簡単ではありますが巻末にまとめてありますので、忘れてしまった方は復習しておくとよいでしょう。




　さて、今回はこれまでのような一話完結のシナリオではなく、この本一冊、全三話をかけて冒険するキャンペーンシナリオをプレイすることになりました。

　るるいえ堂や御(み)津(つ)門(かど)学園といった身近な舞台を離れて、探索者たちは海を越えた大冒険に挑みます。

　とはいえ、面子の方は、毎度おなじみのるるいえ堂関係者たちが勢ぞろい。

　探偵を目指す空手キックが得意なさやかちゃん。

　すっかり正気度が減ってしまった辰(たつ)巳(み)先生。

　かわいい女の子が大好きな、イケメン学生作家の佐(さ)々(さ)原(はら)。

　そして新入り探索者だった睦(むつみ)ちゃんもすっかりたくましくなって、みんなと一緒にクトゥルフ神話の世界で大冒険します。

　キャンペーンということで、探索者に迫る勢力もスケールアップ。

　あの有名な教団が、海を越えてやってきたりします。

　はてさて、今回はみんな無事に生還できるのでしょうか？




　では、るるいえシリーズの第三シーズンを開始するとしましょう。

　読み終えたあと、みなさんの正気度が残っていることを祈っております。




　クトゥルフ・フタグン！

内山靖二郎










『プレリュード』




　大(だい)宮(きゅう)島(とう)に白い船がやってきた。

　今日、私もあの船で本土に引き揚げねばならない。

　この島に来た目的は、失われつつある現地の伝承を収集するためだった。

　島の取材はまだ完全には終わっていない。

　謎の多くは残され、そして失われつつある。

　さまざまな文化が、大宮島を変化させている。

　いま記録に残さねば、この島の過去は永遠に忘れ去られてしまうことだろう。

　だが、これ以上、ここに残ることは許されなかった。

　報道されることのない本当の戦況が、記者の端くれである私の耳にも少しは入ってきている。

　おそらく、この戦争に日本は勝てないだろう。




　私があの船に乗るのは二度目だ。

　以前は豪華客船として活躍していたが、いまは軍に徴用され、内地に戻る人や負傷兵を運んでいるのだという。

　船体を白く塗られたあの船を、兵隊たちは白(はく)鳥(ちょう)と呼んでいるそうな。

　その純白の姿は、病院船である証。

　しかし、聞くところによると、たとえ病院船でも安全とは限らないのだという。

　あの船が進む海には、危険と悪意が満ちている。




　私はあの船を守りたい。

　これからあの船が救うであろう、多くの命を守りたい。

　そのために、私はこの大宮島に伝わる〝死の木の契約〟の力を借りよう。




　「氷(ひ)川(かわ)丸(まる)」に、神のご加護を。




　たとえその神が、私たちの神ではなくとも。

　その名を口にすることすら忌まわしい神であっても。

　戦争という狂気に刃向かうには、もっと強い狂気にすがるしかないのだ。

　そう思っているのは、私だけではない。

　誰もがそう思っている。

　だから、これほどまでに世界は狂ってしまった。

　大東亜戦争という、大きく渦を巻く狂気に満たされてしまったのだ。




　私は普(ふ)賢(げん)堂(どう)……かつては、探索者を名乗った女。

　でも、もうその資格はない。

　私の手は汚れてしまった。

　たとえ狂気に満たされた世界であっても、未来に命をつなげるために。

　そのためならば、この狂気を背負って私は生きる。




　一九四三年某月　大宮島にて















































キャンペーン開始前夜




　ありがたいことに、るるいえシリーズの第三シーズンの企画がスタートすることになり、ボクはさっそくシナリオを考えることにした。

　これまでボクとプレイヤーたちは、六本もの短編シナリオを遊んできた。

　それらは定番の推理小説や、ホラー映画などからテーマを借りて、それぞれに明確なコンセプトを与える方針のシナリオだった。その方がプレイヤーもシナリオの雰囲気をつかみやすいだろうし、リプレイ的に言ってしまえば、これから『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を遊ぼうとしている読者のみなさんに、このＴＲＰＧではこんなテーマのシナリオがプレイできるということを伝えたかったからだ。




　……でも、そろそろシナリオのテーマとなる元ネタも、ネタ切れになってきた気がする。




　あまりこのスタイルにこだわると、みんなにピンとこないテーマを選んでしまい、失敗してしまうかも。

　それに前作の『るるいえはいすくーる』では、ホラーというよりも、スプラッターのイメージが強すぎて、シナリオがエグいとプレイヤーたちの評判があまりよろしくなかった。白状すると『るるいえはいすくーる』のキーパーをしていた時期、ボクはＢ級ホラーを楽しむための『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のソースブック『クトゥルフ・ホラーショウ（アークライト刊）』を執筆するため、毎日Ｂ級ホラー映画ばかり鑑賞していたんだ。

　そのせいで『るるいえはいすくーる』にも影響が出たみたいだ。これはちょっと反省かな。




　なにも、どぎついホラーばかりが『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の楽しみ方じゃない。その証拠に、海外で出版された『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のキャンペーンシナリオには、隠された知識を求めて世界各地を冒険してまわるといった内容のものが多くある。

　向こうから恐怖が押し寄せてくるホラーではなく、知的好奇心から冒険に挑むことがメインのシナリオだって『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は楽しめるんだ。

　そこで第三シーズンは「冒険」をテーマにしたシナリオで遊んでみることにした。




　ただ、ちょっと問題がある。

　女子高生のさやかちゃんたちと冒険というのは、どうもうまく嚙(か)み合わない。

　そりゃあそうだ。もともと、骨董品店の関係者ということで探索者を作成してもらったんだからね。

　だいたい、現代の日本人で「冒険」という言葉が似合うような人がどれだけいるというのか？

　ここはちょっと難題だった。

　最初から冒険にかかわりそうな立場の探索者を作成してもらえば、こんな問題は起きないんだけど……どうしたら、女子高生をスムーズに冒険に挑ませることができるのか？

　そこでボクは楽をする方向に発想を切り替えた。

　それは第三シーズンを、冒険をテーマにした連作キャンペーンシナリオにするということだ。

　これなら、いままでのように三本のシナリオそれぞれに、みんなを冒険に連れ出すための導入を考える必要はない。それどころか最初の一本目のシナリオそのものを導入編とすることだってできる。シナリオ一本分のボリュームでじっくりと導入をすれば、なんだってできる。たとえ、相手が女子高生でも、宇宙旅行に連れて行くことだってできるだろうさ。




　そんなわけで、第三シーズンは全三話のキャンペーンシナリオとすることに決めたんだ。

　これまでは同じ探索者を使って、短編シナリオを連続して遊ぶというスタイルだった。でも、今回のシナリオは、各話は完全に独立しておらず、全三話でひとつの大きなストーリーが完結するというスタイルのものだ。

　それだけにメインイベントは、派手で大掛かりなものを用意した方がいい。たっぷり三話もかけて、ちまっとした謎を解いただけというのでは、プレイヤーたちも拍子抜けだろうしね。

　逆を言えば、メインイベントさえ良いアイデアを思いつけば、あとはそこに到達するための連作シナリオを作ればよいだけ……これは楽だね。

　アイデアのとっかかりとして、海外を舞台にしたシナリオをやりたいとは最初に決めていた。

　これまでの短編シナリオでは、ずっと日本が舞台だった。今回、せっかく三話もかけて冒険をするのだから、日本を飛び出すくらいの展開があってもよいだろう。

　でも、あまり長く海外で探索をさせるのは難しい。なにしろ言葉が通じないのだ。〈言いくるめ〉や〈説得〉、〈図書館〉で調査するのにもいちいち言葉の壁があるのでは、探索者もストレスがたまることだろう。

　だから、海外に行くのは最終話のみとしよう。

　第一話は、日本で事件に巻き込まれ、冒険に出る。

　第二話は、移動中の交通機関でトラブルが発生。

　最終話は、すべての謎が眠る海外の土地で大活劇！

　うん、これならちょうど三話で収まりそうだ。




　連作シナリオのキャンペーンを作成するときに気をつけたいのは、最初から探索者に全編を通じた目的をしっかりと与えることだ。これがぼんやりしていると、自分が何のために冒険しているのかわからなくなり、モチベーションを維持できなくなってしまう。

　なにかよくわからない暗示めいた使命が与えられたとか、おつかいのように行く先々で新しい目的が与えられるといったキャンペーンは、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』ではあまりよろしくない。

　もっとわかりやすい、さらわれた大切な人を取り戻すとか、世界を救うためのアーティファクトを探すといった、これさえ達成すれば万事解決といった目的の方がよいだろう。なぜなら、探索者というのは、勇者や冒険者と違って、大切な日常生活を一時的に離れて探索をしているだけなので、あまり漠然とした目的にモチベーションを保ち続けるのは難しいからだ。

　今回のキャンペーンでは、古今東西の物語で何度も使われてきた、定番中の定番――いたいけな少女の呪いを解くことを、全編を通じた目的に選ぶことにした。

　ほぼ失敗しない定番ネタだけど、さらにもうひとつ「押し」として、探索者たちも呪われたことにしよう。マスタリングのテクニックで言えば、これは強烈な「押し」だ。なにしろ、黙っていれば悲劇が待っているだけなので、探索者は嫌でも冒険に挑まなければならない。

　ただし、いきなり「君は呪いをかけられた！」では、プレイヤーたちも納得しないだろうから、これまでに経験した宇宙的恐怖がきっかけで呪われたのだと、少しからめ手で攻めることにするつもりだ。何度もシナリオをクリアしてきた探索者だからこそできる裏技だけど、プレイヤーにとっては探索者の歴史を振り返ることができて、ちょっとうれしくもある演出かと思う。

　冒険がキャンペーンの共通テーマなので、これまでのようにシナリオごとにテーマが変わることはない。

　ただ、これだとシナリオごとにメリハリをつけることができない。下手をすれば、長いシナリオを三回に分けてプレイしているだけだと、プレイヤーを飽きさせてしまうかも。

　そこで、せめてシナリオの舞台設定にだけは凝ることにしようと思い、第一話は、東京近郊に住んでいるプレイヤーにとって身近な場所である横浜港を舞台にした。

　シナリオ内で登場する施設はすべて実在のものを利用して、身近で現実的な舞台で、宇宙的恐怖に迫る探索をしてもらおうというわけだ。

　あとひとつ、過去のリプレイ作品からも、ちょっとしたネタを拾ってくるとしよう。

　シナリオ第一話の目的は、とにかく探索者に呪いを自覚させること。いきなり、呪いの主であるグレート・オールド・ワンを登場させて、〈正気度〉ロール的にインパクトを与えるとしようかな。そうすれば、自分たちがどれだけ危険な状況に陥っているのか、胸に刻み込んでくれることだろう。

　でも、導入編ということで、そんなに死ぬようなイベントは盛り込まないようにしなくては……せっかく呪った探索者が途中退場してしまったら、今後のシナリオが続かないからね。




















辰巳先生の復活




キーパー（このゲームにおけるゲームマスターのこと。以降、ＫＰ）：さてさて、るるいえシリーズの第三シーズンを始めたいと思いますが……今回もさやかちゃんのプレイヤーが遅刻しております。

佐(さ)々(さ)原(はら)：なんだか、このシリーズの一話目って、いつも誰か遅刻していませんか？

ＫＰ：ホントだよね。さっき連絡が入ったので、すぐにやってくると思うけど……。

さやか：遅れてすみません。すっかり寝坊してしまいました～。

佐々原：前回も言ったけど、さやかちゃんは主役なんだから、ちゃんと来てくれないと困るよ。

さやか：いやいや、私も前回言いましたが、このキャンペーンの主役はやっぱり辰(たつ)巳(み)先生なのではないかと（笑）。

辰巳：しかし、ワシの正気度は残り29。この第三シーズンを生き残れるかどうかわからんよ。

睦(むつみ)：京(みやこ)だって正気度30スタートで、第一シーズンの三話まで生き残ったんです。なんとかなりますよ。

辰巳：京くんは正気度ゼロになっちゃったじゃないかっ！（笑）

ＫＰ：えーと、みんなそろったところで、まず説明をしておくけど、これから遊ぶ「るるいえシリーズ」の第三シーズンは全三話のキャンペーンシナリオとなっている。

佐々原：あれ、これまでもキャンペーンだったのでは？

ＫＰ：いや、いままでのような同じキャラクターを連続して使用するというだけでなくて、ひとつの大きな物語を三回に分けてプレイするといった感じのキャンペーンで遊ぼうと思っているんだ。

睦：『クトゥルフと帝国』のリプレイ『白無垢の仮面（新紀元社刊）』みたいなものですね。

さやか：私はあまりキャンペーンとかやったことないんですけど、普通にプレイしていればいいんですよね？

ＫＰ：そうだね、特にこれまでとプレイスタイルを変える必要はない。ただ、ひとつのシナリオでは事件は完全に解決しないけど、そのことはあまり気にしないで大丈夫ってことは知っておいてほしいな。残された謎は、だんだんと解明されていくはずだからね。

さやか：は～い、わかりました。

辰巳：次に遊ぶときまでに、それまでのシナリオの情報を忘れないよう、重要そうなことはメモっておかないとな。

ＫＰ：それはきちんとやっておいてね。せっかくの伏線を忘れられちゃうと、キーパーが悲しいから。

さやか：すっごく忘れそうなので、しっかりメモらねば。

ＫＰ：あと、今回のキャンペーンの雰囲気としては、どろどろしたホラーというよりは冒険モノといった感じだ。

さやか：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で冒険ですか？

ＫＰ：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』には、秘境探検みたいな楽しみ方もあるんだよ。

睦：原作小説の「狂気の山脈にて」なんかは、南極探検小説みたいなものですからね。

ＫＰ：ちょっとホラーテイストの入ったインディ・ジョーンズの映画みたいなものをイメージしてくれれば間違いないと思う。あそこまでアクションがメインではないけどね。

さやか：なるほど、鞭の技能が大事ってことですね。わかります（笑）。



◆むったんのワンポイントスケッチ「キャンペーンシナリオ」

　どうも、好きな『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のキャンペーンシナリオは『黄昏の天使（ホビージャパン刊）』な日(ひ)野(の)睦(むつみ)こと、むったんです。

　ＴＲＰＧにおけるキャンペーンというのも、いろいろな定義があるのですが、一般的には同じプレイヤーキャラクターを使って、同じ世界で何回もシナリオをプレイをすることを指しています。

　これまでのるるいえシリーズは、同じ世界（現代日本）で、同じ探索者（京は交代しましたけど）を使ってプレイするものでしたが、シナリオの方は毎回完結していて、次回にかかわることはあまりありませんでした。

　今回、キーパーがやりたいといっているのは、そうした一回のゲームで完結するシナリオではなく、ひとつの大きな物語をいくつかのシナリオに分割してプレイするといったタイプのキャンペーンです。同じプレイヤーが何度も集まれる環境でないとできない、ちょっと敷居の高い遊び方ですが、短編シナリオでは味わえない大掛かりな物語を楽しむことができます。ＴＲＰＧを楽しむのならば、ぜひ一度は挑戦してみたい遊び方ですね。






ＫＰ：さて、そんなわけでキャンペーンの第一話となるわけだけど、季節はぐるっと巡って、またまたちまたではクリスマスシーズンとなっている。

佐々原：前回のシナリオがホワイトデーで終わっているから、あっという間に九か月も経ってしまいましたね。

ＫＰ：それでも、さやかちゃんたちは進級することなく、何度目かの高校二年生の授業を受けているわけだが。

睦：でました、ヨグ＝ソトースの時空輪廻（笑）。

佐々原：そのことに気づくと正気度が１Ｄ100失われるという……（笑）。

辰巳：もうそのへんのことはスルーでいいよ。ややこしい話になるだけだから。

ＫＰ：シナリオを開始する前に、例によって『クトゥルフ２０１０（エンターブレイン刊）』のオプションルール「幕間での成長（※巻末を参照）」をしてもらおうかな。今回は九か月も経過しているから、全員５回の経験ロールができるよ。

睦：今回のお勧め技能はなんですか？

ＫＰ：何度もプレイをして、みんなそれなりに探索者に必要な技能は成長しているからねぇ。えーと、〈回避〉か〈投擲〉があると役立つと思う。

さやか：〈回避〉と〈投擲〉なら、私の得意分野ですね。

佐々原：どのくらいなの？

さやか：〈回避〉が54％で、〈投擲〉が56％です。

佐々原：確かに得意みたいだけど、なんだか命を懸けるには微妙な数字だね。

ＫＰ：とはいえ、経験ロールは得意な技能ほど成長しにくいから、これ以上、成長させるのは難しいと思うよ？

さやか：でも、ほかに成長させたいところも思い当たらないので、駄目元で成長させてみますね。お昼休みはいつも体育館でドッジボールをしていたということで、〈回避〉と〈投擲〉の練習をします。コロコロ……うーん、やっぱりほとんど成長しませんでしたね、残念。

ＫＰ：さやかちゃんくらいの腕前になると、お昼休みのドッジボールくらいでは学ぶところはないんだろうな。

辰巳：ワシは〈回避〉も〈投擲〉も無視して、ひたすら89％の技能を成長させてもらうぞ！

佐々原：正気度29からスタートでは厳しいですものね～。

辰巳：久しぶりの「幕間での成長」だ。いつもは療養所に入院していて、それどころじゃなかったからな。

睦：むーっ、涙を誘う言葉ですねぇ～。

辰巳：この貴重な成長のチャンスに技能を90％以上にして正気度を獲得しなければ、とても生き残れる気がしない。そんなわけで、まずは〈信用〉からだ。御津門学園の理事長代理として、着実に社会的地位を獲得していくぞ。コロコロ……コロコロ……よぉしっ、〈信用〉が92％に成長した！

全員：おおおおお～っ！

さやか：おめでとうございます！

ＫＰ：では、辰巳先生は自分が目指していた社会的地位を得ることができて、精神的充足感に満ちた生活を送るようになる。その結果、正気度を２Ｄ６ポイント回復するよ。

辰巳：ここが大事なのだ。うぬぬぬぬぬっ、とりゃあ！　コロコロ……なっ、たったの３だとっ!?

さやか：あちゃ～！（笑）

ＫＰ：どうやら、ようやく手に入れた社会的地位も、辰巳先生を満足させてくれるものではなかったようだね。

辰巳：くぅ～、しかしまだ89％の技能は残っている。次は〈説得〉を成長させるぞ！

佐々原：いいなぁ、89％の技能が残っている人は……。

辰巳：これまで一度も成長しなかっただけだ。コロコロ……コロコロ……おおっ、また成長した！

ＫＰ：ホントに～っ!?

辰巳：今度こそガツンと正気度を獲得せねば。うぬぬぬっ、とりゃあ！　コロコロ……ぬうっ、今度は７か。

全員：うーん（全員微妙な顔）。

辰巳：低くはない……低くはないのだがっ！

佐々原：せっかくの貴重な正気度回復のチャンスだったのに、その出目では悔しいですよね～。

ＫＰ：結局、合計10ポイントほど回復して、正気度29から39になったってことですか。

辰巳：貴重な89％の技能を２つも失ってしまったが……しかし、これは大きな差だぞ。

睦：成功率がずいぶん違いますものね。

辰巳：とりあえず、今回のシナリオは生き残れそうだ。

ＫＰ：そんなに厳しいシナリオじゃあないってば。では、そろそろシナリオ本編の方を開始しようか。







三度目のクリスマスパーティー




ＫＰ：さきほど説明したように、世間はすっかりクリスマスシーズンとなっている。いつもならば、毎年恒例のるるいえ堂でのクリスマスパーティーをするところなんだが……これまで二度ばかり妙な事件が起きるきっかけとなったのは知っているよね？

睦：おととしは、さやかちゃんが買い出しから帰ってきたらビヤーキーが空き巣に入っていたっけね（笑）。

佐々原：去年は普通だったのでは？

ＫＰ：あのとき京がミ＝ゴ・バケツを欲しがったりしなければ、ジェフリーの誘拐騒ぎは起きなかったかも。

さやか：そういえばそうですね。

ＫＰ：そんなわけで、なんとなくるるいえ堂でクリスマスパーティーをするのは縁起が良くない気がしてきた君たちは、別の会場で開催することにしたのだった。

睦：と、いいますと？

ＫＰ：『るるいえあんてぃーく』の第一話で行った、奥(おく)多(た)摩(ま)にある尾(お)瀬(ぜ)家の屋敷を覚えているかな？

佐々原：唯(ゆい)花(か)ちゃんの家ですよね。

ＫＰ：そう──狂気に陥った資産家の老人が、遺産相続に集まった強欲な親戚たちをティンダロスの猟犬に襲わせたという、恐るべき事件のあった屋敷だ。現在、そこには祖父からの遺産を相続した唯花と、ハウスキーパーである大(おお)江(え)智(とも)実(み)が二人で暮らしている。

佐々原：智実姉さんは、ボクの幼なじみなんですよ。

辰巳：確か、第二話にも二人は登場していたよな。

睦：智実さんは、ほとんど空気みたいな存在でしたけどね。

さやか：佐々原さんが、唯花ちゃんばかりかまうから……。

佐々原：いやいや、いまはむったんだって、ちゃんとかまってあげているよ。むったんはかわいいなぁ～。

辰巳：智実さんは完全にスルーか！（笑）

佐々原：そういうわけじゃないんですけどね。なんというか、優先順位が低いだけで……。

ＫＰ：まあ、そんな唯花は残念なことに佐々原の小説のファンなので、今年のクリスマスパーティーにみんなをご招待したいというわけだ。

さやか：なるほど、たまにはるるいえ堂以外で集まるのもいいかもですね。

佐々原：でも、毎年、同じ面子でクリスマスを迎えるって、年ごろの女子高生的にはどうなのかなぁ？

さやか：たっ、たまたま予定が空いていただけで、本当はいろいろと忙しいんですよっ！

辰巳：さやかちゃんはＡＰＰだけを見るとすごい美少女だから、男子からの誘いもあるんじゃないのかな？

さやか：でも、普通の男子には興味がないので（笑）。

睦：でた、ＳＯＳ団（笑）。

さやか：Ｓ＝神話的な事件を、Ｏ＝おおらかな気持ちで、Ｓ＝推理する団でしたっけ？

ＫＰ：なんか微妙に違っているような気がするけど（笑）。

佐々原：神話的事件を、おおらかな気持ちで推理なんかできないからっ！

睦：私は唯花ちゃんたちとは面識ないんですが、行ってもいいのでしょうか？

佐々原：むったんはボクのいとこなんだから、いくらでも紹介してあげるよ。

睦：なら一緒に行こうかな。

ＫＰ：では、みんなにこんなメールが届くよ。ピロリーン♪




　ここでボクは、みんなの携帯電話に実際にメールを送信した。

　内容はパーティーのお誘いのメッセージと、床で寝転がるトラ猫の画像である。




睦：おやおや、かわいい猫ちゃんですね。

佐々原：唯花ちゃんって、猫を飼っていましたっけ？

ＫＰ：いや、これは数日前に尾瀬家にやってきた野良猫らしいね。すごく唯花になれていて、勝手に居着いてしまったのだそうだ。名前は景(かげ)虎(とら)という。

睦：それはまたシブい名前ですね。

佐々原：確か、唯花ちゃんは歴女（※歴史が好きな女子のこと）だったから。

さやか：なるほど、そうでしたっけ。

辰巳：うーむ……猫かぁ。普通の猫だったらいいんだがな（笑）。

ＫＰ：そうそう、みんなは唯花のクリスマスプレゼントになにを持っていくか考えておいてね。

睦：うーん、毎年、これが悩むんですよね。

佐々原：今年は唯花ちゃんへのプレゼントですから、ボクの新作小説にサインを入れて持っていってあげましょう。

ＫＰ：佐々原め、プレゼント代を安くあげたな（笑）。

佐々原：失敬な。一番喜ぶものを選んだ結果です！

辰巳：猫を飼い始めたというのなら、猫グッズを持っていこう。猫じゃらしとか、猫草とか、猫砂とか、猫タワーとか、猫まっしぐらとか……（笑）。

佐々原：あと、ネコ耳とかですねっ！

辰巳：猫にネコ耳をプレゼントしてどうする!?

佐々原：飼い主につけてもらうに決まっているじゃないですか！（笑）

さやか：（佐々原の発言を華麗にスルーしつつ）私は普通にぬいぐるみとかにしようっと。でも、歴女の子って、どんなぬいぐるみが好きなんだろう？

ＫＰ：さあ……ひこにゃんとかじゃないのかな？

辰巳：そういうものなのか？

睦：私は歴史関係の本をプレゼントしようと思いますので、どんな本が良いのかタマ兄に相談しようかな。「ねえねえ、唯花ちゃんってどんな本が好きなの？」（※このリプレイでは、探索者のゲーム内での発言はカギ括弧でくくっている）

佐々原：〈歴史〉でお勧め本を選んであげましょう。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：だったら、歴女の唯花も納得な、玄人好みの本をチョイスできたよ。

佐々原：「これなら、きっと唯花ちゃんも喜ぶと思うな」

睦：「む～っ、最近の小学生はずいぶんと難しい本を読むんだなぁ～」



◆むったんのワンポイントスケッチ「猫とラヴクラフト」

　どうも、好きな猫の種類はサバトラな、むったんです。

　Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトは猫好きだったそうで、原作小説の「ウルサーの猫」では猫をいじめた人間がひどい目に遭わされますし、「未知なるカダスを夢に求めて」では猫の軍団が大活躍したりしています。

　そのため『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』においても、猫はちょっと特別な存在になってて、辰巳先生のようなベテランのプレイヤーは、シナリオに猫が出てくると、なにか裏の顔があるんじゃないかと警戒しちゃったりします。

　もちろん、猫をいじめるなんてとんでもありません。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』にはバーストという猫の神様までいるのです。いったいどんな天罰が下されるか、わかったものではありませんよ。






ＫＰ：じゃあ、そろそろシーンはクリスマスパーティーの当日とさせてもらおうか。睦以外は来たことのある尾瀬家は、奥多摩の山の中という不便な場所にある代わり、広大な敷地を持つかなりの豪邸だ。

佐々原：今回は嵐が来るとか、そういうことはなさそうですよね？（笑）

ＫＰ：大丈夫だよ。そんな怪しい気配はない。

さやか：この屋敷にも、あまりいい思い出はありませんからねぇ。

辰巳：ワシはＰＯＷを３点も吸われたしな！

さやか：あれはひどかったですよね。

ＫＰ：そんな不安を打ち消すかのように、満面の笑みを浮かべた唯花が君たちを出迎えてくれる。胸にはトラ猫の景虎を抱いていて、『こんにちは、拙(せっ)者(しゃ)が景虎だにゃあ』とか腹話術のまねごとなんかをしている。

佐々原：そんな唯花ちゃんのかわいさにメロメロになっています。

辰巳：キーパー、佐々原が不審な行動をしないか警戒しておくぞ！

さやか：私もです！

ＫＰ：いきなり探索者仲間に監視される、佐々原って……（笑）。

睦：「唯花ちゃん、はじめまして。私のことはむったんって呼んでね」と挨拶をしながら、さりげなく景虎のことを観察しますね。なにか変わったところとかないですか？

辰巳：おっと、ワシもプレゼントの猫グッズを披露しながら、景虎のことを観察させてもらおう。

佐々原：じゃあ、ボクは辰巳先生が買ってきたネコ耳を唯花ちゃんにつけて楽しんでいましょう（笑）。

辰巳：本当に買ったことに!?（笑）

佐々原：だって猫グッズに、ネコ耳が入っていないわけないじゃないですか（自信満々に）。

ＫＰ：えーと、だったら睦ちゃんと辰巳先生は〈生物学〉のロールをどうぞ。

辰巳：おっと、ロールできるのか。コロコロ……成功した。

睦：コロコロ……私は失敗したので、猫じゃらしで景虎と夢中になって遊んでいます。
















ＫＰ：辰巳先生は、猫じゃらしで遊びながらも、景虎が唯花のそばをあまり離れないことに気づくね。数日前から飼っているという割りには、ずいぶんと慣れているね。

辰巳：ふーむ、ずいぶん人なつっこい猫だな。景虎のことは、ちょっとだけ気に掛けておこう。




　このキャンペーンにしては珍しく、何事もないままパーティーは続けられる。

　睦ちゃんとさやかちゃんが料理に失敗したりするくらいのアクシデントは、いつもの宇宙的恐怖が引き起こす事件に比べればかわいいものだ。




ＫＰ：さて、パーティーも終わりに近づいたころ、唯花がこっそりと佐々原に近づいてくる。唯花はなにかモジモジしているのだが。

佐々原：な、なんだろう？　ドキドキ。

辰巳：さっき言ったように、佐々原のことを警戒しているぞ！

さやか：同じく！（笑）

ＫＰ：（ここで佐々原の〈心理学〉は、コロコロ……成功か）佐々原は唯花がなにかおねだりしたいものがあるんじゃないかと、ピーンとくるよ。

佐々原：「唯花ちゃん、なにか欲しいプレゼントがあるのかな～？」と、優しく尋ねてみます。

ＫＰ：すると唯花は自分の心を見透かされたことに一瞬驚いた顔をしてから、「唯花、横浜の大きな白い船が見たいの」と、おねだりしてくる。

佐々原：「横浜の白い船……なんのことだろう？」

ＫＰ：佐々原は〈知識〉をどうぞ。

辰巳：ワシらも唯花ちゃんの話していることを聞いていてもいいかな？

ＫＰ：まあ、いいでしょう。

佐々原＆さやか：コロコロ……失敗です。

辰巳：コロコロ……当然、ワシは成功だ。

ＫＰ：辰巳先生は知っているんだけど、いま横浜に寄港している白くて大きな船といえば、国内最大級の豪華客船「飛鳥Ⅱ(あすかツー)」のことではないかと推測できる。

佐々原：辰巳先生、そのことを教えてくださいっ！（なにやら焦った顔をしている）

辰巳：なんだ、なんだ。じゃあ、耳打ちをしてやろう。「唯花ちゃんは、『飛鳥Ⅱ』のことを言っているのだろう」

佐々原：では、急いで「飛鳥Ⅱ」のクルーズをクリスマスプレゼントに予約しなくては！

ＫＰ：ちなみに辰巳先生は、「飛鳥Ⅱ」がこんな船だということを知っている（「飛鳥Ⅱ」のパンフレットを渡す）。

辰巳：どれどれ……なっ、なんとっ！

佐々原：どうしたんですか？

辰巳：佐々原……簡単にクルーズを予約するといっているが、まずはこの値段を見てみろ。

佐々原：えーと、二泊三日のクリスマスクルーズ──ロイヤルスイートは四十万円ですとっ!?

辰巳：一番安いクラスでも十一万円だってさ。

さやか：はわわ～、クルージングってお高いものなんですね～。

辰巳：世界一周にいたっては、ロイヤルスイートは二千五百万円だぞ。

さやか：にせんごひゃくまんえんですか～、はあ～（ため息）。

ＫＰ：まあ、世界一周は百三日間の大旅行だからね。

佐々原：それでも一泊あたり二十五万円もするんですが……。

辰巳：さすがに、「飛鳥Ⅱ」のクルーズは小学生にプレゼントするような代物ではないだろう。

佐々原：むむむっ、小説で稼いでいるので無理な金額ではありませんが。

睦：いやいやいや、やめておいた方がいいって。タマ兄、冷静になって！

辰巳：それにいまからでは予約は取れないんじゃないか？

ＫＰ：そうだね、「飛鳥Ⅱ」は人気のある船なので、かなり前から予約しておかないと。

睦：船を見せてあげるだけでいいんじゃないかな。そのあとは、横浜の観光をするとかで。

佐々原：「唯花ちゃん、『飛鳥Ⅱ』には乗せてあげられないけど、見物するだけでもいいかな？」

ＫＰ：唯花はそれで十分といった感じで、「ありがとっ、うれしい！」といって、佐々原に抱きついてくる。

佐々原：よーし、ばっちり横浜観光の計画を立てておかねば。

辰巳：うむむっ、このまま二人で横浜に行かせるのは危険すぎるな。ワシらも同行しよう。

さやか：ですねっ！

佐々原：なんでさっきから二人はボクのことばかり警戒しているんですか！

睦：ごめん……なんだか、私もタマ兄を警戒した方がいいんじゃないかって気がしてる。

佐々原：だから、ボクがいったい何をしたとっ!?（泣）







「飛鳥(あすか)Ⅱ(ツー)」と「氷(ひ)川(かわ)丸(まる)」




　かくして、クリスマスパーティーをしながら、探索者たちは唯花のために横浜観光計画を立てることにする。

　今回、プレイヤーたちに雰囲気をつかんでもらうために、ボクは市販されている横浜の観光ガイドブックを用意しておいた。実際の旅行計画を立てるように、ガイドブックを囲んでわいわいするのも楽しいものだ。




ＫＰ：横浜港大桟橋国際客船ターミナル（通称、大さん橋）の公式サイトを見れば、船舶の寄港と出港の予定時間が公開されている。それによると、クリスマスから年始にかけて、「飛鳥Ⅱ」は短期間のクルーズを繰り返すので、頻繁に横浜にやってくるようだね。大さん橋の屋上にある「くじらのせなか」と呼ばれている広場から、停泊している船を間近で見学することができるよ。

佐々原：試乗とかはできないんですか？

ＫＰ：豪華客船は観光施設じゃないからね。大さん橋から見るだけだな。

佐々原：うーん、残念。

睦：でも、大さん橋の周りには横浜の観光スポットがたくさんありますよ。

さやか：大さん橋からなら、ランドマークタワーまで歩いて行けますね。

ＫＰ：横浜赤レンガ倉庫も、大さん橋のすぐ目の前だよ。山下公園や中華街も徒歩であっという間だ。

辰巳：小学生の女の子連れだから、みなとみらい21まで行くのは少し遠いかもな。

さやか：赤レンガ倉庫で買い物とかして、大さん橋と山下公園を散歩したら、中華街で食事するというのが定番のコースではないでしょうか？

ＫＰ：唯花の家は横浜からは遠いので、当日はゆっくりするために横浜近辺で一泊するのがいいだろう。山下公園の目の前にあるホテルニューグランドなんかは歴史のある素敵なホテルだよ。一説によると、ナポリタンスパゲティの発祥の地だそうな。

睦：泊まったことあるんですか？

ＫＰ：いやぁ、残念ながら。ホテル内のレストランで食事をしたことならあるんだけどね。

佐々原：じゃあ、そこに部屋を取りましょうか。

辰巳：おい……ガイドブックによると、そのホテルは一泊が三万八千円となっているのだが？

さやか：ひえええ、なんだか今回のシナリオは、お高いものばかりが出てきますね～。

ＫＰ：それは夕食付きの宿泊料だけどね。

睦：さやかちゃんって、るるいえ堂のモノを売るときはやたらと高い値段をつけるのに、こういうときは庶民感覚丸出しだよね（笑）。

さやか：売るのと、買うのでは大違いなのです。

辰巳：まあ、せっかくのクリスマスなんだから、ワシが予約をしておいてやろう。「飛鳥Ⅱ」に比べれば安いものだ。

ＫＰ：どうせ夕食は中華街で食べるつもりだろうし、朝食のみのプランにしてツインルームに宿泊すれば、ぐっと安くなるから……五人の宿泊代として、辰巳先生は十五万円くらい所持金から減らしておいてください。

辰巳：じゅ、十五万円か……それでも、びっくりするような値段だな。

睦：でも、辰巳先生はお金持ちだから。

辰巳：この前、ミ＝ゴ・バケツを買ったりして散財をしているから、所持金が十二万円と心もとなくなってきたぞ。

睦：シナリオ中に報酬が入らないから、実質、三年間も無収入ですものね～。

さやか：辰巳先生、そんなに厳しいんですか？

辰巳：いや……預金は九百万円ほど残っているんだがね。

ＫＰ：ちなみに預金以外に、辰巳先生の証券や外貨などの資産は四千万円。京が居候をしている辰巳邸の不動産価値は、なんと二億円となっている。

さやか：なっ、超リッチじゃないですか！　なにかおごってください！

辰巳：いつも、さやかちゃんにはおごっているだろう！（笑）

ＫＰ：さて、シーンを横浜観光当日に移らせてもらおう。辰巳先生が豪華なホテルを予約してくれているらしいので、この日の唯花はクリスマスらしい赤いコートにカシミアのマフラーとおめかしをしているぞ。マフラーを巻いた襟元には、ワンポイントとしてブローチをつけたりしている。

睦：唯花ちゃんは、おしゃれさんですね。

ＫＰ：ちなみにそのブローチは金色をした、蜘(く)蛛(も)のデザインをしている。

全員：蜘蛛のデザイン!?

さやか：「ちょ、ちょ、ちょっと、唯花ちゃん。そのブローチをよく見せて？」

ＫＰ：さやかちゃんは〈アイデア〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：このブローチが「るるいえあんてぃーく」の第二話で、あの鶴(つる)橋(はし)がさやかちゃんに報酬として渡した蜘蛛のブローチと酷似していることに気づく。ほとんど同じモノだね。

辰巳：それは源(げん)六(ろく)ではないのか？（以前、狂気に陥った辰巳先生は、このブローチのことを自分の空想内の弟だと信じ込んでいるのである）

ＫＰ：〈アイデア〉をどうぞ？

辰巳：コロコロ……成功した。

ＫＰ：うん、こいつは源六だねぇ～（笑）。

辰巳：「源六、こんなところで会えるとは……」

佐々原：「辰巳先生、しっかりしてください！」

辰巳：「はっ、いかん、いかん。こいつが源六のはずがない！（笑）」

佐々原：「唯花ちゃん、素敵なブローチだね。誰からもらったの？」

ＫＰ：唯花によると、それはサンタクロースからもらったものらしい。

さやか：あらら、唯花ちゃんはまだサンタさんを信じているんですか？

ＫＰ：いや、唯花の話しぶりによると、そういうわけでもなさそうだね。数日前、朝起きたら、この蜘蛛のブローチが枕元にあったらしい。智実たちに尋ねても、心当たりがないというので、唯花なりに大人たちに気を遣ってサンタのプレゼントだということで納得したようだ。

さやか：唯花ちゃんは空気が読める子なんですねぇ。

佐々原：でも、本当は誰からの贈り物なのやら。製造元とか材質とか製法をじっくりと調べてみたいのですが？

ＫＰ：メーカー名とかは刻印されていないね。〈歴史〉と〈地質学〉を両方ロールをしてくれるかな？

佐々原：コロコロ……〈歴史〉は当然成功したのですが、誰か〈地質学〉を手伝って。

睦：パーティーの中では、私が一番〈地質学〉が得意なんですが、それでも19％しかないんですよね。コロコロ……むっ、成功しましたよ！

ＫＰ：では、〈歴史〉に成功すると、これがフィブラと呼ばれるブローチではないかと思う。ざっくり言うと、古代ローマ人が衣装止めに使っている飾りがあるだろう。あれみたいなものだね。

佐々原：なるほど、なるほど、肩のあたりにつけていますね。

ＫＰ：ちなみに、フィブラはその装飾によって、装着者の出身地や身分などを示すものでもあったんだ。

佐々原：この蜘蛛のフィブラは、どんな身分を示すものなんですか？

ＫＰ：さあ、そこまではちょっとわからないね。また、どこの時代、どこで製造されたかもわからないが、少なくとも近代の工芸品ではないね。さらに、〈地質学〉に成功した睦ちゃんは、このブローチが純金で出来ていることがわかる。普通、純金は柔らかすぎて装飾品などには不向きとされているので、ちょっと珍しいかもね。

睦：「これ純金ですよ。小学生へのプレゼントにしては高価すぎませんか？」

辰巳：「ふーむ、どこの誰が、彼女の枕元に置いたのか……謎めいた話だな」




ＫＰ：まあ、そんなフィブラの話をしながらも、君たちは横浜赤レンガ倉庫で買い物を終えて、「飛鳥Ⅱ」の停泊する大さん橋に向かっているところだ。大さん橋の屋上、くじらのせなかからは横浜港を一望できるうえ、いまは人気の「飛鳥Ⅱ」も停泊中なので、たくさんの見物客がやってきている。冬休みでクリスマスシーズンということもあって、カップルが多いようだな。

さやか：「あれー？　なんだか、男の人ひとりと女の人ひとりの組み合わせで歩いている人たちが多いねー。不思議だねー（棒読み）」

睦：「さやかちゃん、あれはカップルの人たちなのよ……」

さやか：「へー、そうかー、あれがカップルっていうのかー（棒読み）」

辰巳：「なんだか、こんな時期にさやかちゃんたちを引っ張り回して申し訳ない気分になってきたな……」

さやか：「いえいえ、美味しい中華料理さえごちそうしてくだされば、私は満足ですので」

辰巳：「そっ、そうかね？　じゃあ、夕食は期待してくれたまえ」

佐々原：「辰巳先生、夕食代はボクが出しますので（ヒソヒソ）」

辰巳：「ちゃんとした店を選ぶんだぞ（ヒソヒソ）」

佐々原：「それはバッチリです。予習してありますから（ガイドブックを読みながら）」

ＫＰ：さやかちゃんがカップルに見とれ、佐々原と辰巳先生が夕食の中華料理店に迷っているとき、唯花が「ああっ、待って！」と、驚いたような声を上げる。

佐々原：むっ、どうしたんでしょう？

ＫＰ：今回、唯花は景虎をケージに入れて連れてきていたんだけど、大さん橋に行く途中で逃げ出してしまうんだ。

佐々原：すぐに捕まえに行きますよ！

ＫＰ：唯花も一足先に追いかけている。景虎と唯花の姿は人混みの中に紛れてしまうので、追いかけるためには〈追跡〉に成功する必要がある。手分けして捜すことにすれば〈追跡〉は全員がロールできるけど、失敗した人は景虎と唯花を見失ってしまう。もしくは、〈追跡〉が得意な代表者がロールをして、ほかの人たちはその人のあとをついていくということにしてもいいよ。

佐々原：〈追跡〉はボクの得意分野です。「みんなついてきてくれ」と、代表して、コロコロ……成功です。

ＫＰ：佐々原は、景虎と唯花が山下公園を横断して、「氷川丸」の方へと向かっているのを発見する。なんと景虎は「氷川丸」を岸壁に係留している鎖に飛び乗ると、トテトテッと綱渡りをして船の中に入ってしまったぞ！

辰巳：なんてアグレッシブな猫なんだ。なにかに操られているとか、そんな不審なところはないのか？

ＫＰ：辰巳先生は〈生物学〉でどうぞ。

辰巳：よく〈生物学〉をロールさせる猫だなぁ。コロコロ……今度も成功した。

ＫＰ：どうも景虎は猫特有の気まぐれからではなく、明確な目的を持って「氷川丸」に向かっていると推測できるね。ちなみにガイドブックにもあるけど、「氷川丸」というのは山下公園で公開されている引退した昔の豪華客船だ。

辰巳：うーむ、いったい「氷川丸」にどんな猫まっしぐら要素があるのだろうか？

佐々原：その「氷川丸」には乗船できるんですか？

ＫＰ：「飛鳥Ⅱ」とは違って、こちらは一般公開されている観光施設だからね。入場料を払えば誰でも見学できる。

さやか：でも……豪華客船というと、お高いんでしょう？（ＴＶショッピングのアシスタント風に）

ＫＰ：ところが、いまならたったの二百円！（笑）

さやか：安いっ、入りましょう！（笑）

ＫＰ：では、「氷川丸」には小さな桟橋から船内に上ったところに受付があるんだけど、景虎を追いかける唯花はそれを無視して駆け抜けて行ってしまう。

佐々原：ボクらも追いかけますよ。

ＫＰ：しかし、受付で止められる。「すみません、お客様。さきほどのお嬢さんのお連れさまですか？」

睦：お約束ですね～（笑）。

佐々原：「大人四人に子供ひとり。釣りはいらん！」と、千円札をたたきつけて、唯花ちゃんを追いかけます。

ＫＰ：「氷川丸」の中は順路になっているので、唯花を追いかけるのは簡単そうだよ。

さやか：景虎も捜したいのですが？

ＫＰ：だったら、〈目星〉をしてもよいよ。

さやか：迷子の猫探しは、探偵の基本ですからね～。コロコロ……成功です。

ＫＰ：船内を歩いて一等社交室まで来たけど、途中に景虎の姿はなかったね。この一等社交室は「氷川丸」が豪華客船だった時代の面影を強く残すアールデコ調な内装に飾られており、船だというのに暖炉まである。ただ、その部屋の中央には、とても信じがたい光景が広がっていたのだった。

佐々原：ま、まさか唯花ちゃんが!?

ＫＰ：これは探索者によって見える光景が違うので、順番に説明していくよ。まず、睦は一等社交室の暖炉の前に、磔(はりつけ)にされているかのように両手を広げて立っている唯花の姿を見つける。彼女は立ったまま気を失っているようだ。

睦：駆け寄って、助けに行きます！

ＫＰ：ちょい待ち。ほかの人の説明が終わってから、順番に行動宣言をしてちょうだい。続いて、さやかちゃんと佐々原は同じように唯花が暖炉の前に立っているのだけど、彼女は銀色に輝く蜘蛛の網に捕らわれているのがわかる。

佐々原：蜘蛛の網……って!?

ＫＰ：……そして、その背後には馬ほどもある巨大な真っ黒い体と、炎のように燃えさかる目を持った蜘蛛がじっとたたずんでいる。それは『るるいえあんてぃーく』の第二話において、平(へい)家(け)塚(づか)の地下、彼(ひ)岸(がん)と此(し)岸(がん)のはざまに銀の橋を紡いでいた断崖の主に間違いない。その存在感は圧倒的であり、入(いる)滑(すべり)村を氷の湖に沈めた異界の神、そしてプール開きで門の奥から寵(ちょう)愛(あい)を受けしものを連れ戻しに来た何者かの触手に近いものを感じ取る。なぜかはわからない……なぜかはわからないが、この「氷川丸」に神と呼ぶしかない宇宙的存在がやってきていたのだ！

さやか：なんでこんなところに～～っ！（泣）

佐々原：いきなり神降臨とは、なんというホットスタート！

ＫＰ：最後に辰巳先生だけど……あなたには母親が唯花を抱きしめているように見えてしまう（笑）。

辰巳：バカな、あの妄想は完治したはずだぞ！（笑）

ＫＰ：狂気とはふとしたはずみで簡単によみがえるものなのさ。でも、〈アイデア〉をしていいよ。

辰巳：これは成功した方がいい〈アイデア〉なのか、失敗した方がいい〈アイデア〉なのか？　コロコロ……成功したが？（おそるおそる）

ＫＰ：成功すれば、それがあなたの心が生み出した幻影にすぎないことがわかる。いま唯花を捕らえているのは、あなたの母親などではなく、人知をはるかに超えた巨大な蜘蛛であることを理解してしまう。

辰巳：こ、これは失敗していた方がよかったのでは？

ＫＰ：そんなわけで睦ちゃん以外の探索者は全員〈正気度〉ロールをしてくれ。

睦：うわーい、なんか優遇されてる？

さやか＆佐々原：コロコロ……失敗！

辰巳：コロコロ……よしっ、成功したぞ！

ＫＰ：成功した人は１ポイントの正気度喪失。失敗は１Ｄ10の喪失だ。

辰巳：せ、成功しても１ポイント喪失か……こいつは本物だぞ。残り正気度は38。

さやか：コロコロ……きゃっ、５ポイント喪失。残り正気度75。

佐々原：コロコロ……９ポイント喪失です！　残り正気度は46になってしまいました。

ＫＰ：じゃあ、さやかちゃんと佐々原は〈アイデア〉をどうぞ。成功してしまうと、この宇宙的恐怖を正しく理解してしまって狂気に陥ってしまうので注意すること。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。理解してしまいました～（泣）。

ＫＰ：おやおや、いきなり二人も狂気に陥ったか。では、二人とも〈クトゥルフ神話〉を+1％しておくこと。

さやか＆佐々原：うううっ……。

ＫＰ：どんな狂気に陥ったかは、ランダムで決めようかな。コロコロ……コロコロ……っと。

さやか：どうぞ、お手柔らかに……。

ＫＰ：さやかちゃんは目の前にいる存在が蜘蛛の形をしてはいるが、その本質は人間を超えた精神を持った異界の存在であることを完全に理解する。そして、燃えさかる炎のような目のひとつが、自分のことを観察していることに気づくと、あまりの恐ろしさに身がすくんで動けなくなってしまうのだ。えーと、12ラウンドの間、金縛り状態に陥るという症状だね。

さやか：ガクガクブルブル……ヘビににらまれたカエルです。

ＫＰ：一方、佐々原の方は……難しいなぁ（ランダムで殺人癖という結果が出た）。

佐々原：だったら、なにも起きなかったことにしてもいいのですよ（さわやかに）。

ＫＰ：そうはいかん。佐々原が持っている一番殺傷力のある武器はなんだい？

佐々原：えーと、大型ナイフかな。ダメージが１Ｄ４＋２のやつです。

辰巳：それってサバイバルとかで使う、ほとんど鉈(なた)みたいなナイフだろう。そんなもの持っているのか!?

佐々原：ええ、いざというときの護身用に……普段は隠していますけどね。

さやか：実は、私も持っていたりします（笑）。

ＫＰ：まあ、これだけ宇宙的事件に遭遇していれば、そのくらいの用心があってもいいかもしれないけど。

佐々原：実は、探索者の作成時から持っているんですけどね～（笑）。

ＫＰ：じゃあ、突然、佐々原はヤギでも殺せそうな巨大なナイフをどこからか取り出したかと思うと、それを無茶苦茶に振り回しながら唯花の方に駆け出すことになる。佐々原としては唯花を助けたいと思う気持ちからなのだが、その感情が暴走してバーサーカー状態に陥ってしまったわけだ。

佐々原：な、な、なんということに！

ＫＰ：ちなみに、睦ちゃんの視点では、佐々原が錯乱して唯花を殺そうとしているように見えるね。

佐々原：「あの蜘蛛から、唯花ちゃんを助けるんだ！」と、殺気だった目でナイフを構えます。

ＫＰ：しかし、蜘蛛の姿が見えていない睦ちゃんには、佐々原は唯花ちゃんにナイフを向けているようにしか見えないわけだ（笑）。

睦：「どうしたの、タマ兄！　おかしくなっちゃったの!?」

全員：うん……確実におかしくなっているよね（笑）。

ＫＰ：なお、さやかちゃんと辰巳先生の視点では、佐々原は蜘蛛に向かって突進しているんだけど、あんなに無茶苦茶にナイフを振り回したら唯花まで傷つけてしまうのではと思う。しかし、狂乱する佐々原は、そんなことはおかまいなしといった感じだ。いつも唯花を大事にしている佐々原とは思えない、とても乱暴で無謀な行動だね。

さやか：佐々原さんを止めたいけど、私は蜘蛛が怖くて動けないでいます！

ＫＰ：さらに唯花の背後から蜘蛛──というか、もう名前を言ってしまうけどアトラック＝ナチャは、か細いが甲高く、針のように鋭い声で語りかけてくる。

さやか：しゃべった!?

ＫＰ：意外かもしれないけど、アトラック＝ナチャが登場する原作小説の「七つの呪い」によると、この神様は普通に会話をしたり、妙に人間的なところがあるんだよね。さて、アトラック＝ナチャは網に抱かれる唯花に対して、思わせぶりにこんなことを問い掛けてくる。





　あの深淵に橋を架けるものがおらず、

　また、永遠が我(われ)にあの仕事を要求しているが、

　古き契約に従い、おぬしが運命を選ぶことを見届けよう。

　このまま我(わ)が網に抱かれるか？

　深きものどもを受け入れるか？

　おまえはどちらを選ぶのか？






さやか：なにを言っているのかさっぱりわからないのですが。

ＫＰ：そして、君たちの存在に気づいたかのように言葉を続ける。「おまえたちも、我が網に抱かれるか？　それとも、深きものどもを受け入れるのか？」

辰巳：網に抱かれるか、深きものを受け入れるかの二択ってことか。

佐々原：深きものって、あのインスマスにいるやつのことですか？

辰巳：うーむ、わからん。蜘蛛の神様であるアトラック＝ナチャと深きものに、縁があるとも思えないがなぁ。

ＫＰ：ともかく、状況は緊迫しているよ。大型ナイフを振り回してアトラック＝ナチャと唯花に突進するバーサーカー佐々原、われらが主戦力のさやかちゃんは金縛り状態、目の前ではアトラック＝ナチャが質問してきていて、唯花はその網に捕らわれているという──次のアクション次第では、大惨事となるかも。

睦：私はタマ兄を〈組みつき〉で押さえつけます。私のＳＴＲなら確実に押さえ込むことができるはず。

佐々原：むったんはボクよりＳＴＲが７も高いですからね。

睦：このパーティーで一番の力持ちですから。コロコロ……スカッと空振り。失敗しました。

ＫＰ：佐々原が睦ちゃんの抱擁を避けるとは珍しい。やっぱりおかしくなっているな（笑）。

佐々原：いや、避けていませんから。なんなら〈組みつき〉の２倍でロールしてほしいくらいですよっ！

辰巳：続いてワシだが、ここは佐々原を〈精神分析〉するのが最優先だな。

ＫＰ：これに失敗したら、佐々原がいきなり唯花をナイフで切り刻むという大惨事が発生するだろうね。

睦：その後、逮捕されたタマ兄は「ボクは蜘蛛を殺しただけだ！」と、わけのわからないことを療養所の隔離病棟で叫び続けるというバッドエンディング。

佐々原：そんな鬱(うつ)展開は嫌だぁ！

辰巳：な～に、ワシの〈精神分析〉は98％だ。コロコロ……ほら、成功した。「落ち着け、佐々原！」

佐々原：た、助かった～。

さやか：ところで、金縛りにあっているんですが口は動かせるのでしょうか？

ＫＰ：大丈夫だよ。足がすくんで動かないといった状態だから。

さやか：だったら、なっちゃんに「深きものってなんなんですか？」って、問い掛けたいのですが。

ＫＰ：……なっちゃんって誰なの？

さやか：蜘蛛の神様のことですが。

ＫＰ：ああっ、アトラック＝ナチャのことね！（笑）

辰巳：アトラック＝ナチャが、なっちゃん呼ばわりとは（笑）。

さやか：ナチャ、ナチャ言っているから、なんとなくなっちゃんと呼んでしまいました。

佐々原：アトラック＝ナッちゃん……かわいいかも。

さやか：そりゃあ、超かわいいですよぉ。もう、〈正気度〉ロールなんかしないでいいくらいかわいいのです！（力説）

ＫＰ：いや、呼び方変えても、まったくかわいくないからね。

佐々原：俺(おれ)のアトラック＝ナチャがこんなに可(か)愛(わい)いわけがない（笑）。

ＫＰ：えーと、話を戻して……さやかちゃんの質問に対して、アトラック＝ナチャは「深きものどもを知らぬのか……」と、少しさげすんだようなことを言って、さらに「ならば、我(わ)が網に抱かれるしかないな」と、ナイフのような牙をむき出しにした。その牙からしたたる液体からは、強烈な刺激臭が漂っているのだけど、ここでさやかちゃんは〈アイデア〉をしていいよ。

さやか：今度はどんな恐ろしいことに気づいてしまうのでしょうか。コロコロ……成功です。

ＫＰ：この〈アイデア〉は成功した方がいいアイデアだよ。さやかちゃんは目の前の圧倒的な恐怖が逆転して、こんなに恐ろしいものが「氷川丸」のような当たり前の場所にいるはずがないと自分に言い聞かせることができる。そのとたん、これがものすごくリアリティのある幻覚であることに気づくのだ。

さやか：「これは偽物です！」

ＫＰ：しかし、たとえこれが幻覚であっても人を殺すことは可能だろう。肉体が傷つかなくても、魂は簡単に砕かれてしまうはずだ。

さやか：「あれ……やっぱり本物かも……？」

佐々原：〈精神分析〉をしてもらったボクは、正気に戻っていいんですよね。

ＫＰ：そうだね。あと、さやかちゃんの「偽物です！」という声を聞いた辰巳先生と佐々原は、二人とも〈アイデア〉をしていいよ。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功しました！

ＫＰ：二人とも、さやかちゃんと同様にあのアトラック＝ナチャが強烈な幻覚であることに気づけるよ。

佐々原：ほっ……だったら、唯花ちゃんを助け出したいのですけど。

辰巳：ワシは唯花ちゃんを正気にさせてやりたいのだが。〈精神分析〉でなんとかならないか？

ＫＰ：なんとかなるかどうかはわかりませんが、試してみることはできますよ。

佐々原：じゃあ、ボクが網から助け出しますので、辰巳先生は〈精神分析〉をお願いします。

辰巳：「唯花ちゃん、あれは夢だ。夢の中の怪物なんだよ……」

睦：確かに、アトラック＝ナチャはドリームランドに縁がありますからね（笑）。

辰巳：悪夢から覚まそうとしているのに、縁起が悪いことを言うな。コロコロ……成功した。

ＫＰ：では、辰巳先生の呼び掛けに反応して、唯花も目を覚ました。ただ、意識はもうろうとしていて、そのまま佐々原の腕の中で気を失ってしまう。そのとたん、アトラック＝ナチャの幻覚も薄れていくが、去り際に「たとえ、また一(いっ)時(とき)逃れようとも、死の契約からは逃れられぬ」と言い残していく。

さやか：なんだか、なっちゃんに狙われているみたいなんですけど～（泣）。

睦：ここまでグレート・オールド・ワンにしっかりとターゲットにされるって、ちょっと珍しいですね。

辰巳：いったいなにが原因なんだ？

佐々原：むったんだけが幻覚を見なかったことからして、平家塚の地下に行った人だけが目をつけられたのではないでしょうか？

睦：『また一時逃れようとも』と言ってましたし、その可能性は高そうですね。

ＫＰ：あと幻覚が消えたあとで全員〈目星〉をしていいよ。

さやか＆辰巳：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：二人は暖炉の目立たないところに、蜘蛛のレリーフがあるのを発見する。石灰岩を加工した、名刺サイズくらいの飾り板をはめ込んだようになっていて、ここだけ材質も加工方法も違うように見える。あと、蜘蛛は浮き彫りではなくて、彫り込んで凹んでいるので注意してね。

辰巳：蜘蛛のブローチ──フィブラだっけ？　それと形状が似ているとか？

ＫＰ：鋭いね。確かに大きさも形も、まるでフィブラを押しつけて型を取ったかのようにそっくりだ。

辰巳：もしかして、ぴったりとはまるのかな。唯花ちゃんにフィブラを借りて試してみよう。

ＫＰ：ピッタリとはまるね。

辰巳：では、ぐるりと回してみよう。これでどこかの扉が開くはず……（笑）。

ＫＰ：開かない、開かない。なにも変化はないよ。ただ、唯花のフィブラと「氷川丸」の装飾がここまでぴったり合致することには、ただの偶然ではないなにかを感じざるをえない。

佐々原：「とにかく、この船から出ましょう。ここは危険な気がします」

辰巳：「そうだな、早めにホテルにチェックインして、唯花ちゃんを休ませてやるとしよう」

睦：「私は船に残って、景虎を捜したいのですが」

さやか：「そうですね。目が覚めたとき、景虎がいなかったらガッカリするでしょうし」

辰巳：「ふむ……ちょっと心配だが、景虎の方は二人に任せてしまおうか」

さやか：「はいっ、猫捜しなら、この女子高生探偵にお任せください！」




ＫＰ：では、辰巳先生と佐々原が唯花を連れて「氷川丸」の桟橋に降りたタイミングで、二人は〈聞き耳〉をどうぞ。

佐々原：ううっ、なんか聞きたくない気がしますが。コロコロ……成功です。

辰巳：コロコロ……ワシも成功した。

ＫＰ：二人には桟橋の下の海から、ドプンという大きな水音が聞こえる。〈聞き耳〉に成功した人は、続けて〈目星〉もどうぞ。

辰巳＆佐々原：コロコロ……続けて、二人とも成功。

ＫＰ：君たちは「氷川丸」から遠ざかっていく大きな魚影を見つける。それは人くらいの大きさがあり、しかも奇妙なことにカエルのような手足がついていた気がする。そんな不気味なモノを見た二人は〈正気度〉ロールだ。

辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗。

ＫＰ：だったら、二人とも１ポイントの正気度喪失だよ。そして、その魚影を見たときに感じたゾクッという背筋の凍るような感覚からして、それが単なる見間違いではないことが確信できる。このカップルたちが集う横浜の山下公園に、なにか得体の知れない存在がやってきていることは間違いないようだ。

辰巳：うーむ、非常に気になるが、「氷川丸」から遠ざかったということはひとまずは安心してよいのだろう。さやかちゃんたちには携帯電話で注意するように連絡をしておいて、ワシらはホテルへ急ぐとしよう。




　その後、さやかちゃんと睦ちゃんは、係員に手伝ってもらいながら「氷川丸」を徹底的に捜索したが、景虎を見つけることはできなかった。

　目を覚ました唯花は景虎がいないことに落ち込んでいたが、睦ちゃんたちの励ましのおかげで、中華街でおいしい中華料理を楽しむことができた。ちなみに、なぜか夕食代の四万円は辰巳先生が支払っている。

　一方、佐々原の方はいそいそと中華街で新しいアクセサリーを買ってきて、唯花の怪しすぎる蜘蛛のフィブラと交換する。さすがは佐々原、抜け目のない仕事である。なお、このフィブラを所持するとＰＯＷが１ポイント上昇するという効果があったため、佐々原はＰＯＷの低い辰巳先生に預けることにした。




ＫＰ：では、君たちはおいしい夕食を終えて、寝心地の良い最高級ベッドで眠りにつくのだが……ここで睦ちゃん以外は、妙な夢を見ることになる。

全員：でた～っ！

ＫＰ：そこは暗く広大な地下の空洞だ。闇の中ではあるが、前方にビルほどもある巨大な石の柱が立っていることに気づく。そして、その石の柱には、あのアトラック＝ナチャが張りついており、君たちを見下ろしながら「我が網に抱かれるか？　それとも、深きものどもを受け入れるのか？」と、再び問い掛けてくる。ここで夢を見ている人は〈アイデア〉をしてくれるかな？

さやか：コロコロ……「00」が出てしまいました。大失敗です、なにも気づきません。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：辰巳先生と佐々原は、この石の柱が木の幹のように見えることに気づく。さらに天井を見上げてみると、石の柱からは無数の枝が広がっており、空洞の天井を支えていることがわかる。また、足下は黒い水たまりになっていて、そこにはつるりとした頭の人間とも魚ともつかない化け物たちが無数に漂い、感情を表さない皿のように丸い目でじっとこちらを見つめている。まるでなにかを待っているかのようだ。

辰巳：「なんと大きな木だろうか」といって、絶対に下は見ないようにするぞ（笑）。

ＫＰ：そこでみんなは目を覚ますことになる。睦ちゃんは一緒に寝ているさやかちゃんが、ガクガクと痙攣しながらうなされていることに気づく。それは昼間の金縛りの症状に似ているぞ。

睦：慌てて起こしますよ！

ＫＰ：すると、さやかちゃんはすぐに目を覚ます。ただ、全身はびっしょりと濡れている。普通は汗だと思うところだけど、なぜだかちょっと磯臭い気がする。

睦：「さやかちゃん……磯臭いよ？」

さやか：寝起きが磯臭いって、女の子としていかがなものかと！（泣）

ＫＰ：さらに体には銀色の細い糸のようなものがまとわりついている。それは蜘蛛の糸のようだけど、不思議なことに服の下の地肌にまで張りついているんだ。そしてなにより驚くのは、口の中になにかが入っていることだ。

さやか：うぇええええっ！（泣）

ＫＰ：さやかちゃんが口から吐き出したのは、なんと黄金の蜘蛛のフィブラだった！

さやか：なんでこんなものが!?

ＫＰ：ちなみに佐々原と辰巳先生も目を覚ましました。佐々原はさやかちゃんと同様に、口からフィブラを吐き出すけど、辰巳先生の方はなんともない。ただ、唯花ちゃんから預かったフィブラが、いつの間にか枕元までやってきてちょこんと添い寝をしている（笑）。

佐々原：なんと不思議な……とはいえ、しっかりと胸にはつけるんですけどね。ＰＯＷがあがりますから（笑）。




　そんな恐ろしい経験をした睦以外の探索者たちは〈正気度〉ロールをすることとなり、睦以外の全員が正気度を１ポイント喪失することとなる。




睦：唯花ちゃんはどんな感じなんですか？

ＫＰ：おっと、気づいたか。さっきから寝息ひとつたてずにいると思ったら、唯花は口からフィブラを吐き出した状態のまま、白目をむいて硬直しており、完全な昏睡状態に陥っている。硬直した体は不自然にねじ曲がって、なにかに縛り付けられているようにも見える。

睦：フィブラを口から取り出して、起こそうとします！

ＫＰ：いくら呼び掛けても目を覚まさない。すぐに〈医学〉か〈精神分析〉に成功しないと危険な状態だね。

さやか：「私、辰巳先生を呼んできます！」

辰巳：さやかちゃんに呼ばれて、急いで駆けつけよう。

ＫＰ：辰巳先生が到着したときには、唯花はベッドの上でエビぞりになって硬直しており、呼吸も安定しない状態だ。〈医学〉か〈精神分析〉をどうぞ。失敗したらやばそうだよ。

辰巳：だったら得意な〈精神分析〉の方で、唯花ちゃんに呼び掛けるぞ。コロコロ……よし、成功した。

ＫＰ：成功してよかったね。かなり危険な状態だったけど、辰巳先生の適切な対応のおかげで、唯花は目を覚ました。そのとたん、赤ん坊のように大声を上げて泣き始めるよ。恐ろしさのあまりパニック状態にあるようだ。

佐々原：唯花ちゃんを抱きしめて「もう大丈夫だよ」と、慰めてあげますね。

ＫＰ：唯花はしばらく泣き続けるが、やがて佐々原の胸の中にいることで安心したようにおとなしくなったよ。




　その後、探索者たちは慎重に唯花から悪夢の内容を聞き出した。

　唯花の悪夢は、ほかの探索者のものとは違って、アトラック＝ナチャが石の柱から降りてきて迫ってきたのだという。しかし、辰巳先生の呼び掛けのおかげで、襲われる寸前のところで目を覚ますことができたらしい。

　ここで辰巳先生は〈クトゥルフ神話〉に見事成功して、これらの悪夢が《人間との接触》に似ていることに気づく。狙った相手とテレパシーで精神を連結させ、命令を下したり、情報を送ったりすることのできる呪文だ。




辰巳：おそらく、この悪夢はアトラック＝ナチャからのメッセージなんだろうな。蜘蛛のフィブラもそうしたメッセージの一部なのだろう。『いつでも、おまえを狙っているぞ』的な。

佐々原：しかし、なんでいまさらアトラック＝ナチャが唯花ちゃんを狙ったりするのでしょうか。

睦：むーっ、なにかきっかけがあると思うんですけど……もしかして、景虎と関係しているのでは？

佐々原：景虎が来たのはいつごろでしたっけ？

ＫＰ：クリスマスパーティーのときに聞いた話によると、数日前だね。

佐々原：フィブラが唯花ちゃんの枕元に現れたタイミングの前後関係は？

ＫＰ：景虎が住み着いた翌日、枕元にフィブラが現れたらしい。

佐々原：景虎が先にやってきて、それからフィブラが現れた……うむむ、これは怪しい！

さやか：そういえば、景虎って「氷川丸」に向かって走っていきましたよね。

辰巳：しかし、「氷川丸」になにがあるというのだ？

さやか：「氷川丸」には、蜘蛛の彫刻がありましたよ。

辰巳：おお、そうか。フィブラとぴったりと合わさったんだ。だからといって、何も起きなかったけど。

睦：明日になったら、「氷川丸」と蜘蛛について、もっと調べたいところですね。







「氷川丸」の壮絶なる歴史




辰巳：朝になったら、悪夢を見ていないかどうか心配なので、京くんに電話をしておくよ。

睦：そうか、京も以前に平家塚でアトラック＝ナチャと遭遇していますからね。

さやか：『辰巳先生、蜘蛛のブローチありがとうございます。今朝、枕元にありました』とか、言ってきたりして。

辰巳：ぞぞぞ～っ！

ＫＰ：うーん、京の方はキーパーとして迷ったんだけど、正気度ゼロになって、一度すべてのモノから解放されたので、悪夢は見ないことにした。いまは実家に戻って、家族水入らずでクリスマスを楽しんでいるらしい。まあ、彼女の安全はキーパーが保証するので安心してちょうだい。

辰巳：それは良かった……ようやく回復した正気度を減らされていたらかわいそうすぎる。

ＫＰ：だよね～。

佐々原：では、〈図書館〉が得意なボクと辰巳先生が、図書館に行って調べものをするということで。

さやか：私はもう一度、山下公園と「氷川丸」に行って景虎捜しと、蜘蛛の彫刻について調べたいな。

睦：だったら、私もついていこうかな。でも、唯花ちゃんはどうしよう？

佐々原：「氷川丸」の方は、なっちゃんとか謎の魚影とかがいて危険そうだから、ボクが図書館に連れて行きましょう。歴女だから図書館は好きに違いない。

さやか：「氷川丸」は危険……って。

佐々原：だから、戦闘力の高い武闘派チームに行ってもらうということで。

睦：む～っ、それはそうなんだけど、女子高生二人だけで危険な場所の調査に行くというのもなんというか……。

辰巳：このパーティーは女性の方が戦闘力があるからなぁ（笑）。




　睦ちゃんを危険な場所に行かせるのは、佐々原としても気になっていたようだが、結局、さやかちゃんと睦ちゃんが「氷川丸」周辺の調査、辰巳先生と佐々原が図書館での調べものと、二チームに分かれて行動することになった。




さやか：もう一度、景虎を捜しながら山下公園を歩き回って、その途中で「氷川丸」に行きます。

睦：係員の人とかで、「氷川丸」のことに詳しい人はいませんかね？

ＫＰ：そうだね。〈幸運〉に成功したら、たまたまそういう人がいたことにしていいよ。

睦：コロコロ……成功しました。「すみませ～ん、この蜘蛛の彫刻について何かご存じではありませんか？」

ＫＰ：すると、その係員はちょっと自慢げな顔をしながら「お嬢さんたち、私がいて幸運だったね。この彫刻の由来を知っている人は、日本でも数人しかいないよ」と言いながら教えてくれる。彼の話によると、その彫刻は「氷川丸」が病院船としてミクロネシアで活躍していた時代に、グアムで普(ふ)賢(げん)堂(どう)という人物から航海のお守りとして寄贈されたものだという。

睦：「普賢堂って、珍しい名前ですね」

ＫＰ：その人物は、南洋を渡り歩いて紀行文を書いていた記者だったそうな。もしかするとペンネームなのかもね。

睦：むーっ、その普賢堂さんのことを、図書館グループにも伝えたいところですが……。

ＫＰ：このイベントは、図書館グループと同時進行の行動なので、ちょっと無理だね。

睦：では、忘れずに心のメモに書いておきます。普賢堂、グアム、記者……メモメモ。

さやか：「蜘蛛が航海のお守りって珍しいですけど、なにかいわれとかあるんですか？」

ＫＰ：係員の人は首をかしげているね。ただ、蜘蛛に関する神話がミクロネシアにあるとか、ないとか。

さやか：「むったん、神話だって！」

睦：「神話っていってもいろいろあるんだから、すぐに反応しないの（笑）」

ＫＰ：二人は〈人類学〉をしてみてもいいよ。

睦：むむ～っ、ここは私の見せ場の予感。コロコロ……やった、成功ですっ！

さやか：コロコロ……私は当然ですが失敗。まだ高校で習っていません。

ＫＰ：睦ちゃんはミクロネシアのどこかに蜘蛛にかかわる創世神話があったことをうっすらと覚えているね。図書館で調べてみればはっきりとするだろう。

睦：アトラック＝ナチャを信仰する原住民がいるアンダマン諸島は、ミクロネシアなんでしたっけ？

ＫＰ：あれはインド洋のベンガル湾だよ。緯度的にはグアムと同じ位置にあるけど、マレーシアを挟んだ反対側、ずっと西の方だね。文化的にはまったく異なると思っていいよ。

睦：でも、ラヴクラフト的には、南洋はみんなポナペっぽいってことで同じカテゴリーなのかも（笑）。

ＫＰ：それはどうかと思うけど。

さやか：そういえば、ずっと山下公園や「氷川丸」を探し回っていましたけど、景虎の姿は見あたりませんか？

ＫＰ：そうだね、さやかちゃんは〈目星〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……楽々成功です。〈目星〉は探偵の必須科目ですからね。

ＫＰ：さやかちゃんは聞き込みまでして、かなり本気で捜したんだけど、景虎らしき猫を見かけたという情報すら得られなかった。もともとが野良猫だから、気まぐれでどこか遠くに行ってしまったのかもしれないな。

さやか：うーん、唯花ちゃんがガッカリするだろうな……。

睦：ともかく、普賢堂と蜘蛛の創世神話という二つの情報が手に入りましたよ。

ＫＰ：おっと、ここでさやかちゃんは〈アイデア〉か〈図書館〉のどちらかをどうぞ。

さやか：おや、なんでしょうか。〈図書館〉よりは〈アイデア〉の方が得意ですね。コロコロ……成功です。

ＫＰ：さやかちゃんは、普賢堂という名前に聞き覚えがある。確かるるいえ堂の書庫にある古本の中に、そんな作者名の本があったはずだ。

さやか：また、るるいえ堂に重要アイテムがっ！（笑）

睦：これから事件が起きたら、まずるるいえ堂を探した方がよさそうだね（笑）。

さやか：さっそく取りに戻りたいところですが……。

ＫＰ：その前に、図書館グループの行動を処理してしまおうか。




　辰巳先生と佐々原は、国内でも人文に関する資料が充実しているといわれる神奈川県立図書館や、日本郵船歴史博物館などを訪ねて、「氷川丸」の歴史について調べてみた。




……………………

●「氷川丸」の歴史

　「氷川丸」は日本郵船が所有する、かつて横浜―シアトル航路で活躍した豪華客船である。

　一九三○年に竣工して以来、その豪華な設備と高度なサービスが評判となり、多くの著名人に愛されてきた。

　やがて太平洋戦争が勃発すると、「氷川丸」は病院船として改修され、ミクロネシアを中心とした南洋で活躍をする。ほかの多くの民間船が撃沈される中、なんと機雷に三度も接触するも、「氷川丸」は奇跡的に無事に生き延びた。

　終戦後はすぐに復員・引き揚げ者の輸送に従事。

　その後、日本に残された数少ない客船として、すでに竣工から二十年経過した老船でありながらも、国際航路の第一線で一九六○年まで活躍することになる。

　現在、「氷川丸」は横浜市の有形文化財として山下公園に係留されており、誰でも見学ができるようになっている。なお、いまも海に浮かんでいる船としては世界最古の船である。

　華々しい昭和初期、悲惨な太平洋戦争、さらには戦後の高度成長期まで、日本の歴史の最前線でずっと活躍してきた、波瀾万丈の歴史を持つ名船なのである。

……………………




ＫＰ：辰巳先生なら、現役の「氷川丸」に乗ったことがあるんじゃないかな？

辰巳：これでもワシは六十五歳だぞ。「氷川丸」が最後の航海をした時期でも、まだ十五歳の少年だ。そのころは入滑村で貧しい田舎暮らしをしていて、海外旅行などとてもできなかったよ。

佐々原：そう考えると、すごい歴史のある船なんですねぇ～。

ＫＰ：ちなみにほとんど記録に残っていないことだけど、「氷川丸」が就航する前にＶＩＰへのお披露目として東京湾クルーズが行なわれたらしい。この記録があまり公にされない理由としては、その航海で山岸銀太郎という鉄鋼業界の大物が行方不明になるという事件があったからだ。就航前から、この「氷川丸」にはいろいろと大変なことがあったようだね～。

辰巳：ああ、あの事件か……。

ＫＰ：詳しくは『クトゥルフと帝国リプレイ 白無垢の仮面』を読んでね☆

睦：むむーっ、戦時中の病院船時代が気になりますね。ミクロネシアで「氷川丸」がなにかポナペっぽい呪術の影響を受けていて、それが現在によみがえったみたいな……。

ＫＰ：南洋だからって、なんでも「ポナペっぽい」で片付けるのはやめてくれないかな（笑）。

佐々原：でも、思ったより情報が得られませんでしたね。

辰巳：ちょっと図書館に来るのが早かったのかもしれんな。さやかちゃんたちの情報を待ってからの方がよかったかもしれん。こうなったら、午後も図書館で調べものを続けるかな。

さやか：私も〈図書館〉は56％あるので手伝いに行きましょうか。

佐々原：でも、さやかちゃんは普賢堂の本をるるいえ堂に取りに行かないと。

さやか：あっ、そうか。

睦：だったら、〈図書館〉が苦手な私が取りに行こうか。本のある場所さえ教えてもらえば。

さやか：えーと、奥の本棚の上の方の、ちょい右側の……。

ＫＰ：睦ちゃんは〈アイデア〉に成功したら、さやかちゃんの説明を理解できたことにしよう。

睦：コロコロ……成功しました。「なんとなくわかったから、私が取りに行ってくるね！」

さやか：じゃあ、私は図書館で辰巳先生たちと合流しま～す！







闇からなにかが見つめている




　さやかちゃんが合流した図書館グループは、夕方まで調べものをしてから、唯花を彼女の家まで送ることにする。

　また、るるいえ堂で普賢堂の著書『南(なん)洋(よう)奇(き)記(き)』を見つけた睦ちゃんも、唯花の家で合流をすることにした。



●『南洋奇記』──日本語。普賢堂著。１９４４年。

　日本が占領しつつある南洋の島々を渡り歩いた著者が、現地の奇妙な慣習や伝説を収集したものである。

　正気度ポイント喪失は１／１Ｄ４。〈クトゥルフ神話〉に+2％、〈人類学〉に+2％。

　また、ミクロネシアに関する〈歴史〉のロールをするとき、この本を所持していると+20％のボーナス。

　研究し理解するために平均２週間。






睦：奥多摩にある唯花ちゃんの家に行く途中に、この『南洋奇記』を斜め読みすることはできますか？

ＫＰ：うーん、まあいいとしよう。日本語の本だから斜め読みするのにロールの必要はないけど、いろいろと怪しげなことが書かれてあるので正気度が１ポイント喪失するよ。

睦：正気度が減るって、これは魔道書なんですか!?

辰巳：まったく、これだからるるいえ堂の商品は……（笑）。

ＫＰ：『南洋奇記』をざっと斜め読みをすると、気になる一節があるね。




……………………

●大(だい)宮(きゅう)島(とう)に伝わる〝死の木の契約〟のこと

　大宮島には死の木があるという。

　死の木には創世の蜘蛛が張りつき、島の大地を支えている。

　そんな死の木を通じて、創世の蜘蛛と、忌まわしき深きものどもは契約を結んでいる。

　深きものどもを受け入れぬ者を蜘蛛は喰らい、蜘蛛から逃げる者を深きものどもは追い詰める。

　大宮島の人々は、死の木の契約から逃れるために、貝の鏃(やじり)を身につける。

　彼らに見初められたものは、貝の鏃で死の木を断つのだという。

……………………




さやか：おや、またまた蜘蛛が出てきましたね。

ＫＰ：ちなみに、その一節の載っているページには創世の蜘蛛の図があるんだけど、それは「氷川丸」にあった彫刻とそっくりだ。

辰巳：これはかなり重要な情報だな。ようやく話が見えてきたかも。

ＫＰ：うん、この〝死の木の契約〟というのは重要なキーワードなので、みんなしっかり覚えておいてね。あと、『南洋奇記』には貝の鏃の製法も記されてある。

睦：どうやって死の木を断つのかは書いてありますか？

ＫＰ：残念ながら、それは書かれていないな。その貝の鏃は大宮島の人々にとっては単なるお守りみたいなもので、具体的にこうやって使うといったモノではなかったようだね。

睦：材料となる貝はどんなものなんですか。日本で手に入りそうな貝ですか？

ＫＰ：えーと、二枚貝ならなんでもいいみたいだよ。

佐々原：結構、いい加減なんですね。

睦：だったら、唯花ちゃんの家に行く途中、魚屋さんでハマグリをたくさん買っていきます！

ＫＰ：おっと、そうだ忘れてた。『南洋奇記』の最後のページに、古びた写真が挟まっていたんだった。大学生くらいの青年と、年老いた女性が並んで写っているけど……いったい誰なんだろうね。

睦：もしかしたら、蘭(らん)弗(どる)叔父さんの写真かも。これは急いでさやかちゃんに見せないと！




ＫＰ：さて、さやかちゃんたちのグループは、睦ちゃんより一足先に唯花の家に到着することになる。

さやか：景虎は帰ってきていないですよね。

ＫＰ：残念ながらね。

佐々原：「智実姉さん、ただいま～」

ＫＰ：すると、留守番をしていた智実はみんなを迎えてくれるのだが、なにか心配そうな顔をして、佐々原をちょいちょいと手招きする。

佐々原：な、なんだろう。「どうかしたんですか、智実姉さん？」

ＫＰ／智実：「うん……たぶん気のせいだと思うんだけど、このお屋敷が見張られているような気がするの」

佐々原：「なんだって、どんなやつに!?」

ＫＰ：智実の話によると、屋敷の前に何度か同じ車が駐車しているのを見たらしい。この屋敷は奥多摩の不便な場所にあって、見知らぬ車が路上駐車するようなことはあまりないので、智実としては気になっているのだそうだ。車にはニット帽を目深にかぶったコート姿の二人連れが、いつも乗っていたらしい。

佐々原：怪しい……怪しすぎる。警察に連絡しましょうか？

ＫＰ：智実としてはまだそこまでするほどではといった感じだね。

佐々原：唯花ちゃんのことも心配ですし、今晩はボクらも屋敷に泊めてもらった方がよさそうですね。

辰巳：うむ、それがいいだろう。情報の整理をする必要もあるしな。

ＫＰ：じゃあ、睦ちゃんも合流していいよ～。

睦：「みなさん、すごい本ですよ。これは！」と言いながら、ハマグリを智実さんに差し出します。

ＫＰ／智実：「あら、今晩はハマグリパーティーね（笑）」

睦：「あっ、貝殻は捨てないでくださいね！（笑）」




　探索者たちは合流したところで、互いに得た情報を交換することにした。同じ卓にいるのだからプレイヤーはみんな知っていることのはずだが、こうした時間を取ることで情報を整理することができるので無駄ではないのだ。




辰巳：ミクロネシアのナウル島には蜘蛛の創世神話が伝わっているらしい。これがそうだ（図書館で二度目の調べものをしたときにキーパーからもらっていたメモを睦ちゃんに渡す）。




……………………

●ナウル島の創世神話

　昔、世界には天も地もなく、果てしない海と、アレオプ・エナプという年老いた蜘蛛しかいなかった。

　ある日、蜘蛛は大きな貝を見つけ、中にもぐりこんだ。

　あまりに窮屈だったので、二匹のカタツムリと地虫を使って、貝を内側から押し広げた。

　そうして広げられた貝の内側が、天と地になった。

　蜘蛛は二匹のカタツムリを天に据え付けて、それぞれを太陽と月にした。

　さらに、地虫の汗を集めて海をこしらえた。

　天と地と、太陽と月と、海は、こうして作られたのだ。

……………………




睦：アレオプ・エナプという年老いた蜘蛛ですか。怪しいですね～。

佐々原：アレオプ・エナプ……アレナプ・ナプ……アトナプ・ナチャ……アトラック＝ナチャ！（笑）

ＫＰ：それは実在するナウル島の創世神話らしいけど、とてもプリミティブな感じのする神話だと思う。

辰巳：脈絡のないところがそれっぽいな。太陽と月になったカタツムリはいいけど、いったい地虫はどこへ行ってしまったのだ（笑）。

佐々原：海に沈んでしまったのでは？

さやか：自分の汗に沈む……って、嫌すぎますよ～。

睦：このナウル島のアレオプ・エナプが、大宮島の創世の蜘蛛に関係しているのでしょうか？

さやか：そもそも、大宮島ってどこにあるんですか？

ＫＰ：おっと、大宮島の名前を聞いた辰巳先生は〈知識〉か〈歴史〉をロールしていいよ。

辰巳：コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：辰巳先生は年の功で知っているんだけど、大宮島というのはグアムが日本に占領されていたころの名前だね。いまどき誰もそんな名前で呼んだりはしないけど。

辰巳：そういえば、普賢堂が蜘蛛の彫刻を「氷川丸」に贈与したのもグアムだったな。

佐々原：ナウル島とグアムは近いんですか？

ＫＰ：同じミクロネシアに属してはいるけど、二つの島は約三千キロも離れているから近くはないね。ただ、当時のカヌー航海術はボクらの想像を超えたものなので、まったく交流がなかったとは言い切れない。もしくは、もっと別の方法で交流していたとかもあり得るかも……例えばポナペっぽい方法とか（笑）。

さやか：そのナウル島って、どんな島なんですか？

ＫＰ：バチカン、モナコに次いで世界で三番目に小さい国なんだけど、その歴史はとても面白いものだ。二十世紀の頭、海鳥の糞によってできたリン鉱石を輸出することで急激に繁栄したんだけど──（このあと、しばらくキーパーによるナウル島のうんちくが語られるが、実はシナリオにはあまり関係ないのでここでは省略する。ナウル島について詳しく知りたい人は、探索者を見習って図書館で調べてみよう）

睦：「あと、普賢堂については、なにかわかったんですか？」

辰巳：「うむ、どうやら当時では珍しい女性記者だったらしいが、それ以上の情報は得られなかった。おそらく、まだ女性差別のあった時代だから、わざと普賢堂という性別不詳なペンネームを使っていたようだ」

睦：「あっ、そうだ！　そういえば、この本に古い写真が挟まっていたんだけど？」

さやか：「んっ、見せて、見せて」

ＫＰ：さやかちゃんはすぐにわかるんだけど、それは蘭弗叔父さんが二十歳前後のころの写真のようだ。ただし、隣の女性は誰かはわからない。

さやか：「蘭弗叔父さん、若っ！　でも、大事な写真を売り物に挟んで、知らないで売っちゃったらどうするの」

ＫＰ：るるいえ堂は、私物と商品の境界が曖(あい)昧(まい)だからねぇ（笑）。

辰巳：しっかり分けてほしいものだ。特にクトゥルフ神話にかかわる物品は厳重に管理してくれ（笑）。

ＫＰ：（ここで〈心理学〉だな。コロコロ……辰巳先生だけ成功か）えーと、辰巳先生は写真の蘭弗叔父さんが緊張していることがわかる。

辰巳：「この写真の蘭弗くんは、だいぶ緊張している顔だな。この老婦人に対してなのか？」

佐々原：このお婆さんは、かなりの大物ということでしょうか？

睦：老婦人の格好はどんなですか？

ＫＰ：年の割りにはキリッとした感じだね。服装も洋装で、ジャケットにすらっとしたパンツをはいている。昔はハイカラ美人だったんだろうなぁ、と思わせる外見だね。

睦：もしかして、この老婦人が普賢堂なのでは。

辰巳：なるほど。写真が二十年前として、普賢堂が『南洋奇記』を二十代で書いたとすれば、ぎりぎり八十代ということで計算は合うかな？

ＫＰ：そうなるね。

佐々原：なんと、魔道書の作者本人と記念撮影とは……。

さやか：それは緊張しそうですね（笑）。

睦：むーっ、なんだか情報はいろいろ出てきましたけど、次の行動指針となるものは見つかりませんでしたね。

辰巳：この普賢堂がグアムでなにをしていたのかについて、もっと詳しく調べたいのだが……まさか、グアムに行かないとならないのか？

さやか：ええ～、本当ですか～っ！

睦：いくらなんでも気が早すぎるのでは？（笑）

ＫＰ：さて、そんな感じで情報交換を終えたところで、智実特製のハマグリづくしな夕食の時間となる。にぎやかな夕食のおかげでいろいろと嫌なことのあった唯花も笑顔を取り戻し、不審者を気にしていた智実も佐々原がいてくれることで心強いようだ。

佐々原：ならば期待に応えて、夕食のあとは屋敷の敷地内を見回りしてみましょう。

辰巳：ワシは唯花ちゃんについていてやるよ。また悪い夢を見て、昏睡したりしないようにな。

ＫＰ：了解。さやかちゃんと睦ちゃんはどうする？

睦：私は貝の鏃を作ってみたいんですが。材料のハマグリはたくさんありますので。

ＫＰ：貝の鏃はお守りみたいなものなのでＰＯＷの５倍のロール──すなわち〈幸運〉に成功すると、心のこもった、なにか御利益がありそうなものが作成できるというルールになっている。これは探索者一人につき、一回しか挑戦できないので注意すること。

さやか：だったら、私も鏃を作るのを手伝います。屋敷の周りを怪しい人がウロウロしているというのなら、私も残った方がよさそうですしね。

佐々原：うん、武闘派女子高生チームがいてくれた方が心強い。

辰巳：ワシと佐々原の戦闘力は、二人に比べると心もとないからなぁ……。

ＫＰ：じゃあ、まずは佐々原の方から処理をしよう。屋敷の敷地内を見回りしているんだよね？

佐々原：ついでに不審な足跡がないかとか、誰かが侵入した痕跡とかも探してみます。

ＫＰ：だったら〈追跡〉をしていいよ。

佐々原：やった、〈追跡〉は得意なんですよ。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：なんで作家のくせに〈追跡〉が得意なのか知らないが、ともかく佐々原は、敷地内の私有林にいくつも不審な足跡を発見する。その足跡は革靴なんだけど、サイズは三十センチくらいある大靴だ。

佐々原：でかっ！

ＫＰ：どうもこの足跡の主は、唯花の屋敷を監視していたような感じだね。しかも、まだ新しくて、おそらく数日以内についたものと思える。

佐々原：ばっちり屋敷は監視されていますよ。なんでそんなに唯花ちゃんにこだわるんだろう？

睦：むーっ、わからないですね。

辰巳：大きな足跡か……深きものの足跡だろうか？

佐々原：さすがにそろそろ警察に相談してもよいのではないでしょうか。

辰巳：そうだな、「不審者がウロウロしているのでパトロールを強化してくれ」くらいは頼めるだろう。

ＫＰ：だったら、警察に電話する人は〈信用〉か〈説得〉の得意な方をどうぞ。

辰巳：どちらもワシの得意分野だ。コロコロ……〈説得〉で成功したぞ。

ＫＰ：うん、警察は屋敷周囲のパトロールを強化して、不審者がいたら職務質問をすることを約束してくれる。

辰巳：これで少しは安心か……？

佐々原：どうでしょうかね～？（笑）

ＫＰ：佐々原は一晩中、屋敷の見回りをするわけじゃないんだろう？

佐々原：さすがにそこまでは……しばらく見回りしてなにもなかったら、辰巳先生と交代で唯花ちゃんの様子を見ていています。

睦：私たちも交代で、貝の鏃を作りながら起きていますね。辰巳先生たちが唯花ちゃんを見ているので、私たちは窓から屋敷の外をそれとなく警戒しています。

さやか：じゃあ、私は先に寝かせてもらいます。ムニャ、ムニャ……。

佐々原：ボクも先に寝かせてもらおうかな。

ＫＰ：では、前半のグループの処理をしよう。辰巳先生は唯花を安眠させるために〈精神分析〉をしてみていいよ。

辰巳：「なにも怖くないから、安心して眠りなさい」と、言い聞かせるぞ。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：昨晩、ほとんど眠れなかった唯花は、辰巳先生に寝付かされると、ぐっすりと深い眠りについた。うなされるようなこともないね。

辰巳：それはよかった。交代の時間が来るまで、しばらく静かに見守っていよう。

ＫＰ：じゃあ、鏃を作っている睦ちゃんは〈幸運〉をどうぞ。

睦：これでも手先は器用なんですよ～。コロコロ……むはっ、失敗しました！

ＫＰ：うーん、形は似ているんだけど、心が入っていない感じだね。なんだか、御利益はなさそうだ。

睦：むむ～っ、なかなか難しいです。

ＫＰ：さて、もう一度、睦ちゃんは〈幸運〉をしてみてくれるかい？

睦：むむっ、なんだろう。コロコロ……今度は成功です。

ＫＰ：では、睦ちゃんは知るよしもないことだが、パトカーはきちんと屋敷の周囲をパトロールしてくれている。

睦：それはよかった。では、そろそろ眠くなったので、さやかちゃんと交代します。「さやかちゃん、起きて～」

さやか：「ムニャ、ムニャ……もう、ハマグリは食べられないよ～（笑）」

辰巳：ワシも佐々原と交代することにしよう。「どうやら、唯花ちゃんは落ち着いて眠っているようだ」

佐々原：「それはよかったです。なにかあったら起こしに行きますので、よろしくお願いします」

ＫＰ：辰巳先生の言ったとおり、唯花の様子は落ち着いているね。すやすやとかわいい寝顔を見せてくれる。

佐々原：このまま何も起きなければいいんですけどね。

ＫＰ：さやかちゃんは、鏃を作るための〈幸運〉をどうぞ。

さやか：心を込めて作りますよ～。コロコロ……成功しました！

ＫＰ：すると、睦ちゃんが作ったものに比べると、なんだか丁寧で御利益がありそうな鏃が出来た。続けて〈幸運〉をしてくれるかな？

さやか：これは警察がパトロールをしてくれるかってやつですよね。コロコロ……ありゃ、失敗です。

ＫＰ：では、不幸にも警察は青梅街道に暴走族が現れたため、そちらの応援で忙しくなってしまったようだ……。

さやか：ううっ、なにか起きそうな感じですよ～（泣）。

ＫＰ：続けて、さやかちゃんは〈目星〉をどうぞ。

さやか：なんだか気づきたくないような気がしますが、コロコロ……探偵なので、やっぱり成功しますよね～。

ＫＰ：貝の鏃の作成に苦戦していると、リビングの大きな窓の向こうに何者かの視線を感じた。

さやか：「誰かいるの!?」と、窓の外を見ます。

ＫＰ：すると、庭の奥の私有林の中から、皿のように真ん丸い目がふたつ、さやかちゃんの方をじっと見つめているのがわかる。感情のない魚のような目であるにもかかわらず、そいつに見つめられているとさやかちゃんはなにか大事なものを汚されたような、ものすごく不快な気持ちになるのだった。さあ、〈正気度〉ロールをしたまえ！

佐々原：さやかちゃんが視姦されてしまった！（笑）

さやか：いっ、嫌すぎます。コロコロ……成功です。

ＫＰ：なら正気度は喪失しないよ。だけど、すごく嫌な気分になることには変わりない。

さやか：ひとりでは飛び出したくないです。むったんを起こします！

睦：「む～～、なにかあったの～？」

さやか：「皿がっ、目がっ、魚がっ、汚されるっ！」

睦：「さやかちゃん……落ち着いて、落ち着いて」と、私も窓の外を見てみます。

ＫＰ：すると、さやかちゃんの言っていたような気配は感じられない。

睦：窓に近づいて、よく見てみます。

ＫＰ：だったら、窓ガラスに手形が残っているのを発見する。まるでカタツムリが這ったあとのように、うっすらと粘液が乾いたもので、それが大きな人の手形になっているんだ。ここで〈アイデア〉をどうぞ。

睦：こんな近くまで来ていたの？　コロコロ……成功です。

ＫＰ：睦ちゃんは手形に奇妙な点を発見する。その手形は人間の手によく似ているんだけど、なぜか指の間に水かきのようなものの跡もついているんだ。〈アイデア〉に成功したので、これはもしかして人間に似てはいるが、別の未知の生物がつけた手形なのではないかと恐ろしいことを考えてしまい〈正気度〉ロールだっ！

辰巳：うーむ、どうやら相手は完全に深きもののようだな。やつらがこんな山奥までやってくるとは。

睦：むむーっ、自分の家に未知の生物の手形がついているって嫌すぎますよ。コロコロ……失敗です～！

ＫＰ：失敗したら、正気度を１ポイント喪失するよ。

睦：残り正気度は52です。こんな恐ろしいものはさやかちゃんに教えないで、私の心にとどめておきましょう。

ＫＰ：まあいいだろう。しつこいようだけど、さやかちゃんは時間が経過してもあの嫌らしい視線がどうしても忘れられない。単純な恐ろしさとは別の、ねっとりとまとわりつくような不快さが心にずっと残っているね。

佐々原：もしかして、深きものに気に入られちゃった？

さやか：やめてください、気持ち悪いっ！

睦：どうやら、今回の敵はかなり積極的のようですね。この屋敷にいるのは危険かもしれませんよ。正気度的に危険なので誰にも言ってはいませんが、水かきのついた手形が窓に残っていますし。

佐々原：朝になったら、唯花ちゃんと智実姉さんを連れてどこかに避難しましょうか。

辰巳：うむ、そうした方がよさそうだな。




◆むったんのワンポイントスケッチ「ポナペとダゴン」

　どうも、好きな南の島はニューギニアな、むったんです。

　ポナペといえば『ポナペ教典』を連想してしまうような人は、ここを読み飛ばしてしまって結構ですよ。

　さて、ポナペというのはグアムの南東、カロリン諸島にあるポンペイ島の古い名前です。いまの地図でポナペ島の名前を探しても見つからないのでご注意ください。

　あの有名な原作小説「インスマスを覆う影」にてポナペ島のことは語られていて、その近くにある火山島にはカナカイ族という深きものに通じている原住民がいたとされています。なんと、そこがインスマスにおけるダゴン信仰の源流というのですから、それはもう筋金入りの方々というわけですよ。

　ちなみにダゴンというのは深きものたちの支配者で、海の神として崇拝もされています。ただし、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では長い年月をかけてとりわけ巨大に成長した深きものだという解釈で、厳密には神様ではなく上級の奉仕種族として分類されています。深きものたちの大親分と思っておけば間違いないです。

　そんなダゴンと縁の深いポナペ──つまり、ミクロネシアのあたりは危険だという思い込みから、私たちは南洋の怪しげなものはなんでも「ポナペっぽい」といって警戒するようになってしまったのです。

　でも、実際、南洋といえば高確率で深きものやダゴンが関係してくるので間違いではないのですが……。




◆むったんのワンポイントスケッチ「警察と探索者の関係」

　どうも、好きな刑事は下田警部な、むったんです。

　私たちのプレイスタイルでは、探索者が警察に頼ることをなるべく避けています。

　探索の主導権を警察に奪われるのは面白くありませんし、なにも知らない警官を宇宙的恐怖に引っ張り込むのもかわいそうです。それに探索者は、不法侵入とか日記の盗み読みとか、ちょっとした違法行為をよくするので、警官にウロウロされると自由に動けなかったり、下手をすれば逮捕されてしまうこともあります。そこまでいかなくても、頭の固い警官に延々と事情聴取を受けて時間を無駄にするのは嫌ですよね。

　だいたい、せっかく事件を解決する主役の座をキーパーが与えてくれたというのに、それを警察にバトンタッチしてしまうようでは、好奇心旺盛な探索者としては失格と言えるでしょう。

　ただ、それも絶対というわけではなく、今回のようなケースでは不審者を追い払うために警察の力を借りてみるのも悪くはありません。いくら探索者だからって、警察とは一切かかわらないというのも極端ですからね。










普賢堂の意外な正体




　尾瀬家の屋敷が深きものらしき連中に監視されていることを知った探索者たちは、早朝、安全な場所へと移動する。とはいえ、次の行動方針も決まっていないため、事件の発端であり中心と思われる山下公園から近い横浜市内のホテルを利用することにした。




ＫＰ：君たちがホテルの食堂で朝食を食べていると、テレビで山下公園のことをやっているよ。

佐々原：どんな内容ですか？

ＫＰ：午前のワイドショーみたいなノリの軽い番組のコーナーで、横浜港に謎の生物が出現といった話題を取り上げている。目撃者の話によると巨大魚、イルカ、アザラシ、はたまた半魚人といった憶測が飛び交っているそうな。

佐々原：これは深きものですかね？

辰巳：だろうなぁ。あいつらめ、正気度に悪影響を及ぼすから、不用意に人前に姿を現すんじゃない（笑）。

ＫＰ：番組内ではレポーターが生中継をしている。君たちも見覚えのある「氷川丸」の前からの映像だよ。テレビが来ているせいで、少し野次馬が集まっているようだね。

さやか：景虎が映ったりしていないかなぁ？

ＫＰ：景虎は映っていないけど、中継するレポーターのところにかなり高齢の老婦人がやってきて、なにやら文句を言っているようだね。彼女は「こんな怪物の噂話はたちの悪いイタズラで、おもしろおかしくテレビで取り上げるなんてバカげています」と、憤慨している様子だ。

佐々原：まさかその人って……普賢堂？

ＫＰ：そう思って彼女の顔を見てみれば、確かに写真にあった老婦人とそっくりな気がする。

佐々原：なんと、まだ生きていたのか！

ＫＰ：もちろん、写真の姿からは少し老けているけど、しゃべり方とか物腰はしゃんとした感じの女性だ。しゃれた感じの洋装姿で、とても百歳を超えているとは思えないな。

さやか：なんか、すごいお婆さんですね。

ＫＰ：（ここでみんなは〈心理学〉か。コロコロ……辰巳先生は成功したな）リポーターとしては変なお婆さんにからまれてしまったとうんざり顔なんだけど、辰巳先生は彼女にしっかりとした意志を感じ取る。それは、この噂話が広まって、横浜港に野次馬が来ることを阻止したいといったものだね。

辰巳：普賢堂は、横浜港に深きものが来ていることを知っているということか。

佐々原：あれ、普賢堂はボクらの味方なの？

睦：別の探索者グループだとか（笑）。

さやか：いやいや、怪しいことをしているので、人目を遠ざけたいだけなのかもしれませんよ。

辰巳：うむ、その可能性もあるよな。ところで、怪しい生物はいつから目撃されているんだ？

ＫＰ：テレビによると、数日前かららしいね。

辰巳：どうも数日前から、景虎、蜘蛛のフィブラ、深きものと、いろいろなものが同時に現れているな。

ＫＰ：現れたタイミングとしては、謎の生物→景虎→フィブラという順番だけどね。

佐々原：普賢堂に会って、〝死の木の契約〟について詳しく話を聞きたいですね。

辰巳：深きものを警戒しているということは、ずっと山下公園あたりを見張っているかもしれないしな。

睦：でも、なんとなくですが、鏃を作っておいてほしいという気持ちもあるのですが。

さやか：あれはキーアイテムっぽいですものね。

佐々原：じゃあ、ボクは唯花ちゃんと智実姉さんのボディーガードとしてホテルに残るので、そのついでに鏃を作っておきましょう。あと、ホテルのフロントの人に、いまストーカー被害にあって困っているので、変な人が来ないか注意してくださいとお願いしておきますね。

辰巳：ワシも唯花ちゃんの様子に変化がないか気に掛けながら、鏃を作っていようかな。たぶんたくさんあった方が、いざというときに役立つだろう。

睦：そうですね、お願いします。

さやか：では、女子高生チームで山下公園を歩き回って普賢堂を探します。あと、ついでに景虎も捜しますよ。




　ホテルに残った辰巳先生たちであるが、唯花に変化はなく、怪しい人物がやってくることもなかった。

　ただし、肝心の貝の鏃の製作は、不幸にも二人とも失敗してしまい、結局、御利益がありそうなものはさやかちゃんが作ったひとつだけということになってしまった。ちょっと不安な感じである。

　なお、辰巳先生はさやかちゃんの製作した鏃に柄をつけて、〈投擲〉で投げつけられるように改良をしておいた。さすが歴戦の探索者は用意周到である。

　一方、さやかちゃんと睦ちゃんの二人は、午前中ずっと山下公園を探し回ったが普賢堂を見つけることはできなかったが、それにはキーパーの思惑も絡んでいる。ボクとしては、これからの普賢堂との対面はこのシナリオで盛り上がるシーンだったので、せっかくならば探索者全員がいるときに発生させたかったのだ。

　ただ、唯花を保護するという佐々原や辰巳先生の行動は、十分に理にかなっているものである。唯花を昏睡させたり、屋敷に不審人物を登場させたりして、あれだけ不安をあおったのだから当たり前だろう。

　シナリオ的にはホテルに避難していれば唯花たちは安全であり、可能ならば探索者たちには山下公園に集合をしてほしかった。そこで、ボクはどのようにしたら唯花を心配する佐々原たちを山下公園まで誘導できるだろうかと、いろいろ悩んでいたのだけど──そのうちボクは考えるのをやめた。




ＫＰ：えーと、時間はそろそろ夕方となるけど、山下公園の方でなにかイベントが起きるような気がするよ。

全員：なんだそりゃあ!?（笑）

ＫＰ：まあ、ぶっちゃけこのホテルのセキュリティは万全なので、辰巳先生と佐々原も普賢堂を探しに行っても大丈夫かと思われる。

辰巳：ふーむ、キーパーがそこまでいうのなら、安心して出かけるとするか（苦笑）。

さやか：だったら、私の方から「辰巳先生、佐々原さん、こちらは二人では手が足りないので手伝ってくださ～い」と電話をしておきましょう。

ＫＰ：うんうん、そういってくれるとキーパーもシナリオの展開が助かるよ。

佐々原：じゃあ、むったんたちと合流しましょう。深きものにイヤらしい目で見られていたさやかちゃんたちを、山下公園に二人だけでいさせるのも危険な気がしますからね。




ＫＰ：では、夕方ごろ、普賢堂を探す人手を増やすため、全員が山下公園にて合流することとなる。

さやか：「聞き込みをしたところ、普賢堂さんを見たという人はいるんですけど……」

睦：「『氷川丸』が事件の中心のような気がしますので、あのあたりを張り込みしてみてはどうでしょうか？」

さやか：「それがいいかもしれないね」

辰巳：……ところで、普賢堂のことは調べても、本名はわからなかったんだっけ？

佐々原：その情報は出ていませんね。

辰巳：ふ～～～む（なにか考えている）。

ＫＰ：そんなことを相談しながらみんなが「氷川丸」の方へと向かっていると、なんとそこにはテレビで見た老婦人が海を眺めながらたたずんでいるのを発見する。

睦：「あれは普賢堂さん！」

さやか：「もしもしっ、ちょっとよろしいですか？　普賢堂さんですよね！」

ＫＰ：老婦人は驚いたような顔をして、さやかちゃんの方を振り返る。「あら、その名前で呼ばれたのはずいぶん久しぶりだわ。お嬢さんは、なぜ私のことをご存じなの？」

佐々原：やっぱり普賢堂だった！

ＫＰ：彼女の外見はテレビで見た通りだけど、実際に会ってみると、やはり百歳を超えているとは思えないほどしっかりした老人だね。言葉も動作もしっかりしていて、いまだ十分に現役といった感じだ。

さやか：「あのっ、私、嘉(か)多(た)蘭(らん)弗(どる)の姪で、さやかって言います！」と、本に挟んであった写真を見せます。

ＫＰ：すると、普賢堂はさやかちゃんの顔を見て「あら、蘭弗くんの……そういえば、目元に面影があるような」と、懐かしそうにほほ笑んでいる。

さやか：私って、叔父さんに似ているんですか！（笑）

睦：よかった～、いい人そうですよ。魔道書の作者だから、危ない人かと思ってました。

さやか：「いきなりこんなことを言うのもなんですが、いまとんでもない事件が起きてまして」

ＫＰ：「事件って……まさか、あなたもあんなくだらない噂話を聞きつけて、やってきたのではないでしょうね？」と、少し厳しい顔つきで言うね。

さやか：「ただの噂話だったらよかったんですけど」

ＫＰ／普賢堂：「ええっ？」

さやか：「普賢堂さんは、すべてご存じじゃないんですかぁ？（妙に怪しい口調で）」

佐々原：いきなりかましたな、さやかちゃん！（笑）

ＫＰ：（ここで、さやかちゃんの〈心理学〉だな。コロコロ……失敗か）「なにを言っているの、さやかちゃん？」と、彼女は表情ひとつ変えずに問い返すよ。

さやか：うええ～、辰巳先生～！（泣）

辰巳：な、なんだ、なんだ、どうしたさやかちゃん!?（笑）

さやか：いろいろ話しちゃってもいいんでしょうか？（普賢堂が普通の反応をしてきたので動揺しているらしい）

辰巳：んー、彼女は蘭弗くんの知り合いらしいし、ここはすべて暴露でいいんじゃないのかな。

さやか：「……例えば、半魚人の正体とか？」

ＫＰ／普賢堂：「さやかちゃん、世の中には知らない方がいいこともあるのよ」

さやか：「世界には、まだ人間に知られていない知識がある……というわけですね？（なにかを知っているような怪しい口調で）」

ＫＰ／普賢堂：「なんてことを……まさか、あなたは世界の真実に触れてしまったというの」

さやか：はあ……でも、まだ〈クトゥルフ神話〉は６％だけなんですが（笑）。

ＫＰ／普賢堂：「もしかして、蘭弗くんが教えたんじゃないでしょうね？」

さやか：「いえいえっ、叔父さんは関係ないです……けど、きっかけとしては関係あるかも？（笑）」

睦：さやかちゃんにるるいえ堂の店番をさせちゃったのが、すべての始まりだものね（笑）。

さやか：「とにかく、私たちは『氷川丸』にある蜘蛛の彫刻から、普賢堂さんのことを知ったんです。あの彫刻のことを教えてください！」

辰巳：「実は、ワシらはすでに蜘蛛と縁を持ってしまっているのです」といって、蜘蛛のフィブラを見せてみよう。

ＫＰ／普賢堂：「まさか……アトラック＝ナチャと!?」

さやか：やっぱり、なっちゃんのこと知ってた～！（笑）

睦：「私はまだ縁を持っていないんですけどね」

ＫＰ：すると、そんな睦ちゃんを普賢堂は慈しむような目で見つめる。そして、フィブラを持っているさやかちゃんたちに申し訳なさそうな視線を向けると、観念したように語り始めた。

さやか：いったいなにを知っているんでしょう……このお婆さんは何者なんですか？

辰巳：ふ～～～む（なにか思案している）。

ＫＰ／普賢堂：「『氷川丸』の歴史についてはご存じですか？」

辰巳：「それは調べさせてもらいました。数奇な運命をたどった船のようですね」

ＫＰ／普賢堂：「『氷川丸』が病院船に改修されたのは、たとえ病院船であっても安全は保証されない、そんなひどい戦争のさなかでした。当時、南洋で記者をしていた私は、『氷川丸』で救える命を重視するあまり、これまで得てきた禁断の知識をもとに〝死の木の契約〟というモノの力を借り受けたのです」

辰巳：「その〝死の木の契約〟とは？」

ＫＰ／普賢堂：「ダゴンとアトラック＝ナチャにかかわるモノとされていますが、その正体はわかりません。契約と呼ばれていますが、しっかりと形を持ったなにかだと言われています」

全員：ダゴン!?

ＫＰ／普賢堂：「あなた方が見た『氷川丸』にいまだ残されている蜘蛛の彫刻は、戦時中……まだグアムが大宮島と呼ばれていたころ、純血のチャモロ人から譲り受けた〝死の木の契約〟の姿を写した似(に)姿(すがた)です。あのような小さな似姿でも、十分に海神であるダゴンの加護を得る力がありました」

辰巳：「確かに、これまでの『氷川丸』の歴史を見ると、なんらかの加護があったのかもしれませんな」

さやか：そのチャモロ人というのは？

睦：確かグアムの現地人は、チャモロ人って名前だったような。

ＫＰ／普賢堂：「そのチャモロ人は、メラグプトと言いました。ただ、当時でさえかなりの高齢だったので、とてもまだ生きているとは思えませんが」

佐々原：ちょっと、ダゴンからのつながりがわからないのですが、整理させてもらっていいですか。昔のグアムではダゴンを崇拝していた？

睦：そうとは限らないと思うよ。メラグプト個人が崇拝していただけなのかもしれないし。

佐々原：普賢堂さんはダゴン信者ということ？

ＫＰ：いやいや違うよ。たまたま、神頼みした相手がダゴンだっただけで。

佐々原：ダゴンが悪い神様だったとは知らなかったと……？

ＫＰ：それは知っていたようだけどね。しかし、戦争とは理性を失わせるものなのだよ。たとえ禁断の知識であっても、目の前の救える命を守ることができれば、利用してもかまわないと思ってしまったのさ。

辰巳：しかし、深きものとアトラック＝ナチャという組み合わせは初めて聞くな。

ＫＰ：ボクも意外な組み合わせだと思うけど、〝死の木の契約〟はそういうものだと思ってもらうしかないね。

さやか：「氷川丸」は〝死の木の契約〟の似姿のおかげでダゴンの加護を受けて、戦争中も無事だったということですよね。ところで、その似姿を使うことで、なにか代価があるとかそういう話はなかったんですか？

ＫＰ：代価を支払うといったことはなかったようだけど、普賢堂は「忌まわしい宇宙的恐怖の力を借りてしまったことで、私の魂はいつまでもこの『氷川丸』に捕らわれ続けることでしょう」と、後悔よりもあきらめに似た表情を見せる。忌むべき力に頼ったことで彼女が背負った十字架は、十分に代価と呼べるものなのかもしれない。

辰巳：だとすると、たまたまアトラック＝ナチャに縁を持っていたわれわれが、たまたま〝死の木の契約〟に加護されていた「氷川丸」に乗ってしまったせいで、たまたま何かが発動してしまった……ということか。偶然が重なりすぎているな。

佐々原：アトラック＝ナチャの網に抱かれるか、深きものを受け入れるか……。

さやか：深きものを受け入れるって、昨日の夜、私をいやらしい目で見ていたやつに好きなようにされるってことですよね。絶対、イヤですよ！

佐々原：もしくは、なっちゃんに食べられるか。

睦：「そういえば、私たちは猫を追っていて、『氷川丸』にやってきたんですけど……なにか心当たりはありますか？」

ＫＰ／普賢堂：「猫についてはなにもわからないけど、確かにそれは不思議な話ね。まるでなにかの運命に導かれているかのような……私にも、これがただの偶然とは思えないわ」

辰巳：やはり景虎が怪しいな。どこへ行ったんだ、あいつは？

睦：「あと、この本にあった『貝の鏃で死の木を断つ』方法について、普賢堂さんはご存じですか？」

ＫＰ：ああ、それは本には書かなかったんだけど、唾をつけた鏃で蜘蛛を死の木に縫い付けることで、死の木を断つことができるらしいよ。

全員：おお～っ！

ＫＰ：日本にも、唾をつけた矢でムカデを退治するという昔話があるよね。

辰巳：おそらくあの夢で見た巨木が、本物の〝死の木の契約〟なんだろうな。

佐々原：なんとなくですが、あれはグアムの地下とかにありそうな気がしますね……。

さやか：グアムは遠すぎますから、まずは「氷川丸」にある〝死の木の契約〟の似姿を鏃で断ってみましょうよ。それでも契約が破棄されるかもしれません。

佐々原：契約を破棄するのなら、唯花ちゃんもその場にいた方がよさそうだね。

辰巳：「……ところで、普賢堂さんはいったい何者なんですか？」

ＫＰ／普賢堂：「ああ、失礼しました。普賢堂というのはペンネームでして、私の本名は佐(さ)倉(くら)ヤエといいます」

辰巳：やっぱり佐倉だったかぁ～！（笑）

佐々原：佐倉さんだったら、ダゴンの力とか借りてもおかしくないかも（笑）。

ＫＰ：ちなみに、彼女は一九三○年に二十一歳だったので、いまは百歳をちょっと超えたくらいだね。

辰巳：佐倉も年を取ったなぁ……（しみじみ）。



◆むったんのワンポイントスケッチ「告白のタイミング」

　どうも、好きなラブストーリーは『恋愛小説家』な、むったんです。

　クトゥルフ神話にかかわることを他人に口外することは、探索者にとってなかなか抵抗があるものです。

　まず第一の問題として、探索者の正気が疑われることになるかもしれません。これはよくあるパターンです。

　さらにもうひとつ、他人を宇宙的恐怖に巻き込んでしまう危険性があります。こちらは探索者の正気が疑われるよりも大問題です。

　クトゥルフ神話が禁断の知識であることは、このゲームの重要なコンセプトですので、あまり他人に広めるべきではないというのが多くの探索者（プレイヤー）の共通認識です。

　でも、シナリオによっては自分たちがクトゥルフ神話にかかわっていることを告白しないと、重要な情報を得られない場合もあります。誰にどんなタイミングで宇宙的真実を告白するか、これはどんなに慣れたプレイヤーでも難しい判断となります。時にはそこで迷っているせいで、プレイが停滞することもあるでしょう。

　今回のシナリオでは、普賢堂さんが蘭弗叔父さんとお知り合いだという設定のおかげで、彼女を信頼してもよいのではという気持ちになりました。みなさんもＮＰＣにクトゥルフ神話にかかわっていることを告白しなければならないシナリオを作るときは、プレイヤーの心情を計算に入れて、宇宙的真実を告白しやすい状況を用意してあげるとよいと思いますよ。




◆むったんのワンポイントスケッチ「佐倉ヤエ」

　どうも、好きな花は梅な、むったんです。

　普賢堂の正体である佐倉ヤエは、昭和初期の日本を舞台としたリプレイ『クトゥルフと帝国リプレイ 白無垢の仮面（新紀元社刊）』に登場する探索者の一人で、私たちの大々先輩となります。

　当時、日本ではまだ珍しかった女性記者として、秘密結社・佐比売党の宇宙的陰謀を阻止するために活躍。「氷川丸」が初お披露目された東京湾クルーズにも乗船して、恐ろしい事件に巻き込まれたこともありました。

　辰巳先生のプレイヤーさんは、この佐倉ヤエと一緒にゲームに参加をしていました。ゲーム内とはいえ、こうして懐かしい顔と再会するのはうれしい驚きだったようです。彼女の登場は、キーパーのサービスだったのでしょう。

　ちなみに、あとでキーパーに聞いたところ「普賢堂」というのは、八重桜の一種の名前だそうですよ。ヤエ・ザクラ……ヤエ・サクラ……サクラ・ヤエ……はい、つまりはそういうことです。









ダゴン秘密教団からの勧誘




さやか：では、鏃を持って「氷川丸」に行きましょう！

ＫＰ：「氷川丸」の公開は十七時三十分までなので、閉まる直前に乗船することになる。船内に客の姿はない。

佐々原：そっちの方が好都合です。急いで蜘蛛の彫刻のところまで行きましょう。

ＫＰ：君たちが一等社交室に到着すると、そこには先客がいる。ひとりは高級そうなスーツに身を包み、ミクロネシア系の顔つきをした、色黒でやや太り気味の外国人だ。ほかに五人ほどいるんだけど、彼らはよれよれのコートの襟を立てて、ニット帽を深くかぶり、サングラスとマスクまでつけているので、よく顔が見えない。ただ、全員体つきは猫背でずんぐりとしていて、手がちょっと長くて、逆に足は短い。なんか奇妙な体型の連中だね。

睦：いきなりこんなところで深きものたちとご対面!?

ＫＰ：「やはりここで待っていて、正解だったようですね」と、色黒の外国人が流ちょうな日本語でにこやかに語りかけると、まるでそれが合図であったかのように、突然、「氷川丸」がガクンと大きく揺れた。

さやか：な、なんですか？

ＫＰ：全員、〈聞き耳〉をしていいよ。

さやか：コロコロ……成功したのは、私だけのようですが？

ＫＰ：さやかちゃんは船底をガリガリとひっかく音と、さらにどこかで聞き覚えのある鳴き声が聞こえてくるよ。

さやか：鳴き声……？

ＫＰ：それは忘れもしない『るるいえはいすくーる』の第二話、キャンプ場での一夜。さやかちゃんの目の前で城(じょう)ヶ(が)崎(さき)先生をのみ込んだ怪物が上げていた鳴き声と同じ「てけり・り、てけり・り……」というものだ！

さやか：うにゃ～～～っ、ショゴスいや～ん!!（泣）

ＫＰ：と、同時に部屋の外からは係員たちの「『氷川丸』が動いてる！　このままでは海に出てしまうぞ！」と、狼狽する声が聞こえてくる。さやかちゃんは、あの巨大な怪物が「氷川丸」を海に引っ張っていることを悟ってしまい〈正気度〉ロールだ。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：ちっ、やっぱりさやかちゃんは〈正気度〉ロールに強いな。もっとも、これはかなり恐ろしい事実なので成功しても１ポイントの正気度を喪失する。

さやか：残り正気度は73。私もいろいろ勉強したので、そんな恐ろしい考えは誰にも伝えずに、自分の心だけにとどめておきます。

佐々原：それは助かる（笑）。

辰巳：だったら、ワシも海面下でなにが起きているかは気づかずに「君たちはいったい何者だっ!?」と、そいつらに問い掛けよう。

ＫＰ／ランダル：「おっと、これは申し遅れました。私はグアムで不動産業など手広く商売をさせていただいておりますランダル・レスピシオといいます」

さやか：「とりあえず、私たちはその彫刻に用があるので、お話はあとにさせていただけませんか？（契約を破棄したくてウズウズしているらしい）」

ＫＰ／ランダル：「お嬢さん、この彫刻がなんだかご存じなのですか？」

さやか：「それは〝死の木の契約〟ですよね」

ＫＰ／ランダル：「ほう、これは驚いた。よくご存じで！」

さやか：「あなたこそ、なんでそのことを知っているんです……もしかして、あなたたちが契約にあった深きものたちなんですか？」

佐々原：さやかちゃん、ポロポロと情報を漏らしているなぁ。

さやか：どうせなら、向こうが知っていることを全部教えてもらおうかと思いまして。

ＫＰ／ランダル：「……お嬢さん、あなたはずいぶんとわれわれの秘密に近づいているようですな。さよう、これでも私はダゴン秘密教団の幹部という顔もありましてね」と、ランダルはぺろりとピンク色の舌でくちびるをなめて、さやかちゃんを見つめる。屋敷の外からさやかちゃんを見つめていた、あの非常に不快な視線とよく似た感じだね。

さやか：ううっ、あの人、気持ち悪い……。

辰巳：なんと、ダゴン秘密教団が出てきたか。いよいよ、キャンペーンらしくなってきたな。



















ＫＰ：ところで、ずっと蜘蛛の彫刻を気にしているさやかちゃんなら気づくのだけど、彫刻の上には、粘着テープで陶器のメダルのようなものが貼り付けられているよ。

さやか：「辰巳先生、なんでしょうか。変なものが貼ってあります」

ＫＰ：メダルを見た人は〈クトゥルフ神話〉をしていいよ。

辰巳：コロコロ……おっと、成功したぞ！

ＫＰ：では、辰巳先生は知っている。あれこそは旧き神が作成したといわれる魔術的記章──グレート・オールド・ワンを封印し、その手先から所持者を守るともされる〝旧き印〟だ！

辰巳：おおっ、旧き印か！　欲しいなっ！

ＫＰ：ちなみにさっきから「氷川丸」はグラグラと揺れ続けているんだけど、そのはずみで粘着テープがはがれそうになる。すると、ランダルは神経質な声で、コートの男たちにしっかりと貼り付けるように命じる。

睦：あの旧き印でアトラック＝ナチャを封印しているのかな？

辰巳：うむ、ワシらが一等社交室に来ても、この前みたいに出てこないし、それで間違いないのでは。

さやか：でも、このランダルたちとアトラック＝ナチャって、契約を結んでいるんですよね？

辰巳：かといって、味方同士というわけでもないのかもしれない。

佐々原：どちらがボクらを食べるか、早い者勝ちとか？（笑）

ＫＰ：ランダルに命じられて、コートの男たちはのろのろとした動作で粘着テープを貼り直す。ここで〈アイデア〉をしていいよ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：コートの男はメダルに触ることを嫌がっているようだ。だから、うまく粘着テープが貼れないんだろう。

佐々原：旧き印は深きものにも有効なのか。どうにかしてあれを手に入れたいですね。

睦：でも、あれを取ったらアトラック＝ナチャが降臨しちゃうんじゃないの？

佐々原：ううっ、そうかぁ……。

辰巳：ともかく、話を続けよう。「そんなあなたが、いったいこの『氷川丸』でなにをしている？」

ＫＰ：「ははは、こんなボロ船になど、なんの関心もありませんよ。私たちは、そちらの生け贄の少女と、あなたたちを待っていたのですよ……辰巳先生？」と、なぜか辰巳先生を知っている素振りを見せる。

全員：ええっ!?

ＫＰ：さらに、さやかちゃん、睦ちゃんをいやらし～い目で見つめる。ただ不思議なことに、佐々原にはあまり関心はないようだ。

佐々原：……では、ボクは船を降ろさせていただくということで（笑）。

辰巳：深きものが女性に興味があるのは理解できるのだが、なぜワシが？

ＫＰ：すると、ランダルは言葉を続ける。「辰巳先生、日本でのあなたの発言力は、われわれにとっても魅力的なものです。ぜひとも教団のスポークスマンとしてお迎えしたい」

睦：なるほど、さすがは有名人の辰巳先生ですね。

辰巳：「なぜ、あなたの教団などに……ワシになんのメリットがあるというのか」

ＫＰ／ランダル：「あなた方は、不幸にも〝死の木の契約〟の似姿を通じて、アトラック＝ナチャに目をつけられてしまいました。あの牙から逃れるためには、われわれを受け入れるしかないのですよ。辰巳先生、これは悪い話ではないはず……なんでしたら、あなたに大いなる知識を授けてあげてもよいと思っております」

辰巳：「……例えば？」

ＫＰ：《被害をそらす》の呪文とか教えてくれるかもね（笑）。

辰巳：ほお……（目を輝かせる）。

佐々原：いいですねぇ～！

睦：あっさり誘惑されてるっ！（笑）

さやか：「辰巳先生はそんなものに興味はありません！」と、間に割って入りますよっ！

辰巳：「あ……うん……ソンナモノニ、キョウミハナイヨ（なぜかぎこちない日本語で）」

ＫＰ：そんなさやかちゃんに対して、ランダルは「勇敢なお嬢さんだ。もちろん、あなた方にも十分に役立っていただくことになると思いますよ」と、目を細めて値踏みするような顔で見つめている。すると、後ろにいるコートの連中も「ギョギョギョギョ」と、やけにくぐもった声で笑い出す。

さやか：なんだか、汚された気分です。とても不快です。

睦：今回の深きものは、かなり欲望に忠実のようですね。まあ、半魚人は美女が大好きというのは定番ですけど。

辰巳：ダゴン秘密教団に入信して、深きものを受け入れさえすれば、アトラック＝ナチャに狙われなくなるというわけか。確かに『南洋奇記』にもそう書いてあったな。

さやか：「いいえ、そんな契約は破棄してしまえばよいのです！」と、鏃を取り出して……ぺろりとなめます。

佐々原：鏃をなめるって……なんだかすごい絵面だね。

ＫＰ：さやかちゃんが武器みたいなものを取り出したので、ランダルの後ろにいたコートの連中は殺気立つ。コートから水かきと鋭い爪のついた手をにょきっと出して威嚇してくる。なんかガンダムのゴッグみたいだよ。

睦：えーと、さやかちゃん。戦っても勝ち目はないと思うので、落ち着いてね。

ＫＰ：ところが、ランダルの方は、ちらりとどこかをうかがい見るような顔をしてから「レディ・ロデレールがあの船から見ているのだ。いまは控えろ」と殺気立つコートの連中に注意をする。その声に応じるかのように、「氷川丸」もちょっと加速した感じだ。

さやか：レディ・ロデレールって、誰でしょう？　また、新しい名前が出てきましたよ。

睦：いろいろ情報が多くて、キャンペーンらしくなってきたね。

ＫＰ：「海に出れば、われらの世界だ。それまではおとなしくしていろ」と、ランダルはコートの連中に言い含めている。さて、ここでみんなは〈アイデア〉か〈ナビゲート〉のどちらか得意な方でロールしていいよ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：さきほどランダルがうかがい見たのは、横浜大さん橋の方向だとわかるね。

さやか：『あの船から見ている』……ということは、「飛鳥Ⅱ」のことでしょうか。

ＫＰ：なんかそんな気がするね。ランダルが恐れている人物が、「飛鳥Ⅱ」に乗っているのだろう。

辰巳：そのレディ・ロデレールが見ている前で、あまり見苦しいことをするなってことなんだろうな。

ＫＰ：うん、十八禁なイベントは海に出てからにしろってニュアンスだったね。

睦：十八禁……って（嫌そうな顔）。

さやか：こっちには契約を破棄する方法があるんですから、そんなことにはなりませんよ。ぺろぺろ（すでに狂気に陥っているかのように、さっきからしきりと鏃をなめている）。

ＫＰ：ちなみに、さやかちゃんの持っている鏃に対して、ランダルはあまり警戒している様子はない。

辰巳：あれ、もしかしてランダルたちは契約の破棄の方法は知らないのか？

さやか：「ところで、契約ということですけど、私たちがアトラック＝ナチャを選んだらどうするんですか？」

ＫＰ：おっと、それは痛いところをついてきたな。そう問われると、ランダルは困ったような顔をして「あの蜘蛛の神にとって人間など一切れのパンにすぎません。あなたは生きたまま食われるだけ……お嬢さん、それがどれだけ苦しいものかわかりますか？」と、そんな考えは捨てるようにと説得してくるね。

さやか：「あのぉ、私、蜘蛛の神様に『ならば、私の網に抱かれるしかないな』って言われちゃっているんです。ここで私に手を出したら蜘蛛の神様が怒るかも……ですよ？」

ＫＰ／ランダル：「ふ～む、この私を脅そうというのですか？」

さやか：「いえいえ、とんでもない。でも、大宮島にある〝死の木の契約〟の前で、もう一度、蜘蛛の神様におうかがいを立てた方がいいんじゃないですか？」と、かまを掛けてみますね。

ＫＰ：「おやおや、そこまでご存じとは……しかし、あなたの言うことももっともかもしれません。勇敢なうえに、ずいぶんと博識なお嬢さんだ」と、ランダルはさやかちゃんのかまにひっかかってしまったようだ。

さやか：「だって私、女子高生探偵ですからっ！（ビシッと決めポーズ）」

ＫＰ／ランダル：「なるほどねぇ、その才能をわが秘密教団で活かすという道もありますなぁ」

さやか：「……それは具体的にはどのようなお仕事で？」

ＫＰ／ランダル：「われらが神、大いなるクトゥルフの目覚めを阻止しようとする邪魔者たちを抹殺するのです」

さやか：「はあ、その邪魔者というのは、どんな相手なんですか？」

ＫＰ／ランダル：「主に、探索者と呼ばれる愚かな人間たちですが（笑）」

さやか：「遠慮させていただきます（きっぱり）」

睦：よかった、一瞬、さやかちゃんがジョブチェンジしちゃうかと思った！（笑）

佐々原：「だいたい、このままボクらを連れて行けると思っているのか？　すぐに救助がくるぞ」

ＫＰ／ランダル：「あなた方は、この船が〝死の木の契約〟の似姿によって加護を受けていることをご存じかと思っておりましたが？」

佐々原：あ、そうか……むしろ、海上保安庁とかが来たら、ショゴスと遭遇して大惨事になるとか？

辰巳：うーむ、このままグアムにまで連れて行かれてよいものなのか？

さやか：えーと、簡単にまとめてしまえば、アトラック＝ナチャは私たちを食べたくて、ランダルは私たちを仲間にしたいんですよね。

辰巳：うむ、それで正しいと思う。ダゴン秘密教団の外交面を担当する、人間の信者が欲しいのだろう。

ＫＰ：あと、どうもランダルはさやかちゃんに個人的に関心を持っているようだね。主にエロい意味で（笑）。

さやか：（嫌そうな顔をして）ランダルは私たちを狙っているから、アトラック＝ナチャに食べられる前に仲間にしてしまいたいと思っているわけで……だから、このまま遠くの海に連れて行かれてたら、それこそランダルたちの好きにされてしまうんじゃないでしょうか？

睦：それはあるかも。いまは謎のレディ・ロデレールがいるからおとなしくしているだけのようだし。

さやか：だったら、いまのうちに彫刻から旧き印をはがしてアトラック＝ナチャを呼び出せば、ランダルたちは逃げ出すしかないのでは？　それから、この鏃で契約を破棄すればアトラック＝ナチャも帰ってくれるはず！

辰巳：毒をもって毒を制すってやつか。

睦：クトゥグァをもってニャルラトテップを制すってやつですね（笑）。

佐々原：いままでのランダルの態度だと、アトラック＝ナチャもレディ・ロデレールも同じくらい恐れているって感じだもんね。その作戦でいけるかも。

睦：深きもの５体と戦っても絶対に勝てないだろうし、やってみますか。

ＫＰ：とはいえ、コートの男たちが蜘蛛の彫刻と旧き印のメダルの前に立ちはだかってガードしているので、簡単には近づけないよ。君たちの推理では、連中もアトラック＝ナチャには警戒しているんだから、当然だよね。

辰巳：このタイミングで「いまだ、景虎！」とか叫んだら、どこからか景虎が飛んできて、旧き印をバシッとたたき落としてくれたりしないかなぁ（笑）。

睦：景虎、かっこいい～っ！

ＫＰ：はあ、そんな気配はまったくありませんなぁ（素っ気なく）。

睦：うーん、私が女子高生でなければ、もっとからめ手を使うんですが……色仕掛けとか（笑）。

佐々原：なにを言っているの。そんなこと、お兄さんが許しませんよ！（笑）

さやか：なんとか、コートの男たちのガードをすり抜けられませんか？

ＫＰ：そうだねぇ、誰かが〈言いくるめ〉や〈説得〉などでランダルたちの注意を引くことができれば、そのすきに突入することは可能かも。ちなみに、コートの男たちのガードをすり抜けるには〈回避〉に成功する必要がある。

辰巳：なるほど、ここで〈回避〉が役立つのか。だったら、ワシが〈説得〉をしよう。

ＫＰ：あと、もしも〈説得〉が失敗していたら〈回避〉の方は自動的に失敗する。〈回避〉で突入する人は、辰巳先生が注意を引きつけられたかどうかはわからないままに突っ込んでしまうことになるので注意してね。

辰巳：なーに、大丈夫。ワシの〈説得〉の成功率は98％だからな。

睦：そんなに高いんですか！　それだったら、辰巳先生ひとりに任せて、残りは突入で大丈夫そうですね。

ＫＰ：問題はどんなことを言って、辰巳先生が〈説得〉するかだよ。

辰巳：なかなか難しいところだが、ここはランダルの申し出を前向きに検討するためグアムに行くことを許諾したようなふりをして、この「氷川丸」の設備で大丈夫なのか、きちんと調べてほしいと要求してみよう。「女の子もいるんだ。この船の安全やプライバシーは大丈夫なのかね？」

ＫＰ：意外なところから攻めてきたなぁ。まあ、そんな現実的な質問をされると、ランダルもちょっと戸惑ってしまうな。「この『氷川丸』には、昔の客室を再現した部屋もあるので居心地は悪くないと思いますが」

辰巳：おっ、駄目元の申し出だったが、思いの外乗ってきたぞ。「ふむ、だったらその部屋をちょっと見せてもらいたいものだね」と、一等社交室の外に誘導しようとするが？

ＫＰ：すると、ランダルは辰巳先生の誘いに乗って、一緒に「氷川丸」を下見しに行こうとする。コートの男たちはついていくべきかどうか一瞬迷ったようだが、ランダルはさやかちゃんたちを見張っているように命じている。この一瞬のすきがチャンスだね。では、辰巳先生は〈説得〉、蜘蛛の彫刻をめがけて突入する人は〈回避〉をどうぞ！

辰巳：コロコロ……ワシの方は成功だ。あとは頼んだぞ！

さやか＆佐々原：コロコロ……こちらも成功です！

睦：コロコロ……むはっ、失敗！

ＫＰ：では、コートの男は慌てて睦ちゃんの前に立ちはだかって、両手で抱きしめて自由を奪う。

睦：むむ～っ、魚くさ～い！（泣）

佐々原：でも、ボクらはすり抜けられたので、素早く旧き印をひっぺがします！

ＫＰ：うん、簡単に旧き印は取れるよ。けれど、その直後、蜘蛛の彫刻の部分から黒光りする槍のようなものがものすごい速度で飛び出してきた！　佐々原はここで〈アイデア〉と〈回避〉の同時ロールをしてくれ。

佐々原：な、なんだぁ!?　コロコロ……しっ、失敗してしまいましたぁ！

ＫＰ：おっと、それはもったいないことをしたな。では、佐々原は瞬間的に槍の狙いを察することはできなかった。その槍は佐々原自身ではなく、実は旧き印を狙っていたのだ。槍は佐々原の手のひらごと、旧き印を一突きにして粉々に砕いてしまう。コロコロ……手のひらを槍に貫かれた佐々原は４ポイントのダメージ。

佐々原：もしかして、ロールに成功していたら、この旧き印を守れたのか？　ううっ、手のひらよりも旧き印を失った方が痛いっ！

ＫＰ：大丈夫、すぐにそんなことは忘れるような大イベントが起きるから。

佐々原：ええ～っ!?

ＫＰ：その黒い槍のように見えたものは、佐々原の目の前でポキリと折れて、今度は床に突き立てられた。そして、槍の先端にギリギリと力が込められたかと思うと、彫刻の奥からなにか巨大なモノを引っ張り出した。それは馬ほどもある巨大な蜘蛛の体だった。佐々原が黒い槍と思ったものは、なんとこの黒い蜘蛛の脚だったのだ。いま蜘蛛は全身を現した。燃え上がる真っ赤な目、ナイフのような牙、佐々原の手のひらを貫いた鋭い八本の脚──その外見は蜘蛛によく似ていたが、その本質はまったく異質なモノ。この蜘蛛こそが、地球とドリームランドのはざまで銀の橋を織り続けるといわれる、アトラック＝ナチャだったのだ！

睦：これは私にも見えるんですか？

ＫＰ：今度はちゃんと見えるね。みんなの言っていた恐ろしい蜘蛛とは、こいつのことだったのだと、すぐに理解することができる。さあ、みんな〈正気度〉ロールをしてくれっ！

さやか＆睦：コロコロ……よしっ、成功です。

辰巳：ここさえ乗り切れば。コロコロ……ワシも成功だ！

さやか：辰巳先生、このシナリオは調子がいいですね！

佐々原：コロコロ……うわっ、失敗です！

ＫＰ：ああ、大丈夫。アトラック＝ナチャは失敗しても正気度は１Ｄ10しか喪失しないから、このシナリオ中は最大でも合計で10ポイントしか喪失しないことになる。最初の遭遇で、佐々原は正気度を９ポイントを失っているから、失敗してもあと１ポイントしか喪失しないよ。

佐々原：ううっ、うれしいような……悲しいような。残り正気度は43です。

ＫＰ：ほかの成功した人たちは１ポイントの喪失だよ。

辰巳：今回、１ポイントずつしか減っていないな。残りは35ポイント。

さやか：私は正気度72になりました。

睦：私は正気度51です。今回、あまり怖い目に遭っていないので減ってないですね。

佐々原：いいなぁ、むったん。ボクはもう12ポイントも減ってるよ……しょぼーん。

ＫＰ：なんだ誰も狂気に陥らなかったのか。まあこれで三度目の再会だからなぁ。

睦：私は初対面ですけどね～。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ダゴン秘密教団」

　どうも、好きな港は横浜港な、むったんです。

　ダゴン秘密教団はその名の通りダゴンと、そして大いなるクトゥルフを崇拝する、とても危険な教団です。

　一八四〇年にインスマスでオーベッド・マーシュ船長によって創設されたのが始まりとされていて、原作小説「インスマスを覆う影」などに登場しています。

　教団のメンバーのほとんどが深きものか、それに関係する人間という、探索者にとってはお近づきになりたくない相手です。なにしろここの信者たちは単独ではなく、教団という組織で攻めてきますからね～。

　一九二八年にインスマスが政府機関に襲撃されたときにその勢力を失ったようですが、原作小説でしっかりと描写されている数少ない教団であるせいか、その後のいろいろな創作物に登場をしている人気者です。このキャンペーンでも、元気に活躍している設定のようですね。

　そんなダゴン秘密教団については、深きものの町インスマスを解説したソースブック『インスマスからの脱出（エンターブレイン刊）』に、これでもかってくらい詳しく載っていますので興味のある方は読んでみてください。宣伝でしたぁ！









「氷川丸」が運命を精算するとき




ＫＰ：君たちの行動は、ランダルにとってあまりに予想外だったようだ。アトラック＝ナチャが降臨すると、いままでの余裕の表情を一転させて「なぜです、そんなに蜘蛛の神に食われたいのですか!?」と叫ぶ。

さやか：「そんなことより、封印なんかされて、なっちゃんは怒っているんじゃないですかね～？（笑）」

ＫＰ：さやかちゃんの目論見通り、ランダルたちはアトラック＝ナチャのことを恐れているようだ。君たちが妨害しないかぎり、手下を連れて一等社交室から逃げ出そうとするけど？

さやか：ど～ぞ、ど～ぞ、どんどん逃げてくださいな。

ＫＰ：というわけで、ここには探索者たちと唯花、そしてアトラック＝ナチャだけとなった……ここからはＤＥＸ順での行動となり、まずはアトラック＝ナチャがＤＥＸ25で行動する。

佐々原：神様より早く動ける人間なんているはずがないので、お先にどうぞ。

ＫＰ：では、遠慮なく。最初の行動で、アトラック＝ナチャは唯花に対して糸を投げつけるね。

佐々原：なぜ、真っ先に唯花ちゃんをっ！

辰巳：ずっと狙われていたからなぁ。

ＫＰ：糸の命中率は80％だ。コロコロ……はい、命中だね。唯花は銀色のねばつく糸に捕らわれてしまった。

さやか：これって、前に辰巳先生が捕まったヤツですよね。

辰巳：うむ……確かＳＴＲ30に対する抵抗表ロールに成功しないと抜け出せないはずだ。

睦：三人くらいで協力しないと、とても成功するのは無理ですね。

さやか：私は鏃を彫刻に突き立てたいんですが？

ＫＰ：さやかちゃんと彫刻の間にアトラック＝ナチャが降臨してきているのをお忘れなく。アトラック＝ナチャの脇をすり抜けて鏃を突き立てたいのならば、また〈回避〉になるね。もしくは、遠くから〈投擲〉をすることも可能だけど、ロールに失敗したら、鏃は明後日の方向に飛んでいってしまい回収に苦労するだろう。

さやか：そんなリスクは冒せないので〈回避〉をするつもりですが、このロールに失敗するとどうなるのでしょう。

ＫＰ：アトラック＝ナチャの目の前で立ち往生することになる。そのあと、どんな目に遭うか……『るるいえあんてぃーく』第二話の鶴(つる)橋(はし)の末路は覚えているよね？

さやか：中身をちゅるんとされてしまうんですよね～。でも、大丈夫。成功させますから！

睦：さすがはヒロイン。すごい自信！

さやか：じゃあ、〈回避〉を行きますよ～。コロコロ……あれっ、失敗しちゃった。てへへっ☆

全員：あれ～～～～っ!?（笑）

ＫＰ：さやかちゃんは、アトラック＝ナチャの脇をすり抜けようとするのだが、その瞬間、目の前に鋭い槍のような脚が突き立てられ、行く手を阻まれる。アトラック＝ナチャの燃えさかる複数の目は、さやかちゃんの行動もお見通しのようだね。

さやか：ううっ、にらんでる～、にらんでる～（泣）。

佐々原：鏃を持っていないボクらは、全員で唯花ちゃんを救出ということでよろしいでしょうか？

辰巳：さやかちゃんには悪いが、そうするしかないだろうな。そうでないと、唯花ちゃんの方がちゅるんとされてしまうもかしれない。

佐々原：じゃあ、ボクが代表して。コロコロ……成功しました。糸を引きちぎって、唯花ちゃんを抱きかかえます。

ＫＰ：ふむ、これでみんなの行動が終わったので、次のラウンドのアトラック＝ナチャの行動だな。さすがに唯花は放っておいて、目の前に飛び込んできたさやかちゃんに糸を投げつけようかな。

さやか：それは〈回避〉できるんですか？

ＫＰ：できるけど〈回避〉しちゃったら、次にアトラック＝ナチャをすり抜ける行動はできないよ。

さやか：うーん、それでは意味がありませんね。




　さやかちゃんはいろいろ迷った結果、アトラック＝ナチャが糸を投げるロールに失敗することに賭けて、あえて〈回避〉はしないことにした。

　しかし、そんな甘い考えが通じるわけがない。当然、ボクはロールに成功して、さやかちゃんを糸で捕らえてしまう。さやかちゃんは、このラウンドは糸から脱出すること以外は行動不能になる。

　この糸は探索者が三人で協力すれば引きちぎることが可能だが、どうせまた糸が飛んでくることは目に見えているし、次はもっと別の恐ろしい攻撃をしてくる可能性だってある。こんなことはとても繰り返していられない。神を相手の長期戦が危険すぎることは、探索者たちも十二分に理解していた。

　とはいえ、さやかちゃんをこのままにしておけば、ちゅるんと体液を吸われてしまうわけで……。




辰巳：そうだっ！　前のシナリオでワシが捕まっていたときみたいに、蜘蛛のフィブラでアトラック＝ナチャの足止めができないだろうか？

佐々原：ああっ、それはありそうですね！　フィブラを投げるのにロールは必要ですか？

ＫＰ：距離は近いし、目標も大きいから、特に必要はないよ。

睦：とすると、ＳＴＲの低いタマ兄がフィブラをアトラック＝ナチャに投げつけて、このラウンドの行動は終了。残った三人で糸を引きちぎろうとした場合の成功率を計算すると……95％ですね。うん、これがベストでは？

辰巳：問題は、今回もフィブラでアトラック＝ナチャの関心を引けるかどうかだが……。

睦：このままではジリ貧ですから、試してみる価値はあるかと。

佐々原：じゃあ、まずはボクのフィブラを投げつけます。ああっ、せっかくＰＯＷが１ポイント上昇していたのに。

ＫＰ：そのフィブラに対してアトラック＝ナチャがどんなアクションをするかは、次のラウンドに判明する。

睦：続いてさやかちゃんを糸から助けるＳＴＲの抵抗表ロールです。コロコロ……楽勝です。

ＫＰ：これでさやかちゃんも自由になって、次のラウンドになる。肝心のアトラック＝ナチャの行動は──

全員：ゴクリ……。

ＫＰ：粗末に扱われたフィブラを長い脚でつまみ上げて、大事そうに背中の剛毛の中にしまって終了だ。

全員：いやったぁ！

さやか：では、なっちゃんの脇をすり抜けるための、私の〈回避〉ですね！

睦：さやかちゃん、今度こそお願いします……！

さやか：成功率は62％！　コロコロ……。

全員：ごほん、ごほん……（みんなダイスから目をそらしてせき払いをしている）。

ＫＰ：どうしたの？　成功したの？　ちゃんとキーパーにも教えてちょうだい（笑）。

さやか：はい……失敗してしまいました～（泣）。

ＫＰ：ということは、また立ち往生してしまうね。ちなみに、そろそろしびれを切らしたのか、アトラック＝ナチャはさやかちゃんに見せつけるかのように牙から刺激臭を漂わせる液体をダラダラと垂らしている。

辰巳：とうとう毒の攻撃をするつもりか……これはまたフィブラを投げるしかないな。

睦：今度は私のやつを投げておきますね。これでフィブラの残りは、あと二つだけですよ。

辰巳：やけに景気良くくれたからな。キーパーとしては、ここで使わせるつもりだったんだろう。

ＫＰ：次のラウンドでも、同じようにアトラック＝ナチャはフィブラを回収する。もう一度、さやかちゃんの〈回避〉をどうぞ。

さやか：三度目の正直です！

佐々原：これ以上、フィブラを投げるのはもったいないから、ここで成功させてよ～！

さやか：なっちゃんの動きはすで見切りました。こうして体を回転させることで、相手の力をそらしつつ……奥に飛び込みますっ！

辰巳：そうだ、回転の力だ！（笑）
















さやか：コロコロ……今度は成功しましたぁ！

佐々原：なんと、回転の力が大事だったのか！（笑）

ＫＰ：では、回転の力に目覚めたさやかちゃんは、アトラック＝ナチャの力に逆らうことなく、風に舞う木の葉のようにくるくると回転をしながら彫刻の前へとすり抜けることができた（笑）。

さやか：「契約は破棄させてもらいます！」と、蜘蛛の彫刻に鏃を突き立てます！

ＫＰ：そのとたん、あまりにあっけなくアトラック＝ナチャの姿は消失した。

佐々原：き、消えた……助かったのか？

ＫＰ：……ところが、突然、船が大きく揺れだした！

佐々原：「な、なんだっ!?」

ＫＰ：船の外装には激しく波がぶち当たり、甲板には大量の水が降り注ぐ音が聞こえてくる。まるで、ものすごい暴風雨の中に飛び込んでしまったかのようだ。

睦：「嵐に飛び込んでしまったの？」

ＫＰ：船体はギシギシと不気味な音を立てて、動いているはずのない機関室からはカンカンカンという警報が鳴り響いているのが聞こえてくる。

さやか：「もしかして、『氷川丸』が受けていた加護が無効にされたから？」

ＫＰ：さやかちゃんがそうつぶやいたとたん、大きな爆音と共に、船がぐらりと傾いた。

さやか：「いまの音は!?」

ＫＰ：続けて、同様の爆音がふたつ連続して響いた！

佐々原：「三回の爆発……これって、『氷川丸』が機雷にあった回数では？」

ＫＰ：さらに、激しく揺れる「氷川丸」の上空から「ゥイ～～～～ン！」というプロペラ機の急降下してくるような音までが聞こえてくる。

辰巳：「……そうか、『氷川丸』が沈むはずだった運命を、いま一気に精算しているというわけか」

ＫＰ：その通りだ。太平洋戦争からずっと「氷川丸」がねじ曲げてきた滅びの運命を、君たちはひとときに体験しているわけだ。さて、最後の〈正気度〉ロールをしてもらおうか。成功したら１ポイントの喪失、失敗したら１Ｄ４ポイントの喪失だぞ！

辰巳：ここで狂ってなるものか。コロコロ……くそっ、ここでとうとう失敗とは！　コロコロ……しかし、減ったのは１ポイントだ。

さやか：コロコロ……私も失敗です。正気度を１ポイント喪失。ガクガクと震えています。

佐々原：コロコロ……ボクも失敗。おっと、ボクも１ポイント喪失で済んだぞ。

睦：成功したのは、私だけのようですね。でも、みんなと同じく１ポイント喪失かぁ。

ＫＰ：なんだよ、今回はみんなあんまり正気度が減らないな～。

佐々原：そんなことより、早く逃げないと。

ＫＰ：すると、ずいぶんと遅い登場だけど、係員が一等社交室にやってきて、君たちに海上保安庁の巡視船が救助にやってきたことを伝える。この「氷川丸」はもうじき沈むかもしれないそうだ。

さやか：でも、海にはムニャムニャがいるのでは……（ショゴスのことはみんなに伝えたくないらしい）。

ＫＰ：どうやら、「氷川丸」を動かしていたショゴスは、ランダルたちと共に姿を消したようだね。君たちは、運命の精算を終えてゆっくりと沈んでいく「氷川丸」から、無事に避難することができるよ。

さやか：ほっ、よかった……。




ＫＰ：かくして、ダゴン秘密教団の勧誘を拒絶して、「氷川丸」の最期を見届けた探索者たちは、１Ｄ10の正気度を獲得する。さらに唯花が無事だったので１Ｄ３のボーナスを追加だ。今回はみんなあまり減っていないようだから、黒字の人も多いんじゃないのかな？

佐々原：ボクは13ポイント減っているから、黒字にするのは不可能なんですけどね……。




　その結果、このような正気度の変化となった。




　さやか：シナリオ終了時71ポイント＋獲得11ポイント＝合計82ポイント（開始時から+2ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時34ポイント＋獲得12ポイント＝合計46ポイント（開始時から+17ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時42ポイント＋獲得８ポイント＝合計50ポイント（開始時から-5ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時51ポイント＋獲得２ポイント＝合計53ポイント（開始時から-1ポイント）




　ゲーム開始時に二つの技能を90％に成長させて正気度を10ポイントも獲得していた辰巳先生が、正気度報酬のロールも大勝利。珍しく大幅黒字となり正気度的な危機からは脱することができた。

　さやかちゃんの悪運も健在で、またも正気度を黒字とする。もはや誰も彼女を止められない。

　一方、佐々原と睦ちゃんはいまいちだったようで、正気度50付近という、このゲームが一番面白いのではと思われる数値でウロウロし続けるのであった。







普賢堂からの忠告




ＫＰ：今回はキャンペーンシナリオなので、シナリオは終了したけど、次回の引きをちょっとしておこうか。

さやか：次は本当にグアムに行くのでしょうか……？

ＫＰ：探索者たちが沈没する「氷川丸」から救出され、面倒な事情聴取を終えると、いつの間にか夜が明けていた。そして、君たちは早朝の山下公園で普賢堂と再会することになる。このあたりの水深は浅いので、沖には沈没した「氷川丸」の一部が見えている。

さやか：「すみません……『氷川丸』をあんなふうにしてしまって」

ＫＰ：すると、普賢堂は首を横に振って「いいえ、最初に運命をねじ曲げてしまったのは、私の方……」と、弱々しく語る。あの「氷川丸」の姿を見て、自分が禁断の力を使ってしまったのだと改めて思い知ったのだろう。

さやか：「でも、そのおかげで多くの人を助けられたんですから」

辰巳：「『氷川丸』も解放されて、ようやく休息することができたのだと思いましょう。そして、もうあなたも過去から解放されるべきではないのでしょうか？」

ＫＰ／ヤエ：「ですが、私が持ち込んだ〝死の木の契約〟の似姿が原因で、あなたたちを恐ろしい事態に巻き込んでしまいました」

さやか：「それは大丈夫です。契約は破棄できましたから」

ＫＰ／ヤエ：「いいえ、おそらくは、似姿が力を失って一時的に難を逃れただけ。アトラック＝ナチャや深きもの──そう、宇宙的恐怖からは簡単に逃れられはしない。今回のようにどれだけ時間が経とうとも、まるで昨日のことであったかのように、突然、恐怖はよみがえるものなのです」

さやか：「そ、そんな……」

佐々原：「やっぱりグアムに行かないといけないんでしょうか？」

ＫＰ／ヤエ：「そうですね、すべては大宮島──グアムから始まりました。あの島に行って、現地のチャモロ人に話を聞けば、似姿ではなく本物の〝死の木の契約〟についてなにかわかるかもしれません」

睦：次回はグアム編ということでしょうかね？

ＫＰ：ここで普賢堂は、睦ちゃんを真剣な面持ちで見つめる（珍しくキーパーも真剣な顔をする）。

睦：「なっ、なんでしょうか？」

ＫＰ／ヤエ：「あなたのお友達はアトラック＝ナチャに見初められてしまいました。宇宙的恐怖から解放されるには、グアムを訪ねて、すべての謎を解かねばならないでしょう。でも、あなたは……まだ引き返せるのですよ？」

佐々原：むったんはアトラック＝ナチャに狙われていないということですか？

さやか：そうみたいですよね。まだ、フィブラも吐き出していないし。

ＫＰ／ヤエ：「もしここで深入りすれば、あなたもまた宇宙的恐怖の深淵にのみ込まれてしまうかもしれない。それは、ここにいるみなさんも望んではいないでしょう」

佐々原：そりゃあ、むったんが危険な目に遭うのは嫌ですけど……。

睦：むーっ、私はここで引退しろってことですか？

ＫＰ：いやいや、もちろんキーパーとしてはそんなことは求めていないよ。探索者なんだから、これからも好奇心に従っていろいろな事件にかかわるのは当たり前のことだ。

睦：そうですよね、ホッ……。

ＫＰ：ただ、せっかくのキャンペーンなので、ここで睦ちゃんに旅に出る理由と決心というやつを考えておいてもらおうかなと思っている。今回、正気度的におまけしたので、これは宿題だ。次のゲームのときまでに、睦ちゃんが探索を続ける理由を考えてきてね。

睦：むっ、むむむ～～～～～っ！




佐々原：そういえばレディ・ロデレールについては、なにも情報が得られませんでしたね。

辰巳：「飛鳥Ⅱ」に乗っているような気がするのだが、次のシナリオで判明するのかもな。

ＫＰ：しかし、「飛鳥Ⅱ」には簡単に乗ることはできないし、なにより年末年始にかけてニューイヤーズクルーズという、グアム・サイパンへの九泊十日の航海に出発してしまうらしい。

佐々原：グアム！　まさか、この展開はボクらに「飛鳥Ⅱ」に乗れと!?

辰巳：いやいや……「飛鳥Ⅱ」を調べたいのはやまやまだが、いまからクルーズを予約するのは無理だろう。

ＫＰ：そんな辰巳先生の困った顔を見過ごせない人がいる。「辰巳先生、どうかされましたか？」と、クリスマスを実家で過ごしていた京(みやこ)の登場だ（笑）。

佐々原：まさか、ここで安(あん)針(じん)塚(づか)財閥の力が役に立つのか！（笑）

ＫＰ：その通り、「飛鳥Ⅱ」を所有する郵船クルーズにもコネがある安針塚財閥ならば、予約客に裏から話をつけてチケットを譲ってもらうことだって可能なのだ！

辰巳：なんだって～！（笑）

睦：私がプレイヤーのときはそんなことできなかったのに、ずる～い！

佐々原：ＮＰＣになったとたん、学園の理事長になったり、急に便利なキャラになったよね（笑）。

ＫＰ：そんなわけで『るるいえばけーしょん』の第二話は、豪華客船「飛鳥Ⅱ」に乗船して、謎のレディ・ロデレールの正体を探るという展開で決まりだ！

さやか：急いでディナー用のドレスとかを用意しないと！

睦：ドレスのことより、私は宿題のことで頭がいっぱいです。むむむ～～～っ。










第一話終了・睦ちゃんとの反省会




　第三シーズンの第一話を終えた打ち上げ後、ボクと睦ちゃんのプレイヤーは居酒屋で二次会に突入。ほろ酔い気分で反省会を開くことにした。




睦：第三シーズンスタート、おめでとうございます。

ＫＰ：うんうん、こうして『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のリプレイを継続して出させてもらえるってことは、ホントにありがたい話だね。

睦：今回のシナリオは、キャンペーンの第一話ということで導入編って感じでしたね。

ＫＰ：まあ、おっしゃる通り。まだまだ、事件は始まったばかりだよ。

睦：これからどんな展開になるのかわからないので、いつもみたいに、私の方からの意見はあまり思いつきませんね。

ＫＰ：打ち上げで思いっきりネタバレ話ができないこと……これはキャンペーン最大の弱点だな（笑）。

睦：まだ、怪しい情報が出されただけで、なにも解決していませんからね。特に、レディ・ロデレールの正体についてはなんにもわかっていないし……。

ＫＰ：次回のシナリオは、そのへんの調査をメインにしてもらうってことで。

睦：私からはあまり意見がないので、キーパーから見て、今回のゲームはどうだったんですか？

ＫＰ：うーん、ボクとしては「動かない探索者」に悩まされたゲームだったかなぁ。

睦：動かない探索者？

ＫＰ：横浜にもう一度行って、山下公園で普賢堂探しているとき、佐々原と辰巳先生がホテルで唯花を見張っているという行動を取っただろう。

睦：ああ、私とさやかちゃんだけで、普賢堂を探しに行っていたときですね。

ＫＰ：あのとき、佐々原と辰巳先生をどうやって山下公園に向かわせるかで、ボクはちょっと困っていたんだ。

睦：えーと、確かあのときはキーパーが「唯花ちゃんは安全だ」とぶっちゃけていましたよね。

ＫＰ：スマートな誘導方法が思いつかなかったからね。

睦：むー、私としては、ああいったのはいかがなものかとも思いますが。わかりやすいのでプレイヤーも楽というのはありますが、なれ合いが過ぎるような気もします。

ＫＰ：まあ、その意見に反論はしないよ。

睦：そもそも、なんでそんなに探索者を全員集合させたかったんですか？

ＫＰ：ボクとしては「普賢堂が佐倉ヤエだったのだ！」というネタばらしは『白無垢の仮面』のプレイをしていた辰巳先生のプレイヤーが参加しているところで披露してあげたかったんだ。

睦：その場に探索者がいるのかいないのかによって、気持ちの盛り上がり度合いも変わりますからねぇ。

ＫＰ：プレイヤー発言ではなく、その場にいる探索者としていろいろ質問とかしてみたいだろうと思ってね。

睦：でも、私がキーパーだったら、とりあえず探しているチームだけと遭遇をさせて、それからどうするのかは探索者次第のアドリブ対応にしますけど。

ＫＰ：その流れだと、次に控えている、「氷川丸」でのランダル・レスピシオとの遭遇に、佐々原たちをうまく合流させられるかどうかが非常に不安だった。

睦：そういえば、普賢堂と出会ったあとは、そのままクライマックスに直行でしたね……だったら、普賢堂の方から、どこか落ち着ける場所で話をしようと提案させるのはどうですか。そうしたら、タマ兄たちのいるホテルで合流できるでしょう？

ＫＰ：なるほど、それは思いつかなかったな。出会う前じゃなくて、出会ってから誘導すればよかったのか。コロンブスの卵だね。

睦：でも、キーパーは動かない探索者と言いますけど、タマ兄たちの行動は正しいと思いますよ。あんなに唯花ちゃんが悪夢を見たり、深きものたちが露骨に監視していたりしてたら、なるべく安全な場所でかくまってあげようって思っちゃいますよ。

ＫＰ：ああ、それは同感だよ。ボクは決して、悪い意味で「動かない」と言っているわけじゃないんだ。

睦：私たちのプレイスタイルでは、善良なＮＰＣは確実に守り通すのが鉄則ですからね。

ＫＰ：そのことは、ボクだって理解している。だからこそ、ＮＰＣを守るためには事件を解決しないといけないという引きをこのキャンペーンでは採用させてもらっているんだ。

睦：何度も同じ探索者でプレイしていると、だんだんクセがわかってきて誘導もしやすくなりますよね。

ＫＰ：みんなのクセがわかっているからこそ「唯花は安全だ」とぶっちゃけてしまえば、みんな活発に行動すると思ったんだ。でもね……悪い意味での「動かない探索者」というのもあるよね。

睦：というと？

ＫＰ：探索者を事件から遠ざける目的で、積極的に行動をせずに安全な場所に居続けさせるようなプレイとか。

睦：むーっ、と～きどき、そういう人もいますけどね。

ＫＰ：ボクもたま～にしか遭遇はしないけどね。シナリオに明確な引きや、強い押しがなく、事件が起きてもなにもせずに自宅に帰るのが一番安全だというときに発生しがちな問題だと思う。

睦：探索者の好奇心任せなシナリオですね。

ＫＰ：この場合のポイントとしては、そうしたプレイヤーは、自分の探索者に現実味のある賢明な行動をさせているだけだと思っているかもしれないことだね。だとしたら、問題はプレイヤーにではなく、キーパーの説明不足にあるはずだ。

睦：そうなんですか？

ＫＰ：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の冒頭に書かれてあることだけど、プレイヤーは「謎を解き明かし、事件を解決しようと努めるキャラクター」である探索者の役を引き受けるとある。つまり、キーパーが謎と事件を提供してきたときに、プレイヤーが最優先すべきことは探索者の身の安全ではないというわけだ。ここをきちんと説明してあげないといけないね。

睦：できることなら身の安全を守りつつ、謎を解くのが理想ですけどね。

ＫＰ：そういうときの対処方法としては、一度ゲームを中断して、このゲームのプレイヤーキャラクターがなぜ〝探索者〟という名前で呼ばれているのか、しっかりと伝えてあげるべきだと思うね。

睦：むむー、ゲームを中断するのって勇気がいりますよ。場がしらけて、空気が悪くなりそうで。

ＫＰ：それはよくわかる。下手をすればプレイヤーは自分が批判されていると感じるだろうし、キーパーへの不信感を持たれるかもしれない。だけど、だからってズルズルとそのまま続けていても状況が改善しないというのなら、いったん休憩時間を取るなどして中断させてしまった方がいい。ゲームが進行中だとプレイヤーも熱くなって視野が狭くなりがちだけど、休憩時間なら冷静に話し合えるだろう。

睦：休憩時間を取って、そのときに話し合うというのなら、抵抗も少ないかもしれませんね。

ＫＰ：なんでもスマートに解決するのは難しいものだよ。キーパーだからって格好つけないで、困ったことがあればプレイヤーと一緒に答えを探すというのも大事だと思う。

睦：ぶっちゃけてしまってもよいってことですか？

ＫＰ：もちろん、スマートな誘導ができるなら、それに越したことはないけどね。

睦：今回のシナリオは佐倉ヤエや「氷川丸」が登場したりして『白無垢の仮面』との関係が深かったですね。これは意識してのことですか？

ＫＰ：前から言っているけど、クトゥルフ神話の魅力のひとつは他作品とのクロスオーバーだと思っているから、『白無垢の仮面』に限らず、積極的にほかの作品のネタを取り入れるつもりだよ。

睦：それにしても、ほかのリプレイの探索者が、ＮＰＣとして登場するとはびっくりしました。

ＫＰ：口には出さなかったけど、辰巳先生は早い段階で普賢堂の正体が、佐倉ヤエじゃないかと思っていたみたいだったな。

睦：昭和初期に活躍していた女性記者と言われれば、確かに彼女のことを思い出すかも。

ＫＰ：佐倉ヤエを登場させようと思ったのは、ちょっと訳があってね……まず、睦ちゃんは、アトラック＝ナチャが登場したシナリオに参加していないから、ひとりだけ狙われていないんだよね。でも、その問題を逆手にとって、探索者としての決意をしてもらうシーンを用意してみようと思った。そのとき、先輩の探索者である佐倉ヤエが、後輩である睦ちゃんに問い掛けるというアイデアをひらめいたんだ。

睦：むむ～っ。

ＫＰ：時代を超えた探索者たちの交流……素晴らしいじゃないか！

睦：私としては難しい宿題を出されたな～、って感じですけど。

ＫＰ：まあ、考える時間はたっぷりあるから頑張ってね。

睦：むむむ～っ！




　さて、次のシナリオでは、グアムへと向かう途中で事件が起きる予定だ。多少強引な手段を使ったけど、探索者たちを豪華客船「飛鳥Ⅱ」に乗せることができそうだ。

　この日本最大の客船が、次のシナリオの舞台だ。

　われながら凝った舞台を選んだものだと、自画自賛してみたり。

　でも、どんなシナリオにしたものやら？

　舞台ばかり先行してしまって、肝心の事件が思いつかない。

　「飛鳥Ⅱ」に関係しているらしいレディ・ロデレールを探すことをメインの目的としていきたいけど、その過程でなにが起きるのかが大事だ。

　嵐の山荘のような閉鎖空間は『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』との相性は良いのだけど、「飛鳥Ⅱ」ほど大きな客船となると、海上にあっても閉鎖空間とは呼べない。たくさんの乗客と、なにより訓練された乗組員がいる。話によると乗客二人に対して、乗組員が一人という比率らしいから、セキュリティとしては地上よりもしっかりしていると言ってよいだろう。

　こんなところで事件を起こしても、探索者はあまり自由に調査ができないかもしれない。

　となると、探索者しか事件に気づいていないという構造にする必要があるだろう。もしくは、探索者しか事件に巻き込まれないとすれば、もっと安心だ。

　でも、せっかくのキャンペーン第二話なんだから、周りの人が気づかないほどの、地味な事件というのもいまいちだなぁ？

　「飛鳥Ⅱ」の船内で発生しながらも、周りの乗客には気づかれず、それでいて派手な事件の内容……なんかすごく矛盾しているような気がするけど、そこをなんとかするのがキーパーの腕の見せ所だ。

　ここはひとつ、あのとっておきのソースブックを使ってみようかな？




















日(ひ)野(の)睦(むつみ)の決断




ＫＰ：では、キャンペーン第二話を始めるとしようか。

さやか：確か、「飛鳥(あすか)Ⅱ(ツー)」に乗ってグアムに行くんでしたよね？

ＫＰ：そうだね、「飛鳥Ⅱ」は十二月二十六日にニューイヤークルーズに出航して、途中でグアムに停泊することになる。そんなわけで、君たちは船旅の準備に忙しい。特にさやかちゃんと睦ちゃんは、船上パーティーで着るフォーマルドレスを用意しないといけないから大変だな。

睦：高校の制服とかじゃあダメなんでしょうかね？

ＫＰ：「飛鳥Ⅱ」のパーティーにはドレスコードがあって、場の雰囲気にふさわしい服装をすることを要求されているんだ。高校の制服じゃあ……まずいんじゃないの？

さやか：辰(たつ)巳(み)先生たちはタキシードでいいんでしょうけど、私たちはどんなのにすればいいのやら。

ＫＰ：ボクら庶民にはフォーマルドレスなんて縁のない衣装だけど、アカデミー賞とかで招待客が着ているようなものをイメージするといいと思う。食事をするんだから、あまりごてごてした飾りはないけど、それでも普段の服装とはかけ離れた、だいぶ派手なドレスと思っていい。ちなみに、パーティーの趣旨によってはインフォーマルな服装でもいいとされているけど、そっちは結婚式に招待された女性の服装といった感じかな。

さやか：そんな服は持っていませんから、財閥のお嬢様の京(みやこ)さんに借りようかな。

ＫＰ：京だったら、たくさん持っているだろうね。寸法を直してもらえば問題ないだろう。

佐(さ)々(さ)原(はら)：胸のあたりを特に直してもらわないと（笑）。

さやか：そうなんですよね……京さんは意外と胸があるから。私とむったんはぺったんコンビ。

佐々原：むったんは小さい方がいいと思うよ、うん。

ＫＰ：さて、アホなことを言っている佐々原だけど、君は「飛鳥Ⅱ」に乗船する前日に悪夢を見る。

佐々原：ええ～～～っ!?

ＫＰ：君は夢の中でアトラック＝ナチャと手に持った大型ナイフで戦っている。激闘の末、身動きしなくなったアトラック＝ナチャの腹にナイフを突き立て、切り裂くと……なんとその中から、血まみれの唯(ゆい)花(か)が現れた。いつの間にかアトラック＝ナチャの体は消え去り、自分がナイフで切り裂いたのは唯花の華(きゃ)奢(しゃ)な体であることに気づく。唯花の血にまみれたナイフがその証拠だ。君は悲鳴を上げて目を覚ます……〈正気度〉ロールだ。

佐々原：なんでこんな夢を……コロコロ……成功です。

ＫＰ：成功したら正気度は喪失しない。これは前に見た、巨大な木の夢ほどリアリティのあるものではない。おそらくは、佐々原の心に残った殺人癖の狂気が引き起こした後遺症だろう。佐々原は、枕元に置いてある大型ナイフが、まだ唯花の血に濡れているような恐怖を感じる。

佐々原：「ボクが唯花ちゃんを傷つけるなんて……そんなことあるはずがない。どんなことがあっても、守ってあげるんだ」といって、ナイフを戸棚にしまいます。どうせ、「飛鳥Ⅱ」には持ち込めないでしょうしね。




ＫＰ：いよいよ、「飛鳥Ⅱ」の出航の日がやってきた。「飛鳥Ⅱ」は全長２４１ｍ、全幅２９・６ｍ、乗客数８７２人、乗組員４７０人の日本最大の豪華客船だ。横浜大さん橋の屋上から見ると、ちょうど船の上部構造が真正面に見えるので、四階建ての横長のビルが建っているだけのように見えるかも。ただ、身を乗り出して下を見ると、ちゃんと船の部分が下にはあって、海に浮かんでいることがわかる。大きなホテルを丸ごと船に乗せたような感じだね。

さやか：あれ、そういえば今回は「幕間での成長」はないんですか？

ＫＰ：前回の事件から数日しか経たないからね。成長するほどの勉強も訓練もできないよ。

さやか：ええ～っ、がっかり～。

ＫＰ：まあ、そのへんはちゃんと考えているから安心してくれ。

さやか：ところで、むったんはどうするんでしょう。一緒に来てくれるのでしょうか？

ＫＰ：そうだね、大さん橋の屋上には、君たちを見送ってくれる人たちがやってきている。辰巳先生には車いすに座る京、佐々原と唯花には智(とも)実(み)、そして普(ふ)賢(げん)堂(どう)こと佐(さ)倉(くら)ヤエが睦ちゃんの決意を見届けにやってきている。

睦：えーと、私はみんなとは別行動で、一人で普賢堂さんに会いに行きます。でも、スーツケースを持って旅の準備を整えています。

ＫＰ：そんな睦ちゃんの旅支度を見た普賢堂は「行くつもりなの？」とだけ尋ねる。

睦：「はい、私はもう決めましたから」

ＫＰ／ヤエ：「アトラック＝ナチャに狙われていないあなたが、そこまでする義務はないのよ？」

睦：「……プールで怪物に襲われたとき、タマ兄は私を守ってくれました。城(じょう)ヶ(が)崎(さき)先生が危ないとき、さやかちゃんは迷わずに飛び出しました。そして、そんな城ヶ崎先生もさやかちゃんを最期の時まで守ってくれました。私たちはいつも誰かに守られている。だから、私も誰かを守りたいんです」

ＫＰ：ふむふむ、なるほど。

睦：「それに、みんなと違って蜘(く)蛛(も)の神に狙われていない私が行けば、なにかのとき役立てるかもしれません」

佐々原：うん、それはあるかも。かなりゲーマー的な思考だけど。

ＫＰ：でも、元探索者である普賢堂は、睦ちゃんの合理的な考え方は嫌いじゃない。「どうやら、同情とか成り行きとか、そんな浅い考えからではないようね。それがあなたの決意なら、私からはもうなにも言わないわ」

睦：「心配してくれてありがとうございます。でも、私はみんなと一緒に行きたいんです」

ＫＰ：普賢堂はそんな睦ちゃんをまぶしそうに見つめると「あなたを見ていたら、なんだか希望が持てる気がしてきたわ。一度は忌まわしい力に頼ってしまった私だけど……たとえ百歳を過ぎても、何度でも希望はよみがえるものなのね」と言って、涙を浮かべながら抱きしめた。「あなたがそのことを気づかせてくれたわ……ありがとう」

睦：「……必ず戻ってきますから」と、普賢堂さんに別れを告げて、みんなと合流しますよ！

さやか：「むったん、来てくれたんだ！」

睦：「当たり前でしょう。さやかちゃんだけじゃあ心配だもの！」

佐々原：「な～に、むったんも唯花ちゃんもボクが必ず守ってあげるさ」

ＫＰ：しかし、そのとき佐々原の脳裏には、血まみれのナイフを握りしめる悪夢がよみがえるのであった……。

佐々原：「……大丈夫……大丈夫だから（ブツブツ）」

睦：「なんかタマ兄が少し変みたいだけど……本当に大丈夫なのかなぁ？（笑）」




ＫＰ：では、いよいよ「飛鳥Ⅱ」は出航する。ボーッという大きな霧笛が鳴らされ、ゆっくりと巨大な船体が港を離れていく。いつもならば大先輩である「氷(ひ)川(かわ)丸(まる)」も霧笛で出港を送るはずなのだが、残念ながらいまは海に沈んでしまっている。そして、大さん橋の屋上から乗客を見送る人々……その中には京がいるのだけど、船上に辰巳先生の姿を見つけると、彼女は意を決して車いすから立ち上がるのだった。

さやか：ええっ、これは!?

睦：京が立った、京が立った！（アルプスの少女ハイジ風に）

ＫＰ：そして、手を振りながら、危なっかしい足取りで辰巳先生の姿を追っていく。なにか呼び掛けているようだが、辰巳先生にはその声は聞こえない。

佐々原：なんでしょうか、この演出は。普通は帰ってからのイベントでは？（笑）

ＫＰ：いや、だって無事に辰巳先生が帰ってくるかわからないし。やれるうちにやっておこうかと（笑）。

辰巳：ひでぇ！（笑）

ＫＰ：そんな京に、辰巳先生からなにか言葉はないんですか？

辰巳：……ここからでは聞こえないだろうし、日本に帰ってから彼女に伝えるとするよ。

さやか：京さんのためにも、無事に帰れるといいですねぇ～。







追い詰められる辰巳先生




ＫＰ：京がコネを利用して確保してくれた「飛鳥Ⅱ」の部屋は、三人泊まれる広いスイートと、普通の客室であるステートと呼ばれる二人部屋だ。豪華客船といっても、ステートの客室は普通のビジネスホテルよりも狭いくらいだね。

睦：私とさやかちゃん、唯花ちゃんの女性グループがスイートで、辰巳先生とタマ兄がステートって部屋割りになるのかな？

佐々原：戦闘力を分散させるために、ボクが唯花ちゃんとむったんの部屋に泊まるというのもありかと……。

さやか：いや、ありませんね。まったくありません！

ＫＰ：ちなみに、スイートの方はステートに比べるとずっと設備が充実していて、特にプライベートのバルコニーがあるところがポイントだ。そこで海の景色や食事などを、自分たちだけで楽しむことができる。

さやか：クルーズは九泊十日もあるみたいですけど、船に乗っている間はなにをしていればいいんでしょうね？

ＫＰ：豪華客船のクルーズ中は、いつでもどこかでさまざまな催し物が開催されている。乗客は毎日配られる催し物のスケジュール表を見て、今日はどれに参加するかを自由に決める。もちろん、なにもしないでラウンジなどでお茶と会話を楽しんだり、甲板からずっと海を眺めていてもいいんだけどね。

睦：自分で好きなように過ごし方を決めればいいんですね。

ＫＰ：うん、昼間の催し物は、社交ダンス教室やカジノ教室などのカルチャースクールや、甲板での軽いスポーツ大会などが多い。夜はパーティーやミュージックショー、昼間習ったことを実践するダンスタイムやカジノなども開かれる。食事だって一級品で、毎晩がフルコースのディナーだ。

さやか：ちゃんとドレスは用意してきましたので大丈夫ですっ！

ＫＰ：あと、この「飛鳥Ⅱ」の豪華さを知るポイントとして、乗客数に対して乗組員数の比率が高いことがあげられる。単純計算で客二人に乗組員一人がつくことになり（一般的なクルーズ客船では三～四人に一人くらい）、お客ひとりひとりへのサービスもきめ細かだ。そのため価格もほかの客船に比べて高額で、富裕層の乗客が多いんだ。

さやか：二人に一人ってすごいですね。

辰巳：まあ、身の回りのサービスをする人以外の、船を航行させる船員も含めての計算だろうけどな。

ＫＰ：おおっぴらに言う人はいないだろうけど、船でどこかに移動することなんかよりも、そんなセレブな人間たちだけが集まった優雅な空間を楽しむことを豪華客船クルーズの魅力と感じる人もいるだろう。ボクのような庶民には、ちょっと踏み込めない世界だね。

さやか：一度くらいは、そういった船で世界一周とかしたいですね～。

ＫＰ：……さて、そんな豪華客船の「飛鳥Ⅱ」に、みんなは乗船しているわけだけど、初日は出港を祝うパーティーが開かれるので、いきなりドレスコードがフォーマルなディナーとなる。

さやか：京さんに見立ててもらったドレスを着て、いざ出陣っ！

辰巳：ワシもタキシードを着て、さやかちゃんたちと合流することにしよう。

ＫＰ：このフォーマルな空気になじめるかどうかは〈信用〉の４倍でどうぞ。

辰巳：コロコロ……ワシは１倍で成功したぞ。

ＫＰ：さすがは辰巳先生。まったく物おじせずに、すっかりセレブたちの一員として溶け込んでいるね。

佐々原：コロコロ……ボクも４倍なら成功していますね。出版パーティーとかで慣れているのかな。

さやか＆睦：コロコロ……失敗しました。

ＫＰ：うーん、女子高生二人組は、このパーティーの場ではちょっと浮いている感じだね。唯花の方は小学生なので、マナーについては大目に見てもらえる。騒いだりしなければ顰(ひん)蹙(しゅく)を買うようなことはないだろう。

佐々原：むったんと唯花ちゃんをエスコートしますよ。「ほら、ボクの腕につかまって」

辰巳：じゃあ、年寄りですまんが、ワシはさやかちゃんをエスコートしてあげよう。
















ＫＰ：乗客の年齢層は、辰巳先生くらいの世代がほとんどだね。若い世代は一割くらいしかいないので、さやかちゃんたちはちょっと目立つ存在だ。

辰巳：親子連れにも見えないしな。いったいどんなグループなんだと思われていることだろう。

睦：私は高校の課外授業のホテルマナー教室を必死に思い出しながら、カチコチになって食事していますよ（笑）。

佐々原：「すみません……ナイフじゃなくて、ハシをもらえますか？」

さやか：「どうしたんですか、佐々原さん？」

佐々原：「なんだか、ナイフは怖くて……」

辰巳：食事用のナイフも怖いのか!?（笑）

睦：なんだかタマ兄が壊れかけているような……。

ＫＰ：さて、こうした場所でのマナーにも精通している辰巳先生のおかげで、みんなは恥をかくこともなく美味しいディナーを楽しむことができた。デザートが来るころには、会場全体の空気もすっかりリラックスしたムードになって、あちこちで雑談の声も聞こえてくる。

さやか：グアムまであと三日もありますけど、これからどうします？

辰巳：前回でわかったことをまとめると、〝死の木の契約〟というモノ自体の正体はわかっていないが、それは深きものとアトラック＝ナチャの両者が、狙った人間を協力して追い詰めるシステムのようだな。

睦：アトラック＝ナチャが目をつけた人間を、深きものたちが協力して追い詰める。そして、アトラック＝ナチャに食べられるか、それともダゴン秘密教団に入信するかの二択を迫るといった感じみたいですね。

佐々原：でも、それって狙われる人間には、まったくメリットがないですよね。

ＫＰ：そりゃあ、深きものとアトラック＝ナチャの契約だもの。獲物のメリットなんか気にしないよ。

睦：でも、「氷川丸」にあった蜘蛛の彫刻は〝死の木の契約〟の姿をまねて、ダゴンの加護を得るモノだったんですね。

ＫＰ：〝死の木の契約〟はとても強力な存在なので、たとえ似(に)姿(すがた)であっても船一隻を海難から守るくらいの御利益はあったんだ。普賢堂はその力を利用して、「氷川丸」を悲劇の運命から救ったんだね。

睦：そんな〝死の木の契約〟の似姿のある「氷川丸」に、たまたま『るるいえあんてぃーく』の第二話でアトラック＝ナチャに縁のあった唯花ちゃんたちが乗ったせいで、本格的に狙われるようになってしまった……と。

辰巳：猫の景(かげ)虎(とら)がそうなるように仕組んだ気がするのだが、そのへんはさっぱり情報が出てこなかったな。

さやか：景虎のことは気になりますけど……とりあえず、私たちの目的はグアムにあるらしい〝死の木の契約〟の本体を貝の鏃(やじり)で断つってことでいいんですか？

辰巳：たぶん、それでいける気がする。だったら、グアムに到着するまでなにもすることはないのか。

佐々原：いやいや、レディ・ロデレールを探さないと。

辰巳：レディ・ロデレールが乗っていたのは、この前のクルーズだろう。

佐々原：でも、また乗っているかもしれませんよ。常連さんとかだったりして。

ＫＰ：佐々原の言うとおり、こうした豪華客船には常連客がついているものらしい。同じ船で何度も世界一周をする猛者もいるらしいよ。半分、船に住んでいるようなもんだね。

辰巳：うーん、かといって、ランダルがつぶやいただけの名前を根拠に探し回るというのもなぁ……。

佐々原：でも、わざわざ「飛鳥Ⅱ」に乗ったのは、レディ・ロデレールについて調べるためでしょう？

ＫＰ：そんなふうに、みんながデザートを食べながら今後のことを考えていると、声を掛けてくる人物がいる。

さやか：おや、誰でしょうか？

ＫＰ：でっぷりとした体をタキシードに包んだ、ランダル・レスピシオだ。

全員：キタ─────ッ！（笑）

さやか：「な、なんでここにいるんですか！」

ＫＰ：「お嬢さん、私はこの船の常連客なんですよ」と、彼は紳士らしい態度で優しく応える。確かに、ランダルの物腰は場の空気になじんでいる気がする。彼がダゴン秘密教団の幹部であることを知らなければの話だけど。

辰巳：「いったい何の用だね？」

ＫＰ／ランダル：「驚きましたよ。まさかあの蜘蛛の神の元から生還するとは……しかし、グアム行きのこの船に乗っているということは、やはりわれわれの仲間になることにしたというわけですか？」

辰巳：「そんなわけがあるか」

ＫＰ／ランダル：「はて……でしたら、なぜこの船に？」

さやか：「レディ・ロデレールにご挨拶をしようと思って」と、かまをかけてみましょう。

ＫＰ：すると、いままで紳士らしい態度を崩さなかったランダルが、ぴくりと眉をしかめて警告してくれる。「お嬢さん、あなたが思っている以上に、レディ・ロデレールは恐ろしい方ですよ。彼女には近づかない方が身のためかと思いますがね」

さやか：「ということは、この船にレディ・ロデレールは乗っているわけですね」

ＫＰ：（ここで、さやかちゃんの〈心理学〉かな。コロコロ……失敗か）ランダルは「さぁて……どうでしょうね」と、さやかちゃんの追及をさらりとかわすね。

睦：あの反応からして、レディ・ロデレールはこの船にいるっぽいですよ。さやかちゃん、グッジョブ！

ＫＰ／ランダル：「そんなことよりも、お嬢さんとはダンスでもご一緒したいものですね」

さやか：「いえ、私はダンスとかできませんから結構です（きっぱり）」

ＫＰ／ランダル：「この船ではダンス教室も開かれますし、なんなら私がお教えしましょうか？」と、ランダルはさやかちゃんの肩に手を置いた。なんか、ねとっとして、指のすき間には水かきのようなものがある手のひらだ。

さやか：「触らないでください！　通報しますよっ！」って、防犯ブザーを取り出します（笑）。

ＫＰ：そんなもの持っているのか！

さやか：前回、いやらしい目で見られたので買ってきました。

ＫＰ：こんなところで女子高生に防犯ブザーを鳴らされては、さすがのランダルも社会的に殺されてしまう。なんて恐ろしい防御手段だろうか……！（笑）

さやか：「もう一度触ったら、これを鳴らします！」

ＫＰ：そんなさやかちゃんのけんまくに圧倒されて、ランダルも一歩下がるね。「やれやれ、どうやら、お嬢さんには嫌われてしまったようですね。わかりました、今晩はこれで失礼させていただきますよ。ですが、グアムには私の仲間がたくさんおりますから、そのときはみなさんを大歓迎させていただきますよ……では、「飛鳥Ⅱ」のクルーズをお楽しみください」と、彼はニンマリと笑みを浮かべて去っていく。

辰巳：仲間がたくさんか……あのへんはポナペっぽいし、たくさんいそうだよなぁ（嫌そうに）。




　翌朝、探索者たちはレディ・ロデレールの情報を集めるために、「飛鳥Ⅱ」を奔走することになる。

　佐々原は女性客が立ち寄りそうなサロンなどを見回り、女性スタッフに声をかけるが、案外と〈言いくるめ〉が苦手なことが発覚。声を掛けたところ、ナンパだと誤解をされてしまい収穫はゼロであった。

　睦ちゃんは、甲板でお年寄りたちに混ざってカーリング大会に参加。〈投擲〉ロールを成功させて大活躍したことで、すっかり乗客たちと仲良しになる。そんな乗客の中には、レディ・ロデレールの名前をどこかで聞いたことがあるという者もいたが、具体的にどんな人物かまではわからなかった。

　辰巳先生とさやかちゃんは、乗組員たちにレディ・ロデレールのことを聞いて回るが、なぜか彼らは知っていて隠しているような素振りが見られた。

　昼間の行動を終えてディナーを楽しんだあと、昼間とは違った表情を見せる「飛鳥Ⅱ」で聞き込みを再開。

　さやかちゃんと佐々原はカジノへと向かい、辰巳先生と睦ちゃんはバーラウンジにやってきた。




辰巳：とりあえず、バーテンダーに「レディ・ロデレールという名前に心当たりはないかい？」と聞いてみるか。なんか酒場で情報収集って、ファンタジーＲＰＧみたいだな（笑）。

ＫＰ：するとバーテンダーは「ロデレール？　あっ、お客様がレスピシオ様でいらっしゃいますか？」と尋ねてくる。

睦：おっと、ここでランダルの名前が出てくるとは、どういうことでしょう？

辰巳：「（返答に悩んでいる）………………そう名乗ったこともあるな」

睦：うわ～っ、辰巳先生が見切り発車しましたよ～（笑）。

ＫＰ：ランダルの名前を騙(かた)るのなら〈言いくるめ〉か〈信用〉のどちらかをどうぞ。

辰巳：〈信用〉の方が断然得意だ。コロコロ……余裕で成功している。

ＫＰ：では、まさか辰巳先生のような紳士が、ほかの客の名を騙るはずがないと思ったようで、バーテンダーは奥からとても高価そうなシャンパンを持ってくる。「こちらがレスピシオ様にご依頼をいただいておりました、ルイ・ロデレール・クリスタルの一九九〇年──ご存じの通り、最高の年です」

睦：むむーっ、これがレディ・ロデレールの正体？

ＫＰ／バーテン：「お部屋にお持ちいたしますか？　それとも、こちらでお召し上がりになりますか？」

辰巳：「いや、このまま持ち帰らせてもらおう」

ＫＰ：では、バーテンダーは伝票をそっと差し出す。ボトル一本で十八万円。精算は船を下りるときで結構だ。

辰巳：十八万円か。船上価格としても、とんでもない酒だな。

睦：ちょ、ちょっと、そのお酒、買ってしまって大丈夫なんですか？

辰巳：どうせ、あのランダルのものなんだ。かまわん………………よなぁ？（みんなの顔色をうかがう）

さやか：かまいません、かまいません。みんなで飲んじゃいましょう！（笑）

辰巳：よしっ、ボトルを持って部屋に戻るぞ。睦くんは、カジノのさやかちゃんたちを呼んできてくれ。




　辰巳先生の大胆な行動により、ランダルが特別に用意をさせていたらしい高級シャンパンのルイ・ロデレール・クリスタルを手に入れることができた。しかし、瓶やラベルなど隅々まで調べても、高級なこと以外は普通のシャンパンであり、これとレディ・ロデレールがどのようにつながるのかはさっぱりわからなかった。




さやか：とりあえず開けて、中身を調べてみましょうよ。

佐々原：いやうかつに開けちゃうと、取り返しがつかないことになるかもしれないし……。

辰巳：「飛鳥Ⅱ」にはインターネットにつながっているパソコンルームがあるようだから、そこでルイ・ロデレール・クリスタルについて詳しく検索してみるか。なにか特別ないわれとかがあるのかもしれない。

ＫＰ：インターネットでの検索は〈コンピューター〉ではなく〈図書館〉でロールをすることになるけど。

佐々原：だったら、〈図書館〉が得意なボクと辰巳先生で調べに行きましょうか。

さやか：私たちは、部屋でシャンパンと唯花ちゃんを見張っていますね。

ＫＰ：じゃあ、辰巳先生と佐々原はパソコンルームに到着した。二人は〈図書館〉をどうぞ。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：ルイ・ロデレール・クリスタルに関する特別な情報は得られなかったね。ただ、ネットサーフィンをしていると、たまたまグアムに関する変わったニュースを見つける。

佐々原：どれどれ、読んでみましょう。

ＫＰ：まあ、そんな重大ニュースではないんだけど、最近、グアムで猫が行方不明になることが頻発しているらしいよ。中には猫が空を飛んで逃げてしまったとか、そんなホラ話まで広まっているそうな。

辰巳：猫が空を飛ぶ……いったいグアムでなにが起きているというのだ（笑）。

ＫＰ：さて、ここで二人には〈幸運〉をしてもらおうかな（ニヤニヤ）。

辰巳：あのキーパーの顔からして、嫌な予感しかしないぞ。コロコロ……失敗してしまった。

佐々原：コロコロ……おっと、「01」が出ましたよ。大成功です。

ＫＰ：そりゃあすごいな……だったら、佐々原はちょっとトイレに行きたくなるね。

佐々原：〈幸運〉に成功するとトイレに行きたくなる……って、なんのこっちゃ？（笑）

ＫＰ：そして、佐々原が出て行ったのとほとんど入れ違いで、パソコンルームに何者かがやってくる。

辰巳：まっ、まさか……そいつは！

ＫＰ：そう、やってきたのはランダルだ。彼はやや険しい顔つきで「ちょっとお聞きしたいことがあるんですが？」と、辰巳先生の方につかつかと歩み寄ってくる。

辰巳：「な、なにかね？」と、後ずさりして距離を取ろう。

ＫＰ：「あなた、私が準備させておいたシャンパンを横取りしましたね？」と、さらにずんずんと詰め寄る。なんだか、昨日の晩とは雰囲気が違って迫力があるよ。

辰巳：こっちも、どんどん後ろに下がるぞ。「あまり近寄らないでくれ。防犯ブザーを鳴らすぞ（笑）」

ＫＰ：なっ、辰巳先生までっ!?（笑）

睦：この様子だと、やっぱりシャンパンがキーアイテムだったみたいですね。でも、どうやって使うんだろう？

佐々原：それをうまくランダルから聞き出してください──と、トイレから応援しています（笑）。

ＫＰ：あ、佐々原はいつでも好きなタイミングで戻ってきていいんだよ。

佐々原：いや～、パソコンルームでの用事は済んだので、さやかちゃんの部屋に帰りたくなってきたような（笑）。

辰巳：こぉらぁ～っ！！

睦：でも、これはピンチですが、チャンスでもありますよ。頑張れ、辰巳先生っ！

辰巳：うーん、どうせばれているんだ。正直に答えよう。「まあ……なんだ。君を出し抜いてやろうと思ってね」

ＫＰ／ランダル：「では、もうレディ・ロデレールとは会われたのですか？」

佐々原：……やっぱり、あのシャンパンがロデレールの正体というわけじゃないみたいですね。

辰巳：「いや、まだ会ってはいないが……」

ＫＰ／ランダル：「それはよかった。ならば、あのシャンパンを返していただきましょうか」

辰巳：んんっ、ちょっと待てよ。会っていないと聞いたとたん、シャンパンを返せと言ってきたことは……裏返せば、レディ・ロデレールに会うためには、シャンパンを開ける必要があるということか？

佐々原：おおっ、その推理はアリじゃないですか。

辰巳：よし、ここは確証を得たいので、〈心理学〉で顔色を警戒しながらズバリ質問してみよう。「なるほど、つまりはあのシャンパンを開ければ、レディ・ロデレールに会えるというわけだな」

ＫＰ：（辰巳先生の〈心理学〉は、コロコロ……成功か）ランダルは図星をつかれたように苦い顔をしているね。

辰巳：なんだか、なりふりかまわず、みんなのところに走って逃げたい気分だが……。

睦：あまり刺激すると、ランダルがなにをするかわかったものじゃありませんよ。

辰巳：うーむ、確かにその通りだ。ここはシャンパンを返すふりをして部屋に戻り、みんなと合流するのが得策か？

佐々原：キーパー、ボクがパソコンルームに戻ってきたら、ランダルがいることに先に気づけますか？

ＫＰ：まあ、「01」で〈幸運〉に成功したんだからいいだろう。

佐々原：辰巳先生、部屋に戻ってシャンパンを開ける準備をしておくようにジェスチャーをしてくれませんか。

辰巳：どういうことだ？

佐々原：辰巳先生たちが部屋にやってきたタイミングでシャンパンを開けてしまうのです。そうすれば、レディ・ロデレールがやってくるので、ランダルもめったなことはできなくなるでしょう。

辰巳：そんなにすぐにやってくるものなのか？

佐々原：それはわかりませんが、ランダルの目の前でシャンパンを開けてやるのは気持ちが良さそうなので（笑）。

ＫＰ：こっそり部屋の外にいる佐々原にジェスチャーするのなら、二人とも〈アイデア〉に成功する必要があるよ。

辰巳：とりあえずやってみるか。コロコロ……成功した。「シャンパン・アケル・ジュンビ・シロ」と伝えた。

佐々原：コロコロ……こちらも成功。内容を理解したので「リョウカイ」とジェスチャーで返します。

ＫＰ：なんかすごく簡単に意志疎通しているけど……まあ、いいか（笑）。

辰巳：佐々原に作戦を伝えたので「シャンパンは部屋にあるのだが」と、ランダルに言うが。

ＫＰ／ランダル：「でしたら、引き取りにうかがいましょう」

辰巳：「……ところで、君のところに届けるというのは駄目か？　正直、君を部屋に案内したくないのだが」

ＫＰ／ランダル：「そんなことを言える立場ですか？　あなたは自分のしたことを、もっと反省すべきですよ」

辰巳：……まあ、反省はしている。しかし、あの状況なら、つい持って帰ってしまうだろう（笑）。

ＫＰ：その気持ちはよくわかるけどね。ボクが探索者だったら、調子に乗って、その場で開けて飲むかも（笑）。

佐々原：じゃあ、急いでさやかちゃんの部屋に戻ります。「お客さんがやってくるぞ。パーティーの準備だ！」

さやか：「いよいよ、シャンパンを開けるんですね！（笑）」

睦：「グラスを用意しないと（笑）」

佐々原：「辰巳先生が扉を開けたら、栓を開けるんだよ～」

辰巳：人の気も知らないで盛り上がっているなぁ。それでは、ランダルを連れて、扉を開けるぞ。

佐々原：そのタイミングでシャンパンの栓をシュポーンと抜いて、みんなのグラスに注ぎます。

さやか：「ハッピー・ロデレ～～～ル！」

睦：「さあさあ、辰巳先生もどうぞ」

全員：「かんぱーい！（笑）」

ＫＰ：なんなんだ、その軽いノリは？（笑）

佐々原：「これは美(お)味(い)しいシャンパンですねぇ～」

辰巳：「確かに一級品だな」

さやか：「そういえば、私は未成年でしたっけ」

睦：「味見だけさせてもらいましょう」

ＫＰ：……………………そんな楽しそうな君たちを見て、ランダルはポカ～～ンとしている。

辰巳：そりゃあそうだろう（笑）。

さやか：「よかったら、一杯いかがですか？（笑）」

ＫＰ／ランダル：「いいえ、結構です。開けてしまったのなら仕方ない。私は部屋に戻らせてもらいます」

辰巳：「ワシがいない間に開けてしまっていたとは……知らないこととはいえ、すまないことをしたな」

ＫＰ／ランダル：「もうそのことは結構です。これで失礼させてもらいます」

佐々原：「せっかく開けたんですから、あなたも一杯飲んでいかれては？」

ＫＰ／ランダル：「いや、だから失礼させてもらいますと何度も……」

佐々原：いいえ、帰しませんよ。

ＫＰ：なんでだよっ！（笑）

佐々原：来ると言われると拒絶したくなるけど、帰ると言われると引き留めたくなるのです（笑）。

ＫＰ：そんな冗談は通じない様子で、ランダルは断固として帰ろうとするから。

辰巳：「もしかして、シャンパンを開けたことでレディ・ロデレールがやってくるとでも言うのかね？」

ＫＰ：「それはじきにわかることです。私はこのような騒がしい雰囲気で、彼女にお会いしたくありませんな。なにか粗相があったら、たいへんなことになる」と言い残して、ランダルは部屋を出て行く。もし引き留めるつもりなら、羽交い締めにでもしてもらおうか。

佐々原：ちぇっ、まあ見逃してやるか……。

ＫＰ：それはこっちのせりふだっ！







レディ・ロデレールと白い帆船




ＫＰ：ランダルがいなくなって、部屋には探索者四人と唯花だけとなった。

辰巳：しかし、本当にこれでレディ・ロデレールがやってくるというのか？

睦：さあ、どうなんでしょう……ノリでやっちゃいましたけど、私も不安になってきました。

ＫＰ：すると、いつの間にかテーブルの上に猫がいて、グラスのシャンパンをペロペロとなめていることに気づく。

佐々原：また猫が出たっ！

睦：もしかして、景虎ですか？

ＫＰ：いや、全然違うね。灰青色の短毛種でとても優雅な猫だよ。みんな〈生物学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功したのはワシだけだな。

ＫＰ：これはマルタ猫と呼ばれている猫だと思う。別にマルタ猫という血統が確立しているわけではないのだけど、猫がたくさんいる地中海のマルタ島にはこんな毛並みの猫が多いため、そう呼ばれることがあるそうな。

睦：この猫がレディ・ロデレールなんでしょうか？

辰巳：状況的にはそのような気がするのだが……どこから入ってきたんだろうか。

ＫＰ：部屋は密室だね。普通なら、ずっとどこかに隠れていたとしか考えられないな。

さやか：メスなんでしょうか。ちょっと抱き上げてみます。

ＫＰ：うん、メスだね。さやかちゃんに抱き上げられると、ちょっと嫌がっているように体をよじる。

さやか：あらら、すぐに放してあげましょう。

ＫＰ：すると、マルタ猫はベッドに腰を掛けている唯花の膝に乗って丸くなった。

さやか：唯花ちゃんの方がいいの？　なんか、フラれてしまいました……。

ＫＰ：唯花の方は、クルーズにちょっと退屈していたので、思わぬ珍客に喜んでいるね。唯花が背中をなでてあげると、マルタ猫の方もおとなしくしている。

睦：むむーっ、いったいこの猫様をどうしたらよいものやら。

辰巳：機嫌を損ねると大変だということしかわかっていないからな。

ＫＰ：そんなふうに取り扱いに迷っているとだね、スイートルームの窓の外が少し明るくなったような気がする。

さやか：どうしたんでしょうか？

ＫＰ：スイートルームの窓はプライベートバルコニーに面して、人が出入りできるようになっている。そんな大きな窓のすぐ外には、月の光を受け、白く輝く美しい帆船が「飛鳥Ⅱ」と併走しているのだった。帆船の甲板には背の高いヒゲを生やした船長らしき人物が立っていて、堂々とした態度で操船をしている。

佐々原：「おや、いまどき帆船なんて珍しいですね」

ＫＰ：そんな悠長なことを言っている場合じゃないよ。よく考えてみると、「飛鳥Ⅱ」のスイートルームはビル十階くらいの高さにあるから、普通の帆船が真横に併走して見えるはずがない。

さやか：なんと、窓に張りついて見てみますよっ！

ＫＰ：驚いたことに、この白い帆船は空中に浮かんで、「飛鳥Ⅱ」と同じ速度で飛んでいるのだった。

さやか：「なっ、何事ですか、これは!?」

ＫＰ：さらに、いつのまにか帆船の甲板には唯花が立っていて、窓に張りついているさやかちゃんに気づくと、無邪気に手を振っている。

さやか：ええっ、ベッドの方を見ますよ。

ＫＰ：ベッドにも唯花はいる。ただし、マルタ猫を膝に乗せたまま、うつむいてぐっすりと眠っている。

佐々原：ボクらもそれに気づいていいですか？

ＫＰ：まあ、窓のすぐ外に見えているから、嫌でも気づくよ。ここで全員〈目星〉をしてくれ。

佐々原＆さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：二人はいつのまにか眠っている唯花の胸に蜘蛛のフィブラがつけられていることに気づく。

佐々原：また増えた！

辰巳：やはり、レディ・ロデレールはアトラック＝ナチャの使者だったのか？

ＫＰ：そして、マルタ猫は眠っている唯花の膝から優雅な動作で降りると、すたすたと窓の方へ向かっていく。さて、ここで行動宣言をしてもらおうか。

佐々原：そのマルタ猫を捕まえるためのロールはなんですか？

ＫＰ：〈こぶし〉か〈組みつき〉のどちらか得意な方で成功させればいいことにしようか。

辰巳：ワシは唯花ちゃんを診断して、目を覚まさせようとするぞ。

佐々原：……ボクは猫を捕まえたいと思ったけど、やっぱりここは蜘蛛のフィブラを唯花ちゃんの胸から取り外します。きっと、あれが諸悪の元凶に違いない。

睦：じゃあ、〈こぶし〉の得意な私はマルタ猫を捕まえようかな。

さやか：私も捕まえます。ところで、私は〈キック〉の方が得意なんですけど〈キック〉じゃあ駄目ですか？

ＫＰ：どうやって足で捕まえるんだ。駄目に決まっているだろ！（笑）

さやか：うーん、むったんと違って、空手道場では蹴り技ばかり鍛えていたからなぁ。

ＫＰ：では、順番に行動を処理していこうか。佐々原の蜘蛛のフィブラを取り上げるのにロールの必要はない。

佐々原：フィブラを取ったら、唯花ちゃんに変化はありませんか？

ＫＰ：なにもないね。続いて辰巳先生は〈医学〉と〈精神分析〉の両方をどうぞ。

辰巳：コロコロ……コロコロ……両方成功しているぞ。

ＫＰ：唯花は昏睡状態に陥っているね。ただ、この前のアトラック＝ナチャの悪夢を見たときのような硬直しているとか、そんな危険な状態ではない。穏やかに安定した状態で、ただただ眠りについているといった感じだ。

辰巳：「まるで魂だけが抜け出てしまったかのようだな……」

ＫＰ：さやかちゃんと睦ちゃんは二人とも〈こぶし〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……私は失敗です。

睦：コロコロ……むむっ、成功しましたよ。

ＫＰ：睦ちゃんは鋭い突きによって、マルタ猫の首根っこを捕らえることができた。

睦：あまり痛くしないように、抱き上げます。

ＫＰ：マルタ猫は思ったよりも抵抗はしない。ただ、抱きしめられたままの姿勢で、君の方をじっと見つめる。その目つきは、とてもただの猫とは思えない優美で高貴な輝きをもっており、君に対して「恐れを知れ」と圧倒するかのようである。と、同時に……その猫の体がとても繊細で華奢であることも感じ取り、これまで睦ちゃんが自覚していなかった嗜(し)虐(ぎゃく)的な欲望が目を覚ます。

睦：嗜虐的!?

ＫＰ：……それは例えるならば、多くの人の心を動かすかけがえのない美術品をくだらないきまぐれで台なしにできるという選択肢を与えられたときや、自分がとうてい及ばない気高く高貴な貴族を捕らえて欲望のままに辱めることができるときの下卑た優越感のようなものである。

睦：むーっ、下卑た優越感って、どんなふうにロールプレイしたらいいんだろう。「ゲヒ、ゲヒ、ゲヒ」とか、笑えばいいのかな？（笑）

佐々原：むったんがそんな下卑たことをするのは、お兄さん許しませんよ！（笑）

ＫＰ：そんなわけで睦ちゃんは、この美しいマルタ猫をぐしゃっと潰してやりたいと思ってしまう。

睦：そんな欲望をぐっと抑えて、卵を扱うように抱きしめますが──

ＫＰ：しかし、このままマルタ猫を捕まえているなら、ムラムラとわき上がる気持ちを抑えることはできなくなる。

睦：抑えることができないんですか……それじゃあ、逃がすしかないかな。それとも、ぐしゃっとしちゃいます？

辰巳：いやいやっ、それはやめた方がいいだろう！

ＫＰ：ちなみに窓の外から見ている帆船の船長は、マルタ猫が捕まったのを見ると、ガタガタと震えて手で両目をふさいでいる。

佐々原：あの船長が目をふさいでいるのは、マルタ猫がひどい目に遭いそうだからなのか……それとも……？

睦：むむーっ、なにが起きるんだろう。ちょっとやってみたい気もするんですが（笑）。

辰巳：やめとけって。どう見たって、これはキーパーの罠だ（笑）。

睦：ですよね～。やっぱりマルタ猫を逃がしてあげます。

ＫＰ：睦ちゃんの手から逃れたマルタ猫は、そんな君の判断を肯定するように目をゆっくりと閉じる。その瞬間、睦ちゃんはこの猫の心の一部に触れたような気がして、人間以外の動物にも魂と精神が宿っていることを直感的に理解することができるのだった。睦ちゃんは〈生物学〉+10％、〈猫語〉+5％を獲得するよ。

睦：〈猫語〉ってなんですか!?

ＫＰ：もちろん、猫と会話をする技能だ。普通の方法では習得できない、とても珍しい技能だよ。

辰巳：いいなぁ～！

睦：「なにかがわかったする気がするニャア（笑）」

佐々原：うわっ、むったんに新しい属性がついた！　ネコ耳を用意しなくちゃ（笑）。

ＫＰ：マルタ猫はそのまま窓の方に向かうと、するっとガラスをすり抜けてしまう。

辰巳：こいつは……いとも簡単にすり抜けおって。

ＫＰ：そして、そのままポーンと飛び上がると、まるで空中を歩くようにして白い帆船に乗り移った。

睦：「待ってニャア」と、〈猫語〉で呼び掛けます。

ＫＰ：日常会話なら４倍でロールしていいよ。

睦：４倍でも20％です。コロコロ……失敗しました。「ニャッ、ニャ、ニャア！」……って、通じていないみたい。

さやか：「むったんがおかしくなっちゃった～（笑）」

ＫＰ：さて、そんな夢としか思えないような出来事に遭遇したみんなは全員〈正気度〉ロールだよ。成功したら１ポイント、失敗すると１Ｄ６ポイントの正気度喪失だ！

佐々原：１Ｄ６ポイントって、ずいぶん減りますね!?

ＫＰ：これは不気味だとか、おぞましいとかではなくて、現実と幻想の境界が曖昧になってしまう恐怖を表しているのだと思ってくれ。

辰巳：確かに窓の外に、空飛ぶ帆船がいたら現実とは思えないけどな（笑）。

睦：むむーっ、まさか「飛鳥Ⅱ」のスイートで〈正気度〉ロールをさせられるとは。コロコロ……成功。１ポイント喪失して、現在の正気度は52です。

さやか：コロコロ……私も成功。正気度は81になりました。

辰巳：コロコロ……ワシは失敗だ。コロコロ……２ポイントで済んだか。残り正気度は44。

佐々原：コロコロ……ボクも失敗。コロコロ……うわっ、４ポイントも減って、残りの正気度は46です～（泣）。

ＫＰ：あと、みんなは〈クトゥルフ神話〉をロールしていいよ。

辰巳：コロコロ……おおっ、成功したぞ。

ＫＰ：おやおや、それだと話が早い。これまで魔道書を研究してきた辰巳先生は知っている──この地球には、ボクらが普通に認識している覚醒の世界と平行して存在している別世界ドリームランドがあることを。そして、あの白い帆船こそが、覚醒の世界とドリームランドの境界を渡り、選ばれた夢見る人を運ぶとされる船なのだろう。

辰巳：やっぱりドリームランドかぁ～。

さやか：ドリームランドって、時々、話は聞くんですけど、夢の世界なんですか？

ＫＰ：ボクらが、普段見ている夢とはちょっと違うみたいだけどね（ドリームランドについて説明する。むったんのワンポイントスケッチを参照）。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ドリームランド」

　どうも、好きな遊園地は多摩テックな、むったんです。

　ドリームランドとは、もうひとつの地球です。私たちが普通に暮らしているところは〝覚醒の世界〟と呼ばれ、ドリームランドに訪れる人は〝夢見る人〟と呼ばれています。ドリームランドという名前ですが、人が眠って見る夢の世界というよりは、夢を見ることで行ける別世界と思った方が正しいでしょう。

　ただ、このドリームランドでは、人の観念が現実となることがあります。そのため、偉大な夢見る人はドリームランドで強い影響力を持つことになるのです。そんな夢見る人の代表が、壮麗な都市セレファイスを自分の願望から生み出したクラネス王や、蘭(らん)弗(どる)叔父さんのモデルとなったランドルフ・カーターなのです。

　Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトの原作小説で、このドリームランドは驚異と美しさにあふれた世界として描かれています。アーカムやインスマスといった宇宙的恐怖が潜む暗い世界ではなく、どちらかと言えばファンタジーな感じの世界です（すごくバッサリとした説明で、ラヴクラフトファンには怒られそうですが）。

　ただし、クトゥルフ神話は共通していて、このドリームランドにもニャルラトテップやアザトースといった神々がいます。覚醒の世界に比べるとちょっとだけ神様も優しくなっているような気もしますが、それでも人間では太刀打ちできない絶対的な存在であることに違いはありません。宇宙的恐怖はドリームランドでも健在なのです。






　その後、辰巳先生は唯花の診断を続けるが、これが普通の眠りではないことがわかるだけであった。

　辰巳先生のクトゥルフ神話知識のおかげで、唯花の魂がドリームランドに連れ去られたのだろうと推測はできるのだが、だからといってどうすることもできなかった。

　駄目元で夢を見てみようと、一眠りする探索者たちであったが、やはりドリームランドに行くことはできず、むなしく朝を迎えることになる。

　次の手がわからずに悩んだ探索者たちは、仕方なくあの男に助言を求めることにする――そう、ダゴン秘密教団の幹部ランダル・レスピシオである。




ＫＰ：では、君たちはラウンジで朝食を食べているランダル・レスピシオを見つけた。

佐々原：「おまえがあんなシャンパンを飲ませるから、唯花ちゃんがさらわれてしまったぞ！」

辰巳：ひどい言いがかりだなっ！（笑）

ＫＰ／ランダル：「朝からなんですか。やぶからぼうに」

さやか：「あのシャンパンを開けたら、きれいなマルタ猫がやってきたんです」

ＫＰ／ランダル：「見た目にだまされないことですな。その猫こそがレディ・ロデレールなのです。彼女は豪華客船に便乗して世界を渡り歩くことを趣味としていて、クルーズを楽しむ人間にとっては伝説のような存在なのですよ。なんでも、レディ・ロデレールが現れるのは一流の客船の証だとささやかれているそうな」

辰巳：「やはりあれがそうだったのか。なぜか、ぐしゃっとしたくなるような華奢な猫だったが……」

ＫＰ／ランダル：「もしそんなことをすれば、ウルタールの小作人のように、外なる神の手で宇宙の彼方に連れ去られてしまったことでしょう」

辰巳：ひどい罠だっ！

ＫＰ：ついでに、ほかの探索者は外なる神を目撃するので１Ｄ10／１Ｄ100の正気度を失うことになる。

睦：くしゃっとしないで、よかった！

ＫＰ／ランダル：「それで、レディ・ロデレールはどうされたのです？」

辰巳：「そいつに唯花ちゃんがさらわれてしまったのだ」

ＫＰ／ランダル：「なんと、それは本当なのですか？」と、ランダルは驚いて席を立ち上がった。

さやか：「おっと、それ以上近寄ったら通報しますよ！（防犯ブザーをかまえる）」

ＫＰ：さやかちゃん……それはやめて。お願いだから、やめて。

さやか：仕方ありませんねぇ、いまはやめておいてあげましょう（笑）。

佐々原：その防犯ブザーは強力だなぁ（笑）。

睦：「唯花ちゃんの体は残っているんですけど……」

辰巳：「白い帆船によって、魂をドリームランドに連れ去られてしまったようなのだ」

ＫＰ：その説明で、ランダルはすべてを理解したかのようだ。「おそらく、レディ・ロデレールはあの少女の魂をドリームランドに連れ去り、アトラック＝ナチャへささげようとしているのでしょう」

佐々原：「なんでレディ・ロデレールが唯花ちゃんを……」

ＫＰ／ランダル：「いつでも橋を架けることに没頭しているアトラック＝ナチャにしては、とても珍しいことなのですが……どうも、蜘蛛の神はあの少女を生け贄として強く欲しているようなのです。そこでレディ・ロデレールは、彼女をささげることで、〝死の木の契約〟を履行しようとしているのでしょう」

辰巳：「やはり、レディ・ロデレールはアトラック＝ナチャ側の勢力なのか？」

ＫＰ：「いいえ、それは違います。ですが、なぜか彼女はアトラック＝ナチャにあの少女をささげるために、日本の猫たちを動かしていたようなのです。私もその真意を確認したくて、ルイ・ロデレール・クリスタルを船に用意させておいたのですが……」と言って、辰巳先生の方をチラリと見る。

辰巳：「ああ……まあ、あの件は正直すまなかった（笑）」

ＫＰ／ランダル：「もしかすると、このままあの少女がアトラック＝ナチャにささげられ〝死の木の契約〟が履行されれば、たまたま巻き込まれてしまったあなた方は見逃してもらえるかもしれない……レディ・ロデレールはそんなことを考えているのかもしれませんね」

佐々原：「唯花ちゃんをささげて助かるなんて、そんなこと認められるかっ！」

ＫＰ：そんな佐々原のけんまくに、ランダルはニンマリと笑うと「ならば、ドリームランドまでレディ・ロデレールを追いかけてみますか？」と、尋ねてくる。

佐々原：「そんなことができるのか？」

ＫＰ／ランダル：「ダゴン秘密教団はドリームランドにも昔から関心がありましてね……われらの調合した〝夢見の香〟を使用すれば、あなたたちをドリームランドに送り込めるはずです」

辰巳：「怪しいな。なんだって、そんなに協力的なんだ？」

ＫＰ／ランダル：「ずっと誤解をされているようですが、私はあなた方の味方なのですよ。ぜひ、みなさんをダゴン秘密教団に招きたい。アトラック＝ナチャには申し訳ありませんが、あなた方のような優秀な人材を、みすみす生け贄などにするのは惜しいと思っているのです」

さやか：でも、契約なんて無視して、私たちを好きにしてしまっても同じことでは？

ＫＰ：いやいや、アトラック＝ナチャという強力な脅しのネタがなければ、優秀な君たちはダゴン秘密教団から逃げ切ることができるだろう。いくらなんでも、そこまですごい組織ではないからね。

さやか：あっ、そうなんですか。てっきり、本気になればなんでもできるのかと思っていました。

辰巳：「なるほど、レディ・ロデレールによって〝死の木の契約〟が履行されてしまうと、ワシらにアトラック＝ナチャに食われるのが嫌ならば教団に入れと脅すことができなくなるというわけだな」

ＫＰ／ランダル：「そう言われると耳が痛いですな、辰巳先生。それだけあなたたちの価値を評価しているのだと受け取ってもらいたい」

さやか：唯花ちゃんをアトラック＝ナチャにささげたくないということでは、ランダルと利害は一致していると言うことですね。だったら、その〝夢見の香〟というのも信用できるかも。

佐々原：ドリームランドに行く手段が見つからないのだから、罠であろうと試してみるしかないわけだけど。

辰巳：確かに、行き先があのドリームランドではなぁ……どうせなにか裏があるとは思うが、そのときはうまく出し抜いてやればよかろう。仕方ない、ここはランダルの申し出を受けるとするか。

睦：むむーっ、いよいよドリームランドに突撃ですねっ！







浅き眠りの七十段の階段




　部屋に戻った探索者たちは、さっそくランダルから提供された〝夢見の香〟を焚(た)いてみることにした。

　そのエキゾチックで不思議な香りを吸い込むと、探索者たちはすぐに眠りに落ちるのだった。




ＫＰ：眠りについた君たちは、やがて自分が長い階段を下りている途中であることに気づく。ここから先、探索者は各自バラバラの行動になる。でも、みんな同じイベントを体験することになるので、同時に処理をするからね。

全員：わかりました。

ＫＰ：君たちがバロック様式に近い大理石の階段を七十段ほど下りると、広い洞窟に出る。あちこちに天井にまで届く火柱が立っていて、洞窟の中を照らしており、なぜか古い神殿にいるような気持ちにさせられる。

辰巳：ここがドリームランドの入口、炎の洞窟だろうな。

ＫＰ：そんな君たちを出迎えるように、奥から身長二メートルはある、とても背の高い老人が二人現れた。古代エジプト風の僧衣を着ていて、たくましい体型をしている。彼らは、理知的な瞳で君たちを見つめると「ようこそ、わしはナシュト」、「わしはカマン＝ター」と交互に挨拶をしてくる。

さやか：「こ、こんにちは～」

ＫＰ：ところで、正気度と〈クトゥルフ神話〉を合計して75以上ある人はいるかな？

さやか：えーと、私はありますね。

ＫＰ：ならばナシュトとカマン＝ターは、さやかちゃんをじっと見つめると「そなたならば、驚異に満ちた夢の世界を旅することもできよう」と、力強くうなずいて頭を下げる。

辰巳：この二人に認められるって、すごいな！

さやか：えっ、そんなすごい人たちなんですか？

ＫＰ：そして、二人は一歩下がると、奥にある孔雀石のテーブルを指さす。食パン三斤、水さし、キラキラした結晶でできた毛糸のようなもの。あと、中世ヨーロッパ風の服装が一式とナイフがある。

さやか：「これをいただけるということでしょうか？」

ＫＰ：「好きなものを、自由に持っていくがよい」と、二人は気前良く言ってくれる。ちなみに、さやかちゃんは自分が裸であることに、いまさらながら気づくよ（笑）。

さやか：えええ～っ、裸見られたっ！
















ＫＰ：まあ、ナシュトとカマン＝ターはさやかちゃんの裸には興味ないようだけどね。

さやか：それでも、急いで服を着ますよ。「ところで、この毛糸のようなものはなんなんですか？」

ＫＰ：「それはマンナじゃ」、「食べられるのじゃ」と、二人は交互に答えてくれる。

さやか：ええっ、これって食べ物なんですか？

ＫＰ：ボクもこのマンナがどういった食べ物なのかはわからないんだけど、とにかくナシュトたちはドリームランドに向かう探索者に、これをくれるんだよね。日本人にはわからない、なにかの暗喩なんだろうか？

さやか：……おいしいんでしょうかね？　味見をしてみますけど（もしゃもしゃ）。

ＫＰ：どんな味がするかは知らないけど、きっと悪くない味だと思うよ。あと、日持ちもしそうだ。

さやか：「じゃあ、みんなありがたくいただいていきます」

ＫＰ：さて、さやかちゃん以外の探索者は、ナシュトとカマン＝ターの元にやってくると「おぬしには夢の世界は危険すぎるようじゃ。ここで覚醒の世界へと引き返すがよい」と、忠告されるね。さて、どうするかな？

佐々原：「たとえどんなところでも、ボクは行かなくちゃいけないんです！」

辰巳：「ワシらの友人がさらわれてしまったのです。通してもらえませんか？」

睦：「この先でみんなが待っているんです。私だけ帰るわけにはいきません」

ＫＰ：なるほど、みんなの決意を聞くと、ナシュトとカマン＝ターはあっさりと認めてくれる。「ならば、十分に気をつけて旅をするように」と、さやかちゃんにくれたのと同じものを用意してくれる。ただし、蜘蛛のフィブラを持っていた人には、同じフィブラがテーブルの上に乗っている。

辰巳：はて……アーティファクトだから、ドリームランドにも持ち込めるのかな？

ＫＰ：あと、佐々原がテーブルを見ると、そこには君が家に置いてきたはずのナイフが置いてある。しかも、それは悪夢で見たときのように、真っ赤な血にまみれているのだった。

さやか：ええ～っ、なんで!?

佐々原：「こっ、これは……どういうことですか？」と、ナシュトとカマン＝ターに聞きますよ。

ＫＰ：「ここは夢の世界」、「悪夢が現実となる世界じゃ」と、ナシュトとカマン＝ターは交互に答えると、宝石のような輝きを持つすべてを見抜く瞳で佐々原を見つめて「そんな弱さを持った心で、まだ先へ進むというのか？」と、重々しい口調で、もう一度尋ねてくる。さて、ここで佐々原は〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

佐々原：ここでは正気を失いたくない。コロコロ……うひぃ、失敗だぁ！

ＫＰ：失敗したら１Ｄ３ポイントの喪失だよ。

佐々原：コロコロ……１ポイントですんだ。残り正気度は45です。でも、狂気に陥ることはなかったので、震えるのを堪えて「それでもボクは行くんだ！」と、きっぱり宣言します。

ＫＰ：ふむ、ナシュトとカマン＝ターはそんな佐々原の気持ちに偽りがないことを見抜いたようだ。満足げにうなずくと、血まみれのナイフの代わりに、装飾のついたナイフを手渡してくれる。

佐々原：おやっ、これはマジックアイテム!?

ＫＰ：残念ながら、普通のナイフだよ。ナシュトもカマン＝ターも、そこまで優しくはない。

佐々原：ちぇ～っ！

ＫＰ：あと、睦ちゃんにはナシュトが「これも旅には必要だろう」と言って『南洋奇記』を差し出してくれる。

睦：「あっ、ありがとうございます」……って、すっかり『南洋奇記』のことなんか忘れてました（笑）。




　ナシュトとカマン＝ターとの対面を終えた探索者たちは、さらにらせん階段を七百段下り、深き眠りの門を越えることになる。その先に広がるのは、あやかしの森――ここはもうドリームランドなのだ。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ドリームランドへの行き方」

　どうも、好きな地下鉄は大江戸線な、むったんです。

　探索者がドリームランドに行く方法はいろいろあります。唯花ちゃんのように白い帆船に乗って行く方法もありますが、私たちのように「浅き眠りの七十段の階段」と呼ばれる階段を降りて、炎の洞窟を抜ける方法が一般的だそうです。ほかには怪しい薬を飲んだり、グールの巣穴に降りていったり、夢のクリスタライザーや驚異の門の鍵といったアーティファクトを利用する方法でも、ドリームランドに行くことはできます。その方法はいろいろあって、シナリオごとに違うと言ってもいいでしょう。

　炎の洞窟の主であるナシュトとカマン＝ターは、とても親切な方ですが、能力値を見ると実はグレート・オールド・ワン並のすごい人だったりします。なんと、あのアザトースを見ても平気な顔をしているそうですよ。

　残念ながらドリームランドには覚醒の世界の物品は持ち込めません。夢見る人は、この洞窟でドリームランドにふさわしい旅の準備をさせてもらうわけです。

　私としては、二人がくれるマンナという謎の食べ物の味が気になってなりません。むむ～っ？






ＫＰ：深き眠りの門を出て、あやかしの森に到着したところで、みんなは合流することになる。振り向くと、君たちが出てきたのはナラの巨木に彫りつけられたアーチ型の門だ。しかし、いくら巨大なナラの木とはいえ、ここに到着するまでに下りてきた七百段以上の階段が幹の中に入っているとは思えないな。

辰巳：うーむ、まさにファンタジー。ドリームランドらしいな。

睦：「よかった、みんなと会えて！」

さやか：「私もだよ～、むった～ん！」って、抱き合ってます。

辰巳：「ここがドリームランドか……しかし、どうやって唯花ちゃんを探せばよいのやら？」

ＫＰ：あたりは人の手が入っていない温帯の広葉樹林だ。森のあちこちから、大きな鳥の羽音や、フルートのような音、木々のざわめく音が聞こえてくる。さて、ここでみんな〈聞き耳〉をしてもらおうか。

佐々原：コロコロ……成功したのは、ボクだけですね。

ＫＰ：では、佐々原は森の木々を渡って、なにかが勢いよくこちらに近づいてくる気配を察する。

佐々原：「みんな、なにかが来るぞ！」

ＫＰ：佐々原が気づいたので、こちらは不意打ちはできなかった。音のした方を見ると、猫くらいの大きさのネズミに似た生き物が、君たちに向かって木の枝から飛び降りてきた。ただ、その生き物の鼻の下にはイソギンチャクのような触手が生えており、しかも腰にはナイフをぶら下げているのだった。

佐々原：ナイフを持ってる!?

ＫＰ：人間並みの知性を持っているのかもね。そんな謎のネズミを見たら〈正気度〉ロールだ。成功はゼロ、失敗は１Ｄ３の正気度喪失だ。

さやか＆佐々原＆睦：コロコロ……成功です。

辰巳：コロコロ……ワシだけ失敗か。コロコロ……なっ、３ポイント喪失だと!?　残りの正気度は41になった。「バカな、あんな小さな生物が刃物を扱うなど、脳科学的に不可能なはずだっ！」と、驚いている。

ＫＰ：さて、いきなりだけど戦闘開始だ。こいつのＤＥＸは20なので一番最初に行動できる。まずは不意打ちに気づいた、佐々原から攻撃してやろうかな。

佐々原：猫くらいのＳＩＺの生き物なら、耐久力は大したことないはず。攻撃はさやかちゃんに任せて、ボクは〈回避〉に専念させてもらいますよ。

ＫＰ：了解した。では、ナイフで攻撃させてもらおうかな。成功率は25％だ。コロコロ……おっ、命中したぞ。

佐々原：華麗に〈回避〉を、コロコロ……わっ、失敗した！

ＫＰ：おやおや、こいつのナイフは１Ｄ６＋１Ｄ４と、なぜかダメージが高くて怖いんだぞ～。コロコロ……５ポイントのダメージだ！

佐々原：痛いっ！　予想以上に強いですよ！

ＫＰ：そいつは手についた佐々原の返り血を、口元の触手で美味しそうになめ取っている。

さやか：気持ち悪いなぁ。私のマーシャルアーツキックで追っ払ってやります。コロコロ……〈キック〉も〈マーシャルアーツ〉も両方成功！

睦：やった～、かっこいい～っ！

さやか：ダメージは２Ｄ６＋１Ｄ４で、コロコロ……12ポイントのダメージです！

ＫＰ：12ポイント……相変わらず爆発的なダメージだな。

辰巳：例によって、ワシや睦くんなら即死してしまうダメージだ（笑）。

ＫＰ：さやかちゃんの空手キックが炸裂すると、その生き物はゴム鞠のようにすっ飛ばされて、木の幹に激突する。いやらしく動いていた口元の触手も力を失い、地面に横たわったままピクリともしなくなった。

さやか：殺(や)ってしまった……小動物をキックするのは、なんか後味が悪いですね。

佐々原：いや、こいつ完全にボクを殺しに来てたんだから、気にすることはないよ。

ＫＰ：さやかちゃんがそいつを瞬殺したあと、君たちは森のあちこちから視線を感じる。いつの間にか、さきほどと同じ生き物が無数に集まって、木の上からじっと見下ろしているんだ。ナイフや投げ矢を構えているものがほとんどだけど、中には歌うような祈りにも似た鳴き声を上げているものもいる。

佐々原：囲まれたぁ!?

さやか：むったんと背中合わせに立って迎え撃ちます！

睦：さやかちゃんが頼もしいのはわかるけど、呪文はまずいのよ～。

さやか：そうなんですか？

辰巳：うむ、ドリームランドの呪文は、ろくでもないのが多いからな……。

ＫＰ：さて、怪物たちに囲まれたことで、もう一度、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：今度は数が多いので、成功しても１ポイントの正気度を喪失してしまう。

さやか：ううっ、正気度が80になっちゃった。

佐々原：ボクなんて、残りの正気度44だよっ！

辰巳＆睦：コロコロ……失敗。

ＫＰ：失敗した人は１Ｄ３の正気度喪失だ。でも、間を置かずに同じ怪物を目撃したため、さっき３ポイント喪失した辰巳先生は恐怖に慣れてしまっており、それ以上、正気度は減らない。

睦：私はまだ慣れていないので、コロコロ……むはっ、３ポイント喪失。残り正気度49になって、これで私も慣れました。もうなにも怖くない！（笑）

佐々原：走って逃げられませんかね？

ＫＰ：試してみるかい？

辰巳：「数が多すぎるからな……逃げるか、それとも話し合うか？」

睦：「猫語は通じないかニャア？」

佐々原：「話し合うっていっても、さやかちゃんが一匹殺しちゃっているし」

さやか：「佐々原さんを助けるために殺(や)ったんじゃないですか～！」

ＫＰ：そうしている間にも、連中はじりじり包囲の輪を狭めてくるのだが……そこに何者かが飛び込んできた！

佐々原：「だっ、誰だっ!?」

ＫＰ：それは一匹のトラ猫だ。その猫は毛を逆立てて「シャーッ！」と怪物たちを威嚇する。

睦：もしかして、景虎ですか？

ＫＰ：その通りだ。なんと景虎がたった一匹で威嚇しただけで、怪物たちはおびえたように後ずさりをする。逃げるならいまがチャンスだろう。

辰巳：ここはありがたく逃げさせてもらおう！

睦：「景虎、ありがとうニャア！」

ＫＰ：景虎はそんな睦ちゃんに「ニャニャッ！」と答えると、しんがりをつとめつつ、みんなと一緒に逃げるよ。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ズーグ」

　どうも、好きなげっ歯類はヤマネな、むったんです。

　あやかしの森で私たちを襲撃したのは、ドリームランドに生息するズーグという種族です。

　普段はキノコを食べていますが、肉も好きなので、時には無知な旅人を襲撃することもあります。ナイフを持っていることからもわかるように、ズーグは人間並みの知能を持っており、呪文さえ使うものもいます。

　うまく付き合えば友達になることもできるそうですが、それでもあまり信用できる相手ではないそうです。

　炎の洞窟を抜けて、あやかしの森にやってきた夢見る人が最初に出会うドリームランドの住人となることも多いでしょう。なるべくなら平和的な出会いであってほしいんですけどね。






　景虎の助けを得てあやかしの森を抜け出した探索者たちは、延々と続く田園風景を目にする。

　このあたりはドリームランドの中でも、中世ヨーロッパに雰囲気の似た、穏やかな土地なのだ。

　睦ちゃんのつたない猫語では意志疎通は難しかったが、それでも景虎が唯花のところまで道案内をしてくれることだけはわかった。

　そんなわけで、探索者たちは猫に導かれ、のどかな田園地帯を旅することになる。

　途中、農夫の牛車に乗せてもらい、猫の都市ウルタールに立ち寄り、オウクラネス王国の首都スランの巨大な城壁に驚かされ、船に乗って探索者たちが目指すのは――その名も高き壮麗都市セレファイスであった。




さやか：なんだか『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』をやっているのに、ずいぶんのんびりしたファンタジーゲームみたいになっていますけど、ドリームランドってこういうものなんですか？

ＫＰ：ドリームランドも現実世界と同じでいろいろな一面があるから、一言でこんなものだとは言い切れないけど、小難しい理屈よりも、雰囲気やイメージが優先されるような世界だと思った方がいいかもいね。

さやか：クトゥルフ神話の世界なのに、あまり怖くないんですね。炎の洞窟で悪夢が現実になるとか脅かされたから、もっとすごいところかと思っていました。

睦：どちらかというと、ドリームランドは美しいイメージの方が強いかもね。食屍鬼の巣穴に迷い込んだり、月棲獣（ムーン＝ビースト）に奴隷としてさらわれたりしたら、もっとダークになるだろうけど。

辰巳：ただ、現実世界の常識が通じないから油断はできないんだよな。突然、突拍子もないことが起きたりして。

佐々原：いきなり空飛ぶ帆船がやってきて、猫が女の子をさらっていくなんて、普通の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』ではありえないイベントですよね（笑）。

さやか：じゃあ、私はこんな感じで普通にプレイしていていいんですね。もっと、怖がったりした方がいいのかなと思ったりもしたんですけど……？

ＫＰ：うん、この見知らぬ世界に驚きはしても、混乱のあまり恐怖を感じるといったロールプレイをする必要はないと思う。それどころか、別世界にやってきたということで、いつもより大胆に冒険を楽しんでも問題ないよ。

睦：深く考えずに、ここは夢の世界だからなんでもアリだって納得しちゃうのがいいかもね。

さやか：わかりました。深く考えないのは得意なので大丈夫です（笑）。




ＫＰ：さて、そんな驚異に満ちたこの旅は、あっという間に四週間ほど過ぎたのだけど……ドリームランドの時間は覚醒の世界とは異なった速さで流れているので、すべては一晩の夢の出来事であると思ってくれ。

辰巳：しかし、早く唯花ちゃんを助けないといかんことに変わりはないだろう。

佐々原：追いつけるといいんですが……このままアトラック＝ナチャのところまで行くのは嫌ですよ～。

ＫＰ：では、このドリームランドで過ごして、いろいろ興味深い体験をした探索者たちは、ここで「幕間での成長」をさせてあげよう。今回は特別サービスだ。全員５回の経験ロールをしていいよ。

全員：わ～～い！

ＫＰ：あと、猫好きの探索者は、景虎から〈猫語〉を教わることもできる。

睦：むむっ、それは絶対に教えてもらわねば！

さやか：私も猫好きですよ！

辰巳：〈猫語〉は魅力的だなぁ。そんな技能を持っていたら、探索者として箔が付きそうだ。

佐々原：実はボクも猫は大好きなのです。特にネコ耳が好きです（笑）。

ＫＰ：おいおいっ、本当に猫好きの人しか学べないんだからね。

佐々原：本当に猫好きですが、なにか？（笑）

ＫＰ：（調子のいいこと言いやがって）じゃあ、好きにやってくれ。




　とはいえ、５回の経験ロールをすべて〈猫語〉の勉強に使ったのは睦ちゃんだけだった。おかげで〈猫語〉は26％に成長する。言語はだいたい４倍に成功すれば日常会話は可能としているので、これで睦ちゃんは景虎と会話をすることができるようになったわけだ。

　ほかの探索者たちは、ちょっとだけ〈猫語〉を勉強して、あとは別の技能を成長させることにした。

　そんな探索者たちの中でも、一番真剣なのは辰巳先生である。




辰巳：ワシは〈心理学〉を90％に成長させて正気度を獲得するぞ。ドリームランドという人間の深層心理が反映される世界を観察して、心理学の新たな境地を見いだすのだ。

ＫＰ：確かにドリームランドは心理学の研究には最適の場所かもしれないね。どうぞ、ロールしていいですよ。

辰巳：コロコロ……コロコロ……コロコロ……よしっ、成長した！

ＫＰ：ホントに？　たった11％しか成長する可能性はないのに、毎回、よく成長させるね。

辰巳：経験ロールの権利は、ほとんど89％の技能を成長させることに費やしているからな。コロコロ……心理学が94％に成長したので、ワシは心理学の権威として自信を持つことができたようだ。

ＫＰ：では、そんな辰巳先生は２Ｄ６の正気度を獲得する。

辰巳：ここが大事だ。コロコロ……８ポイント獲得して、正気度は49になった。これならまあ満足の数値かな。

佐々原：とうとう辰巳先生に正気度を抜かれてしまった！（泣）

睦：私も並ばれてしまいましたね。さすがは辰巳先生、奇跡の大復活！（笑）

辰巳：しかし、これで残る89％の技能は〈図書館〉だけになってしまったよ、とほほ。

ＫＰ：あと、読みたい人は経験ロールとは別に『南洋奇記』の研究をしてもいいよ。

睦：そういえば、まだ斜め読みしかしていませんでしたね。

辰巳：わざわざナシュトが手渡してくれたんだ。ドリームランドで役立つ情報が載っているのかもしれないぞ。

睦：では、前回、『南洋奇記』の斜め読みをしている私が研究をしましょうか。

ＫＰ：この本は睦ちゃんの母国語である日本語で書かれているので、ロールの必要もなく研究することができる。

睦：よかった～、私は〈母国語〉の成功率には自信がなくて、47％しかないんですよ。

佐々原：むったん、〈猫語〉を習う前に勉強することがあるんじゃないの？（笑）

ＫＰ：研究を終えた睦ちゃんは、１Ｄ４の正気度ポイントを喪失して、さらに〈クトゥルフ神話〉に+2％、〈人類学〉に+2％される。あと、ミクロネシアに関する〈歴史〉のロールをするとき、この本を持っていれば+20％のボーナスがつくので忘れないようにね。

睦：〈人類学〉が成長するのはうれしいですね。正気度の喪失は、コロコロ……３ポイント喪失。これで現在46ポイント。私も辰巳先生より低くなってしまいました～（泣）。



◆むったんのワンポイントスケッチ「89％の技能」

　どうも、好きな学者は柳田國男な、むったんです。

　この『るるいえばけーしょん』では、辰巳先生が「幕間での成長」によって技能を90％に成長させて正気度を獲得しています。これってとても強いように見えますが、実際には技能を90％に成長させるなんてそうそう何度もできることではありません。

　私たちの中で一番ＥＤＵが高くて技能も高い辰巳先生でも、89％の技能は５つしかなく、それ以外の技能を90％に成長させるのは至難の業です。つまり技能を90％に成長させて正気度を獲得できるチャンスは５回だけで、しかもそのうちの４回はすでに使用してしまっているわけです。そう考えると、いまの辰巳先生は、貴重な正気度獲得のチャンスを消費しながら探索を続ける自転車操業のようなものですね。

　また、89％の技能が成長する確率は、たった11％しかありません。その技能を成長させることばかり挑戦していると、ほかの技能を成長させることができないというデメリットもあります。これは意外と大きいです。

　私なんかは、最初から90％の技能を狙っていないので、辰巳先生が89％の技能に苦戦をしている間に、成長する確率の高い苦手な技能をコツコツ成長させてきました。

　おかげで、普通の女子高生から遠ざかっているような気もしますけどね……むむーっ。









セレファイスのクラネス王




ＫＰ：こうして君たちはセレファイスの波止場に到着した。長い道中で〈猫語〉を習得した睦ちゃんに、景虎が話しかけてくる。

睦：「どうしたニャ？」

ＫＰ／景虎：「この町にレディ・ロデレールがいるニャ。きっと、唯花ちゃんも一緒だニャア」

睦：「景虎はレディ・ロデレールの仲間なのかニャ？」

ＫＰ／景虎：「レディ・ロデレールは、猫族の中ではとても偉い猫なんだニャ。彼女が日本中の猫に唯花ちゃんを探すように命じて、ボクがたまたま見つけたんだニャ」

睦：「横浜で、唯花ちゃんを『氷川丸』に連れて行ったのはどうしてニャ？」

ＫＰ／景虎：「それもレディ・ロデレールの命令だニャ。ボクがテレビに横浜が映っているときに、唯花ちゃんに行きたいとねだったんだニャア」

佐々原：「唯花ちゃんをアトラック＝ナチャにささげるために、『氷川丸』に誘導したのかっ！」

ＫＰ／景虎：「ボクだって、あの船にあんな怖い蜘蛛がいるとは思わなかったニャア！」

睦：「でも……だったら、なんで私たちの味方をしてくれるニャ？」

ＫＰ／景虎：「唯花ちゃんは優しい子だニャ。あんな蜘蛛に食べられちゃうなんてかわいそうだニャア」

さやか：景虎はレディ・ロデレールに命令されていただけなんですね。

辰巳：まさかレディ・ロデレールの正体はバーストというわけじゃないだろうな？

ＫＰ：それは違うようだね。ドリームランドにはあのランドルフ・カーターとも面識のあるセレファイスの猫の族長や、ウルタールの猫将軍といった有力な猫がいるけど、レディ・ロデレールは彼らの次くらいの地位らしい。もちろん、そのへんの猫が逆らえる相手ではないけど、猫の神バーストとは比べものにならないよ。

佐々原：ダゴン秘密教団の幹部が恐れるレディ・ロデレールよりもすごい猫って……いったい何者？

ＫＰ：ウルタールの猫将軍は、猫の軍隊を率いて月棲獣を襲撃するくらい怖いよ。味方にすれば、ドリームランドで彼らほど心強い者はいないかも。

睦：「レディ・ロデレールがどこにいるか心当たりはあるかニャ？」

ＫＰ：そこまで景虎は知らないようだ。あと、もしも君たちをセレファイスに連れてきたことがレディ・ロデレールにバレたら恐ろしいので、道案内はここまでだと言っている。

睦：まあ、仕方ないですね。「ここまでありがとニャア」

ＫＰ／景虎：「唯花ちゃんを助けてあげてほしいニャ！」

睦：「任せてちょうだいニャ！」

佐々原：「ニャアニャア言っているむったんはかわいいニャ～（笑）」

辰巳：「ワシの目には、睦くんがおかしくなったようにしか見えないけどな……」




　ボクはセレファイスの基礎知識（むったんのワンポイントスケッチを参照）を簡単に説明してあげた。

　本当なら都市での行動に応じて自然な形で演出してあげたかったけど、ちょっと時間がかかりすぎると判断したからだ。また、辰巳先生と睦ちゃんのプレイヤーは別のシナリオで何度かセレファイスを訪れたことがあったので、繰り返しになってしまうかなとも思ったわけだ。

　さて、そんな不思議な都市セレファイスに到着した探索者たちは、手分けをして聞き込み調査を開始する。

　佐々原と睦ちゃんのチームは、港で白い帆船に関する情報収集。辰巳先生とさやかちゃんのチームは、セレファイスにたくさんある市場で唯花の目撃情報や、レディ・ロデレールに関する情報収集をすることにした。

　このセレファイスは夢見る人であるクラネス王が創造した都市なので、同じ夢見る人の探索者たちに住人は好意的に接してくれた。




ＫＰ：残念ながら、港では白い帆船が到着したという情報は得られなかった。ただ、佐々原チームは街路に座り込んだ薄汚い身なりの老人に気づく。古びたものの存在しない壮麗なセレファイスには似つかわしくない姿だ。

睦：どこか具合でも悪いんでしょうか？

ＫＰ：そうではないようだな。老人は曲がった背中にフード付きのマントを羽織り、小さな炉のようなものを地面に置いてなにかをしているんだけど……なにをしているのかは、〈歴史〉でロールをどうぞ。

睦：私は〈歴史〉は苦手なんですよ。コロコロ……失敗。さっぱりわかりません。

佐々原：歴史作家のボクがいるので大丈夫。コロコロ……楽勝で成功しましたよ。

ＫＰ：佐々原は、あれが昔は日本にもあった鋳掛け屋という商売であることを知っているよ。

佐々原：いかけや？

ＫＰ：鍋や釜を修理する仕事をしていた人だよ。ハンダとか銅を溶かして、鍋の底に開いた穴とかをふさいだりするんだ。店を持ったりしないで、こうして道ばたで出張修理を受け付けることが多かったらしい。

佐々原：でも、このセレファイスで仕事があるんですか？

ＫＰ：見たところまったく繁盛している様子はないな。昔、鍋や釜などは高価だったので、こうして直して使用していたらしいけど、このセレファイスでは物が自然に壊れることはないからね。

睦：「なんでこんなところでお仕事をしているんでしょうね？」

ＫＰ：「まったく嘆かわしいことだ……この町は間違っておる」と、まるで睦ちゃんのつぶやきに答えるように、独り言をつぶやいている。

睦：わっ、聞こえちゃったのかな。だったら、調子を合わせるように「私もこの町はまるで作られたようで、不自然な気がしていたんですけど」と、声を掛けてみます。

ＫＰ：すると老人は深くかぶったフードをちょっと持ち上げて、睦ちゃんの方を見ると「なかなか見る目を持っておる」と答える。けれどそれ以上はなにも言わず、腕組みをして炉の火をじっとにらみ続けている。

睦：どんな顔をした老人だったんですか？

ＫＰ：それが不思議なことにフードを持ち上げたはずなのに、その奥にどんな顔があったのか、いまいちはっきりとは思い出せない。

睦：むむ～～っ、何者でしょうか!?

ＫＰ：まあ、通りすがりにそんな不思議な老人がいたというくらいで、あまり気にするほどのことではないよ。

佐々原：ドリームランドの有名ＮＰＣとかだったのかなぁ？




ＫＰ：一方、辰巳先生チームはセレファイスにいくつもある市場をハシゴしていて、今度はコーンウォール市場というところにやってきた。ここの品ぞろえはちょっと変わっていて、二人は〈知識〉か〈芸術（骨董品）〉のどちらかでロールができるよ。

辰巳：〈知識〉でワシが失敗するはずがない。コロコロ……成功した。

さやか：辰巳先生が〈知識〉で成功しているのでしたら、るるいえ堂のバイトをしている私は、あえて〈芸術（骨董品）〉でロールをしてみましょう。コロコロ……駄目です、失敗しました～。

ＫＰ：辰巳先生はこの市場の商品が、百年前くらいのイギリス風のものが多いことに気づくね。

辰巳：つまりホームシックにかかっているクラネス王のための品々ということかな？

ＫＰ：どうやらそのようだね。調度品や雑貨や食料品なんかも、どこから集めたのか覚醒の世界のものに近い品々がそろっている。たぶん、クラネス王だけではなく〝海辺のコーンウォール〟の住人たちも利用しているんだろうな。

辰巳：ふむ……この市場に酒屋はあるのかな？

ＫＰ：うん、あるよ。樽(たる)やワイン瓶の並んだ店があって、こんな中世風の市場にしては品ぞろえが充実しているね。

辰巳：「ちょっと尋ねるが、この店にルイ・ロデレール・クリスタルという酒は置いてあるかね？」

さやか：あっ、あのシャンパンでレディ・ロデレールを誘いだそうという作戦ですね！

辰巳：そうでなくても、レディ・ロデレールかその仲間が買いに来ているかもしれない。

ＫＰ：「ああ、あのピリピリする泡立つワインなら〝海辺のコーンウォール〟に届けましたが」と、店主は答える。ちなみにドリームランドでは、まだスパークリングワインの製法は確立されていなかったりする。

辰巳：「ほう、あるのか。だったら、ワシも一本いただきたいのだが」……って、金は持っていないけどな（笑）。

ＫＰ／店主：「いやぁ、大きな声では言えませんが、あのワインは覚醒の世界から秘密のルートで持ち込んだ珍品でしてね……そうそう手に入るモノじゃないんですよ」

辰巳：「じゃあ、〝海辺のコーンウォール〟に届けたもの以外で、これまでその酒を買った人はいないかね？」

ＫＰ／店主：「ここ最近はおりませんなぁ」

辰巳：手がかりは途絶えたか……。

さやか：〝海辺のコーンウォール〟に行って、シャンパンの話を聞いてみませんか？

辰巳：それって、クラネス王に会いに行くってことかい!?

さやか：だって、クラネス王も私たちと同じ夢見る人なんですよね。話を聞いてくれるかもですよ。

辰巳：さやかちゃんは大胆だなぁ……しかし、試してみる価値はあるかもしれんな。



◆むったんのワンポイントスケッチ「セレファイスとクラネス王」

　どうも、好きな都市は京都な、むったんです。

　私たちが訪れたセレファイスは、偉大な夢見る人クラネス王の願望から創造された都市です。

　もともとクラネス王は、一九三〇年代のロンドンで暮らす、土地も財産も失った孤独な人物でしたが、夢の中に理想郷を生み出したうえ、覚醒の世界で命を失うことによってそこに移り住んだのです。

　セレファイスはドリームランドの中でも変わった場所で、時間というものが流れません。

　建物は風化することなく、人が年を取ることもなく、花が散ることもありません。なにかが古びるということがないのです。まさしく、この都市は人間の理想が形をなした場所なのです。

　ただ、そんな理想郷を創造したクラネス王ですが、愛する故郷であるイギリスのコーンウォールへのホームシックにかかっています。そのため、いまはバラ色の水晶でできた壮麗な宮殿ではなく、城壁の外に〝海辺のコーンウォール〟という故郷に似せた漁村を作って、そこにあるゴシック風の荘園屋敷で暮らしているのだそうです。






ＫＰ：じゃあ、みんなは合流して〝海辺のコーンウォール〟に住むというクラネス王を訪問するわけだね。

佐々原：クラネス王ならレディ・ロデレールのことを知っているかもしれませんしね。

ＫＰ：では、ここでＨ・Ｐ・ラヴクラフトの原作小説「未知なるカダスを夢に求めて」の一節を借りるとしようか──




　東の城門を出てヒナギクの咲く野原を横切って、海辺の断崖に向かって上る庭園のナラの木々越しに見える破風へ向かった。ほどなくれんが造りの小さな番小屋のある大きな生け垣と門の前に達し、鈴を鳴らすと、厳粛に選ばれたローブをまとう宮殿の従僕ではなく、野良着姿のずんぐりとした老人が足を引きずりながら現れて──




ＫＰ：といったところで、みんなは〈英語〉のロールをどうぞ。

さやか：ええっ、〈英語〉ですか!?

ＫＰ：これまでドリームランドの人々は日本語ではないけど、なぜか君たちにも理解できる、言うなれば共用語で会話をしていた。ところが、この野良着姿の老人は、そんなドリームランドでも英語で語りかけてくるのだ。

さやか：英語は苦手なんですよ～。コロコロ……あれっ、「01」で成功した！（笑）

辰巳：コロコロ……ワシは普通の成功だな。

ＫＰ：さやかちゃんと辰巳先生は、この老人の英語が古いコーンウォールなまりであることに気づくね。きっと、さやかちゃんの英語の先生はコーンウォールの出身だったんだろう。

さやか：ああ、クラネス王のためにそこまで再現しているってことなんですね。

辰巳：だったら、ワシもコーンウォールなまりをまねて挨拶をしよう。

ＫＰ：日常会話なら〈英語〉の４倍でロールに成功すれば意志疎通はできるけど、あえてコーンウォールなまりをまねるのなら〈英語〉そのままの成功率でロールをすることになる。ただし、コーンウォール出身の英語教師に習ったさやかちゃんだけは〈英語〉の４倍でロールしてもいいよ。

さやか：それでも、私の〈英語〉は19％なので、４倍にしても辰巳先生の〈英語〉81％には届きませ～ん（泣）。

睦：じゃあ、辰巳先生にやってもらった方がいいかも。辰巳先生の場合、１倍で失敗しても、４倍で成功しているから最低限の意志疎通はできるだろうし。

佐々原：さやかちゃんの場合、失敗するとコーンウォールなまりに似ている意味不明の言葉になっちゃう。

ＫＰ：：タモリのインチキ中国語みたいなもんだね。イントネーションは似ているけど言葉にはなっていない。

辰巳：では、やはりここはワシが挨拶をさせてもおう。「こんにちは、ワシらは夢見る人なのだが、クラネス王にお目通りを願いたい」と、コーンウォールなまりで。コロコロ……ありゃあ、失敗した！

ＫＰ：では、普通に英語で会話することになるね。コーンウォールなまりはまねられなかった辰巳先生だが、夢見る人と名乗ったとたん、老人の態度は友好的になる。

さやか：おや、やっぱり夢見る人には優しいみたいですね。

ＫＰ：「普通ならば、そうやすやすと王に謁見などできませぬが、あなた方が夢見る人だというのならばお通ししましょう」と、老人は生け垣の門を通してくれる。さて、クラネス王の暮らすのは、灰色の石造りのゴシック風荘園屋敷だ。そこにはアン女王時代の様式の庭園があり、大理石のベンチにはロンドン風のスーツを着たクラネス王が物憂げな表情で座っている。

さやか：ドリームランドでもスーツ姿って、本当にコーンウォールが好きなんですね……でも、ちょっと心が病んでいるのかも。

ＫＰ：うん、それは否定できないね。君たちを案内した老人も、クラネス王の様子には心を痛めている。しかも、ここ最近、これまで以上にクラネス王の気分が晴れない日々が続いているらしい。そこで老人は、君たちに「同じ夢見る人として、クラネス王の憂鬱の原因をそれとなく聞き出してはもらえないでしょうか」と、頼んでくる。

辰巳：「それはかまわんが……」

さやか：あのあのっ、今度は私にコーンウォールなまりの挨拶を挑戦させてくれませんか？

辰巳：よし、やってみてくれ。

さやか：成功率は76％ですから。「こんにちは、王様」と、コロコロ……あちゃあ、失敗しました。

佐々原：もはや英語ですらない（笑）。

ＫＰ：すると、クラネス王は物憂げな顔を上げると「おや……東洋の方かね？」と、共用語で尋ねてくる。

さやか：「はい、アイ・アム・ジャパニーズ（笑）」

ＫＰ：「日本か……万博の記事で読んだことがあるような」と、どうもクラネス王は日本という国にあまりピンと来ていないようだね。

睦：日本すら知らないとは！

辰巳：うーむ、クラネス王とは生きた時代が違うから、なんと説明して良いのかわからないなぁ。

ＫＰ：（ここでみんな〈心理学〉かな。コロコロ……辰巳先生だけ成功か）辰巳先生はわかるんだけど、きっと探索者たちがコーンウォール出身とまではいかなくても、アングロサクソン人であれば、もう少しクラネス王も心を開いてくれただろうと推測できるね。原作小説でも、ボストン在住のランドルフ・カーターに対して、同じアングロサクソン人と出会えるのは貴重だからと歓迎したりする人だから。

辰巳：もう一度、ワシにもコーンウォールなまりで挨拶をさせてくれ。

ＫＰ：まあ、いいでしょう。

辰巳：コロコロ……今度は〈英語〉の１倍で成功しているぞ。

ＫＰ：すると、思いがけず懐かしい地元の言葉を聞いたクラネス王は顔を上げて「ほう、そなたもコーンウォールにいたのか？」と、尋ねてくる。

辰巳：「わがいごろにぃ、ちょっと行ったことあってなぁ～（コーンウォールなまりのつもりらしい）」

ＫＰ／クラネス王：「そうが、そうがぁ～。おめさん、どこのへんに行ったんよ？（負けずになまっている）」

辰巳：「西のほおだぁ～（なまっている）」

ＫＰ：……などと、クラネス王と親しく会話をする辰巳先生だけど、本当に昔のコーンウォールに詳しいのかどうかは〈知識〉の５分の１か、〈歴史〉でロールしてもらおうか。

辰巳：〈歴史〉の方が少し成功率が高いな。コロコロ……惜しい、失敗した。「近ごろはあのへんもビルとかおっ立ったりしてなぁ～（笑）」

ＫＰ：そんな最近のコーンウォールのことを言われても、クラネス王はきょとんとするだけだね。そして、深いため息をつくと、また物憂げな顔で庭の方を見つめてしまう（笑）。

辰巳：なんだよっ！　面倒くさいよっ、この王様は！（笑）

佐々原：ボクは〈歴史〉が得意なので、なまっていない普通の英語でコーンウォールのことを語ってもいいですか？

ＫＰ：だったら、〈英語〉の４倍と〈歴史〉の同時ロールだね。両方成功しないと意味はないよ。

佐々原：〈英語〉の４倍なら楽勝です。コロコロ……おおっと、「01」で成功しましたっ！

ＫＰ：だったら、佐々原はクラネス王が望郷の念を持っているコーンウォールについて完璧に話を合わせることができる。話すにつれてクラネス王のテンションはぐんぐん高くなって、ベンチの隣に座るように勧めてくる。

佐々原：「いやぁ、わりぃなぁ～（これもコーンウォールなまりのつもりらしい）」

睦：なんだか、私だけコーンウォールのことがちんぷんかんぷんで置いてきぼり……。

さやか：睦ちゃんには〈猫語〉があるから。

睦：猫語で「猫には、国境や人種なんて関係ないニャ～」とかつぶやいていますよ（笑）。

さやか：「むったんが、またニャーニャー言い始めている……」

佐々原：きっと、新しいキャラづけをしようとしているんだよ。第三シーズンは猫キャラで売り出すのだ！（笑）




　悪戦苦闘の末、ようやくクラネス王のご機嫌を取ることに成功した探索者たちは、彼の憂鬱の原因を探ることにした。しかし、相手は繊細なクラネス王ということもあって、たわいもない世間話を慎重に続けるのであった。




ＫＰ：だんだんわかってくるんだけど、クラネス王は戦前のイギリスのことしか知らないようだね。ロンドンがドイツに爆撃されたとか聞かされたら、また鬱に戻りそうだ（笑）。

佐々原：コーンウォールの気候とか家庭料理とか、当たり障りのない話題を選びましょう。

ＫＰ：（ここで、みんなの〈心理学〉をロールかな。クラネス王と親しく会話をしている佐々原は、２倍でロールさせてあげよう。コロコロ……辰巳先生と佐々原が成功か）さて、そんな世間話をしていると、さっきからクラネス王は会話が途切れると、庭の方を見つめては少し物憂げな顔をすることに、辰巳先生と佐々原は気づく。

辰巳：庭に何かあるのか？

佐々原：クラネス王の視線を追ってみます。

ＫＰ：その視線の先には、美しい庭園に置かれた黄金の餌台があるね。鳥を集めるための餌を置く台と、水飲み場を兼ねたものだ。

辰巳：バードウォッチングをするための、餌付けをする場所ってことだな。

ＫＰ：そうだね。この餌台は、なかなか凝った作りをしている。おおまかな形状は口の広いシャンパングラスのようなものだ。上部は平たいお盆になっていて、水が浅く張ってある。ここで鳥は水浴びをするんだろう。お盆の中央には小さな器が浮かぶようにあって、鳥の餌が入れられるようになっている。

睦：二重の器になっていて、外側には水、内側には餌が入っているということですね。

ＫＰ：ただ、この餌台を支える支柱はとても細くて華奢な感じがする。奇妙なことに、時間の止まったセレファイスであるにもかかわらず、その餌台の根本はだいぶ錆(さ)びているように見える。

佐々原：あれ、さっき餌台は黄金で出来ているって言ってませんでしたっけ？

ＫＰ：うん、不思議なことに黄金製にもかかわらず錆(さび)が浮いているんだ。君たちは、そんな不安定な餌台で鳥たちがなにも知らずに遊んでいるのを見ていると、なんだか不安な気持ちになってくる。

睦：鳥だから、餌台が倒れても無事でしょうけど……あれがクラネス王の憂鬱の原因なんでしょうか？

さやか：もしかして、あの鋳掛け屋さんに修理してもらえと？

佐々原：なんというか……懐かしのコンピューターＲＰＧみたいな展開ですね。

睦：船が欲しければ、コショウを持ってこい！（笑）

佐々原：「クラネス王、あの餌台がどうかされましたか？」

ＫＰ／クラネス王：「うむ……あれは以前、ここを訪れたファクピと名乗る夢見る人の彫刻家の贈り物なのだが、最近、なぜかあのように朽ち始めてな」

辰巳：「最近になって？」

ＫＰ／クラネス王：「ファクピの身になにか起きていなければ良いのだが……」

辰巳：そ、そういうものなのか？

睦：テリーマンの靴紐みたいですね（笑）。

ＫＰ：このファクピという名前を聞いた人は〈知識〉の５分の１でロール。ただし、『南洋奇記』を読んだ人は〈歴史〉+20％か〈知識〉の１倍でロールをしていいよ。

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗。

睦：むむっ、私が一番成功率が高いんですね。プレッシャーです。コロコロ……むはっ、失敗しました～！

ＫＰ：じゃあ、ファクピという名前には、誰も聞き覚えがないな。

さやか：なにか大切な情報がこぼれ落ちたような……。

辰巳：やはりワシらも『南洋奇記』は読んでおくべきだったか？

ＫＰ：まあ、次回、〈図書館〉とかで調べるのを忘れないようにメモでもしておいてちょうだい。

さやか：「最近、気分が優れないのは、あれが原因なんですか？」と、尋ねてみますけど（メモをしながら）。

ＫＰ：うん、どうやらそのとおりのようだ。はっきりとは言わないけど、あの朽ちていく餌台を見ていると、自分の創造した永遠のセレファイスが否定されているような気分になるらしい。みんなは〈精神分析〉ができるよ。

辰巳：コロコロ……成功したのは、ワシだけだな。

ＫＰ：クラネス王はもう何十年もコーンウォールに戻ることに思い焦がれており、古き良きイングランドに帰ることができるのならば、自分の治めるセレファイスの美しい尖塔をすべて差し出しても良いと思っているくらいだ。ただ、それが叶わぬいま、目の前で朽ちていく餌台は、ただただ彼の心を曇らせるのみ。そして、そんな彼の曇った瞳には、辰巳先生に永遠の命を求めた京の瞳と似た輝きを感じ取るのだった……。

辰巳：おい、まずいぞ。非常にまずい状態にある！（笑）

佐々原：「王様、あの餌台を修理したら、われわれの願いを聞いてはもらえないでしょうか？」

さやか：「ルイ・ロデレール・クリスタルというお酒を買われたようですが……それをいただきたいんです」

ＫＰ：「……ぼくはフランスの酒はたしなまないので、そんなものは好きに持っていってくれてもかまわないのだが」と、寛大なクラネス王は交換条件など出さなくても、友人としてプレゼントしてあげるといった態度だね。

辰巳：あれっ、そうなのか？

睦：でも、あの鋳掛け屋さんも仕事がないと言ってましたし、この荘園を紹介してあげれば喜ぶのでは？

佐々原：うん、餌台が直ってクラネス王も満足、鋳掛け屋も仕事が見つかって満足、ボクらもルイ・ロデレール・クリスタルがもらえて満足で、みんな満足。よしっ、これで行きましょうっ！







レディ・ロデレールの真意




　さっそく佐々原と睦ちゃんは港へと戻り、例の鋳掛け屋の老人と再会する。




睦：「あの～、クラネス王の庭にある黄金の餌台を修理してもらいたいんですけど、できますか？」

ＫＰ／鋳掛け屋：「ふむ、造作もない（妙に渋い声で）」

佐々原：なんか格好いいですよ？

睦：いったい何者なんだろ？

佐々原：「じゃあ、案内しますので」

ＫＰ／鋳掛け屋：「うむ、よかろう（また渋い声で）」

佐々原：無駄に迫力あるよね。

睦：むむむ～～っ？




佐々原：──そんなわけで連れてきました。「この方が鋳掛け屋さんです」

ＫＰ：クラネス王は執務があるため、あとのことは君たちを荘園に案内してくれた野良着姿の老人に任せて、屋敷の中に戻っている。お礼代わりのルイ・ロデレール・クリスタルは、ちゃんと用意されているので安心してくれ。

佐々原：「それじゃあ、修理をお願いします」

ＫＰ／鋳掛け屋：「……これを直すには黄金が必要だな」

さやか：「ええ～っ、今度は黄金捜しですか～？」

佐々原：「支柱を短くするとかなんかして対応できませんかね」

ＫＰ：すると鋳掛け屋は、そばにいた佐々原に手を差し出す。

佐々原：……それって、もしかしてフィブラをよこせってこと？

ＫＰ：鋳掛け屋は無言のままだね。

さやか：じ～～～～～～～～っ（佐々原を見つめている）。

佐々原：しょうがないなぁ、フィブラを手渡しますよ……せっかく、ＰＯＷが上昇していたのに。

ＫＰ：では、佐々原からフィブラを受け取った鋳掛け屋は、おもむろに指でこね始めた。驚いたことに彼の指は高熱を帯びているようで、黄金はまるで粘土のように柔らかくなっていく。

辰巳：な、なんだ、その技はっ！（笑）

ＫＰ：そして柔らかくなった黄金を、餌台の朽ちた部分に塗りつけ修復していく。

睦：そんなのは鋳掛けじゃな～い（笑）。

ＫＰ：確かにいくらドリームランドでも、これはやりすぎなんじゃないかと思う。もはや、奇跡や呪術といった感じだね。そんなわけで〈正気度〉ロールをしてくれ（笑）。

佐々原：人のＰＯＷを減らしといて〈正気度〉ロールまでさせるなんて～！　コロコロ……失敗です（泣）。

さやか：コロコロ……失敗しました。

辰巳＆睦：コロコロ……成功。

ＫＰ：成功した人はゼロ。失敗した人は１ポイントの喪失だよ。

佐々原：残り正気度が43になってしまいました。

さやか：私もとうとう79になってしまいました。夢の80台よ、さようなら～（佐々原に見せつけるように）。

佐々原：ムキ～～～ッ！

ＫＰ：鋳掛け屋は修理をしながら「あらゆるものが風化することのない、永遠のこの町を……おぬしたちはどう思う？」と、尋ねてきた。軽い問い掛けのようだけど、君たちは真剣に答えねばならないような気がするね。それぞれ探索者として、ちゃんと考えてから返答をしてもらおうかな。

さやか：「えーと、私はあまり好きじゃないですね」

ＫＰ：鋳掛け屋は、さやかちゃんの言葉にこくりとうなずいた。

睦：「物はいつか壊れるものだし、たとえ壊れたとしても、またこうして直せばいいんですよね？」と、相手の心情を読んで、国語のテストで鍛えた模範解答をします（笑）。

辰巳：嫌な女子高生だなぁ（笑）。

ＫＰ：そんな睦ちゃんの言葉にも、鋳掛け屋はこくりとうなずくな。

辰巳：これはみんな答えないといけないのか？

ＫＰ：沈黙もまた答えと受け止めるけど。

辰巳：「うーむ、年老いると、そうしたものに憧れもする──」

佐々原：おっと、逆の路線を狙いましたか。

辰巳：「──が！」

佐々原：言葉をつなげたぁ！（笑）

睦：だって、それだといままでの辰巳先生の行動に反しちゃいますよね。前回、京が永遠に生きてほしいと願ったとき、拒否していましたから。

辰巳：「しかし、それは人間が求めてはいかんものだと思っておる」

ＫＰ：なるほど、大幅に軌道修正をしてきたね。最後は佐々原だけど？

佐々原：「……永遠に変わらないことは、成長もしないことだと思う。たとえ永遠でなくても、ボクは変化して成長する道を選びたい」

さやか：これを聞いたら、クラネス王は涙目ですね（笑）。

睦：いやいや、クラネス王も永遠のセレファイスより、コーンウォールに帰りたがっているわけだし……。

佐々原：でも、餌台が壊れそうで鬱になっているけどね。

ＫＰ：もはや、愛するコーンウォールにも戻れず、自分が理想だと思っていた永遠すら否定されてしまったのでは、憂鬱にだってなるよ。

睦：同情はします。

ＫＰ：さて、鋳掛け屋はみんなの答えを聞くと「なるほど、おぬしたちは、もう道を決めておるのか」と言ってから、もう一度「永遠など……」と、なんらかの答えをうながすようにつぶやく。ここで「永遠など……」に続く、みんなの意志を統一したキーワードのようなものを考えてほしい。

辰巳：『永遠など・必要ない』とかかな？

ＫＰ：そんな感じだね。ちゃんと代表者が答えてくれ。

佐々原：「永遠など……」と言われると、否定的な言葉に限定されてしまいますね。

ＫＰ：それはみんなの答えが、永遠に対して否定的だったからだよ。それが嫌なら「永遠なド・リームランドで暮らしたい」とかひねり出してもいいよ（笑）。

睦：無理矢理過ぎますよ（笑）。

佐々原：でも、『永遠など・必要ない』とすると、永遠の愛とかを否定してしまうことになるんですよね～。

さやか：いやいや、永遠に変化しないのは愛ではなく、今日よりも明日はもっと好きというのが愛なのです。

佐々原：なるほど、すばらしい！　さやかちゃんがボクのことを好きだということがわかった（笑）。

さやか：佐々原さんにキックをしていいかと、みんなに目で確認を取りますよ～。

辰巳：『まずはそのふざけた永遠をぶち壊す（笑）』

睦：もはやテンプレから外れてしまってます！（笑）

さやか：『永遠などない！』というのは？

辰巳：セレファイスという実例があっての問い掛けなんだから、それはちょっとおかしいかと。

ＫＰ：このクトゥルフ神話の世界では、永遠というものは割と簡単に存在しているからね（笑）。

辰巳：永遠は存在しているが、それに対するワシらのスタンスはどうなんだという問い掛けなんだろうな。

佐々原：じゃあ『永遠など望まない』あたりではどうでしょうか。みんなの意見と合っているし。

辰巳：ふむ……それでいいかな。

睦：そうですね。

さやか：りょ～かいです。

佐々原：『永遠など望まない』……で、ファイナルアンサーです！（笑）

ＫＰ：なるほど、その言葉を聞いた鋳掛け屋は、大きく満足げにうなずくと「いずれ蜘蛛の神が、この世界と覚醒の世界を橋でつなぐことだろう。そうなれば、覚醒の世界の苦痛がこの世界へと流れ込み、この世界の悪夢が覚醒の世界の現実となる。かくして二つの世界は互いをむしばみ、もろとも滅びる。永遠を求めた男が生み出した理想郷も、もろく崩れ去るだろう」と語る。

さやか：結局、この人も永遠を否定している……？

辰巳：どうもそうみたいだな。

ＫＰ：そう言ったあと、残ったフィブラの黄金を指でこねて形を整えると「永遠など望まない……悪くない。有限の中で生きる人間らしい言葉だ」と言って、佐々原に返してくれるよ。

佐々原：おおっ、なんかパワーアップした!?

ＫＰ：いや、ＰＯＷが増える効果はなくなってしまっているけどね。

佐々原：ありゃりゃ……がくっ。

睦：でも、きっと重要アイテムですよ！

ＫＰ：そのブローチは蜘蛛に似ているが、目も口もないひょうたんのような姿になっており、足のあった部分はイナズマのような形をした細いものを五本ほど生やしている。アクセサリーのようにデザイン化されたものではなく、なんだか自然にあるものに似せたような感じだね。

佐々原：なんだこりゃ？

辰巳：「ご老人……あなたのお名前は？」

ＫＰ／鋳掛け屋：「私の名はカラカル」

睦：おおっ、カラカル！

佐々原：何者なんですか？

睦：たしか、ドリームランドの神様だったような……。

ＫＰ：辰巳先生の問いに答えると、カラカルはすっくと立ち上がり、これまでとは違った腹の底に響く管楽器のような張りのある声で「永遠など望まない……面白い答えだ。ゆめゆめ忘れるでないぞ！」と言って、マントをばさぁっとひるがえす。すると、彼の体から巨大な炎の柱が巻き上がり、そのまま天空へと消えてしまった。

辰巳：「な、何事だぁ～！（笑）」

睦：いきなり狂言回しみたいなことをしていきましたね。なんだったんだろう……？

辰巳：『千と千尋の神隠し』に出てくる、河の神みたいだったな。

ＫＰ：カラカルの名前を聞いた人は〈クトゥルフ神話〉のロールをどうぞ。

全員：コロコロ……失敗。

ＫＰ：では、あの鋳掛け屋が何者であるのかは見当もつかなかった。ただ者でないことは確かだろうけどね。

佐々原：うーん、とにかく餌台は直ったので、クラネス王に報告をしましょう！

ＫＰ：クラネス王は元通りになった餌台を見ると、満足げな顔をしている。「いつ倒れるかわからない台の上で、なにも知らずに餌をついばむ鳥たちのことを心配しておったのだ……あの鳥たちは自分たちの足下がいかにもろいものであるかに気づいておらん」

佐々原：また、正気度が低そうなことを……。

睦：繊細な人なんですねぇ。

さやか：なんだかこの王様、ちょっと面倒くさいです（笑）。

ＫＰ：（この発言は伏線だったのに、クラネス王の格を下げただけになってしまったな）といったわけで、希望通りルイ・ロデレール・クリスタルをいただくことができる。瓶はドリームランドらしい古くさいワインボトルになっているけど、中身は間違いなくルイ・ロデレール・クリスタルが入っているらしい。この世界では覚醒の世界の技術が存在するのは難しいため、このようになっているのだ。

辰巳：では、さっそく開けるか。

佐々原：えっ、もう開けるんですか？

睦：クラネス王がいれば、レディ・ロデレールから守ってくれるかも。

佐々原：あの怖い猫からでも？

ＫＰ：このセレファイスで、クラネス王に逆らえる者はそうそういないよ。

辰巳：だったら、クラネス王がいるうちに栓を抜くことにしよう。シュポーン、かんぱ～い（笑）。

全員：かんぱ～～い（笑）。

ＫＰ：──さて、そうやってシャンパンの香りを楽しんでいると、いつのまにか庭のテーブルには当然のような顔をしてレディ・ロデレールが座っており、ワイングラスの黄金色の液体をぺろぺろとなめている。

佐々原：キタッ、はやっ！（笑）

辰巳：「会いたかったよ、レディ・ロデレ～～ル（なぜかちょっと悪党っぽい）」

ＫＰ／レディ：「ハッ、これは罠ニャ!?」

さやか：「そうだ、罠ニャ！（笑）」

睦：「でも、こんな罠なら掛かってもいいでしょう？」と、シャンパンを注いであげましょう。

ＫＰ：「うにゃ～、ドリームランドであっても、ルイ・ロデレール・クリスタルの香りは素敵ニャア……」と、猫語で堪能している。

睦：私が〈猫語〉を同時通訳をしてあげますニャ。

佐々原：でも、グラスを取り上げて「唯花ちゃんはどこだ！」って、おあずけをします。

ＫＰ：すると、レディ・ロデレールもわれに返ったようだ。「こんなところにまでやってくるとは、やはりあなた方は私が見込んだとおりの人間だったようね。あなた方の知恵、勇気、行動力には感服させられます」

佐々原：「そりゃあ来るさ。唯花ちゃんを助けるためならな」

ＫＰ／レディ：「そうでしょうね。きっと、あなたたちは、あの深きものたちと契約を結ぶ気などないのでしょう」

佐々原：「当たり前だろう！」

ＫＰ／レディ：「そしておそらく、あなたたちならばあの少女を〝死の木の契約〟から守り通すことでしょう……だからこそ、アトラック＝ナチャに少女をささげねばならないのです」

辰巳：「どうして、そうなるんだ？」

佐々原：「唯花ちゃんを生け贄にすることで、ボクらを助けようとしているのなら大きなお世話だぞ」

さやか：「私たちは〝死の木の契約〟の破棄の仕方なら知っているんですから」

ＫＰ／レディ：「いいえ、私はあなたたちの運命などに関心はありません」

佐々原：「なにっ？」

ＫＰ／レディ：「私が心配しているのは、あなた方が〝死の木の契約〟を破棄して少女を守り抜けば、あの蜘蛛の神は深きものとの契約に不満を感じて、死の木を破壊してしまうかもしれないということです」

佐々原：「ふん、それはボクらの望むことだ」

ＫＰ／レディ：「ですが、それが大きな悲劇を引き起こすことになるのです」

辰巳：「ちょっと待て……死の木が破壊されたら、どうなるというのだ？」

ＫＰ／レディ：「いまの人間たちは忘れてしまっていますが、ナウルに伝えられていた創世神話は真実なのです」

佐々原：「創世の蜘蛛とは、アトラック＝ナチャだったのだー！」

全員：「なんだってー！（笑）」

ＫＰ：「その通りです。ナウルで語られる創世の蜘蛛であるアレオプ＝エナプは、グアムではアトラック＝ナチャと呼ばれています。アトラック＝ナチャによって創世された世界とはグアムのことであり、死の木とはあの島を支える土台でもあるのです。もしも、あなた方が唯花を守り抜き、そのことに怒ったアトラック＝ナチャによって死の木が破壊されてしまったら……グアムは海に沈むことでしょう」と言って、黄金の餌台を見つめる。

佐々原：んんっ、なんで餌台を見るの？

辰巳：観念が形となるドリームランド的に、あの餌台はグアムの運命を暗示するものだったのではないだろうか。

睦：なるほど、そんな意味が……。

ＫＰ／レディ：「グアムが沈み、多くの猫と、猫を愛する人間が犠牲になることは耐え難いことです」

佐々原：「それはボクらだって同じだけど……」

ＫＰ／レディ：「ならばあの少女をアトラック＝ナチャにささげなさい。それが嫌なら、深きものどもの申し入れを受けるのです。それで悲劇は避けられます。かって〝死の木の契約〟の力を借りて船を守ろうとしたあの女のように、彼らを受け入れることです」

睦：むむ～っ、これはつらい選択になりましたね。

ＫＰ／レディ：「そしてこれは私だけの意志ではなく、あまねく猫の守護であるバーストの意志でもあるのです！」

辰巳：うーむ、これまでは〝死の木の契約〟を破棄することにデメリットがないと思って、われわれはグアムに向かっていたのだが……。

さやか：〝死の木の契約〟を破棄すると、アトラック＝ナチャが怒って死の木を壊して、そんでもってグアムが沈んでしまう。でも、破棄しないと唯花ちゃんが食べられちゃうってわけですよね。「〝死の木の契約〟を破棄しても、グアムを守れる方法はないんですか？」って、レディ・ロデレールに聞きますけど。

ＫＰ／レディ：「それは私にもわかりません」

睦：鋳掛け屋さんをたくさん呼んでくれば……（笑）。

辰巳：〝死の木の契約〟の似姿を造った、グアムのメラグプトに聞けば何かがわかるかもしれんぞ。

ＫＰ：普賢堂の話によると、戦前にすでに老人だったそうなので、まだ生きているとは思えないけどね。

辰巳：いや、きっと子孫がいるはずだ。

ＫＰ：だから、みんなでダゴン秘密教団に入信しちゃえばいいんだってば。

佐々原：そんなことできるかぁ～っ！

辰巳：しかし、なんで唯花ちゃんは、そんなにアトラック＝ナチャに気に入られているんだ。

ＫＰ：平家塚の地下で見初められたという設定だけど……正直、そこまで執着する理由については、ボクも悩んだけど思いつかなかった。きっと、アトラック＝ナチャはツインテール萌えなんじゃないの？（笑）

佐々原：さやかちゃん、ツインテールになるんだ！

さやか：私はポニーテールがトレードマークなんですから駄目です！

佐々原：だったら、もう一本生やせば……。

さやか：生えません！

ＫＰ：さて、そんな佐々原をレディ・ロデレールはじっと見つめているよ。

佐々原：あっ、ボクもロンゲだからツインテールにしろってこと？（笑）

辰巳：そんなわけあるか！（笑）

ＫＰ：佐々原はレディ・ロデレールの迷いのない美しい瞳に見つめられると、自分に唯花を救うことができるのかどうか急に不安になってくる。レディ・ロデレールの言葉が正しくて、唯花の命を救うにはダゴン秘密教団に助けを求めるしかないのではないかという気持ちがわき上がってくるのだ。

佐々原：なるほど、そしてボクも一緒にダゴン秘密教団に入信して、唯花ちゃんを守ってあげるというわけですね。教団幹部になって、深きものなんかに唯花ちゃんは触らせない！（笑）

ＫＰ：レディ・ロデレールは佐々原の腰に差したナイフを見つめて「あなたの思い込みによる決断が、彼女に血を流させる結果となるかもしれない……それをよく考えることね」と、忠告をする。いつの間にか、佐々原の腰にあるナイフは、炎の洞窟でもらったものから、唯花を傷つけてしまいそうになった覚醒の世界のナイフに変化しており、刃には鮮血を滴らせているのだった。

佐々原：「その忠告は忘れない。だから、ボクを信じて唯花ちゃんを返してくれ！」

ＫＰ：そんな佐々原の申し出に対して、レディ・ロデレールは目を細めると、「あなたを信じる理由がないわね」と、見下すようにして言う。その姿は、ラヴクラフトが語った、美しさと、冷静さと、尊大さと、支配者的風格を兼ね備えたものであり、佐々原は自分の言葉など彼女の心には届かないだろうという無力感を覚える。

佐々原：こ、この猫はぁ～。

ＫＰ：といったわけで、レディ・ロデレールはシャンパンの香りに誘われて突発的に行なわれた会談を打ち切ることに決めたようだ。彼女は優雅な動作でテーブルから飛び降りるのだが、その足が地面につく前にすぅっと姿を消してしまったのだった。

辰巳：また、いとも簡単に退場しおって……猫だからって、何度も許されると思うなよ！







波止場の大激闘




　レディ・ロデレールの真意はわかった探索者たちであったが、状況はいっこうに改善していなかった。

　探索者たちはクラネス王の助力も得て、波止場での情報収集と警戒を強化する。

　その過程で、「歌う鳥の市場」の経営者であるソーセンス（ＳＩＺ20という驚くべき巨体の持ち主であるが、小鳥を愛する趣味を持つ、セレファイスの名物親父）から、特注の巨大な鳥かごをロデレールの使いという人物に依頼された話を耳にした。奇妙なことにその鳥かごには鍵をつけるように指示されたのだという。

　探索者たちはこの鳥かごで唯花を輸送するのだろうと推理して、その納品先である船着き場で張り込みをすることに決めた。

　辰巳先生とさやかちゃんは、鳥かごから一番近い場所にある船に潜伏。いろいろ技能を成長させて、なぜか隠密行動が得意になっている睦ちゃんは、鳥かごの近くで〈隠れる〉に挑戦する。

　そして、佐々原は港の荷役夫に臨時で雇ってもらい、波止場で自由に動ける立場になろうとしたのだが……。




ＫＰ：ちょうどイベントが発生するときに、良いポジションにいられるかどうか、佐々原は〈幸運〉をどうぞ。成功すればベストポジションでイベントに遭遇することができるよ。

佐々原：唯花ちゃんのために。コロコロ……うわっ、「00」で失敗！

さやか：ええ～っ、これって最悪のタイミングでは!?

ＫＰ：さやかちゃんの言うとおり、突然、佐々原はなかなか抜け出せない仕事に呼ばれてしまい、波止場の見張りがおろそかになってしまう。そして、よりにもよってそのタイミングでイベントは発生するのであった。

佐々原：こ、こんなときに「00」を出してしまうなんて……！（泣）

ＫＰ：ここから先は戦闘ラウンドによってイベントを処理していくけど、佐々原は４ラウンド後にみんなと合流できるということで。

佐々原：まずい……これはまずいですよ……。

ＫＰ：さて、波止場に納品された巨大な鳥かご……そこに向かう五つの人影に、佐々原以外の探索者は気づくことができる。四人はターバンを巻いたアラビア風の男たちで、腰には半月刀をつるしているぞ。

睦：半月刀を持った人間が四人も……なんだか勝てる気がしないのですが……。

ＫＰ：そして、そんな四人の男に囲まれて、これまたアラビアンナイトの踊り子風の格好をした唯花がいる。

佐々原：唯花ちゃんにそんな格好をさせるなんて……けしからん！　なぜ、ボクはその場にいないのだ！（笑）

さやか：それで唯花ちゃんの様子はどうなんですか？

ＫＰ：縛られてはいないんだけど、まるで夢うつつで呆然としているね。強いショック状態にあるのかもしれない。

佐々原：かわいそうに……すぐに駆けつけてあげたいけど、仕事が終わらない～（泣）。

ＫＰ：ここで睦ちゃんは〈隠れる〉ロールをどうぞ。失敗したら発見されるかもよ。

睦：こまめに成長させて、いまや私の〈隠れる〉の成功率は52％です。コロコロ……むはっ、成功です！

ＫＰ：じゃあ、睦ちゃんはこの場所で潜伏することができるよ（マップに睦ちゃんのコマを置く）。

辰巳：この位置関係だと、ワシとさやかちゃんが男たちを陽動して、近くに潜伏している睦くんが唯花ちゃんを助けるという作戦が良いかな？

さやか：陽動でしたら、私に任せてください。船から下りるのはどのくらいかかります？

ＫＰ：桟橋に下りるためには二ラウンドかかるけど、〈跳躍〉に成功すれば一ラウンドで港側に飛び降りることができるよ。

さやか：……桟橋に下りると、唯花ちゃんから遠くなっちゃうから〈跳躍〉45％に賭けてみようかな？

ＫＰ：失敗したら海に落ちるからね。そうしたら〈水泳〉に成功しないと、溺れる可能性もある。

辰巳：ワシは素直に桟橋に下りさせてもらうよ。

睦：私は守りが手薄になったところで、飛び出して唯花ちゃんを奪い返しますね。



◆むったんのワンポイントスケッチ「マップ上での戦闘シーン」

　どうも、好きな将棋の駒は銀な、むったんです。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』にはマス目に区切られたマップ上での戦闘ルールはありません。

　でも、今回のような位置関係が重要になるシーンなどでは、私たちはハウスルールを使用してヘックスマップ上で戦闘を処理するようにしています。ヘックスを使うと、どこに誰がいるのかひと目でイメージしやすいのと、どこにいれば最善なのか考える楽しさがあります。ひとマスの差で助かったり、大惨事が起きたり、戦闘中の緊張感も高まります。

　でも、キーパーとしては位置関係を適当にごまかして処理することができないので、状況によっては面倒なこともあります。ノリとテンポを重視するか、戦術と緊張感を重視するかによって使い分けした方がよいでしょうね。






　かくして、作戦は開始された。

　武装した男が四人もいるのに、探索者は佐々原を欠いた三人で挑むという、非常に不利な状況でのスタートだ。

　行動はＤＥＸ順で処理され、佐々原（不在）→さやかちゃん→睦ちゃん→辰巳先生→男四人となっている。




さやか：まずは「こんな夜更けに女の子をつれて、どこに行く気!?」と、ババーンと船の上に登場をして、〈投擲〉でナシュトたちからもらったナイフを投げつけます。

睦：いきなり過激なっ！

さやか：このくらいやらないと陽動になりませんよ。コロコロ……命中！

ＫＰ：不意を打たれた形になるので、こちらは〈回避〉できないとしよう。

さやか：ふっふっふっ、このナイフのダメージは１Ｄ４＋２＋１Ｄ２もあるんですよ。コロコロ……最大の８ポイントのダメージ！

ＫＰ：そっ、それは痛いな……いきなり耐久力の半分を失ったので、ショックで意識不明にならないかどうか［ＣＯＮ×５］のロールだ。コロコロ……成功したぞ。すごい出血をしているが、意識は根性で保っている。

さやか：これで気絶してくれれば楽だったのに……。

睦：私は唯花ちゃんを救出するのが最優先なので、状況が変化するまでここで隠れ続けます。

辰巳：ワシはさやかちゃんほど肉体派ではないので、コソコソと桟橋の方に下りているぞ。

ＫＰ：では、男たちの行動だけど……さやかちゃんにナイフを投げつけられた男は「何者だ！」と叫び、ナイフで受けた傷に〈応急手当〉をして耐久力を１Ｄ３回復させながら船の方に向かってくる。

佐々原：〈応急手当〉をするなんて生意気な……。

ＫＰ：あと、もう一人の男も船の方にやってくるな。こっちは桟橋の方に行こうかな。

辰巳：くっ、来るな～！（笑）

ＫＰ：残った二人は唯花をガードしながら、様子を見るために少し後退する……っと。

睦：むむっ、このままだと逃げられるかも。

さやか：唯花ちゃんのガードに人を残すなんて、意外と冷静ですね。

ＫＰ：そりゃあ、君たちと同じ人間なんだから、そのくらいの判断はできるよ。

さやか：でも、逃がしはしない。このラウンド、私は船から「とおっ！」と〈跳躍〉で飛び降ります。コロコロ……あちゃあ、失敗してしまいました～（泣）。

ＫＰ：さやかちゃんは海に落ちてしまった。次のラウンドで〈水泳〉に成功しないと岸には上がれないよ（笑）。

さやか：あっぷ、あっぷ！

辰巳：ワシはこのラウンドで桟橋に下りることができるが、ただの船員のふりをして、目の前にやってきた男の脇を通り過ぎるぞ。「いやぁ、今日も一日よく働いたなぁ～」

ＫＰ：だったら〈言いくるめ〉だね。

辰巳：ううっ、〈言いくるめ〉は苦手なんだよな。コロコロ……駄目だ、失敗した。

ＫＰ／男：「ふざけるな、ジジイ。おまえも小娘の仲間だろう。だいたい、おまえは夢見る人じゃないか！（笑）」

辰巳：「うわっ、やっぱりバレたかっ！（笑）」




　ここから、だいぶグダグダな戦闘（探索者にとっては命懸けだが）が続くことになる。

　さやかちゃんは〈水泳〉に成功することができず、海で溺れ続ける。そんなさやかちゃんに対して、ナイフを投げられた男は、自分に刺さったナイフを投げ返して見事命中。しかも、こちらも最大ダメージが出て８ポイントのダメージ。一度に耐久力の半分を失ったさやかちゃんは意識不明になる可能性（すなわち、そのまま海に沈む）があったが［ＣＯＮ×５］に成功したため、なんとか耐えることができた。危機一髪である。

　辰巳先生の方は桟橋で男ともみ合いを続ける。あえて直接的な攻撃をせずに、なんとなく殺し合いにならない空気を作り出しつつ、相手ともみ合い足止めをするという作戦だった。男――というかキーパーも、そんな辰巳先生の心理作戦に乗せられて、半月刀を抜かずに成功率の低い〈組みつき〉で対抗してしまうのだった。

　そして、４ラウンド後、ようやく佐々原が登場。これが思わぬ伏兵という形になり、怒りをためにためた佐々原の〈こぶし〉の攻撃が、唯花をガードする男の一人に６ポイントのダメージを与える。

　それを見て、ここが攻め時だと判断した睦ちゃんは、これまで隠れていた場所から飛び出して、ダメージを受けた男に追撃をかけるのだった！




睦：「正拳突きっ！」コロコロ……成功。ダメージは、コロコロ……最大の７ポイントダメージ！

さやか：今回、みんなダメージの出目が大きいですね！

ＫＰ：おやおや、男の耐久力は-2になったので、これは死亡だな。

睦：あれっ……や、やっちゃった！

ＫＰ：睦ちゃんは自分の拳が男の肋骨をへし折った音を聞く。そして、男の口からは、叫び声の代わりに大量の鮮血がほとばしる。折れた肋骨が肺を突き破ったのだろう……男は睦ちゃんの両肩にすがるように手を置くと、何が起きたのか理解できないといった顔のまま、ずるずると座り込むようにして地面に横たわった。さて、初めて人を殴り殺してしまった睦ちゃんは〈正気度〉ロールだ！

睦：「こ、この手応え……初めての感覚。夢の中とはいえ……私は……」コロコロ……成功しました。

ＫＰ：じゃあ、正気度は喪失しない。

佐々原：意外と平気だった（笑）。

睦：いやいや、平気じゃないからっ！

辰巳：うーむ、ワシは目の前の男に「おいっ、ワシはこれでも医学の心得がある。いまなら、君の仲間を蘇生できるかもしれんぞ。一時休戦としないか？」と、提案してみよう。

ＫＰ：なるほど……〈医学〉か〈信用〉の２分の１のどちらかに成功したら、辰巳先生の提案に乗ってしまうかも。

辰巳：だったら〈医学〉の方で。コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：すると、あの倒れた男は彼の友人だったらしく、辰巳先生が治療してくれるのならばと悩み出している。

辰巳：よしっ、これでまた１ラウンド稼げるかもしれんぞ（笑）。

ＫＰ：では、このラウンドの敵側の行動だね。溺れるさやかちゃんの方に行っていた男は、このままでは唯花が奪われそうなので、ガードをしている仲間の方に戻る。

さやか：「そっちに行っちゃ駄目～、あっぷ、あっぷ！」

ＫＰ：辰巳先生に組みついていた男の行動は──仲間を助けてもらうため、桟橋の道を空けることにした。

辰巳：おお、なんでも言ってみるものだな。「すまんね。すぐに助けてやるから」と、みんなと合流しに行こう。

ＫＰ：唯花をガードしていた残りの男は、仲間を倒した睦ちゃんに半月刀で攻撃だ！

睦：「ひぃ～～～っ！（泣）」

佐々原：女子高生相手に、なんて容赦のない！

ＫＰ：仲間を殴り殺されて、容赦などするものか。半月刀の成功率は40％。コロコロ……ちっ、失敗したか。

睦：ほっ……助かった～。

佐々原：よ～し、むったんが一人倒してくれたおかげで、ガードにすき間ができた。これで唯花ちゃんのいるところまでたどり着けるので、その手を握りしめて、ここから逃がそうとしますよ。

ＫＰ：佐々原が手を取ると、これまでの人形のようだった唯花の表情に生気が宿る。そして、初めて君たちが来てくれたことに気づいたように、ぎゅっと佐々原の腕にしがみついて「怖かった……怖かったよぉ～」と、泣きじゃくっている。

佐々原：「もう大丈夫だよ……ボクが君を守ってあげるから」と、頭をなでてあげます。

ＫＰ：さぁて、唯花が正気に戻ったところで、そろそろクライマックスだな（ニヤリ）。

佐々原：唯花ちゃんは助けたんだから、もうこれで事件解決でいいですよ～！（泣）

ＫＰ：（佐々原を無視して）バサッ、バサッとこれまで聞いたことのないような大きな羽音が上空から聞こえてくる。波止場には突風が吹きすさび、鳥に似た生き物が舞い降りてきた。体は象よりも大きく、頭部は馬に似て、羽毛の代わりにうろこを生やしている。あれこそは外なる神々の奉仕者の乗馬──シャンタク鳥であった。そして、その背中では金色に目を輝かせるレディ・ロデレールが、君たちの争いを見下ろしていた！

辰巳：しかし、暗くて鳥の姿はよく見えない！（笑）

佐々原：本当だ、レディ・ロデレールの瞳だけしか見えないや。

ＫＰ：（プレイヤーの空々しい言葉を無視して）レディ・ロデレールが「まったく、しつこい人間たちね」とつぶやいて尻尾を優雅に動かすと、それに応じるかのようにシャンタク鳥は君たちの方に迫ってくるのだった……おまえら全員〈正気度〉ロールをしろっ！

全員：ぎゃ～～～～っ！！

さやか：コロコロ……「10」で成功。こういうときだけ出目がいいんですよね。〈水泳〉のときに出ればいいのに。

辰巳：いや、〈正気度〉ロールで出目が良いのは、とっても良いことだぞ！（笑）

佐々原：コロコロ……ボクも楽勝で成功！

辰巳：コロコロ……うわっ、失敗した。

睦：コロコロ……むっ、私も失敗です～！

ＫＰ：成功した人は正気度は喪失しない。失敗した人は１Ｄ６ポイントの喪失だよ。見た目に比べて、シャンタク鳥の正気度喪失なんてかわいいもんだよ（笑）。

辰巳：コロコロ……４ポイント喪失。狂気には陥らないが、残り正気度は45になってしまった。

睦：コロコロ……むはっ、６ポイント喪失!?

ＫＰ：それはよろしくないね。このドリームランドで正気度を大量に失うと、覚醒の世界のように狂気に陥る代わりに、悪夢が現実のものとなって心の弱い夢見る人をのみ込もうとする。

佐々原：狂気のルールが違うんですか？

ＫＰ：そうなんだよね。睦ちゃんはここで〈アイデア〉ロールに失敗をすると、悪夢を見てしまうよ。

睦：コロコロ……むむ～っ、また失敗です！

ＫＰ：おやおや、ひどいことになってきたな。睦ちゃんがどんな悪夢を見るのかは、ランダムで決定しようか。コロコロ……うむむ、これは……（「６」が出たということは、睦ちゃんは急に目覚めて、ドリームランドから強制退去してしまうのか。なんかこれは面白くないなぁ）。

睦：どうしたんでしょう、キーパーが悩み出しましたよ。

ＫＰ：（ランダムで決めようと思ったけど、やっぱりこっちの悪夢の効果にしようかな）いやいや、なんでもないよ。えーと、睦ちゃんは上空から舞い降りたシャンタク鳥の巨体に圧倒され、絶望が心によぎる。その時、自分の体にまとわりついていた男の返り血がぬくもりを取り戻して、さらに重みまでが増したように感じる。

睦：ええっ、どういうこと!?

ＫＰ：睦ちゃんがこれまで経験したもっとも恐ろしいものは……キャンプ場で出会った、玉虫色の悪臭ことショゴスだろうね。返り血は、まるであの怪物のように自在に形を変えながら睦ちゃんの体を這い回る。そして、男の命を奪ったこぶしの甲に、返り血が集まって盛り上がり、人面瘡のように何者かの顔を形作った。それは忘れることのできない、君が殺した男の断末魔の顔だった。

睦：ひいいいっ！
















ＫＰ：男は睦ちゃんに懇願する。「死にたくねぇ……オレを殺さないでくれぇ……助けてくれぇ……」

さやか：そっ、それを見た人は〈正気度〉ロールをするんでしょうか？

ＫＰ：（言われて、初めて気づいたような顔をして）おっ、そうだね。〈正気度〉ロールをやってもらおうか。

佐々原：うええ～～～っ、さやかちゃん余計なことを……（泣）。

睦：私も〈正気度〉ロールをするのでしょうか？

ＫＰ：さすがにそれは許してあげよう。




　その結果、辰巳先生はロールに成功して、正気度の喪失はゼロ。さやかちゃんと佐々原は二人とも失敗して、１Ｄ３で３ポイント喪失することになる。

　このラウンド、佐々原に続いてさやかちゃんは〈水泳〉に成功して、ようやく海から上がることができた。

　睦ちゃんは、殺した男の悪夢に翻弄されて、とてもまともな行動はできない状態だ。

　そして、辰巳先生は約束通り、死んだ男の蘇生を試みようとする。敵とはいえ、睦ちゃんに人殺しを経験させるのは後味が悪いし、なによりこのままでは悪夢にのみ込まれてしまいそうだったからだ。




睦：「辰巳先生、この人を治してあげてください。お願いします！」

辰巳：「任せておきたまえ」まずは〈医学〉ロールで、コロコロ……成功。１Ｄ３ポイント回復するから、これで３が出れば蘇生するわけだ。

睦：お願いしますよ～～～！

辰巳：三分の一で成功するなら楽勝だ。コロコロ……ううっ、「１」が出てしまった。

ＫＰ：じゃあ、もう手の施しようがないな。ご臨終です。

睦：ううっ、とうとう私も人殺しになってしまいました。私の手は血まみれなのよ……（病んだ口調で）。

さやか：これは精神的にきついですね……。

辰巳：しかし、これからどうなるんだ。シャンタク鳥に狙われたら、絶対に勝てないぞ。

ＫＰ：ここで、みんなには〈聞き耳〉をしてもらおうかな。全員失敗したら、ひどいことになるぞ～。

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗。

睦：コロコロ……成功したのは、悪夢を見ている私だけですけど、大丈夫でしょうか？

ＫＰ：じゃあ、睦ちゃんはどこからか猫の声が聞こえる。〈猫語〉の４倍ロールをしていいよ。

睦：コロコロ……こちらも成功しました。

ＫＰ：「睦ちゃん、起きて！　起きてニャア！」という、景虎の声がどこからか聞こえてくる。そして、まぶたのあたりに冷たい肉球の感覚が……（笑）。

睦：もしかして、覚醒の世界で景虎が私たちを起こそうとしてくれている!?

ＫＰ：えーと、景虎の声を聞いた睦ちゃんはいつでも無条件で目を覚ますことができるし、望むならばみんなと一緒にドリームランドに残っても良い。あと、睦ちゃんが目覚めることができると伝えた場合、ほかのみんなは〈アイデア〉に成功すると目を覚ますことができる。この〈アイデア〉は何度でも挑戦できるけど、失敗したらドリームランドに残り続け、シャンタク鳥に襲われてしまうかもしれない。

佐々原：悪夢を見ているむったんは、先に目覚めた方がいいね。

睦：じゃあ、お言葉に甘えて「みんなっ、景虎が呼んでるよ。目を覚まして！」と叫んでから、この悪夢から目覚めさせていただきます。

ＫＰ：それを聞いた唯花は「私にも景虎の声が聞こえる！」と喜びの声をあげた。次の瞬間、唯花の姿はどこにも見えなくなる。

辰巳：「みんな、睦くんに続け！」と、コロコロ……ワシも成功したぞ。「さらばだっ！」

さやか：コロコロ……私も景虎の声が聞こえました。脱出成功！

佐々原：コロコロ……ううっ、失敗してしまいました。ドリームランドからログアウトできません！（泣笑）

睦：えええ～っ、タマ兄～！

さやか：「なんかドリームランドから目を覚ます瞬間、佐々原さんが助けを求めるような目で見ていた気が……あれっ、まだ起きてない!?（笑）」

ＫＰ：では、残ったのは佐々原だけなので、君にはシャンタク鳥の攻撃を受けてもらおうかな。ちなみに、この嚙みつき攻撃は55％で命中する。

辰巳：つまり、55％で佐々原の命がログオフしてしまうというわけか……（笑）。

ＫＰ：コロコロ……おっと、攻撃は命中したぞ！

佐々原：うわっ、ここで死んでしまうのっ!?

ＫＰ：実はシャンタク鳥の嚙みつきにはダメージ・ボーナスが足されないので、それほど強力ではない。ダメージは２Ｄ６＋２で、コロコロ……13ポイントのダメージだけど、佐々原、生きているか～？

睦：そっ、それは本当に死んだのでは!?

佐々原：いや……ボクの耐久力は17ポイントなので生きてはいます。

辰巳：すごいな、佐々原の耐久力は。ワシなら即死だったぞ。

佐々原：でも、一度に耐久力の半分を失ったので、意識不明にはなるかも。［ＣＯＮ×５］の成功率は80％です。

さやか：80％なら楽勝でしょう。

佐々原：コロコロ……うわっ、また「00」が出たっ！

全員：なんと～っ!?

佐々原：う～ん、気絶してしまいました。今回、出目が極端過ぎますよ……（泣）。



◆むったんのワンポイントスケッチ「シャンタク鳥」

　どうも、好きな鳥はハヤブサな、むったんです。

　ドリームランドの名物クリーチャーと言えば、このシャンタク鳥です。

　いろいろな種族の乗馬として利用されているため、よく登場するのです。でも、時々、乗り手の指示を無視して、アザトースの宮廷に連れて行ってしまうお茶目なところもあります。

　外見は象よりも大きな馬面のドラゴンといった感じですが、その見た目通りの強さで、並の探索者ではとても太刀打ちできません。でも、私は『黄昏の天使（ホビージャパン刊）』というキャンペーンシナリオで、ロケットランチャーを使ってシャンタク鳥を仕留めたことがありますけどね（笑）。

　ちなみに、シャンタク鳥の卵はなかなか美味だそうですよ。むむ～、本当かなぁ？









佐々原の決意




　覚醒の世界では、佐々原を除いた探索者たちが次々と目を覚ましていた。

　いつのまにか「飛鳥Ⅱ」の船室には景虎がやってきており、みんなの顔に乗って起こしてくれたらしい。ただ、佐々原だけは深い眠りについており、なにをしても目を覚ますことはなかった。




ＫＰ：──さて、気を失っていた佐々原が目を覚ますと、シャンタク鳥は曇りガラスをひっかくような不快なうめき声とヨダレを垂らしながら、巨大な馬面の顔を近づけ、君をじっと見つめている。

佐々原：うわっ!?

ＫＰ：両腕はシャンタク鳥の巨木のような脚によって押さえつけられ、身動きひとつできない状態だ。そして、そんな君の胸元にはレディ・ロデレールがちょこんと座っており、あの金色に輝く目で見下ろしているのだった。

睦：タマ兄が殺されてしまう……。

ＫＰ：さて、佐々原はレディ・ロデレールに対して、どんな申し開きをするのかな？

佐々原：「どうだ、レディ・ロデレール。ボクは唯花を助けられたぞっ！」と、堂々と言ってやりますよ。

辰巳：あれっ、なんだか佐々原が主人公っぽいぞ……？（笑）

さやか：ちょっとだけ格好良く見えますね（笑）。

ＫＰ：そんな佐々原は〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

佐々原：唯花ちゃんを助けられたのなら、もうなにも恐れない。コロコロ……成功です！

ＫＰ：じゃあ、正気度は喪失しないな。

佐々原：だったら、怖がる様子も見せずに、レディ・ロデレールをにらみつけてやります。

ＫＰ／レディ：「あきれた人間ですね。だから、私はあなたたちからあの少女を取り上げたかったのです」

佐々原：「ふん、ご希望に添えなくて悪かったな」

ＫＰ／レディ：「こうなってしまったのなら、仕方ありません。あとは、あなたたちに運命をゆだねることにしましょう……」

佐々原：あれっ、なんか生き残れそう？

ＫＰ：ここで佐々原だけを殺したところで、メリットはないと判断したのだろうな。レディ・ロデレールが興味を失ったかのように君の胸の上から飛び降りたとたん、覚醒の世界で目を覚ますこととなる。

佐々原：生き残れたっ！（笑）

睦：「タマ兄が帰ってきた！」

さやか：「もう駄目かと思ってましたよっ！」

ＫＰ：唯花も目を覚ました佐々原の胸にしがみついて、安堵の涙を流しているね。

佐々原：「ほらね、ボクは君を守ってあげるといっただろう？」

ＫＰ：ちなみに、目を覚ますとドリームランドで負った傷はすべて消えてしまっている。それどころか、覚醒の世界に戻ったとたん、だんだんとドリームランドでの記憶が曖昧になってくる。どんなリアリティのある夢でも、目を覚ましたとたんに色あせていくのと同じだね。ここでみんなは〈アイデア〉ロールをしてくれ。

全員：コロコロ……成功。

ＫＰ：おおっ、それはよかったね。失敗すると、ドリームランドの記憶が薄れてしまい、あの世界で得た経験のチェックマークが失われて、シナリオ終了後の経験ロールができなくなってしまうところだった。

佐々原：忘れないでよかった～！

さやか：「やっぱり、あれは本当にあったことなのね……」

ＫＰ：うん、その証拠に佐々原の蜘蛛のフィブラの形状はイナズマをまとったひょうたんに変化してしまっている。

佐々原：「これはいったいなんなんだろう……？」

睦：「そうだ、景虎にもお礼を言わないといけないニャア」

ＫＰ：睦ちゃんが話しかけると「こっちの世界では、猫語のことは内緒ニャ」と小さくささやいたあと、あくびをして猫語を理解できていないふりをするね。

睦：「じゃあ、また夢の中でニャ」と、感謝を込めてなでてあげます。

ＫＰ／景虎：「ウニャ～～～～ン」

さやか：景虎も帰ってきてくれて、唯花ちゃんも喜んでいますか？

ＫＰ：そりゃあ、そうだろう。まさか、「飛鳥Ⅱ」で再会できるなんて、うれしい驚きだ。

さやか：うんうん、私も探偵としての仕事の依頼が達成できてよかったです。




ＫＰ：かくして、驚異と神秘の世界であるドリームランドから唯花を救出することに成功した探索者たちは１Ｄ８ポイントの正気度を獲得する。

佐々原：少なっ！

ＫＰ：今回のシナリオは正気度的には優しかったから、みんなそんなに減ってないだろう？

辰巳：いや……そうでもないぞ？

ＫＰ：あと、カラカルに対して『永遠など望まない』というキーワードを宣言した探索者は――佐々原だったっけ？

佐々原：はいはい、ボクで～す！

ＫＰ：では、佐々原はボーナスで、さらに１Ｄ３ポイントの正気度を獲得する。




　その結果、ドリームランド内で〈心理学〉を成長させたことによって正気度を獲得した辰巳先生以外は、みんな赤字という結果になった。




　さやか：シナリオ終了時76ポイント＋獲得１ポイント＝合計77ポイント（開始時から-5ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時45ポイント＋獲得２ポイント＝合計47ポイント（開始時から+1ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時40ポイント＋獲得３ポイント＝合計43ポイント（開始時から-7ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時40ポイント＋獲得７ポイント＝合計47ポイント（開始時から-6ポイント）




佐々原：バカな……１Ｄ８＋１Ｄ３で、たったの３だなんてっ！

さやか：私も「１」が出てしまって、大赤字ですよ～！

ＫＰ：おやおや、40台が三人もいるなんて、ちょっとピンチな状態でキャンペーン最終回に突入することになったね。これは下手をすれば、大量に狂気に陥る人が出るかも（笑）。

辰巳：あれっ……そういえば、普通に唯花ちゃんを助け出せたな。ランダルのやつはなにしていたんだ？

ＫＰ：辰巳先生はランダルを疑いすぎだよ。〝夢見の香〟をくれたのも、単なる親切心からだってば（笑）。

辰巳：そんなことが信じられるかっ！

睦：次回はグアム編ですか？

ＫＰ：そうなるね。いよいよキャンペーンもクライマックス。アトラック＝ナチャが創世した大地であり、ランダル・レスピシオの地元でもあるグアム島に上陸する。そこで君たちは、〝死の木の契約〟を破棄するか、グアムを守るかの選択を強いられることになるだろう。

さやか：なんかすごいたくさんの深きものが出てきそうな予感が……。

ＫＰ：では、今回のゲームはこれまでだ。みなさんお疲れ様でした。

全員：お疲れ様でした～。










第二話終了・睦ちゃんとの反省会




　ゲーム終了後、ボクと睦ちゃんのプレイヤーは居酒屋でフライドポテトをもりもり食べながら反省会を開くことにした。




睦：まさかのドリームランドでしたね（笑）。

ＫＰ：ふふふっ、驚いたろう。先の展開を読ませないために、ドリームランドのソースブックはずっとカバンの中に隠していたからね。

睦：また細かいことを……。

ＫＰ：探索者がドリームランドに行くというのは、かなりインパクトのある超展開だからね。コンベンションとかでは事前に言っておく方が無難だと思うけど、今回はギリギリまで隠して驚かせたかった。

睦：るるいえシリーズの探索者でドリームランドに行くとは思っていなかったのでびっくりしましたが、正直、もっと「飛鳥Ⅱ」を舞台に探索をしたかったですね。

ＫＰ：やっぱりそう思った？

睦：キーパーも事前に「飛鳥Ⅱ」のサイトとか教えてくれて、予習をさせていたじゃないですか。豪華客船でどんな事件が起きるんだろうって、結構、ワクワク感が高まっていたんですけど拍子抜けでした。

ＫＰ：ドリームランドはそれ以上の驚きだったと思うんだけど？

睦：そりゃあそうですけど……「飛鳥Ⅱ」とドリームランドは、別々のシナリオにはできなかったんですか？

ＫＰ：このキャンペーンは全三話の予定だからねぇ。それに「飛鳥Ⅱ」の船内で事件が起きても、探索者が自由に調査する余地はないと思うんだ。もちろん、仕込み方次第でなんとかなるとは思うけどさ……。

睦：だから、みんなをドリームランドへ連れて行ったというわけですか。

ＫＰ：前半は「飛鳥Ⅱ」でレディ・ロデレール捜し、後半はドリームランドで唯花捜しの二部構成ってことで。

睦：むむ～っ、でもやっぱり「飛鳥Ⅱ」でミステリーなシナリオもやりたかったですねぇ。

ＫＰ：「飛鳥Ⅱ」のようなセキュリティのしっかりした場所でのシナリオは難しいよ。

睦：それはそうかもしれませんね。なにか問題があったら、すぐに乗組員が飛んできそう。

ＫＰ：だから、あのランダルだって、船内では君たちに手出しをしてこなかったわけだし。

睦：さやかちゃんの防犯ブザーは強かったですね（笑）。

ＫＰ：アレを鳴らされたら、ランダルとしてはかなり嫌な状況になると思う。なんて恐ろしい武器かと。

睦：女子高生が持っているところが強みですよね。

ＫＰ：まあ、半分はギャグみたいなもんだけどね。

睦：さやかちゃんだって、本気で防犯ブザーに頼っているわけじゃないと思いますよ。だいたい、ドリームランドには持ち込めませんしね（笑）。

ＫＰ：そうそう、ドリームランドの冒険はどうだった？

睦：私と辰巳先生はドリームランドを舞台にしたシナリオを何度も遊んでいますから、すんなり入り込むことはできましたね。

ＫＰ：さやかちゃんたちはどうだったかな。あまりにワンダーな展開にあきれていなかったかな？

睦：そういうことはなかったと思いますけどね。

ＫＰ：事前に予習してもらったり、プレイ前に時間をかけて説明しなかったから、ちょっと心配だったけど。

睦：私たちが、それほど焦らずにのんきに旅をしていたから、さやかちゃんもそういうものだと普通に受け入れていたようですけど。普通のファンタジーゲームの世界に、探索者が紛れ込んでしまったみたいな？

ＫＰ：そのへんの適応力が高いとありがたいな。

睦：むしろ、いつものシナリオの舞台よりも危険な雰囲気ではないので、気楽にプレイしていたかも（笑）。

ＫＰ：うーん、ドリームランドは驚異の世界のはずなんだが……。

睦：嵐の山荘とか、夜のキャンプ場とかを探索するのに比べたら、すっごく気の休まる世界でしたよ（笑）。

ＫＰ：それはそうかもしれないなぁ。今回のドリームランドは夢の中の暗示めいた世界といったイメージだったからね。今後の情報を、夢の中でいろいろ伝えるといった感じ。

睦：あとはクラネス王のご機嫌を取るという大切な仕事がありましたよ（笑）。

ＫＰ：あはははは、あれにはみんな苦労していたね。

睦：なんか妙にキャラが立っていましたよね。

ＫＰ：原作でもあんな感じの人なんだよ。

睦：へえ、そうなんですか。

ＫＰ：「未知なるカダスを夢に求めて」あたりを読むと、それがわかる。

睦：あまりクラネス王の印象は残っていないですね。読み返してみようかな。

ＫＰ：猫もたくさん出てくるしね。お勧めだ。

睦：そうそう、あと今回のシナリオは最後の戦闘が派手でしたね。久しぶりに『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』でガチンコ戦闘をしたような。

ＫＰ：このるるいえシリーズだと、あのくらいルール通りにガチで戦闘をしたのは『るるいえあんてぃーく』の第二話で食屍鬼と戦ったとき以来かな？

睦：思えばあのシナリオが、このキャンペーンの発端なんですよね。アトラック＝ナチャが絡むとガチ戦闘が発生するジンクスがあるのかな？

ＫＰ：今回の戦闘については、待ち伏せをするのはいいんだけど、ちょっと正面から挑み過ぎだったんじゃないのかな？

睦：もっと陽動がうまくいくと思ったんですよ。でも、タマ兄が不在だったり、さやかちゃんが溺れたり……。

ＫＰ：なんかダメージ以外のダイス目はひどかったね。

睦：いつもは大事なときに決めてくれるさやかちゃんが、ずっと海の中にいましたから。

ＫＰ：下手すれば溺死するかもしれなかった。

睦：溺れている女子高生を相手に、本気でナイフを投げるＮＰＣもいかがなものかと。

ＫＰ：いや、そっちが先に投げてきたんだから、こっちだって投げるだろう！

睦：むーっ、容赦ないなぁ～。

ＫＰ：だから、ボクとしてはもっとからめ手で来るかと思ったんだよ。辰巳先生なんか、適当にのらりくらりと戦闘を避けていたわけだし。

睦：あれはうまかったですね。

ＫＰ：なんとなく、戦闘する気にさせないんだよなぁ。あれを老(ろう)獪(かい)というのだろう。

睦：でも、緊迫感があって面白かったですよ。ドリームランドなら殺人罪にならないから、思う存分、戦闘ができますからね。

ＫＰ：怖いこと言うなぁ。そんなことだから、〈正気度〉ロールに失敗して悪夢を見るんだよ。

睦：むーっ、あれは最悪でしたねぇ。そう言えば、悪夢を決めるとき、ちょっと悩んでいましたね。

ＫＰ：内緒だけど、ランダムで決めたら面白くない結果になったんで、こっそり変更していたんだ。

睦：おや、珍しい。

ＫＰ：ボクはランダムで決定する意外な展開というのは大好きだけど、あのときはちょっと状況にそぐわなかったものでね。

睦：そりゃあ、キーパー裁量で一番面白い展開にしてもらうのはまったくかまいませんが。

ＫＰ：でも、そのへんは内緒でやるのがマナーだよね。あからさまに、キーパーが自分の裁量で決めているとわかるとしらけちゃうこともあるし。

睦：ダイスの神様が決めたことなら、どんなひどい状況でも仕方ないと受け入れられますからね。

ＫＰ：そこまで悟りを開いてしまうのも、いかがなものかと思わないでもないけど（笑）。

睦：ドリームランドで気絶したタマ兄が殺されなかったのも、キーパー裁量ですか？

ＫＰ：もしも、佐々原が気絶しないで耐久力を失って死んだのなら、そのまま死んだことにするつもりだった。でも、気絶した場合は、目を覚ましてレディ・ロデレールに申し開きをすれば助かるということにしていたよ。

睦：そうだったんですか。あのとき、タマ兄のプレイヤーは、完全に死んだと思っていたようですけど。

ＫＰ：そもそもドリームランドで探索者が死んでも、悪夢として目を覚ますだけだし。

睦：あれっ、そうなんですか？

ＫＰ：ただし、その探索者は二度と夢見る人として、ドリームランドに行けなくなるんだよな。これはなんというかプレイヤーよりも、キーパーの方が面倒くさいことになる。なにしろ、その探索者を入れて、ドリームランドのシナリオがプレイできなくなるからね。

睦：むーっ、そうなったらドリームランドのときだけ、別の探索者でプレイしてもらうしかありませんね～。

ＫＰ：そのときは、景虎でもプレイさせようかな（笑）。

睦：それで、次回はグアム編ですか？

ＫＰ：当然、そうなるね。グアムの地で、すべての謎が明かされるというわけ。

睦：〝死の木の契約〟を破棄したら、グアム沈没とか言われて、これからどうしたらいいのやら……。

ＫＰ：まあ、それについてはグアムでの探索を頑張ってちょうだい。




　――と、睦ちゃんには言っていたボクだったが、最終回を前にして大いに悩むことになった。

　最大の問題は、グアムを沈没させることなく〝死の木の契約〟を破棄するにはどうしたらよいのかということ。

　もちろん前もってざっくりと作ったシナリオプロットでは、〝死の木の契約〟を破棄してグアムが沈没することになっても、起死回生の逆転手段は用意してあった。

　でも、よく考えたら、グアムが沈没するかもしれないのに、探索者が〝死の木の契約〟を破棄するわけがないよね。このままだと〝死の木の契約〟を前にしても、どうしていいのかわからずに行き詰まってしまいそうだ。

　うーん、第二話の段階で、グアム沈没の事実をレディ・ロデレールの口から語らせてしまったのは早計だったなぁ。探索者が〝死の木の契約〟を破棄した時点で、それが原因でグアムが沈没してしまうという展開の方が、よほど楽だった。

　たいていのミスは「笑って許して」とごまかしてしまうボクだけど、さすがにあの発言はなかったことにしてくれというわけにもいかないだろう。

　これには参ってしまったけど、ボクがどのように決着をつけたのかは、第三話のプレイを見てもらうとしよう。




　さて、気を取り直して、グアムを舞台としたシナリオ作りを続けよう。

　横浜港を舞台とした第一話と同様に、観光ガイド本にも載っているような実在の場所を探索するといったものにするつもりだ。

　だから、今回一番役に立ったソースブックは、市販されているグアムの観光ガイド本だね。ゲーム中にもプレイヤーのみんなが一緒に見られるような、大きな地図が折り込み付録としてついているものがお勧めだ。

　せっかくだから、この地図をヒントにした謎もひとつくらい仕込んでおこうかな。市販の観光ガイド本にシナリオの手がかりが隠されているというのも面白いだろう。




















グアムに来たらカーチェイス




ＫＰ：いよいよ第三シーズンのキャンペーンも最終話となりました。今回のシナリオは、いままで以上にインディ・ジョーンズの映画みたいな展開なので、みなさんの大胆な行動を期待しています。

さやか：グアムに行って〝死の木の契約〟を破棄すればいいんですよね。

睦(むつみ)：いやいや、最初はその方針だったけど、〝死の木の契約〟を破棄してアトラック＝ナチャを怒らせたら、グアムを支える死の木が壊されて、島が沈んでしまうかもしれない──というところで終わっているはず。

辰(たつ)巳(み)：チャモロ人のメラグプトに聞けばなんとかなるのではないかというのが、いちおうの行動方針なのだが。

ＫＰ：戦争中にすでに老人だったそうだから、とてもまだ生きているとは思えないけど。

辰巳：それでも子孫とかが、チャモロ人の秘儀を伝えているに違いない……そうでないと困る（笑）。

ＫＰ：さて、探索者一行を乗せた「飛鳥Ⅱ」はマリアナ諸島へと近づき、明日の午前七時にはグアムに到着する予定だ。その間、やりたいことがあればどうぞ。

辰巳：グアムでチャモロ人の伝承などを調べられそうなところをピックアップしておきたいな。

ＫＰ：だったら、インターネットでグアムにある施設を調べればわかるよ。〈図書館〉ロールができる。

さやか：うーん、事前にやっておきたいことは思いつかないので、もう少し、「飛鳥Ⅱ」を楽しみたいですね。

ＫＰ：だったら、そろそろ赤道に近づいて暑くなってきたので、甲板のプールが開放されているよ。

さやか：グアムに行っても泳げそうにないし、せっかくだからいまのうちに泳いでおこうかな？

睦：じゃあ、私も一緒にプールで遊んでいます。

佐(さ)々(さ)原(はら)：むったんがプールに行くというのなら、保護者として同行せねばならないでしょう！

ＫＰ：つまり、辰巳先生だけが調べものをして、ほかのみんなはプールで遊んでいると。

辰巳：いいよ、いいよ、若いもんは楽しんできなさい。

ＫＰ：では、辰巳先生は〈図書館〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……もちろん、成功している。

ＫＰ：グアムにはチャモロビレッジという、チャモロ文化や料理を楽しめる場所があるらしい（そう言って、グアムの観光ガイド本を渡す）。

辰巳：（ガイド本の地図を見ながら）なるほど、なるほど……おっ、グアム大学というのがあるな。

ＫＰ：うん、インターネットで大学案内を調べてみると、そこの大学図書館ならば、チャモロ文化についての文献、論文や記事なども所蔵されていることがわかる。

辰巳：チャモロビレッジもグアム大学も、港から20キロも離れていないな。すぐ近くだ。

睦：グアムって、小さな島ですからね。

ＫＰ：そうだね、面積は東京都の四分の一くらいしかないし、南部の大部分は米軍基地とジャングルだから、島内で観光客が行動する範囲は案外と狭かったりする。

睦：前にグアムへは行ったことあるんですが、車で移動すればあっという間に島内を巡れますよ。

辰巳：ふむ、グアムに到着したらレンタカーを手配した方がよさそうだな。

ＫＰ：一方、もうすぐ大みそかだというのに、常夏の太陽の下、プールで泳ぐというぜいたくをしている若者チーム。

さやか：〈水泳〉をしてみようっと。コロコロ……失敗したので、溺れています。ごぼごぼごぼ……（笑）。

ＫＰ：水浴びとかじゃなくて、溺れるほど本気で泳いでいるわけ？（笑）

さやか：私はいつだって真剣ですっ！

睦：コロコロ……私は〈水泳〉に成功。すいーっと泳いでいます。

さやか：「なんだかドリームランドで溺れてから、水が苦手になったのかも～」

睦：「ドリームランドのことは思い出させないでほしいな。まだ、人を殺してしまった感触が……」

ＫＰ：さて、君たちがプールで楽しんでいると、そこにアロハシャツ姿のランダルがやってくる。

さやか：「なっ、なんですか、人を呼びますよ！」

ＫＰ：さやかちゃん、警戒し過ぎだよ（笑）。

さやか：どうせまたいやらしい目つきで見ているんでしょう？

ＫＰ：いやいや、今日のランダルはみんなを褒めに来たんだよ。

さやか：どういうことです？

ＫＰ／ランダル：「まさか、本当にレディ・ロデレールからあの少女を奪い返してくるとは、素晴らしい勇気と行動力です。みなさんには感服しましたよ」

佐々原：「ふん、当然のことをしたまでだ」

ＫＰ／ランダル：「いやいや、ご謙遜を。未来のダゴン秘密教団の一員であり、深きものの母となる女性を救ってくれたことにはたいへん感謝しております」

佐々原：「いま、さらっと忌まわしいことを言わなかったか？」

さやか：「まだ小学生の唯(ゆい)花(か)ちゃんに、母となる女性とか……あなたは変態ですか！」

ＫＰ：「もちろん、お嬢さんたちも歓迎ですよ」と、ランダルはぺろりと舌なめずりをしながら、水着姿のさやかちゃんと睦ちゃんの方を見つめる。

さやか：「全力でお断りいたします（きっぱり）」

ＫＰ：「しかし、アトラック＝ナチャの生け贄になるくらいなら、私たちの仲間になった方がよほどマシかと思いますがねぇ～？」と、ランダルは恩着せがましいことを言い残して、その場を去っていく（ここで〈心理学〉かな。コロコロ……佐々原が成功したか）。佐々原はランダルの態度に、いままで以上に余裕が見られることに気づく。おそらくは、彼の地元であるグアムが近づいているからだろう。

佐々原：うーん、これから敵の本拠地に攻め込むのかと思うと、なんとも気が重いですねぇ。




ＫＰ：かくして、十二月三十日の早朝。「飛鳥Ⅱ」はグアムのアプラ港に到着した。アプラ港はミクロネシア最大の港であり、アメリカ海軍の原潜も母港としているそうな。

さやか：さっそく下りる準備を……。

ＫＰ：いや、その前に、乗客たち全員の入国審査があるため、港に停泊してからも、しばらく待たされることになる。デッキごとに順次乗客が呼ばれるんだけど、全員が終わるまでに二時間くらいはかかりそうだね。

さやか：あらら……それじゃあ、待つしかないですね。

ＫＰ：でも、なんか待っている乗客たちが、甲板で歓声を上げているのが聞こえてくるよ。

さやか：なんでしょうか、私も行ってみましょう。

ＫＰ：港には島内観光のオプションツアーのバスが出迎えに来ていて、現地の人のミクロネシアダンスによる歓迎セレモニーが行なわれている。ただ、それよりも乗客たちの目をひくのは、なぜか港に大量に集まっている猫たちだ。ざっと、百匹くらいはいそうだね。

睦：むむ～っ、レディ・ロデレールを出迎えているんでしょうか。

辰巳：いや、「飛鳥Ⅱ」でグアムから避難しようとしているんじゃないのか？

佐々原：あんなにたくさんの猫が密航できるんでしょうかね。

さやか：レディ・ロデレールならなんとかできるのでは？

睦：あの猫たちのためにも、なんとしてもグアムを救わねば。

ＫＰ：では、入国審査も終えて、みんなは下船できるようになった。

さやか：唯花ちゃんはどうします。連れて行きますか？

辰巳：難しいところだな……これから先には、危険が待っているのは確実だからな。

佐々原：いやいや、連れて行きますよ。目に見えるところに置いておかないと心配でなりませんから。

ＫＰ：だったら、唯花も佐々原のことは信じているので、一緒について行くことにするよ。

佐々原：「唯花ちゃん、今度も守ってあげるからね」

ＫＰ：さて、君たちは長いタラップを下りて、ようやくグアムへの上陸を果たすことができた。

佐々原：まずはレンタカーの手配ですね。

ＫＰ：ところが、そんな君たちを取り囲むようにダークスーツを着た連中が無言で寄ってきて、辰巳先生とさやかちゃんの背中になにか硬いモノを押しつけてくるのであった。

佐々原：まさか目が離れた連中ですか!?

ＫＰ：そこまで露骨にインスマス面はしていないよ。まだ普通の人間に近い顔をしている（笑）。

さやか：背中に突きつけられているものって拳銃なんですか？

ＫＰ：どうやらそのようだね。さやかちゃんが背中を気にしていると、男は「ここはランダル様の地元で、おまえたちの国ではない。騒ぎを起こしたところで、不利になるだけだぞ」と、小声で忠告をしてくる。

辰巳：うむ～、いきなり拉致しに来るとはな……油断をした。

ＫＰ：港にはリムジンが二台止まっており、満面の笑みを浮かべたランダルがやってくる。どうやらこの黒服の男たちは、彼の手下らしいね。

佐々原：くぅ～、先手を打たれていたか。

辰巳：ここは拉致されて、敵地で情報を収集する展開なのか？

さやか：でも、一度捕まったら取り返しがつかないことになりそうですよぉ～。

佐々原：ボクとしては、唯花ちゃんがこんなやつらに捕まるのは絶対に避けたいですね。

ＫＰ：君たちは男たちに背中を小突かれながら、リムジンへと連れて行かれる。リムジンからは運転手が下りてきて、なにやらランダルと打ち合わせをしているよ。ちなみに、エンジンはアイドリング状態のままだ。

さやか：「……運転手が下りているのなら、なんとかこのリムジンを奪えませんかね？（ヒソヒソ）」

ＫＰ：この場にいるＮＰＣたちのすきをつけば、探索者たちだけリムジンに乗り込むことは可能かもしれない。具体的には銃を持った手下二人、運転手、ランダルと、合計で四人いるＮＰＣそれぞれのＤＥＸに対して、自分のＤＥＸの抵抗表ロールに成功すれば、相手を翻弄することができると思ってくれ。

睦：私たちがそれぞれのＮＰＣ一人の相手をして、ＤＥＸの抵抗表ロールに成功すればよいと言うことですか？

ＫＰ：その通り。もちろん、ＤＥＸの高そうなＮＰＣには二人がかりで抵抗表ロールをして、どちらかが成功すれば良いという作戦も可能だよ。ちなみに〈アイデア〉に成功すれば、相手のＤＥＸがわかるよ。

佐々原：コロコロ……ボクが成功しました。

ＫＰ：ランダルはＤＥＸ13、手下ＡはＤＥＸ７、手下ＢはＤＥＸ11、運転手はＤＥＸ14となっている。ちなみに車を運転する人は、運転手と抵抗表ロールをしないと運転席に乗り込めないよ。

辰巳：われわれのＤＥＸは高い方だが、それでも四人を相手にすべてのロールを成功させられる確率はかなり低いぞ。

佐々原：翻弄できなかった場合はどうなるんでしょう？

ＫＰ：そのときになってみないとわからないけど、翻弄されていないＮＰＣに捕らえられて、車に乗り込めない人が出てくるだろうね。まあ、その人を置いて発車することは可能だろうけど。

辰巳：そんなのは問題外だ。

さやか：ＤＥＸの抵抗表のロールの前に、なにか注意をそらせないでしょうか。

ＫＰ：そうだね、それぞれ一回だけ連中の注意をそらす行動を試みることができるようにしようか。

睦：港に集まっている猫たちに〈猫語〉で助けを求められないかニャア？

ＫＰ：〈猫語〉と〈信用〉の２分の１のロールに同時に成功したら可能かもしれない。

睦：むーっ、私は高校生なので、普通の探索者よりも〈信用〉は低いんですよね～。

ＫＰ：すると、いままで唯花の荷物の中に隠れていた景虎がひょこっと顔を出してきて「どうかしたニャ？」と尋ねてくる。ここで景虎と会話してしまうと、ＮＰＣの注意をそらす行動はできなくなってしまうけど、どうする？

睦：いや、きっと景虎ならなんとかしてくれるはずなので、〈猫語〉で状況説明をします。「あのニャ、この人たちの注意をそらしたいんだニャア」

ＫＰ／景虎：「だったら、ボクも手伝うニャア」

睦：むむっ、景虎のＤＥＸはいくつなのかニャ？

ＫＰ：ボクのＤＥＸは30ニャ！（笑）

さやか：なっ、なんですか、そのＤＥＸはっ！（笑）

睦：すごい……景虎。頼りになりすぎ（笑）。

辰巳：それなら確実に一人を翻弄できるな。残りは三人……ほかに注意をそらす方法はないものか。

さやか：私の防犯ブザーを鳴らしましょうか？

辰巳：警察沙汰になったら、いろいろ面倒なことになると思うぞ。

ＫＰ：少なくとも、事情聴取のためにしばらく足止めされて、グアムで探索するどころじゃあないだろうね。

さやか：助けを求めるというのではなく、間違って鳴らしてしまったみたいな感じで、ちょっとでもランダルの気をそらすことができればと思っているのですが。

辰巳：なるほど……それなら試してみる価値はあるかもな。

佐々原：港にレディ・ロデレールが来ていると言えば、やつらもびびるのでは？

ＫＰ：それだったら〈言いくるめ〉に成功してもらわないと。

佐々原：〈言いくるめ〉が得意なのは、さやかちゃんなんですよね。

さやか：私は防犯ブザーを鳴らすお仕事があるので。

辰巳：うーむ、良いアイデアが思いつかないので、ワシは〈猫語〉と〈信用〉で助けを求めてみるよ。

佐々原：じゃあ、ボクは苦手な技能ですが〈言いくるめ〉に賭けてみます。

ＫＰ：ふむ、作戦が出そろったところで、ロールをしていこうか。まずは佐々原の〈言いくるめ〉からだな。

佐々原：「あれっ、あそこにいるのはレディ・ロデレールじゃないのか？」と、〈言いくるめ〉をします。でも、成功率はたった５％。コロコロ……駄目です、失敗しました。

ＫＰ：じゃあ、ランダルはそんな佐々原の下手なうそを完璧に無視している。

佐々原：なっ、なんか恥ずかし～い。

ＫＰ：次はさやかちゃんだね。

さやか：防犯ブザーのスイッチを入れて、ランダルの足下に放り投げますよ。

ＫＰ／ランダル：「なにを鳴らしているんですか、お嬢さん!?」

さやか：「ごめんなさい。落としたら勝手に鳴り出しちゃって！（笑）」

ＫＰ：ランダルは慌てて防犯ブザーを拾い上げる。周りの注目を集めたくなくて、なんとかスイッチを切ろうと四苦八苦しているため、ランダルは抵抗表のロールの相手から除外していいよ。

さやか：やったぁ～！

睦：こんなところで防犯ブザーが役立つなんて、いままでのはずっと伏線だったんだ！（笑）

辰巳：次はワシの〈信用〉の２分の１と〈猫語〉のロールだな。「ワシらはレディ・ロデレールに頼まれて、グアムを救いに来たのだ。しかし、深きものたちに邪魔をされておる。猫と魚……どちらが強いか見せてやってくれないか」と、猫たちに助けを求めるぞ（笑）。

佐々原：そうだ、食物連鎖というやつを、深きものどもに教えてやれ！（笑）

ＫＰ：すごいこと言い始めたな……まあいいでしょう。ロールをどうぞ。

辰巳：〈猫語〉で「ニャニャニャニャニャ～」っと、コロコロ……うっ、失敗してしまった。

さやか：辰巳先生まで、ニャーニャー言いだした！（笑）

佐々原：しかし、猫的にはなにを言っているのかさっぱりだ。

辰巳：ううっ、ワシもいい年してなにやっているんだか……。

ＫＰ：これで陽動作戦は終了だね。次からはＤＥＸの対抗表ロールによる翻弄作戦になる。

さやか：ランダルは脱落していますから、残りは三人ですよ！

ＫＰ：まずは、景虎から行動だけど、誰に向かわせるのかな？

睦：運転手はタマ兄に相手をしてもらうので、一番手強そうな手下Ｂにしますね。成功率は99％──「00」が出なければ成功です。

ＫＰ：わかった、睦ちゃんがロールしていいよ。

睦：コロコロ……当然、成功してますニャ！

ＫＰ：手下Ｂはいきなり現れた景虎にうろたえて、みんなへの注意がおろそかになっている。

さやか：残りは手下Ａと運転手だけです！

佐々原：次はボクが運転席に乗り込みますね。相手の運転手はＤＥＸ14だけど、ボクのＤＥＸは人類最速の18だから成功率は70％もあります。

さやか：ここが大事ですよ～！

佐々原：コロコロ……よしっ、成功。運転手を翻弄しつつ、運転席に乗り込みました。

辰巳：これで残りのＮＰＣは一人に対し、われわれは三人。だいぶ楽になったな。

さやか：続いて、私が挑戦しますね。残った手下ＡのＤＥＸは７で、私のＤＥＸは15なんですが──

ＫＰ：だったら、成功率は90％だね。

さやか：それなら楽勝ですね。なっちゃん（アトラック＝ナチャのこと）さえ翻弄した、この回転の力を利用して、コロコロ……成功です！

ＫＰ：これでＮＰＣ全員が翻弄されて、みんながリムジンに乗り込むすきができた。

辰巳：よし、われわれもリムジンに乗り込むぞ。

睦：「タマ兄、急いで発車させてっ！」

佐々原：「まかせとけっ！」

ＫＰ：さて、佐々原は奪ったリムジンで逃走するのだが、当然、ランダルたちも別のリムジンで追ってくる。

さやか：追ってきましたよ～！

ＫＰ：ここで佐々原が〈運転（自動車）〉に成功すれば、追っ手を振り切ることができるけど、もしも失敗すれば追っ手は〈運転（自動車）〉をロールして、君たちのリムジンをクラッシュさせようと試みる。

さやか：あのあのっ、なにかモノを投げて妨害できませんか？

ＫＰ：いいねぇ、そういうアクション映画っぽいノリは好きだよ。リムジンに備え付けられた冷蔵庫にブランデーのボトルがあるので、〈投擲〉に成功すれば追っ手にぶつけられることにしよう。あと、誰かが〈ナビゲート〉に成功すれば、細い路地を通ることで逃げやすくなり〈運転（自動車）〉を２倍でロールできるようになるよ。

さやか：〈投擲〉なら、私にお任せです。

辰巳：では、ワシと睦くんとで路地をナビゲートすることにしよう。コロコロ……失敗した。

睦：コロコロ……私も失敗です。〈ナビゲート〉はタマ兄が得意なんですよね。

佐々原：ボクはいま運転で忙しいんだよ～。

ＫＰ：さて、佐々原は〈運転（自動車）〉をどうぞ。ここで成功させれば、話は早いけどね。

佐々原：成功率は50％です。コロコロ……うわっ、失敗です。

ＫＰ：では、ランダルのリムジンに追いつかれて、どんどん幅寄せされていく。

さやか：その追っ手にボトルを投げます！　コロコロ……やった、成功です。

ＫＰ：さやかちゃんの投げたボトルは、見事フロントガラスに命中。運転手は少しひるんでしまい〈運転（自動車）〉は２分の１でロールすることになる。こいつの〈運転（自動車）〉は40％なので、半分にしたら20％でロールだな。ちなみに、こちらがこのロールに成功すると、佐々原のリムジンはクラッシュしてしまう。

佐々原：なんですと～!?

ＫＰ：ここはオープンダイスで行ってみようか。コロコロ……うーむ、失敗か。

佐々原：ホッ……むったん、今度こそナビゲートをよろしく。

睦：タマ兄が50％で成功させればいいんでしょう。コロコロ……むむーっ、失敗です。10％しかないんだもん。

辰巳：コロコロ……駄目だ、ワシも〈ナビゲート〉は失敗した。

佐々原：とはいえ、ボクの〈運転（自動車）〉ロールは２回に一度は成功するはず。コロコロ……あれっ、また失敗だ！

全員：お～～～い！（泣）

さやか：また、なにか投げたいのですけど？

ＫＰ：まだ車内に投げられるモノが都合良くあるかどうか〈幸運〉をしてもらおうかな？

さやか：「なにか投げるモノ、なにか投げるモノ～！」コロコロ……成功。「あったぁ～！」

ＫＰ：今度はティッシュの箱でも見つけたのかな。〈投擲〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……またまた成功。ティッシュを一枚ずつヒラヒラばらまいて、目隠しをします（笑）。

ＫＰ：運転手はフロントガラスに貼り付いたティッシュのせいで「ま、前が見えない！」と、狼狽している。今度も20％でロール。コロコロ……失敗。さやかちゃんの妨害さえなければ成功しているんだけどなぁ。

さやか：「佐々原さん、もう投げるものはありませんよ！」




　ところが、次も辰巳先生と睦ちゃんの〈ナビゲート〉は失敗したうえ、佐々原の〈運転（自動車）〉も失敗。さやかちゃんのダイス目だけが絶好調で、今度は座席から引きはがしたクッションを投げつけて、追っ手をひるませる。




さやか：次に投げるとしたら、佐々原さんを投げ捨てますからね！

佐々原：だ、大丈夫。さすがに４回やれば成功するから。

辰巳：ちなみに、ワシらの〈ナビゲート〉は失敗しているぞ。

睦：ごめんね、タマ兄～。

佐々原：四度目の正直。コロコロ……やっと成功です！

全員：ホッ……。

ＫＰ：では、幅寄せされてボコボコにされながらも、佐々原は追っ手のリムジンを振り切ることに成功した。

辰巳：このオンボロリムジンでは目立ちすぎるな。

さやか：クッションまで投げ捨ててしまったので、座り心地も最悪です（笑）。

辰巳：うむむ……リムジンはどこかで乗り捨てて、当初の予定通りレンタカーを手配するとしよう。







グアムとチャモロ人の歴史




　レンタカーを手配した探索者たちは、まずはグアムの中心部にあるチャモロビレッジを訪れることにした。

　しかし、期待に反して、そこは土産物屋や食べ物の屋台が並ぶ観光地であり、探索者たちが求めるようなチャモロ人の文化についての情報は得られそうになかった。




辰巳：しかし、観光地とはいえ、グアムの住人はいるはずだから聞き込みをして回ろう。

ＫＰ：どんなことを聞くのかな？

辰巳：昔のチャモロ人に関する情報が得られそうな場所とか、チャモロ人の遺跡とか、あとメラグプトという人物についてかな。

ＫＰ：まあ、そのくらいだったらロールの必要はないかな。まず、チャモロ人の文化について調べたいなら、やはりグアム大学図書館が最適であると教えてくれるよ。

辰巳：うーむ、しかし、図書館での調査は時間がかかるから、あまりやりたくないんだよな。

ＫＰ：ちなみに、「飛鳥Ⅱ」は二十二時には出航するので注意してね。まあ、途中下船するという手もあるけど。

佐々原：それは最後の手段ですねぇ。

ＫＰ：あと、チャモロ人の遺跡と言えば、有名なラッテストーンという石造物を教えてくれる。

さやか：どんな遺跡なんですか？

ＫＰ：現地の人の説明だと、一・五メートルくらいの石柱の上に、一回り大きなお椀のような石を乗せたものらしい。頭でっかちのこけしみたいな形だと思ってくれ。グアム島内のあちこちで発見されているけど、それらの石柱を集めて公開しているラッテストーン公園は有名だ。
















睦：私、グアムに旅行したとき、現物を見たことありますよ。

佐々原：でも、そんな観光地では、あまりクトゥルフ神話的な情報は得られそうにないですね。

ＫＰ：ちなみに、チャモロビレッジの人たちは、メラグプトという名前には心当たりがないそうだよ。

辰巳：本命の情報は得られずか……観光ガイド本の地図によると、ラッテストーン公園はチャモロビレッジから五百メートルも離れていないようだし、ついでに寄ってみるとするか。

ＫＰ：ラッテストーン公園に行けば、もうちょい詳しい情報がわかる。このラッテストーンというのは、昔のチャモロ人が作ったとされグアム全土に点在している石造物だ。正体については祭壇だとか、墓石だとか言われているけど、最近の研究では建物の土台に使われたという説が有力だそうな。

佐々原：ラッテストーンの解説とかに、死の木について書かれていたりしませんか？

ＫＰ：それはないねぇ。ただ、みんなは観光地であるチャモロビレッジやラッテストーン公園を見てまわって感じるのだけど、このグアムにはチャモロ人の文化があまり伝えられていないことに気づくね。

辰巳：ふむ……？

ＫＰ：グアムのチャモロ人は、十七世紀のスペイン・チャモロ戦争や、大陸から持ち込まれた疫病によって激減してしまったんだ。そのため、チャモロ人の文化の伝承が途切れてしまったんだね。ラッテストーンが謎の遺物となってしまったのも、それが原因なんだ。

さやか：そんなことがあったんですか……。

ＫＰ：その後、チャモロ人は入植してきたほかの民族との混血が進んで、いまではグアムに純血のチャモロ人はいないといわれている。

睦：普(ふ)賢(げん)堂(どう)さんも、戦前でさえ、純血のチャモロ人はメラグプトしかいなかったって言ってましたものね。

ＫＰ：もちろん、チャモロ人の文化を復活させようとする動きはある。でも、観光客の目につくような部分でそうした歴史が語られることは少なく、過去のこととして影に追いやられているように感じられる。

睦：それは仕方ないかもしれませんね。グアムは観光に頼っているところが大きいでしょうから。

佐々原：暗い歴史よりも、明るいイメージを広めたいでしょう。

ＫＰ：ただ、それが悪いことだと単純に否定もできないけどね。ほかの民族との混血が進んだおかげで、互いに確執を持つことなく、みんなで前向きにグアムを発展させようとしているとも解釈できるだろう。植民地と先住民についての問題は、一面だけを見て理解できるものではない。

辰巳：グアムにおけるチャモロ文化の位置づけはわかったが、それでも、ワシらは古い伝承を知りたいわけで……。

佐々原：やっぱり、大学図書館に行きますか？

辰巳：そうだな。どうせ行くなら、早い方がいいだろう。




　グアム大学図書館に到着すると、辰巳先生がいつもの交渉術を発揮させて、資料の閲覧許可をもらうことに成功した。ただ、問題なのは、資料のほとんどが英語で書かれていることだ。探索者たちは、電子辞書を片手に、チャモロ人の文化や、メラグプトという人物、〝死の木の契約〟に関する資料はないかと図書館を探し回った。




さやか：コロコロ……駄目です、〈英語〉の方に失敗しました～！

睦：女子高生に、外国の図書館で調べものをさせること自体が無理なんですよ～。

佐々原：大学生の作家でも無理でしたよ（笑）。

辰巳：結局、成功したのはワシだけか。

さやか：さすがは辰巳先生、頼りになります。

辰巳：なにしろ、ワシの〈英語〉は、君たちの〈日本語〉よりも成功率が高いからな（笑）。

睦：私の日本語の作文よりも、辰巳先生の英語の作文の方がデキがよいというわけですか……ショック。

ＫＰ：図書館での調べものは四時間ほどかかり、昼過ぎくらいに、ようやく辰巳先生は気になる資料を発見することができた。それは「死の木の穴」にまつわる言い伝えだ。

佐々原：死の木の穴……ビンゴですよ！




……………………

●死の木の穴の話

　十七世紀、スペイン・チャモロ戦争のとき、ジャングルの洞窟に立てこもる多くの島民を、スペイン兵が生き埋めにしたという場所である。

　だが、それを語る者は少ない。

　なぜならば、洞窟に立てこもった島民とは、海と陸のはざまに暮らす悪霊たちであったからだ。

　チャモロ人もスペイン人も、そのおぞましさ故にこの戦いを語ることはなかった。

　そして閉じ込められた悪霊は、いまも洞窟の奥で生きているとささやかれている。

……………………




さやか：海と陸のはざま……って、深きもののことでしょうか？

辰巳：悪霊とか言っているし、それっぽいな。この死の木の穴の場所について記述は？

ＫＰ：グアム南西部の言い伝えらしいけど、具体的な地名などは記されていない。

辰巳：（地図を見ながら）南西部というと、海岸沿いに道が走っているだけで、山とジャングルばかりだな。

ＫＰ：あと、米軍基地があるけど、死の木の穴なんて地名は地図上には見つからないね。

睦：む～っ、いくらグアムが狭いと言っても、この情報だけで洞窟を捜すのは無理ですよ。

辰巳：おかしいな。まだなにか情報の見落としがあるのか？

ＫＰ：うん、ぶっちゃけ大事なことを見落としているよ。

辰巳：なんと、やはりそうか……。

さやか：なにを見落としているんでしょうね～？（メモや資料などを机に広げる）




　ここでプレイヤーたちは長考に入った。

　今回のシナリオのイベントは少なめで、その代わりプレイヤーたちに知恵を絞ってもらう謎を多めにしている。キャンペーンの最終回ということで、これまで得てきた情報を総動員して謎を解いてもらおうというわけだ。

　そのため、ボクもあまりヒントは出さずに、じっくりと時間を与えて考えてもらうことにした。

　ところが、プレイ時間で十五分ほど経過しても、どうもプレイヤーたちは新しい情報源を探す方向にばかりに考えが向いているようなので、軌道修正をしてもらうため、ひとつだけヒントを与えることにした。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ヒントの与え方」

　どうも、好きなクイズ番組は『世界ふしぎ発見！』な、むったんです。

　謎解きをさせているとき、キーパーがどのくらいヒントを与えるのかは難しいところです。私はあまりヒントはあげない方ですが、このキーパーは割とヒントが多めな感じですね。

　自分で解けない謎も、キーパーに解かされた謎も、どちらもつまらないものです。

　プレイヤーが自分で解いたという手応えを感じさせるようにするのが、一番大切なことです。

　直接的なヒントでなくても、謎解きの方向性を教えてあげるのも効果的です。

　論理的に答えが導き出せるのか、トンチを利かせた答えが求められているのか？

　すでに答えを導き出すだけの情報が出そろっているのか、まだそろっていないのか？

　前提条件が間違ったところで謎を解こうとしても時間を無駄にするだけなので、このあたりはきっちりとキーパーから教えてあげた方が、プレイヤーもこれがフェアな頭脳戦であると思ってくれるはずです。

　あと、ゲーム内での謎解き要素というのは、プレイヤー自身の頭脳に頼る部分が多くて、プレイが停滞する要因ともなります。キーパーは残りプレイ時間と、プレイヤーのモチベーションも気にした方がよいですよ。






ＫＰ：──すでにテーブルに出ている情報だけで、次の行動方針は決められるはずだよ。

全員：なんだって～～～!?




　とたんに、プレイヤーたちはテーブルの資料を漁りだした。

　少し思考が停滞して、プレイヤーもダラけつつあったので、ちょうど良いタイミングだったようだ。




睦：『南洋奇記』はドリームランドで研究済みだし……。

辰巳：ワシが持っている魔道書に何か書いてあるのかも。『屍食教典儀』……いや、『ルルイエ異本を基にした後期原始人の神話の型の研究』あたりが怪しいか？

佐々原：カラカルのことは調べようがないですよね。ボクのイナズマの足を生やしたブローチについて、なにかわかることがあったり……？

ＫＰ：さて、どうだろうねぇ～（気のない返事）。

さやか：（自分のメモを見ながら）ファクピ……そうだ、ファクピについてはどうですか。前回、みんな〈知識〉に失敗していましたよね。

睦：ドリームランドにあった黄金の餌台を作った人の名前だったっけ？

佐々原：関係あるのかなぁ？

辰巳：確かに、あのときはあとで調べようとか言って保留になっていたな。しかし、これから〈図書館〉で調べようとすると、残り時間がかなり厳しくなるぞ。

ＫＰ：いや、ファクピというのは、実はグアムでは一般的な名称なので、そんなに時間はかからないよ。せいぜい、三十分もあれば調べられるだろう。

辰巳：一般的な名称だと？　だったら、すぐにやろう。コロコロ……〈英語〉も〈図書館〉も成功したぞ！

ＫＰ：辰巳先生は、グアム南西部にファクピ岬という地名があることに気づいたよ。

辰巳：なんだって～!?

さやか：（慌てて、観光ガイド本の地図を調べる）……本当だっ！　ありましたよ、ファクピ岬！

佐々原：なんと、こんなところに手がかりがあったとは！

辰巳：さっき調べたのに、完全に見落としていた。もっとよく地図を見ておけばよかったな～。

睦：グアム南西部ということは、このファクピ岬のあたりに死の木の穴があるということでしょうか？

辰巳：ふたつがつながっている証拠はないが、あの黄金の餌台はグアムを象徴するモノのように思えたから、その制作者であるファクピの名を冠した岬に、グアムを支えるもの──すなわち、死の木があるという推理はアリなんじゃなかろうか？

さやか：なるほど～！　さすがは辰巳先生、見事な推理です。

佐々原：さっそくファクピ岬に行きましょう。急げば一時間もかからないところですよ。







メラグプトの遺言




ＫＰ：国道２号線を南下して、ファクピ岬を目指す。このあたりは平坦な北部とは違って、丘陵地帯になっていて、背の低い山とジャングルばかりだね。町とビーチのある北部に比べると、観光客も少ないようだ。

さやか：私は探偵らしく、〈目星〉で尾行している車がないか注意しています。コロコロ……成功しています。

ＫＰ：いまのところ尾行はされていないようだ。

さやか：いまのところということは、いずれは見つかってしまうのかも。

辰巳：狭い島だからな。追っ手には警戒しておいた方がよいだろう。

ＫＰ：もう一度、今度は全員が〈目星〉をしてくれるかな？

さやか：コロコロ……私が成功しています。

ＫＰ：もうすぐファクピ岬というとき、森の中を通る国道沿いにドリームランドのクラネス王の庭で見た餌台と似たものが置かれているのに気づくよ。

さやか：「佐々原さん、止めて～！」

佐々原：急ブレーキ、キキキーーッ！

さやか：車を降りて、餌台に向かいます。

ＫＰ：背の高さは一メートルくらいで、大きな水盆の中央に、小さな餌皿が浮かぶようになっている構造は、クラネス王の餌台とそっくり同じだね。ただ、材質は黄金ではなく石灰岩かと思われる。

さやか：なんでこんなところに？

ＫＰ：あと、餌台の脇には舗装されていない小道が、林の中に続いている。

さやか：この小道って、ファクピ岬に通じているんでしょうか？

ＫＰ：さて、まだ岬までは距離があるけど。

辰巳：ワシも車を降りて、さやかちゃんのところへ向かおう。「これはなにかの目印か？」

佐々原：死の木の穴の入口だったりして……それって、動きますか？

ＫＰ：動くことは動くけど、別に穴が隠されているとか、そんなことはないよ。

佐々原：造られてから、どのくらい経っているものでしょう？

ＫＰ：石灰岩を彫刻したものなんだけど、だいぶ風化しているので何十年も経っているように見える。

睦：これは小道に入ってみるのがいいのでは？

さやか：だったら、私は車がランダルたちに見つからないように隠しておきます。

ＫＰ：カモフラージュしたいなら〈隠す〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……失敗しました。あまりうまく隠れていません。

ＫＰ：堂々と路上駐車しているわけではないけど、真剣に探している人には見つかりそうといった感じかな。

さやか：仕方がないですね。それで我慢します。

佐々原：じゃあ、小道に入ってみましょう。

ＫＰ：人が何度も出入りした形跡のある小道だね。しばらく行ったところで、〈聞き耳〉をどうぞ。

佐々原＆さやか：コロコロ……成功です。

ＫＰ：二人は小道の向こうから「待ちなさい、ソックス！」という、女性の怒鳴り声が聞こえてくる。そのとたん、向こうから口に百ドル札をくわえた黒猫が駆けてきた。

辰巳：お魚ではなく、百ドル札をくわえているとは……さすがはグアムだ（笑）。

佐々原：あの猫がソックス？

辰巳：アメリカでは、つま先だけが白い猫をソックスと名付けることが多いらしいぞ。

ＫＰ：確かにその黒猫は靴下をはいているかのように、つま先だけが白いね。

佐々原：そのソックスを捕まえたいのですけど。

ＫＰ：さっき〈聞き耳〉に成功した人だけが、反射的に捕まえる行動に移れる。〈こぶし〉で襟首を捕まえるか、〈組みつき〉で抱きしめるかだね。

さやか：〈キック〉で止めるには──

ＫＰ：息の根を止めたいのなら〈キック〉でどうぞ。

さやか：えーと…………〈こぶし〉にしておきますね。

睦：さやかちゃん、いま一瞬考えたよね。怖いこと、考えていたよね!?（笑）

さやか：いえいえ、猫をくしゃっとすると大変なことが起きますから（笑）。

佐々原：まずはボクから。コロコロ……うっ、失敗です。

さやか：〈こぶし〉は苦手なんですが、コロコロ……よかった、成功です。

ＫＰ：さやかちゃんは素早く猫の襟首を捕まえることができた。しかし、猫はジタバタ暴れている。

睦：〈猫語〉で話しかけましょう。「なにをしているニャア？」

ＫＰ：猫は「この島から逃げるニャ。船に乗るニャ！」と、わめいているね。睦ちゃんが〈猫語〉を話していることにも気づかないほど焦っている様子だ。

佐々原：もしかして、百ドル札を盗めば、飼い主が追ってくると思ったのかな？

辰巳：そんな簡単に「飛鳥Ⅱ」に乗れると思っているのか。

ＫＰ／ソックス：「この紙切れがあれば、たいていのことはどうにかなるニャ。ご主人と一緒に乗るニャ！」

睦：「それはそうかもしれないけど……百ドルでは、『飛鳥Ⅱ』は無理だニャ～」

ＫＰ：すると、小道の向こうから、その猫を追いかけてきたらしい女性がやってくる。油染みのついたオーバーオールにＴシャツという作業着のような姿で、二十歳過ぎくらい。黒髪に褐色の肌で、顔立ちはミクロネシア系というより、彫りの深いラテン系っぽいね。

辰巳：「これはあなたの猫ですか？」と、〈英語〉で話しかけよう。みんなの言葉も同時通訳をするぞ。

ＫＰ：「そうなのよ、捕まえてくれてありがとう。いつもはこんな悪さをする子じゃないんだけど」と言いながら、ソックスから百ドル札を取り返した。見た目通り、さばさばした感じの明るい女性だね。

睦：「悪気があったわけじゃないと思うんで、あまりしからないであげてください」と、ソックスのフォローをしあげましょう。ついでにソックスに「グアムは沈めたりさせないから安心するニャア」とささやきます。

ＫＰ：睦ちゃんの言葉を聞いて、ソックスも暴れるのをやめた。「ホントかニャア？」

睦：「ホント、ホント、私たちはレディ・ロデレールにだって認められているくらいだからニャア」

ＫＰ：レディ・ロデレールの名前を聞くと、ソックスも睦ちゃんを信用したようだ。

辰巳：「われわれは観光をしながら、グアムの歴史を調べている者なのですが……あなたはこのあたりにお住まいで？」

ＫＰ：彼女の名前はマヌエラというんだけど、この先にある工房で彫金をしている職人だそうだよ。

辰巳：「小道の入口に、変な……ごほん、ごほん……素晴らしい餌台を見かけて立ち寄ったのですが、あれはあなたの作品なのですか？」

ＫＰ／マヌエラ：「あの餌台は、彫刻が好きだったひいおじいちゃんが造ったものよ。ひいおじいちゃんには悪いけど、工房の入口の目印代わりに置かせてもらっているの」

辰巳：「ほうほう、そのひいおじいちゃんのお名前とは？」

ＫＰ／マヌエラ：「メラグプトっていうけど……もう、私が小さいころに亡くなってしまったわ」

佐々原：メラグプト、キタ───ッ！

辰巳：「実はワシらはチャモロ人の文化に興味があるのだが、メラグプトさんについてお話を聞かせていただけないだろうか？」

ＫＰ：（ここで〈心理学〉だな。コロコロ……辰巳先生とさやかちゃんが成功しているか）辰巳先生とさやかちゃんは気づくけど、どうもマヌエラはメラグプトについて尋ねられることを快く思っていないようだね。

辰巳：……おやっ、どうしてだろうか？

睦：「メラグプトさんの知り合いである普賢堂という方から、おじいさんのことを聞いて訪ねてきたのですが」

ＫＰ：「普賢堂から？」と、マヌエラはちょっと驚いた顔をする。

睦：「普賢堂さんのことを知っているんですか？」

ＫＰ／マヌエラ：「ひいおじいちゃんの遺言で『普賢堂が来たら渡したい手紙がある』って……」

辰巳：「なんと、ワシらはその普賢堂の知り合いなのだが、その手紙を見せてはもらえないだろうか？」

ＫＰ：しかし、マヌエラの表情は硬いままで、なにか迷っているような感じだ。

睦：むむ～～っ？

辰巳：はて、どうしたというのだろうか……？

さやか：「なんでそんなに警戒しているんですか？」

佐々原：ストレートに聞いたぁ～！（笑）

さやか：だって、こういうのは正直に聞くのが一番ですよ（笑）。

ＫＰ：さやかちゃんは〈信用〉かＡＰＰの５倍ロールをしてみていいよ。

さやか：にっこり笑顔で尋ねます。ＡＰＰの５倍ロールで、コロコロ……成功しました。

ＫＰ：それなら、さやかちゃんの笑顔に、思わず本音を漏らしてしまうね。「私は、ひいおじいちゃんが純血のチャモロ人だとかなんとか騒がれるのが嫌いなの。私が子供のころにも、そうやって学者とか人権がなんだとかいう人がやってきていたけど……私はそういう血筋とか、くだらないことだと思っているから」と、ここでみんな〈人類学〉をどうぞ。

佐々原：〈人類学〉って、１％しかありませんよ。コロコロ……失敗です。

さやか：コロコロ……私も失敗です。〈人類学〉なんて無理ですよ～！

ＫＰ：いやいや、〈人類学〉は睦ちゃんが得意のはずだ。

睦：あえてみんなが苦手な技能を押さえてありますからね。コロコロ……成功しました！

辰巳：ワシも〈人類学〉は14％だけ持っているが、コロコロ……おっ、なんと成功したぞ！（笑）

睦：ええ～っ、私の見せ場だったのに～！（泣）

佐々原：恐るべき、辰巳先生の後輩潰し（笑）。

ＫＰ：辰巳先生は気づくけど、マヌエラはヒスパニック、アジア、ミクロネシア系とさまざまな民族の血を受け継いでいるようだ。

睦：私も気づいているんですよ～！（泣）

辰巳：なるほどな。おそらくはそのことから、純血にこだわるような人間には嫌悪感を持っているのかもしれん。みんなにも小声で伝えておこう。

さやか：「私たち、そういうのとは違うんです！」

ＫＰ：おっ、どのように説得するのかな？

さやか：「血筋とか純血とかは関係なくて、ただ、グアムのことをもっと知りたいだけなんです」

睦：「メラグプトさんがチャモロ人だからとか関係なく、その知識に興味があるわけで……」

さやか：「このグアムでは昔のことは忘れられようとしているみたいですけど、私たちはもっとそのことが知りたいんです。だから、日本からここまでやってきたんです」

ＫＰ：ふむ、それだったら〈説得〉のロールも必要はないね。マヌエラは、さやかちゃんが自分の嫌っているタイプの人間とは違うと感じて、少し表情を和らげる。

さやか：「よかった、わかってくれたみたいです」

佐々原：「それで、さっそくで申し訳ないんですが、普賢堂宛の手紙というのを見せてもらえないでしょうか。ボクらは普賢堂さんとは知り合いでして……なんなら、いま普賢堂さんに電話しましょうか？」

辰巳：そうだ『南洋奇記』に、普賢堂の写真があっただろう。

睦：いまの普賢堂さんを見せても、誰かわからないのではないでしょうか？

ＫＰ：まあ、さきほどのさやかちゃんの言葉で、君たちのことは信用しているので、いまさらうそをついているとは疑わないよ。マヌエラはみんなを工房まで案内して、メラグプトの手紙を探してくれる。

さやか：良かった～。

ＫＰ：工房といってもガレージのような粗末な家だ。玄関には、蜘(く)蛛(も)が彫金された飾り板に、細い金属の棒が紐でつるしてある西洋の風鈴がある。風が吹くと棒がぶつかり合ってチンチンと涼しげな音を立てている。

佐々原：蜘蛛の彫金……？

ＫＰ：「氷川丸」の一等社交室の暖炉にあった蜘蛛の彫刻によく似たデザインだね。

佐々原：「マヌエラさん、この蜘蛛は……？」

ＫＰ／マヌエラ：「それは創世の蜘蛛をデザインしたものなの。ひいおじいちゃんが教えてくれたものだけど」

さやか：「創世の蜘蛛って、アレオプ・エナプのことですか？」

ＫＰ：「よく知っているわね」と、マヌエラは驚いた様子だ。

辰巳：「マヌエラさんもグアムの伝承には詳しいのかな？」

ＫＰ／マヌエラ：「いいえ、ほとんど知らないわ。その蜘蛛のおかげでこの島ができて、その蜘蛛がいなくなれば島が沈むということくらいしか……じゃあ、ひいおじいちゃんの手紙を探してくるわね」

睦：やっぱり、アトラック＝ナチャを怒らせると、グアムが沈むというのは本当のようですね。

ＫＰ：しばらくして、ようやくマヌエラは古びた手紙を探し出してきた（資料を渡す）。

佐々原：…………あのぉ、この資料、英語で書いてあるんですが（泣）。

辰巳：Dear Fugendou……I found a hole……筆記体だから読みにくいな……bottom of the island……？

睦：私は穴を見つけた……島の底……？

さやか：私は〈英語〉は苦手なので、辰巳先生お願いしま～す（笑）。

辰巳：うむむむ……。

ＫＰ：まあ、〈英語〉の４倍でロールしていいよ。

辰巳：ホッ、よかった。それで読めるのか。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：じゃあ、和訳した手紙をど～ぞ（もう一枚、資料を渡す）。

佐々原：なんだ、日本語の手紙も用意してあるんじゃないですか！（笑）

辰巳：まったく、細かい仕込みをしおって……どれどれ？




……………………

普賢堂へ

　頼まれていた死の木の穴を見つけたので、島の底に隠しておいた。

　だが、やはりあの場所へは近づかないでほしいとも思っている。

メラグプト

……………………




睦：この「島の底」というのは、グアム独自の慣用句かなにかなんでしょうか？

ＫＰ：マヌエラは「島の底」という言葉に心当たりはないようだね。

辰巳：そもそも死の木の穴というのは、どこかに持ち運んで隠せるようなものじゃないだろう。

佐々原：死の木の穴の手がかりを隠したとか……そういうことでしょうね。

さやか：「メラグプトさんの日記とかはないんですか？」

ＫＰ／マヌエラ：「ひいおじいちゃんは日記をつけるような人じゃなかったから」

佐々原：「だったら、ひいおじいさんの作品とかは保管してあります？」

ＫＰ／マヌエラ：「残っているのは、国道沿いにある餌台くらいなものかしら？」

さやか：そうだ、あの餌台ってグアムを表していたんじゃなかったでしたっけ!?

睦：そう言えば、前回のシナリオでそんなことを言っていたような……。

辰巳：なるほど。水盆が海で、餌皿が島だとすれば──

佐々原：餌台のところに戻って、餌皿が外れるかどうか試してみますよっ！

ＫＰ：うん、外れるねぇ～。

全員：外れた～！

佐々原：よしっ、裏側を見てみますよ！

ＫＰ：すると、こんな図が刻まれている（イラストを見せる）。
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睦：これは……地図かな？

さやか：黒い線は川でしょうか？

佐々原：この丸いのが島なのでは。えーと、グアムの地図と符合する場所は……あった、ここじゃないですか？

辰巳：なるほど、ファクピ岬の地図か。

佐々原：それで島にあるのがバツ印で、ここに死の木の穴があるということでは。

さやか：海と陸のはざまという言い伝えにもぴったりですし、その島で間違いないのでは？

ＫＰ：まあ、島といっても、ファクピ岬からは百四十メートルくらいしか離れていない岩場みたいなものだね。岩礁は足のつく場所も多いので、岬から〈水泳〉をしないでも渡れるくらいだよ。

さやか：じゃあ、行ってみますか！

ＫＰ：ファクピに気づくまではあんなに悩んでいたくせに、そこからはずいぶんテンポ良く話が進んだね。さて、ここから先はちょっとシビアになるので、みんなの装備品を確認させてくれ。

さやか：（探索者シートの装備欄を見ながら）私は懐中電灯とライター、あとは貝の鏃(やじり)を持っています。

睦：貝の鏃は大事だから、絶対になくさないようにしないと！

佐々原：ボクも懐中電灯は持っています。あと、双眼鏡も首からぶら下げていきますよ。

辰巳：ワシは応急手当キットと、あとロープを持っているぞ。

睦：私は愛用の工具セットだけですね。

ＫＰ：もし、洞窟探検になるとしたら、懐中電灯を持っていない人は〈目星〉などにペナルティがつくかもしれないけど……装備はそれでいいかな。それとも、町まで買いに行く？

さやか：あまりウロウロしているとランダルに見つかるかもしれないし……これでいいんじゃないですか？

睦：〈目星〉は、探偵のさやかちゃんがいれば安心だからね。

ＫＰ：了解した（なんだ……買い出しに行ったら、ランダルと遭遇させようと思っていたのに）。

辰巳：いちおう、火かき棒くらいは持っておこうかな。マヌエラの工房にないかな？

ＫＰ：金属加工をしているのだから、火かき棒はあるだろうね。いいでしょう、貸してあげます。

さやか：それじゃあ行きましょうか。

ＫＰ：おっと、すっかり影が薄くなっているけど、唯花はどうするのかな？

佐々原：当然、連れて行きますよ。常にそばに置いています。

睦：でも、タマ兄が狂気に陥ったとき、唯花ちゃんがそばにいると危険かも……。

佐々原：今日は、前回の悪夢は見ていないので、きっと大丈夫です。もうトラウマは乗り越えられました。

辰巳：それはどうかなぁ？

佐々原：大丈夫、〈正気度〉ロールは成功させますから。正気度は43しかないけどねっ！（笑）







グアムを支える巨木




ＫＰ：君たちは岬の岩礁を渡って、メラグプトの地図が示す島へと向かうわけだ。

佐々原：なにも出てこないように。深きものと水中戦なんてぞっとしませんからね。

さやか：地上戦でもぞっとしませんよ。

睦：たとえ空中戦であっても、深きものと戦うのは嫌ですよ（笑）。

ＫＰ：ここは外周二百メートルくらいしかない本当に小さな島だ。ただ、木々が生い茂っていて、島の中はちょっとしたジャングルとなっている。

さやか：島をまわって、バツ印のあたりを探します。

ＫＰ：〈目星〉か〈ナビゲート〉のどちらか得意な方でどうぞ。

さやか：もちろん、〈目星〉の方で、コロコロ……成功しました。

ＫＰ：では、ツタに覆われた斜面の一部に、白い岩壁のようなものが露出しているのを発見することができた。なんだか、石垣のようにも見えるね。

さやか：「みなさん、こっちになにかありますよ」と、呼び掛けながら、ツタをバリバリと取り除きます。

ＫＰ：ツタなどを取り除いて調べてみれば、それは間違いなく人工の石垣だとわかる。横にジグザグ模様になるよう石が組まれていて、まるでシャコ貝のふさいだ口みたいな感じに見える。

さやか：この石垣の向う側に洞窟が隠れていたりしそうですか……？

ＫＰ：十分に考えられるね。

睦：どこか石が外れるとか、そういう構造になっていませんか？

ＫＰ：いろいろ調べてみたけど、そういう仕組みはなさそうだね。睦ちゃんは〈地質学〉をどうぞ。

睦：コロコロ……やった、成功ですっ！

さやか：おお～、さすがはむったん！（パチパチ）

ＫＰ：この石は石灰岩なんだけど、非常に小さな貝殻が堆積して生成されたもののようだ。よく見ると、多くの貝の化石を含んでいることがわかる。

睦：……あれ、わかったことって、それだけなんですか？

ＫＰ：それだけだよ（この情報で、あのことに気づいてくれないかなぁ？）。

睦：むむむ～～っ？

辰巳：この石垣は、大きな遺跡の一部とは考えられないかな。ほかに入口があるとか？

ＫＰ：ざっと島を見て回っても、それらしい痕跡はないね。




　ここで再び探索者たちは長考に入った。




さやか：あの～、実はジグザグ模様になっているというのが、よくイメージできていないんですが……。

ＫＰ：あれ、そうかい？　こんな感じになっているんだけど（絵を書いてみせる）。
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さやか：あっ、こういうことなんですか。ようやくわかりました。

ＫＰ：さっきシャコ貝の口みたいだと言ったのは、ここのところだ。

さやか：なんだか、いかにも「ぐわーっ」と開きそうな感じですよね（笑）。

辰巳：ぜひとも「ぐわーっ」と開いてほしいのだが。どうしたら開いてくれるものやら？

さやか：貝の鏃を刺したら、驚いて口を開けるかな？　えいっ！

ＫＰ：なにも変化はないね。

佐々原：つばをつけないと。

さやか：あっ、そうか。ペロペロなめてから、えいっ！（笑）

ＫＰ：やはり、なにも変化はない。

辰巳：フィブラをはめるような場所はないのか？

ＫＰ：「氷川丸」の暖炉にあった彫刻のようにピッタリとはまる場所はないけど、石垣のすき間は開いているよ。

辰巳：じゃあ、試しに置いてみるか。

ＫＰ：すると、蜘蛛のフィブラは、突然、命を持ったかのようにカサカサと動き始め、石垣のすき間の奥へとひとりでに入っていく。

佐々原：わっ、気持ち悪い！

ＫＰ：そして、石垣がギシギシときしみ始める。なんとすき間に入りこんだフィブラがどんどん巨大化しており、石垣をその体で押し広げているのだ。

睦：これはナウル島の創世神話の再現？

佐々原：ああっ、アレオプ・エナプが貝を押し広げたってやつですね。

ＫＰ：やがて石垣に人がくぐり抜けられるほどの穴が開くと、フィブラは役目を終えたように消えてしまった。

さやか：えっ、消えちゃったんですか？

辰巳：そうか、やつは最後の力を使い切ってしまったのか……。

ＫＰ：そんな超常現象を目撃した探索者は〈正気度〉ロールだっ！

全員：ええ～っ、なんで～!?

さやか：こんな感動的なシーンに演出しているのに？（笑）

佐々原：ありがとう、フィブラ。さようなら、フィブラ。君のことは忘れない……（笑）。

ＫＰ：いいから、さっさとやれっ！（笑）



◆むったんのワンポイントスケッチ「絵で伝える」

　どうも、好きな漫画家は小田扉な、むったんです。

　言葉だけでなにかを伝えようとするのはたいへんです。

　文章でさえ難しいのに、それを口頭で伝えようとすれば、正しく伝わる方が珍しいくらいでしょう。

　イメージのわきにくいものを伝えるときは、キーパーは下手でもいいので絵に描いてあげるとよいですよ。そうすることで、それまでバラバラのイメージだったものを、一枚の絵を手がかりにしてまとめることができます。

　今回だって、シャコ貝のような石垣という姿はみんなピンと来ませんでしたが、キーパーが絵を描いてくれたおかげでようやくわかりました。やっぱり視覚に訴えるのって、とても大事だと思います。






〈正気度〉ロールは辰巳先生以外が失敗という珍しい結果となる。

　失敗した探索者は１ポイントの正気度を喪失。

　その結果、さやかちゃんの正気度は76、佐々原の正気度は42、睦ちゃんの正気度は46となった。




辰巳：〈正気度〉ロールよりも、フィブラがなくなってしまった方が切ないな。残りは、あとひとつか。

佐々原：うかつに使うと、最後に足りなくなって詰みそうですね。

睦：三枚のお札みたいな便利アイテムですもんね。

さやか：石垣の奥はどうなっていますか？

ＫＰ：自然の洞窟に人の手が加えられたものだね。かなり奥は深そうで、かすかに潮の香りが漂っていることから海水が入り込んでいるのかもしれない。

さやか：中に入ってみましょうか？

ＫＰ：ただ、強引に押し広げられた石垣は不安定で、いまにも崩れそうだ。

佐々原：石垣を補強とかできませんか？

ＫＰ：石組みの構造を見極めて、つっかえ棒をしたりすれば簡単には崩れなくなるだろう。そのためには〈アイデア〉が必要だけど、補強する人は〈幸運〉に成功しないと落石が起きる可能性がある。

辰巳：つまり〈アイデア〉に成功すれば補強はできるけど、続けて〈幸運〉に成功しないと、そのあと落石でダメージを受けるかもしれないというわけか。

ＫＰ：何人でも、何回でも挑戦できるけど、失敗するたびに三十分ほど経過するので注意してね。

辰巳：ランダルが追ってくるかもしれないから、迅速に行動した方がいいな。

睦：みんなでやりますか？

ＫＰ：大人数で作業すると、それだけ〈幸運〉に失敗して、落石が起きる確率が高くなるけど。

さやか：〈アイデア〉と〈幸運〉なら、私が両方とも得意ですよ。

佐々原：さやかちゃん一人じゃあ心配だから、ボクも手伝うよ。フィブラのおかげで〈幸運〉が上昇しているし。

辰巳：じゃあ、二人にお願いするとしよう。

さやか：コロコロ……〈アイデア〉は成功です。がっちり補強しました。

佐々原：コロコロ……〈アイデア〉に失敗。さやかちゃんの周りでウロウロしています。

ＫＰ：続けて、落石が発生しないか〈幸運〉をどうぞ。

佐々原：これは作業に参加したので、ボクもロールするんですよね。コロコロ……ホッ、成功。

さやか：コロコロ……私も成功です。落石は起きませんでした。

辰巳：よし、行くとするか！

さやか：でも、ランダルが追ってきそうですよね～。

佐々原：懐中電灯をつけて、奥の様子を見ます。

ＫＰ：洞窟はやや下りで、東に向かっている。やがて足下に海水がたまってきて、それはどんどん深くなっていき、やがては首くらいまで浸かるようになってしまう。

辰巳：全身ずぶ濡れじゃないか。

さやか：懐中電灯とか携帯電話は、頭の上に乗せて行きます（笑）。

睦：忍者？（笑）

ＫＰ：しかし、天井の高さはあまり変わらないので、空気のある部分は非常に狭くなり、息苦しささえ感じる。閉所恐怖症の人には、とても耐えられないだろう。

佐々原：まだその狂気には陥っていないので平気です。唯花ちゃんには肩につかまってもらって、半分泳ぐような感じで先に進みますよ。

ＫＰ：ありがたいことに、やがて洞窟はわずかに上りとなって、それに伴って海水も浅くなってくる。

辰巳：海面よりも高くなったということか……それで、洞窟が東側に向かっているということは、グアムの本島に続いているということか？

ＫＰ：現在位置を知りたければ〈ナビゲート〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……失敗した。

佐々原：ボクも調べたいです。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：辰巳先生の推論に間違いはないようだね。おそらくはグアム南西部、島の最高峰ラムラム山の地下に続いているのではないかと思われる。ここで〈地質学〉をどうぞ。

佐々原：「むったん、むったん、このあたりはラムラム山の地下だと思うんだけど、どう思う？」

睦：「むー、地質学的に考えてみると……」と、〈地質学〉をロールします。コロコロ……やった、成功です。

ＫＰ：睦ちゃんは、これが火山噴火の際に、表面の溶岩が冷えて固まったあと、内部の熱い溶岩だけが移動してできた溶岩洞であることがわかるね。

辰巳：富士山の風穴と同じだな。

さやか：グアムに火山なんてあるんですか？

ＫＰ：実はグアムは火山島で、南部の火山部と、珊瑚礁によって形成された北部の平地に分かれている。この溶岩洞は海底火山が噴火して、グアムが形成されたころに出来たものなのかもしれない。

睦：むむーっ、グアム創世にかかわる洞窟ということですね。

ＫＰ：そんな睦ちゃんの解説を聞きながら洞窟を進んでいると、やがて不気味なものを発見する。それは風化しつつある無数の白骨死体だ。その死体の周りには錆(さ)びた金属が散らばっていて、どうやらこの死体は武装をしていたようだね。

佐々原：いつの死体か調べられますか？

さやか：武器とか服に、紋章とか残っていませんかね？

ＫＰ：そうだね、残された武装や装飾品から〈歴史〉で時代を推測することができる。

佐々原：〈歴史〉ならお任せです。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：十七～十八世紀くらい、おそらくはスペイン人かと思われる。

佐々原：死の木の穴で、チャモロ人と戦ったスペイン兵かな？

睦：言い伝えだと、閉じ込められたのはチャモロ人だったはずだけど。

辰巳：とはいえ、少しはスペイン側にも犠牲者は出たことだろう。

ＫＰ：ただ、不思議なことに死体はスペイン兵ばかりで、チャモロ人の死体は見つからない。

辰巳：ほう？

ＫＰ：白骨死体を見て回っている人は〈人類学〉ができるけど？

辰巳：だから〈人類学〉は14％しかないと、コロコロ……失敗した。

さやか＆佐々原：コロコロ……失敗です。

睦：コロコロ……むむっ、成功ですよ。なんか絶好調！

ＫＰ：みんな見て回っていたのね。えーと、睦ちゃんは無数の白骨の中に、ひとつだけ奇妙な頭蓋骨を発見する。それは人類の頭蓋骨に似た形状をしているけど、額が狭く、眼窩がずいぶんと離れており、類人猿と魚類の双方の特徴を備えた奇妙な骨だ。

佐々原：そんなもの発見しないでくれ～！（笑）

ＫＰ：もしかすると、これは人類とは別の進化を遂げた、未知の知的生物の頭蓋骨かもしれない……そんな恐ろしい考えが思いついてしまい、睦ちゃんは〈正気度〉ロールだ（笑）。

睦：「むは～っ、これは一大発見よ～！」と、コロコロ……失敗です。

ＫＰ：失敗したら１Ｄ３ポイントの正気度を喪失する。

睦：コロコロ……１ポイント喪失して、残りの正気度は45です。「こんな恐ろしいことは、私の胸に納めておかねば（ガクガクブルブル）」

佐々原：「どうしたの、むったん？」

睦：「ここにチャモロ人の死体はないみたい」

佐々原：「じゃあ、その手に持っている頭蓋骨は？（笑）」

睦：「これはチャモロ人じゃなくて……むにゃむにゃ……」

辰巳：「きっと、言い伝えとは違って、チャモロ人はスペイン兵に圧勝して悠々と引き上げたのだろう（笑）」

佐々原：「なるほど、だから死体が残っていないんですね！」

睦：そのすきに、深きものの頭蓋骨は見えないところに隠しておきます。




ＫＰ：さらに君たちが洞窟の奥へと進むと、やがて巨大なドーム状の地下空洞に突き当たった。そこには大量の水がたまって地底湖になっているけど、淡水ではなく海水のようだ。湖の中央には、まるで空洞の天井を支えるかのような巨大な石柱が立っている。

辰巳：第一話で見た悪夢の光景と同じというわけか……みんな湖を見てはいかんぞ（笑）。

佐々原：深きものがたくさん浮いているんでしたっけ。

ＫＰ：まあ、いまはなにもいないよ。あと、石柱をよく見ると、真ん中あたりに馬ほどもある蜘蛛が刻まれている。それは「氷川丸」の一等社交室で見た蜘蛛の彫刻に酷似しているが……ここで全員〈アイデア〉をどうぞ。

全員：コロコロ……成功。

ＫＰ：なんだ全員成功か。だったら、みんなこの蜘蛛は、石柱に刻まれたのではなく、洞窟内の溶岩が固まるときにアトラック＝ナチャ自身の姿が石柱に写し取られたものであることがわかる。

佐々原：熱そう！（笑）

辰巳：なにをやっているんだ、アトラック＝ナチャは！（笑）

ＫＰ：はるか昔、グアムが海底から誕生したとき、アトラック＝ナチャがここにいたという証だ。そして、神であるアトラック＝ナチャ御大の姿を写し取ったあの石柱こそ、君たちが探し求めていた死の木であることを確信する。さて、神の姿が刻まれた死の木を目撃した探索者は〈正気度〉ロールだ！

さやか：コロコロ……成功です。

辰巳：コロコロ……ワシも成功だ。今回、まだ正気度が減っていないぞ！

睦：辰巳先生、素敵～！　私は、コロコロ……失敗です。今回、三回やって、全部失敗してます（泣）。

佐々原：コロコロ……ボクも失敗です。くそ～っ！

ＫＰ：成功したら正気度の喪失はしない。失敗したら１Ｄ３ポイントの喪失だよ。

佐々原：まだ本体を見ていないのに減らされるなんて、コロコロ……２ポイント喪失。残り40です。

睦：コロコロ……３ポイント喪失。残りは42……むむ～っ、不吉な数値になってしまいました（泣）。

ＫＰ：さらにこの石柱を見た探索者は〈考古学〉か〈人類学〉の得意な方でロールをどうぞ。

睦：コロコロ……〈人類学〉で成功しています。

さやか：むったん、大活躍！

睦：今回、私の得意な技能がたくさんロールできてうれしいな。

ＫＰ：睦ちゃんは、この天井を支える石柱が、グアムに点在するラッテストーンに似ていることがわかる。おそらく、昔のチャモロ人はグアムの大地がこの石柱によって支えられていることを知っていたのだろう。そして、石柱をまねたラッテストーンを造り、祈りをささげることで、大地が崩れないよう願ったのだ。これを模倣呪術という。

さやか：なるほど……死の木が、ラッテストーンのモデルとなったというわけですね。

辰巳：つまり、根性の入ったラッテストーンをたくさん造れば、死の木が倒れてもグアムは沈まない……とか？

さやか：そういうことなんですか？

ＫＰ：呪術的には正しいかもしれないけど……どうだろう。だいたい、誰がそのラッテストーンを造るの？

さやか：呪術的ではなくて、物理的にこの石柱が倒れたら、グアムはどうなりそうですか？

ＫＰ：〈ナビゲート〉によると、この地下空洞はラムラム山付近にあると思われる。さすがに島全体が沈むようなことはないだろうけど、火山を地盤とした南部には大崩落が起きるかもしれない。ここでみんな〈アイデア〉と〈知識〉の５分の１を同時にロールしてくれるかな？

さやか：〈知識〉の５分の１は厳しいですね。コロコロ……失敗です。

佐々原＆睦：コロコロ……失敗。

辰巳：コロコロ……ワシだけが成功したようだ。

ＫＰ：何度も言っているけど、グアム南部には米軍基地があり西太平洋戦略の要地となっている。もしも、この石柱が倒れたら基地は大打撃を受けて、最悪、世界の軍事バランスが崩れることもあるだろうという恐ろしい考えが浮かび……〈正気度〉ロールだ（笑）。

辰巳：なんだと～！（笑）

佐々原：ひどい罠だ（笑）。

辰巳：コロコロ……しかも、とうとう失敗してしまった。

ＫＰ：大丈夫、このくらいの妄想では、失敗しても１ポイントしか喪失しないから。

辰巳：イタタッ、残り正気度は46になった。「うーむ、これは大事になってきたぞ……」

さやか：まさか世界情勢を左右するような壮大な話になるとは。

辰巳：「また、太平洋で戦争など……絶対に許されないことだ」







銀の橋は紡がれた




ＫＰ：さて、ここからは時間の勝負になるので、探索者の行動を厳密に管理させてもらおう。地下空洞でみんなが思いつくかぎりの行動ができるけど、ひとつのアクションをするごとに、あるイベントが発生するかどうかのロールをしてもらうことになる。

辰巳：ふむ……？

ＫＰ：イベントが発生する確率は、睦ちゃんと景虎を除いた、みんなのＰＯＷの数値を合計したパーセンテージとなっている。ちなみに、唯花ちゃんのＰＯＷは16だ。

睦：私と景虎を除いて……それって、アトラック＝ナチャに狙われている人のＰＯＷを足すってことでしょうか？

辰巳：つまり、そのイベントというのはアトラック＝ナチャに気づかれるかどうかってことかな？

佐々原：ボクらのＰＯＷの香りをかぎ取って、やつがやってくる！（笑）

ＫＰ：（相変わらず鋭いなぁ）このロールは自己責任で探索者がやっていいからね。

辰巳：えーと、ワシらのＰＯＷを合計すると……。

佐々原：フィブラで上昇している分も足すんですか。

ＫＰ：当然だよ。

佐々原：こ、これがアトラック＝ナチャの狙いだったのか……ボクらのＰＯＷを上昇させてマーキングをする。

さやか：なるほど、そういうことですか～。

佐々原：でも、気づいても外さないんだけどね（笑）。

辰巳：計算したところ、イベントの発生確率は55％だ。

さやか：かなり高いですね……。

辰巳：うむむ～っ、これは一回目のアクション後にイベント発生もありうるぞ。

ＫＰ：ちなみに、地下空洞には、奇妙なことに古びてはいるがまだ作動しそうな照明装置と発電機がある。

睦：むっ、いったい誰がこんなものを？

さやか：ランダルたちが来ているのかも。

ＫＰ：照明装置を作動させれば、地下空洞内で行動するとき、懐中電灯がなくてもペナルティはつかないよ。

睦：むーっ、それは作動させておいた方がよさそうですね。きっと、〈機械修理〉で動かせますよ。

さやか：私はもっと死の木をよく調べたいのですが……。

ＫＰ：それには死の木に近づく必要があるね。一番簡単な方法は湖を〈水泳〉で渡ることだ。ライフジャケットなどの装備があればボーナスはつくけど……誰も持っていないよね？

さやか：もう泳ぐのは嫌ですよ～。

ＫＰ：だったら、泳がずに渡れるような浅瀬を探すという手もある。

辰巳：うーむ、どうしたらいいのやら？

睦：ランダルたちが来ないか、入口で警戒するというのは？

佐々原：いや、きっとやつらはボクらが来た洞窟の方からじゃなくて、湖の中からやってくるよ（笑）。

さやか：ううう～っ、そんな湖を泳ぐのはすっごく嫌なので、私は浅瀬を探しますです、ハイ。

佐々原：ボクもさやかちゃんを手伝おうかな。

睦：私は得意分野なので照明装置をいじっています。

辰巳：うう～む、駄目だっ！　なにも思いつかんから、ワシは睦くんを手伝うとするよ。

ＫＰ：では、まずは照明装置を作動させるチームから。古びているだけで壊れてはいないので、発電機を作動させるのには〈電気修理〉の５倍か〈機械修理〉のどちらか好きな方でロールをしていいよ。

辰巳：ワシは〈電気修理〉の５倍の方が得意だな。コロコロ……駄目だ、失敗。

睦：私は得意の〈機械修理〉で、コロコロ……よしっ、成功です。

ＫＰ：睦ちゃんが発電機を作動させると、地下空洞のあちこちに設置されたライトに明かりが灯る。これで見通しが良くなったので、〈目星〉などのペナルティがなくなり、さらに石柱に泳ぐときの〈水泳〉を２倍でロールできるようになった。

佐々原：おおっ、これでずいぶん泳ぎやすくなりましたね。

ＫＰ：お次は、浅瀬を探すチームだね。〈目星〉の２分の１か〈ナビゲート〉のどちらか得意な方でどうぞ。

さやか：もちろん、探偵の必須技能の〈目星〉で、コロコロ……あちゃ、失敗です！

佐々原：ボクは〈ナビゲート〉の方が得意なんだ。コロコロ……うわあ、失敗した！

ＫＰ：それでは浅瀬は見つからなかった。

佐々原：これは泳がないと渡れそうにないね……。

ＫＰ：さて、謎のイベント発生ロールをどうぞ。発生確率は55％！

佐々原：だ、誰がロールするんですか？

睦：ここはやはり辰巳先生に……。

さやか：そうですね、辰巳先生にお願いしましょう（みんな重責を負いたくない顔をしている）。

辰巳：よし、いいだろう。まずは一回目のロール、コロコロ……うっ、「03」だと!?

さやか：いきなりイベント発生～！（笑）

辰巳：しかし、こればかりはどうしようもないな。「みんな、なにかが起きる予感がするぞ！（笑）」

ＫＰ：辰巳先生がそう警告したとたん、地下空洞の気配が変わった。ギリッギリッギリッと金属がきしむような規則正しい音がどこからともなく聞こえてくる。その正体は銀の糸がより合わさり、編まれ、つり橋が架けられていく音だった。銀の糸は死の木──しかも、アトラック＝ナチャの型から伸びている。それは一直線に、すでにアトラック＝ナチャに見初められており、フィブラを持っており、その中でも一番ＰＯＷが高い者を目指してきた。

佐々原：フィブラを持っているのは、もうボクだけなので……ボクの方に来てるってことですか!?

ＫＰ：じゃあ、佐々原は〈アイデア〉ができる。

さやか：これってなっちゃんの橋ですよね……？

ＫＰ：さやかちゃんはそのことには気づかなくてもいいんだよ（優しい顔で）。

さやか：「えーと、どこかに浅瀬はないかな～？（笑）」

佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：では、佐々原はあれこそが夢と現(うつつ)の間に架けられようとしている橋であり、つまりそこからやってくるのはあの蜘蛛の神アトラック＝ナチャしかありえないことを直感する。そして、そのことに気づいた佐々原は〈正気度〉ロールだ。

佐々原：うえ～ん。コロコロ……せ……っぱいです。

ＫＰ：なんだ、そのせっぱいというのは？（笑）

佐々原：40台が出ていたので成功かと思ったら、いつの間にか失敗する体になっていました（泣）。

ＫＰ：失敗したら１ポイントの正気度喪失だ。

佐々原：残り正気度は39です。とうとう30台に突入です……。

睦：でも、これで死の木に渡ることができるようになったよ。

さやか：……これって、私たちが渡るための橋じゃなくて、なっちゃんが渡ってくる橋ですよね？

佐々原：だよね～。

ＫＰ：さて、銀の橋が完成した直後、さきほどのような自由なアクションをもう一度だけすることができる。橋を渡るのなら、当然、泳ぐことなく死の木にまでたどり着くことはできるよ。

さやか：死の木についても、鏃で〝死の木の契約〟を破棄してはいけないんですよね？

佐々原：グアムが沈んじゃう。

辰巳：われわれはアトラック＝ナチャから狙われなくなるかもしれないが、それ以上の惨劇が起きてしまうと……。

佐々原：もしかして、なにも解決手段を持たずにここに来た時点で、ボクらは負けていた？

辰巳：死の木の穴に、なにか手がかりがあると思っていたのだがなぁ。

ＫＰ：みんな、なにをするのか決めてくれないと、次のイベントを発生させちゃうよ？

さやか：私は橋を渡ります（きっぱり）。

ＫＰ：おおっ、渡るかっ！

睦：渡っちゃっていいのかなぁ～？

さやか：これから何が起きるにしても、死の木の近くにいた方が次の行動につなげやすいと思うんですよ。私、頭を使うのは苦手なので、常に先頭に立っていたいんです！

睦：さすがはパーティーの切り込み隊長（笑）。

佐々原：だったら、ボクも行くよ。このフィブラが役立つかもしれない。

辰巳：ワシらも橋を渡れるのか？

ＫＰ：辰巳先生と睦ちゃんは、発電機のところから銀の橋のところまで移動するので精一杯だね。つまり、現時点で橋を渡れるのは、さやかちゃんと佐々原だけということだ。

睦：むーっ、合流してから、みんなで一緒に行った方がいいんじゃあ……？

さやか：いや、大丈夫ですよ。こっちのチームには、貝の鏃とフィブラがそろっていますから。

辰巳：図らずも重要そうなアイテムは、そっちに集中していたんだな。ならば、ワシらは橋に向かうだけで我慢するとしよう。

睦：私も行きま～す！

ＫＰ：ところで、すっかり影が薄くなっているけど、唯花はどうするの？

佐々原：近くいてほしいところですが、さすがに危ないのであとからやってくる辰巳先生たちに託します。

ＫＰ：ところが、唯花はいままで握っていた手を離そうとはしない。

佐々原：だったら、連れて行くしかっ！（笑）

辰巳：こらぁ～っ！（笑）

ＫＰ：しかし、佐々原の決意の表情を見ると、唯花は心配と不安をぐっと堪えてその手を離すのだった。

佐々原：「ちょっと行ってくるだけだから、心配いらないよ」

ＫＰ：唯花はそんな佐々原に「うん、佐々原さんはいつもうそつかないものね……信じてる！」と、橋のたもとで、君たち二人を見送る。

佐々原：「よしっ、さやかちゃん、行こう！」

さやか：ちゃんとお別れは済ませましたか？（笑）

佐々原：縁起でもないっ！

辰巳：このすきにランダルにさらわれたりしないように、急いで唯花ちゃんと合流しよう。




ＫＰ：さて、さやかちゃんと佐々原は銀の橋を渡り、死の木の中央、アトラック＝ナチャの型の前に到着した。辰巳先生と睦ちゃんは、銀の橋のたもとに到着して、無事に唯花と合流を果たす。

辰巳：これから何が起きるやら？

ＫＰ：……突如、死の木が揺れ始めた。パラパラと天井から小石が湖に降り注ぎ、地下空洞の天井が不吉に震動している。そして、アトラック＝ナチャの型の奥、影となっている部分が不自然に伸びて、広がっていく。生き物のように蠢く影の中から、黒くつややかな鋭い槍のようなものが八本、宙を貫いた。

佐々原：「やつが……やつが来るっ！」

ＫＰ：八本の鋭い槍は折れ曲がり、死の木の幹をしっかりとつかむ。そして、最後に影の中からあふれ出すように姿を現したのは、馬ほどもある巨大な体を持つ蜘蛛であった。その体の模様はなぜか妖婦を彷(ほう)彿(ふつ)とさせ、君たちを魅了するかのようだが、その頭部に複数ある目の赤い輝きは、見る者の魂を燃やし尽くす炎の色そのものであった。さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうかあっ！

さやか：コロコロ……成功しました！

睦：いいなぁ、さやかちゃん。コロコロ……むはっ、私も成功です！

辰巳：コロコロ……くっ、この出目なら、シナリオ開始時だったら成功していたというのに……失敗だぁ！

佐々原：コロコロ……ぎゃぁ～っ、ボクも失敗です！（泣）

ＫＰ：何度目かの登場だけど、アトラック＝ナチャは成功したら１、失敗したら１Ｄ10の正気度喪失だ。

辰巳：コロコロ……「３」か。まあ、これならなんとか。残り正気度は43。

佐々原：コロコロ……ボクは２ポイント喪失。残りは37です。

ＫＰ：そろそろ一時間以内に20％の正気度を喪失していないかどうか気にしていてね。

辰巳：ワシはあと６ポイント失ったら不定の狂気に陥るな。

佐々原：ボクはあと４ポイントで不定の狂気か……１Ｄ６の恐怖でも危険です。

睦：私は１ポイント喪失するだけなので、残り正気度は41。

さやか：私はまだ75あります。

佐々原：さやかちゃんだけ別次元の人だよね。

さやか：あと15ポイント減らないと、不定の狂気にはなりません。

佐々原：そんなに減るイベントがあったら、まずボクらの正気が飛んじゃうから……。

ＫＰ：とりあえず誰も狂気に陥ることはなかったか。おっと、ここで睦ちゃん以外の人は〈アイデア〉をどうぞ。

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：三人は気づくんだけど、アトラック＝ナチャは赤く輝く複数の目でみんなのことをそれぞれにらみつけているのだが、なぜか睦ちゃんと景虎にだけはその恐ろしい視線を向けていないようだ。

睦：あれっ、私と景虎は〝死の木の契約〟と無関係だからかな？

佐々原：むったん、いいなぁ～。

ＫＰ：さて、ここからはラウンドで行動を処理していくよ。まず登場したアトラック＝ナチャはＤＥＸ25で、目の前にいる佐々原に定番の糸を投げつける攻撃をする。

佐々原：〈回避〉しますっ！

ＫＰ：〈回避〉したら、その後の行動はできなくなるけど？

佐々原：ここでボクが捕まったら、糸から助け出してもらうのに、みんなの行動を使ってしまいますから。

ＫＰ：いや、糸に捕まったまま、されるがままになるという選択肢も……（笑）。

佐々原：そんなのは嫌だっ！（笑）

ＫＰ：では、アトラック＝ナチャの糸の命中率は85％なので、コロコロ……当然、命中したぞ。

佐々原：華麗に〈回避〉だっ！　コロコロ……成功。ふ～っ、危ない、危ない。

ＫＰ：佐々原は〈回避〉をしてしまったけど、ほかの人たちは自由に行動していいよ。

さやか：佐々原さんは狙われているみたいなので、いまのうちにお役立ちアイテムっぽいカラカルのフィブラを受け取っておきたいのですが。

佐々原：どうぞ、どうぞ、胸にくっついているから、勝手に持っていってちょうだい。

さやか：じゃあ、貝の鏃とカラカルのフィブラを両手に構えています。

辰巳：「ワシらも橋を渡ろう」

睦：「そうですね。景虎、唯花ちゃんを守ってあげて！」

ＫＰ：「まかせるニャ！」と、景虎は唯花ちゃんの肩に飛び乗った。これで全員の行動が終わったので、アトラック＝ナチャの行動の番に戻るね。勢ぞろいした君たち──相変わらず、睦ちゃんは無視しているようだが──に対して、アトラック＝ナチャは恐ろしげな牙をむき出しにして、キリキリと鋭くも甲高い声でつぶやきを漏らす。何度も言うようだけど、この神様の言動は人間に近い部分もあるので、君はその言葉にまるでいら立ちのようなものを感じ取ることができる。

佐々原：怒ってる……怒ってるの？（ガクガクブルブル）

辰巳：まあ、アトラック＝ナチャさん、落ち着いてください（笑）。

ＫＰ：アトラック＝ナチャはこのようにつぶやく。「これ以上、深きものどもの無能につきあわされるのは耐え難い。契約の生け贄ごときが小賢しくも運命を退けようとするならば、私は死の木そのものを破壊して、すべてを終わらせよう」

睦：それはやめて～っ！

ＫＰ：すると、本体の動きに同調する影のように、死の木に刻まれたアトラック＝ナチャの型が動き出すのだ。そのたびに石柱に負担がかかり、少しずつひびが入っていく。天井から降り注ぐ小石も数を増しているようだ。

辰巳：どうしたらいいんだ？

睦：鋳掛けないといけないのでは？

佐々原：そうだ、ここでカラカルにもらったフィブラが役に立つのかも。

睦：でも、どうやってカラカルのフィブラを使ったらいいのかわからないし……。

辰巳：事前にもっと調べておくべきだったのかなぁ？

さやか：それに、そうだとすると貝の鏃の意味がなくなってしまいますよね。重要アイテムみたいだったのに。

佐々原：そうだっ、貝の鏃で契約を破棄して、壊れる石柱をカラカルのフィブラで鋳掛けするのでは!?

辰巳：なるほど、それはありそうだな。

睦：推測ばかりで、ちょっと不安な気もしますね。

佐々原：「そんなブローチで直るわけないじゃ～ん」とか言われたら、グアムは沈没ですか……恐ろしすぎる。

さやか：でも、その推理は理にかなっていると思いますよ。やってみましょうよ。

ＫＰ：ふむ、誰が貝の鏃を死の木に突き立てるのかな？

さやか：それは私が……。

辰巳：うーむ、ここは契約とは無関係である、第三者の睦くんが破棄するという選択もあるのではないだろうか。これも根拠はないけど。

ＫＰ：……ちなみに、これがさっきのアトラック＝ナチャのせりふだよ（メモを渡す）。

辰巳：んっ……どれどれ。『これ以上、深きものどもの無能につきあわされるのは耐え難い』……ふむふむ。

佐々原：『契約の生け贄ごときが小賢しくも運命を退けようとするならば』……どうやら、契約の生け贄であるボクらが破棄するとアトラック＝ナチャはイラッとするみたいだから、さっきから無視されているむったんがヒョイっと貝の鏃を刺したらイラッとしないのかも（笑）。

さやか：〝死の木の契約〟を破棄しても、なっちゃんが怒って死の木を壊したらグアムはおしまいなんですよね。

辰巳：しかし、先ほどの言葉尻をとらえると、第三者である睦くんに契約を破棄させれば、アトラック＝ナチャも怒ることはできないのでは……なんて、理屈がグレート・オールド・ワンに通じるならばの話だが。

睦：キーパーがわざわざアトラック＝ナチャのせりふのメモをくれたということは、ここに手がかりがあるということでしょうから、たぶんそれでいけるのでは？

ＫＰ：ただし、「氷川丸」のときと同じように、死の木に近づくのならば、アトラック＝ナチャの槍のような脚を〈回避〉ですり抜けなければならないよ。

睦：大丈夫、私の〈回避〉は地味に成長して79％もあるんです。

辰巳：そうなのか。ならば、この線で行ってみるか。

さやか：私が持っている貝の鏃は、むったんにお任せしますね。

ＫＰ：鏃を渡すくらいなら、ほかの行動のついでにやってもいいことにしてあげよう。

さやか：だったら、私はカラカルのフィブラを死の木にたたきつけられるよう待機しています。

佐々原：ボクは糸を避けるために全力で〈回避〉をする予定。

辰巳：うーん……ワシも万が一のために〈回避〉をする予定で、基本的には目立たないようにしているよ。

佐々原：アトラック＝ナチャの注意をそらすとかしないんですか？

辰巳：ワシは〈回避〉が苦手なので、糸に狙われると避けられず、みんなに迷惑をかけるだけだと思う。

ＫＰ：これでみんなの行動は出そろったね（アトラック＝ナチャを足止めできる蜘蛛のフィブラを投げないのは、忘れているだけなのか、それとももったいないと思っているのか）。

佐々原：大丈夫です。さあ、アトラック＝ナチャ、カモーン！

ＫＰ：では、次もアトラック＝ナチャは佐々原に糸を投げつける。コロコロ……命中。〈回避〉をしていいよ。

佐々原：今度も華麗に〈回避〉。コロコロ……成功です。

ＫＰ：相変わらず簡単に〈回避〉するな。

佐々原：成功率は79％ですから、決して安心できる数値ではないですけどね。

ＫＰ：くそ～、次は〈回避〉できない呪文で攻撃してやろうかな……。

佐々原：そ、それは勘弁してください（泣）。

睦：では、アトラック＝ナチャの脇をすり抜けます。さやかちゃんを見習って、回転の力を利用して、コロコロ……やった、成功ですっ！（笑）

ＫＰ：睦ちゃんはコンパクトに回転しながら、アトラック＝ナチャの槍のように鋭い脚のすき間をくるくるすり抜け、死の木の岩肌までたどり着くことができた。

睦：「これで契約は破棄させてもらいます！」って、貝の鏃をなめてから、死の木に突き刺します。

ＫＰ：すると、いままで佐々原の方を見つめていた燃える目が、ぐるりと睦ちゃんの方に向けられる。まるで、いま初めて睦ちゃんの存在に気づいたかのようだ。

睦：「こ、こんにちは……」

全員：ゴクリ……。

ＫＰ：そんな睦ちゃんに、アトラック＝ナチャは「死の木の契約に縛られぬ者が紛れていたとは……おまえは、なぜここにいる？」と、尋ねてくる。さあ、どんな返答をする？

佐々原：第一話で普賢堂に問われたことが、いまここでっ！

睦：「友達を助けるために来たんです。これで契約は破棄されましたよね!?」

ＫＰ：アトラック＝ナチャは目の前にいる矮小な娘の言葉を吟味するかのように、しばし沈黙を続ける。

辰巳：「さきほど、あなたは『契約の生け贄ごときが小賢しくも運命を退けようとするならば』と言いましたな……ところで、彼女はあなたの生け贄ですか？」

ＫＰ：そんな辰巳先生の言葉の意味をアトラック＝ナチャはすぐに理解したようで、むき出しにした牙をギシギシときしませる。非常にわかりにくいけど、もしかすると笑っているのかもしれない。

佐々原：トンチをわかってくれた！（笑）

辰巳：どうですか、将軍様？（笑）

睦：一休さんですか（笑）。

ＫＰ：「小賢しい人間の悪知恵よ！」と言いながらも、どこか感心したような素振りを見せて「おまえの言うとおり、〝死の木の契約〟は破棄された。ならば、私は仕事に戻るとしよう」と、自分の形が刻まれた死の木の中にすうっと消えていくのだった。

全員：おお～～～っ！

さやか：なっちゃんが律儀な人──じゃなくて、蜘蛛で助かりましたね！



◆むったんのワンポイントスケッチ「資料を渡す」

　どうも、好きなガンダムのせりふは「こいつ……動くぞ！」な、むったんです。

　情報量の多い『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のシナリオでは、あらかじめキーパーが資料を用意してくれることもあります。読み上げるだけでは覚えきれないような長い文章や、雰囲気を出すためのイラスト、小道具などなど、キーパーのアイデア次第でいろいろな資料が用意されます。自作したものでなくても、「飛鳥Ⅱ」のパンフレットや、グアムの観光ガイド本だって大切な資料と言えるでしょう。

　そして、このシーンでは、キーパーがわざわざアトラック＝ナチャのせりふを印刷して渡しています。これは珍しいことだったので、私たちはそのせりふに重要な手がかりがあるのではないかと類推することができました。

　プレイヤーに情報を伝えると同時に、これは重要なことだと強調するためのテクニックというわけですね。









ランダル・レスピシオの野望




ＫＰ：〝死の木の契約〟を破棄したことで、もはや唯花も君たちもアトラック＝ナチャに狙われることはなくなった。しかも、レディ・ロデレールが心配していた、アトラック＝ナチャを怒らせることで死の木が破壊されるという事態も、睦ちゃんたちの機転によって回避することができたわけだ。

佐々原：万事解決ってことで、あとはここから脱出するだけ？

さやか：そうだといいんですけどねぇ～。

ＫＰ：もちろん、キャンペーンの最終話がそんなに甘いわけがない。アトラック＝ナチャとの対決を終えた君たちは、いつの間にか死の木の根元に広がる海水の湖に、無数の深きものたちが浮かんで、こちらを皿のように丸い目で見上げていることに気づく。

辰巳：第一話の悪夢の再現か……！

ＫＰ：そして、そんな深きものの群れの中には、あのランダル・レスピシオの姿もある。彼はいままでのしゃれた服装ではなく、深きものたちと同様に全裸で泳いでいるね。

佐々原：全裸で待機とか、どんな変態ですか！（笑）

ＫＰ：ランダルは「まさか、あの気むずかしい蜘蛛の神をおとなしく退散させるとは！」と、興奮して頭をかきむしっている。すると、彼の頭皮がビリビリと破れ、下からつるりとした新しい皮膚が出てくる。どうやら興奮のあまり、深きものへの変化が促進しているようだ。

睦：このランダルには、もう防犯ブザーとかの冗談は通じそうにありませんね。

ＫＰ：さて、深きものに取り囲まれ、そんなランダルの姿を見た君たちは〈正気度〉ロールだ！

さやか＆辰巳＆睦：コロコロ……成功！

ＫＰ：この光景は単体の深きものを目撃するよりも格段に恐ろしいため、成功しても１ポイントの正気度を喪失してしまうのだった。

さやか：残りの正気度は74です。

辰巳：ワシは正気度42。あと５ポイント減ったら不定の狂気だ。

睦：私は正気度40で、あと４ポイント減ったら不定の狂気です。

ＫＰ：そろそろみんなやばそうだね。

佐々原：コロコロ……うっ、失敗です。

ＫＰ：失敗したら１Ｄ６ポイントの喪失だよ。

佐々原：コロコロ……うわっ、「５」が出てしまいました！（泣）

ＫＰ：ということは、一時間以内に正気度の20％を喪失したから不定の狂気に陥るね。あと、〈アイデア〉に成功すると、さらに恐ろしい考えにとりつかれて、一時的狂気となる可能性もある。

佐々原：コロコロ……〈アイデア〉には失敗しました。

ＫＰ：だったら、不定の狂気だけを発生する。佐々原の場合はすでにどんな狂気かは決めてあって、君はようやくアトラック＝ナチャから逃れることができたというのに、さらなる絶望が待ち構えていたことに心が折れてしまう。自分の無力感を嫌というほど思い知らされ、極端な厭世観にとりつかれてしまうのだ。

佐々原：「宇宙的恐怖を何度退けても、ボクは唯花ちゃんを守ることはできないのか……？」って、今回のダイスの出目は本気で腐ってますよ（泣）。

睦：今回、タマ兄は一度も〈正気度〉ロールに成功していないものね……これには同情するなぁ。

辰巳：いつの間にか、ワシよりも、佐々原の方が正気度的に危険になっているしな。

ＫＰ：さて、やがてランダルは冷静さを取り戻し、死の木の根元から「うう～む、私の予想以上に大した方たちだ……改めてダゴン秘密教団にお招きしたくなりました」と、感服したように語りかけてくる。

辰巳：「まだそんなことを言っているのか？」

ＫＰ／ランダル：「やはり、いまの時代では気まぐれな蜘蛛の神よりも、あなたたちのような賢明な方々が教団の役に立つことでしょう。多くの宇宙的恐怖に接して、世界の真実を知ってしまったあなたたちに、グレート・オールド・ワンが眠っている間、仮初めに与えられただけの人間の世界などふさわしくありません」

佐々原：ボクはネガティブな状態なので……なにも言い返せません。「ああ、人間ごときが宇宙的恐怖にあらがうことはできないのか……」

さやか：「そんなこと、勝手に決めつけないでください！」

ＫＰ：おっと、さやかちゃんは即座に拒否するわけだね。

さやか：「ふさわしいとか、ふさわしくないとか、あなたに押しつけられたくありません」

ＫＰ：しかし、ランダルはそんなさやかちゃんをなだめるように説得を続ける。「お嬢さん……永久に在り続けるものは、クトゥルフへの信仰だけなのです。クトゥルフのみが永遠なのですよ」

さやか：「そんな永遠なんて……！」

ＫＰ／ランダル：「永遠なるものへの奉仕！　われらのイデアこそが真実──」

佐々原：なんだか嫌な予感。

ＫＰ：「そして、これが神の力だ！」と、ランダルが叫ぶと、深きものたちの浮かぶ水面が急に盛り上がり、つるりとした丸い頭を持つ、巨大なクジラのようなものが姿を現した。

辰巳：こ、これはっ!?

ＫＰ：さらにその巨大な生物は水中から全身を露(あら)わにする。なんと、クジラに見えたのは生物の頭頂部でしかなく、その下にはまるで人間のような体を持っていたのだ。魚の頭部と人間の体を持った、山のような巨人。それこそは、古代のペリシテ人に崇拝された海神ダゴン──歴史にその名を記された、紛れもない神だったのだ。

さやか：ダゴンって……ダゴン秘密教団のダゴンなんですか？

睦：うん、本物のダゴンだろうねぇ。これからどうなっちゃうの……？

ＫＰ：地底湖から姿を現したダゴンは、なんと、その巨体で死の木に体当たりを始める。

全員：なんだって～っ!?

佐々原：「バカなっ、グアムを沈める気かっ！」

ＫＰ／ランダル：「あなた方のおかげで、死の木から蜘蛛の神は去りました。ならば、過去の神話はここに葬り去り、新たな創世の神話を紡ぐとしましょう。グアムの半分は海に沈み、その後の混乱を……ランダル・レスピシオとダゴン秘密教団が治める。そうして、この地に第二のインスマスを築くのです！」

さやか：なにを言っているんですか、この魚の人は？

ＫＰ：島の南部の崩落という大災害を起こして、その復興に乗じて、ランダルたちがグアムを牛耳ろうとしているのだろうね。表の顔は多くの不動産を所有する資産家だし、土地の買い占めとか、政界への進出とかを狙っているのかもしれない。スローガンは、深きものたちが安心して住める、インスマスのような町造り……（笑）。

辰巳：ランダルの真の目的は、われわれに〝死の木の契約〟を破棄させることだったのか？

睦：怖いアトラック＝ナチャを退散させてから、グアムを支える死の木をダゴンに壊させる……と。

ＫＰ：いやいや、本当なら、君たちを捕らえて時間稼ぎをするつもりだった。そうすれば、唯花がささげられないことでアトラック＝ナチャが怒り出して、勝手に死の木を壊してくれるからね。ところが、君たちがアトラック＝ナチャをうまく退散させてしまったので、恐れ多くもダゴン様にご足労いただかねばならなくなってしまった。彼らにとってダゴンはとても神聖なものだから、こんな仕事のために呼び出すのはとても心苦しいことだ。

佐々原：だから、ボクらにレディ・ロデレールから、唯花ちゃんを助けさせたのか。

ＫＰ：その通り。レディ・ロデレールとしては、アトラック＝ナチャが唯花を食べて満足してくれることを願っていたんだけど、野心多きランダルにとってはなにもうま味がない。だから、君たちが唯花を救出する手助けをしてくれたんだ。さらに言えば、可能性は低いと思っていたけど、君たちが素直にダゴン秘密教団に入信してくれてもかまわなかった。そのときは、アトラック＝ナチャが次の生け贄に目をつけるのを待つことになり、第二のインスマス建設計画は先延ばしになるけど……優秀な入信者を教団に得たことでチャラってところかな。

睦：むむ～っ、すきのない計画ですね。どう転んでもランダルは損をしない。

佐々原：ボクらがアトラック＝ナチャに食われることが、ランダルにとって一番損というのがなんとも……。

さやか：「なるほど、あなたの計画はわかりました。でも、われわれにはこれがあるのですよ」と、カラカルのフィブラを取り出しましょう。

ＫＰ／ランダル：「それがどうしたというのです？」

さやか：「カラカルと言えば、おわかりでしょう？（妙に不敵な態度で）」

ＫＰ／ランダル：「なにかと思えば、ドリームランドの辺境の神がどうしたというのです」

さやか：「ふふふっ、これも神の力だっ！」って、カラカルのフィブラを死の木に触れさせますよ。




ＫＰ：………………えーと、何も起きないけど？（笑）




さやか：あっれぇ～～～？（笑）

全員：あちゃあ～（笑）。

佐々原：さやかちゃん、さやかちゃん、これからどうするの？

さやか：いえ、ちょっとハッタリを言ってみたかっただけなんです～。

睦：……ところで、言いたくはないんですが。

ＫＰ：どうかしたかな？

睦：ダゴンを見たときの〈正気度〉ロールはやらなくていいんですか？

ＫＰ：あれ……？

佐々原：ああっ、むったん余計なことを！（笑）

睦：普段ならスルーしちゃうかもしれないけど、リプレイを書くときにキーパーが困ると思って。

ＫＰ：そうそう、そうだよ、ダゴンを見た探索者は〈正気度〉ロールだっ！（笑）

佐々原：ええ～～っ、もうこれ以上はいいですよぉ～！

ＫＰ：メインイベントなのにすっかり忘れていたよ。あははー。

さやか：コロコロ……っと、成功です。

睦：さやかちゃん、そんなにあっさりと！（笑）

辰巳：うーむ、相変わらず、さやかちゃんは簡単に成功させるなぁ。ワシはダイスに念を込めて、うぬぬぬ～っ、コロコロ……よしっ、成功。なんとか、このキャンペーンも乗り切れそうだ！

睦：コロコロ……むはっ、私も成功です。やった！

佐々原：みんないいなぁ。コロコロ……駄目だぁ、また失敗です。

ＫＰ：成功した人は正気度は喪失しない。失敗した人は１Ｄ10ポイントの正気度を喪失する。

佐々原：ううっ、１Ｄ10の〈正気度〉ロールに２回も失敗するなんてありえないですよ。

睦：このままじゃあ、タマ兄の正気度がなくなっちゃう！（笑）

佐々原：コロコロ……ホッ、２ポイントの喪失で済みました。残り正気度はとうとう30になりました。

睦：なんだ、まだ京の初期正気度になっただけだから大丈夫！

ＫＰ：おやおや、誰も狂気に陥らなかったのか。すごいね。

睦：〈正気度〉ロールに失敗していたら、たぶん私と辰巳先生は不定の狂気でしたけどね。

ＫＰ：ダゴン登場の〈正気度〉ロールをしてもらったところで、話を戻して、ランダルはさやかちゃんたちに呼び掛ける。「さて、あなた方はどうするつもりです。このまま古き神話と共に消え去るか……それとも、われらが創世に手を貸して、永遠を手に入れますか？　私はどちらでもかまわないのですよ？」

さやか：だから、私たちは永遠など望まないという結論に達しているわけで……。

睦：もしかして『永遠など望まない』って言いながら、カラカルのフィブラを使わないといけないのでは？

辰巳：触媒と詠唱が必要ってわけか。

ＫＰ：おっと、その前に、不定の狂気に陥って心が折れている佐々原は、ランダルの申し出がとても魅力的なものに感じられてしまう。このまま彼らの仲間となり、あちら側の存在になってしまえば、宇宙的恐怖から逃れることができるかもしれない……とね。

佐々原：「……ボクを教団に入信させてくれ」

さやか：「えっ、どうしたんですか、佐々原さんっ!?」

佐々原：「もう、ボクは疲れたんだ……でも、その代わり、みんなは見逃してほしい」

ＫＰ：ランダルはそんな佐々原の言葉に「あなたの判断は賢明なものですが、見逃してほしいというのはちょっと誤解があるようですね。お友達のことを大切に思うのなら、正しい道を示唆してあげるべきです」

辰巳：彼は心神喪失の状態にあるため、いまの証言は法的に無効である（笑）。

ＫＰ／ランダル：「さあ、お友達と共に、永遠の存在となりましょう！」

さやか：「私たちは『永遠など望まない』！」と、カラカルのフィブラを掲げますっ！

睦：もう一度、試したっ！（笑）

ＫＰ：すると、今度はフィブラからバチバチと空気のはじける音がして、高熱を帯びてくる。
















全員：おおお～～っ！

さやか：やっぱり、キーワードが必要だったんですね。

睦：そのキーワードが『これも神の力だ』じゃあねぇ（笑）。

佐々原：きっと、ドリームランドでカラカルも苦笑いしているよ。

ＫＰ：ちなみに、このままフィブラを持っていると、ひどいダメージを受けそうだ。

さやか：すぐに手放しますっ！

ＫＰ：カラカルのフィブラは、むくむくと犬くらいの大きさに膨らんで、ひょうたん型の体は黒い固まりかけの溶岩のようになり、内部では赤い閃光が鼓動のように規則的に発せられている。そして、イナズマのような脚は本物の放電現象となり、バチバチと身のすくむ音を立てている。

さやか：なんだか、予想外のことがっ！

ＫＰ：「な、なぜ、ここにカラカルの手下が!?」と、ランダルは動揺している。

さやか：「言ったでしょう？　これも神の力ですって」と、ドヤ顔してやります。オホホホッ（笑）。

ＫＰ：さやかちゃんの手から離れたカラカルの手下は、そのまま地底湖へと落下していく。

さやか：あらら、どうなるのでしょう？

ＫＰ：カラカルの手下が水面に触れると、超高熱により水蒸気爆発を起こす。その衝撃によって、死の木に体当たりをしていたダゴンは大きくのけぞり、仰向けになって地底湖に倒れてしまう。

辰巳：おおおっ、あのダゴンが転んだぞっ！（笑）

ＫＰ：さらに、ダゴンが倒れて引き起こした大波に、深きものたちは木の葉のように押し流されていく。

全員：やったぁ～～～っ！

ＫＰ：では、カラカルの手下を目撃した探索者は〈正気度〉ロールをしてもらおうか？

さやか：ええ～っ、私たちを助けてくれたのに～？

ＫＰ：たとえ探索者にとって益となるものでも、宇宙的恐怖は常に人間の正気をむしばむのさ。

さやか：コロコロ……成功です。

辰巳：コロコロ……うっ、失敗した。

佐々原：コロコロ……また、失敗です。

睦：コロコロ……私も失敗です。これはまずいのではないでしょうか？

ＫＰ：いや、カラカルの手下はそんなに怖くない。成功した人はゼロ、失敗しても１Ｄ３の正気度を失うだけだ。

辰巳：それでも「３」が出たら、ワシは不定の狂気だぞ。

佐々原：これから脱出イベントが起きそうなのに、変な狂気に陥るのは致命的かもしれませんね。

辰巳：まったくだな。まあ、１Ｄ３なんて「１」しか出ないよ。コロコロ……むっ、「２」だ。残り正気度は39で、なんとか正気は保っているが、これからは１ポイント減っても狂気に陥るぞ～。

佐々原：ボクはもうネガティブ人間になっているので、コロコロ……２ポイント喪失です。残りは28。

睦：私も辰巳先生と同じで３ポイント減ったら不定の狂気です。む～っ、ダイスに念を込めて～、コロコロ……「１」です。残り正気度は38になりました。

ＫＰ：なんだ、さやかちゃん以外、ずいぶんと正気度が少なくなってきたなぁ（笑）。

辰巳：おまえのシナリオのせいだろう。他人事のように言うなっ！（笑）

さやか：それで、ランダルたちはどうなったんでしょうか？

ＫＰ：地底湖に落ちてもカラカルの手下の超高熱が冷めることはない。爆発的な水蒸気を発生させながら湖底に沈むと、さらに地面まで溶かして、地中へと潜っていく。

佐々原：１Ｄ３しか正気度が減らないのに、なんてパワフルなクリーチャーなんだろう……。

ＫＰ：やがて、グアムを誕生させたマグマ溜まりに到着したのか、湖底に赤黒く輝く溶岩があふれ出すのが見えてきた。みんな〈アイデア〉か〈地質学〉の５倍ロールをどうぞ。

全員：コロコロ……成功。

ＫＰ：全員成功させたか。だったら、溶岩の勢いからして、これは火山の爆発というわけではなさそうだ。それどころか、このままゆっくりとマグマが吹き出せば、この地下空洞全体をふさいでくれることだろう。つまり空洞ごと、死の木の石柱を鋳掛けてくれるというわけだね。

さやか：なるほど、これでもうグアムは安心ですよ！

佐々原：でも、正気度ではなく、物理的に死ぬかも……。

ＫＰ：さて、みんなはどうする？

さやか：そりゃあ、走って逃げますよ！

ＫＰ：しかし、ランダルは沸騰する地底湖から岸に上がろうとしながら、佐々原に呼び掛けてくる。「待ちなさい、あなたはわれわれと一緒に永遠を求めるのではなかったのですか？」

佐々原：でも、あんたたち、いま落ち目っぽいからなぁ～（笑）。

辰巳：「目を覚ませ、佐々原！」と、〈精神分析〉をするぞ。コロコロ……成功だ。

佐々原：はっ、目が覚めた。でも、もっと唯花ちゃん絡みで言ってほしいな。

辰巳：しょうがないやつだな。逃げる途中で唯花ちゃんと合流をしたら、目の前に連れてきて「しっかりしろ、この子を守ってやると言っていただろう！」って、〈精神分析〉をしてやる。

佐々原：「そうだ……ボクはまだ約束を果たしていない！　ランダル、おまえとの永遠など、ボクは望まない！」

辰巳：「はいっ、もうおしまい。さあ、逃げるぞ！」と、佐々原から唯花ちゃんを引き離すぞ（笑）。

さやか：逃げましょう、逃げましょう！（笑）

佐々原：あれ～～っ!?　せっかく命懸けで唯花ちゃんを助けたのに～？



◆むったんのワンポイントスケッチ「カラカル」

　どうも、好きな電化製品は除湿器な、むったんです。

　カラカルはドリームランドのカダスに住む、地球の神々の一柱で、火にかかわりが深いとされています。

　地球の神々というのは、宇宙を飛び回るグレート・オールド・ワンとは違って、ほぼ地球とドリームランド内でしか活動をしていない文字通り地球産の神様のことです。強力なグレート・オールド・ワンなどに比べてしまうと見劣りしますが、もちろん人間なんてはるかに超越した存在です。

　地球の神々というだけあって、人間にまったく無関心というわけではありません。たまにですが、祈りを聞き入れて、手助けをしてくれることもあります。ただし、そんなのは本当に珍しいことで、今回、私たちを助けてくれたのもちょっとした気まぐれからでしょう。

　カラカルにはカラカルの手下という奉仕種族がいて、ドリームランドでは魔術師に召喚されて、番人などとして使役されています。普通の人間ではとても太刀打ちできない存在ですが、噴火を引き起こすほどパワフルな存在ではありません。今回のカラカルの手下の猛烈な強さは、シナリオ上の演出と思った方がよいですよ。









辰巳先生錯乱の水中戦




ＫＰ：不気味に鳴動する洞窟を、君たちはファクピ岬の出口を目指して引き返すのだが……後ろからは、深きものたちが追ってくる気配がずっとしている。

さやか：私がしんがりを務めています。

ＫＰ：みんなはＤＥＸ11に対する自分のＤＥＸの抵抗表ロールに成功させて素早く逃げるのか、ＣＯＮ10に対する自分のＣＯＮの抵抗表のロールで持久力を活かして逃げるのか選んでもらおうか。失敗すれば、深きものたちに追いつかれるかもしれない。

さやか：私はＣＯＮの方が高いですね。

ＫＰ：さやかちゃんのＣＯＮは16だから……成功率は80％だ。

さやか：それなら成功するでしょう。コロコロ……成功です！

睦：私もＣＯＮで持久走をします。成功率は65％で、コロコロ……ほっ、成功。

ＫＰ：なかなか調子良く成功させているね。ちなみに、唯花ちゃんは驚異のＤＥＸ30が自慢の景虎が先導してくれているおかげで、自動的に成功しているから安心してくれ。

佐々原：それならよかった。ボクはＤＥＸで素早く逃げます。成功率は85％。コロコロ……成功。

辰巳：ワシはＣＯＮを使って、成功率は70％だな。コロコロ……うっ、まずいっ！　失敗してしまった。

ＫＰ：では、やがて君たちは、行きの道中にもあった海水のたまった場所までやってくる。ここを抜ければ出口はすぐなのに、辰巳先生はわずかな空気にすがりながら水中をもがき進むうちに、その体力が尽きてしまう。

佐々原：もう、お年だから……。

ＫＰ：みんなからだんだん遅れていく辰巳先生を見捨てるならば、君たちは無事に洞窟を脱出できそうだけど？

さやか：いえっ、しんがりを務めると言ったので、辰巳先生の背中を押してあげています。

ＫＰ：そうすると、さやかちゃんもロールに失敗した扱いになるけど？

さやか：辰巳先生に何かが起きたときに、すぐに助けられるようにしたいので一緒にいます。

ＫＰ：（相変わらず勇気あるなぁ）では、さやかちゃんに助けられながら、辰巳先生が水をかき分け進んでいると、その背後から水中を魚雷のような勢いで迫ってくる黒い影に気づく。どうやら、カラカルの手下の超高熱で奇跡的に火傷を追わなかった深きものの一匹が、君たちに追いついてきたようだ。

佐々原：深きものと水中戦!?

ＫＰ：その通り、水を得た魚とはこのことといった様子で、不格好な体型からは考えられない俊敏さで辰巳先生たちに襲いかかってくるのだ。ここから先は戦闘ラウンドで処理するけど、君たち人間は水中で戦う場合、肉体を使う技能がすべて半分になってしまう。でも、〈回避〉だけは〈水泳〉の１倍ロールで代用できることにしよう。

さやか：〈キック〉技能が半分になってしまうと、命中率は31％しか……。

睦：ダメージはどうなるんです？

ＫＰ：うーん、ペナルティを与えようか迷ったけど、ダメージはそのままでいいよ。

さやか：だったら勝てますね！

佐々原：すごい自信だ……けど、さやかちゃんなら、この絶望的な状況をなんとかしてくれる気がする（笑）。

ＫＰ：その前に、二人は〈正気度〉ロールをしてくれるかな？

さやか：コロコロ……私は成功しています。

ＫＰ：成功なら、正気度は減らない。

辰巳：コロコロ……うううっ、やっぱり失敗か。

ＫＰ：失敗したら、１Ｄ６の正気度喪失だけど、辰巳先生はさっき深きものを見て１ポイント喪失しているから、最大で５しか減らないよ。

辰巳：だからなんだというのだ。コロコロ……うっ、「６」が出た。

ＫＰ：よかったね。恐怖に慣れているから５ポイント減らすだけでいいよ。

辰巳：まったくうれしくないから。一度に５ポイント喪失したから〈アイデア〉に成功すると一時的狂気か。コロコロ……ううっ、成功してしまった。

ＫＰ：ということは、不定の狂気と一時的狂気の両方の症状を決めないといけないね。辰巳先生の場合はランダムで決めてしまおう。コロコロ……コロコロ……一時的狂気は、感情の噴出。不定の狂気は、人格障害によってなにかに偏執的なこだわりを持つようになったようだ。

辰巳：こんな大事な場面で、うむむむむっ……。

ＫＰ：まあ、どんな症状になるのかは、自分のＤＥＸの番が来るまでに考えておいてちょうだい。

辰巳：なにかに偏執的にこだわって、感情が爆発する……か。なんだか難しいな。

ＫＰ：さて、追ってくる深きもののＤＥＸは11なので、まずは辰巳先生よりも先行していた佐々原からだね。見捨てて逃げるなら、洞窟を出ることができるぞ。

佐々原：そんなことしませんよ。辰巳先生を〈精神分析〉してあげたいので、二人のところに戻ります。

ＫＰ：その場合、佐々原には深きものを見た〈正気度〉ロールはしてもらうけど。

佐々原：わかっています。でも、ボクはさっき深きものを見たときに正気度が５ポイント減っているので、失敗しても１ポイントしか減らないのです（笑）。

ＫＰ：計算しているねぇ～（笑）。

佐々原：とはいえ、減らない方がうれしいので成功させますけどね。コロコロ……うっ、失敗した。

ＫＰ：計算通り、本当は１Ｄ６だけど、１ポイントだけ減らしておいて。

佐々原：残り正気度は27になりました。なんかおかしくない？　正気度が減りすぎですよ!?

ＫＰ：けど、これで次のラウンドに合流することができるよ。お次は、さやかちゃんかな？

さやか：本気の空手キックをします！（きっぱり）

ＫＰ：うん、さやかちゃんの場合、それしか選択肢はないよね（笑）。

さやか：こちらに泳いできたところを、かかと落としで迎え撃って、水底の地面に頭をたたきつけますよ～！　コロコロ……やった、〈キック〉も〈マーシャルアーツ〉も両方成功！

ＫＰ：ええっ、技能は半分になっているんだよ？

さやか：大丈夫、それでも成功しています。「ふふふっ……水中戦でも、空手は無敵なのですっ！」

佐々原：さやかちゃん、格好いい～！

ＫＰ：あきれるほどの主人公だね……。

睦：ホントですねぇ～。

さやか：ダメージは２Ｄ６＋１Ｄ４です。コロコロ……11ポイント！

ＫＰ：うわっ、相変わらずの破壊力だな。かかと落としをまともにくらって、深きものは水底に頭を強打。大量に出血するが、即死はしなかった。しかし、硬いウロコの装甲がなかったら危ないところだった（笑）。

睦：次は私なんですけど……助けに行った方がいいですかね？

さやか：私だけでも、なんとかなりそうですけど。

睦：いやいや、いまのは運が良かっただけで、やっぱり技能が半分になっているんだから、これからの攻撃が全然当たらなくて、誰かが事故死するって可能性があると思うよ。

佐々原：けど、むったんは正気度がやばいんじゃなかったっけ？

睦：いまの正気度は38で、あと２ポイント正気度を失ったら不定の狂気だけどね。

佐々原：それは……かなりの確率で、深きものを見たら狂気に陥ってしまうのでは？

睦：そうかなぁ……うん、そうかもね（笑）。

さやか：申し訳ないですが、むったんに狂気に陥られて混乱が広がるよりは、私たちだけで戦った方がよいかと。

睦：みんながそれでいいのなら、私は全然かまわないですよ。

佐々原：だったら、ボクもむったんには来ないでほしいな。最悪、唯花ちゃんと二人だけでも逃げ延びてほしい。

睦：わかりました。では、唯花ちゃんと景虎を連れて、先に洞窟の外に逃げています。

ＫＰ：では、ようやく深きものの番が来たな。当然、一番の危険人物であるさやかちゃんに、かぎ爪で攻撃だ。しかし、命中率はたったの25％なんだよなぁ～。

さやか：カモーン、カモーン！（笑）

ＫＰ：オープンダイスでロールしてやる。コロコロ……くそっ、やはり失敗か。

さやか：「ニヤリ……どうしました、泳ぎがフラフラしていますよ？」

辰巳：とうとう、ワシの番が来てしまったか。

佐々原：辰巳先生、狂気に陥っているんですよね？

辰巳：ずっと悩んでいたが、感情が噴出して笑い出すことにした。「ふわ～っはははははは～っ、わかった……わかったぞぉ。貴様らの強さは、その硬いウロコにあるのだな。よかろう、ならば全世界の魚類から、その忌まわしいウロコを取り除いてやるとしよう！」と、偏執的に火かき棒で深きもののウロコを取ろうとするぞ（笑）。

さやか：ああっ、辰巳先生がおかしくなった！（笑）

佐々原：でも、それっていつものことだから（笑）。

ＫＰ：……で、それは火かき棒で攻撃するってことなの？

辰巳：キーパーが認めてくれるのなら、ぜひ殴りたい（笑）。

ＫＰ：まあ、いいでしょう。ただし、水中だから技能は半分にしてよ？

辰巳：火かき棒の命中率は25％だから、半分だと13％か。コロコロ……くそっ、外れた。「誰か、まな板と包丁を持ってこい！（笑）」

佐々原：まな板なら、さやかちゃんの胸を使えば（笑）。

さやか：次のラウンド、佐々原さんを蹴ります。

ＫＰ：了解した。

佐々原：やめてっ、死んじゃうから……ごめんなさい。マジでごめんなさい。

ＫＰ：ほら、次は佐々原の番だよ。どうするんだ？

佐々原：辰巳先生に〈精神分析〉をしようかと思いましたけど、ここはボクとさやかちゃんが連続して殴って、深きものを撃沈した方がいいのではないかと思い始めました。

辰巳：それはアリかもな。なんだかんだいいながら、ワシも普通に攻撃に参加できているわけだし。

睦：ですね、攻撃の手数を増やすのは良い作戦かと。

佐々原：それでは、ボクの普通のパンチ。コロコロ……わっ、当たった！（笑）

全員：おおお～～～っ！（パチパチ）

ＫＰ：えーと、先に言っておくけど、こいつはあと４ポイントのダメージで死ぬよ。

佐々原：ボクのパンチのダメージは１Ｄ３＋１Ｄ４ですから楽勝ですよ。

さやか：私の見せ場、取らないでほしいなぁ～（笑）。

佐々原：いやいや、早めに殺した方がいいって。コロコロ……よしっ、６ポイントのダメージ！

ＫＰ／深きもの：「バカな……水中戦で、このオレが敗れるとは……ごぼごぼ」

佐々原：強烈なアッパーで、今度は洞窟の天井にたたきつけてやる！（笑）

ＫＰ：「ぐばぁ～～っ！」と、深きものは完全に息絶えた。しかし、勝利の余韻もつかの間、向こうから無数の深きものが押し寄せてきているぞ！

佐々原：逃げます、逃げますっ！




ＫＰ：なんとか君たちはファクピ岬にある洞窟の出口にまで到着した。しかし、深きものたちはすぐそこまでやってきているぞ。

さやか：石垣を補強していたつっかえ棒を取って、洞窟をふさぎますよっ！

ＫＰ：おっ、あっさりと気づいてくれたね。さやかちゃんが石垣を支えていたつっかえ棒を取ると、さきほどから続いている火山性の微震も相まって、洞窟の入口はガラガラと崩れていく。

睦：やったぁ！

ＫＰ：ところが、死の木の穴がふさがる寸前、ひどい火傷をしたランダルが出口にまでやってくる。

さやか：なんですと!?

ＫＰ：ランダルはすがるような目でさやかちゃんに手を伸ばすのだが……。

さやか：「あなたはそこで『永遠』となりなさい（ビシッ！）」

ＫＰ：その直後、巨大な石垣が崩れて、無残にもそのまま生き埋めとなってしまう。さやかちゃんの言ったとおり、ここがランダルの最期であり、永遠の場所となってしまった。

佐々原：さやかちゃん、決めたねぇ～。

ＫＰ：さらに地底湖からあふれてきた水蒸気が、石垣のすき間や、島のあちこちから吹き出した。石垣の向う側、洞窟の奥からは、蒸気の熱に焼かれる深きものたちの断末魔の叫びが、かすかに聞こえてくるのだった。

辰巳：「これでグアムの深きものも滅びたことだろう……」

ＫＰ：せっかく全員生還できたのだから、断末魔の悲鳴を聞いて〈正気度〉ロールをさせるのは勘弁してあげよう。

睦：米軍基地の方は大丈夫なんでしょうか？

ＫＰ：地盤が崩落している様子はないね。ただ、ジャングルのあちこちから白い蒸気がたなびいているので、どこかに温泉くらいは湧いているかもしれない。

睦：常夏のグアムに温泉かぁ～、なんか無駄な感じ（笑）。




ＫＰ：かくして、君たちは〝死の木の契約〟から解放され、さらにはグアム沈没の危機を救うことができた。まだ「飛鳥Ⅱ」の出航に間に合うだろうから、次の停泊地のサイパンでは、ゆっくりバケーションを楽しんでくれ。

辰巳：なんとか、このシーズンも生き残ったか……。

佐々原：正気度はガンガン減りましたけどね。

ＫＰ：キャンペーンの後日談はあとでやるので、まずはシナリオ終了時の正気度獲得を処理してしまおう。〝死の木の契約〟を破棄して、グアムを救った探索者は１Ｄ20の正気度を獲得する。さらに──

佐々原：さらに……？

ＫＰ：カラカルのフィブラに対してキーワードである『永遠など望まない』と宣言した探索者は、ボーナスで＋１Ｄ３ポイントの正気度を獲得する。

さやか：は～い、私で～す！（笑）

佐々原：なぜだっ!?　ずっとボクがカラカルのフィブラをつけていたのにっ！

ＫＰ：佐々原が正気度を獲得すると思っていたけど、土壇場で役目をさやかちゃんに交代してしまったねぇ（笑）。

睦：正直、さやかちゃんはもう正気度いらないよね。

さやか：はあ、そうかもですね（笑）。

佐々原：くれっ、ボクにくれっ！

さやか：いやあ、こればっかりはあげたくても、あげられないので……（笑）。

ＫＰ：１Ｄ20も獲得すれば十分だろう。さあ、ロールをしてくれ！

佐々原：う～っ、１Ｄ20って怖すぎるんですよね……出目が極端だから。




　キャンペーン最後の大事な正気度獲得の結果は、このような正気度の変化となった。




　さやか：シナリオ終了時73ポイント＋獲得14ポイント＝合計87ポイント（開始時から+10ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時34ポイント＋獲得９ポイント＝合計43ポイント（開始時から-4ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時27ポイント＋獲得８ポイント＝合計35ポイント（開始時から-8ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時38ポイント＋獲得16ポイント＝合計54ポイント（開始時から+7ポイント）




さやか：にゃははっ、大黒字です。もうすぐ最大正気度に届きそう。

ＫＰ：うーん、本当にさやかちゃんのダイス運は、誰にも止められないなぁ。

辰巳：なんと言うか……もはや、うらやましいとしか言えん。素直に嫉妬しよう（笑）。

佐々原：辰巳先生はまだマシですよ。ボクなんて、正気度獲得しても35ですよ……。

辰巳：いや、ワシは89％の技能をほとんど消費したうえで、この正気度だからな。次回はどうなることやら。

睦：私はダイス目が良かったので黒字でした。正気度54もあれば、次のシーズンもかなり安心ですね。







日本で待つ人たち




ＫＰ：では、キャンペーンのエンディングをしようか。「飛鳥Ⅱ」は常夏のサイパンに停泊中だ。もう深きものたちに狙われることもなくなったので、気兼ねなく海水浴でも楽しんでくれ。

さやか：私はなんとなく泳ぐのが嫌いになったので、砂浜でのんびりと日光浴でもしていようかな。

ＫＰ：その脇では、景虎がパラソルの日陰でぐて～っと伸びている。サイパンの日差しは、景虎にはちょっとばかりきついようだね。

さやか：「景虎もご苦労様だったニャア」と、うちわであおいであげています。パタパタ。

睦：さやかちゃんが休んでいるので、私は唯花ちゃんと遊んでいようかな。タマ兄は、なにしているの？

佐々原：残念だけど、ボクは不定の狂気に陥っているので、ネガティブな感情が再発しています。「紫外線は人体に有害なんだ。日光浴なんて自殺行為だ。宇宙的陰謀だ……ぶつぶつ」と、パラソルの下から離れません。

ＫＰ：辰巳先生はどんな感じですか？

辰巳：浜辺でバーベキューをしながら、次から次へと魚のウロコを取っているぞ。「さあ、次の魚を持ってこい！　世界中の魚からウロコをはがしてやる！」

さやか：なんだか心の底からバカンスを楽しんでいるようにも見えるけど、あんなの辰巳先生じゃな～い（泣）。

睦：タマ兄も辰巳先生も、早く日本に連れ帰って病院に入れてあげないと……。

辰巳＆佐々原：とほほー。

ＫＰ：そんなさやかちゃんの携帯電話に国際電話がかかってくる。日本にいる、お母さんからだね。

さやか：お母さん！　私にもいたんだっ!?（笑）

ＫＰ：そりゃあ、さやかちゃんだって木の股から生まれたわけではなかろう。「もしもし、さやか？」

さやか：「もしもし、な～に？」

ＫＰ／さやかママ：「いま、蘭(らん)弗(どる)叔父さんが年始の挨拶に来ていてね……」

さやか：「ええっ!?　すぐに帰るから、叔父さんを待たせておいてっ！」

ＫＰ／さやかママ：「うーん、なんかすぐに旅行に出るから、あまりゆっくりできないんですって。さやかに会えないのを残念がっているわ」

さやか：「じゃあ、電話を代わって！」

ＫＰ／さやかママ：「うん、代わるわね」

さやか：「もしもし、蘭弗叔父さん……いっぱい話したいことがあるんだけど、なにから話せばいいのか──」
















ＫＰ：そんな感じで、さやかちゃんは大好きな叔父さんと久しぶりにおしゃべりをすることができたのだった──といったところで、サイパンのシーンはおしまい。次は、「飛鳥Ⅱ」が横浜港に帰港してからのシーンだ。

睦：普賢堂さんは来てくれているかな？

ＫＰ：ちゃんと、睦ちゃんを出迎えてくれるよ。「おかえりなさい。その顔を見ると、あなただからこそできること……あったみたいね？」と、睦ちゃんの決断が正しかったことを、まるでわが事のように喜んでいるようだ。ずっと背負ってきた重荷から解放されたかのように、睦ちゃんに明るい軽やかな笑みを見せてくれる。

睦：「日本を発つ前に、普賢堂さんが言ってくれたことが、心の支えとなってくれました」

ＫＰ／普賢堂：「なんだか、あなたを見ていると昔を思い出すわ。また、探索者に復帰しようかしら？（笑）」

睦：「いやいや、無理をなさらずに！（笑）」

ＫＰ：そして、もう一人。君たち……いや、辰巳先生を出迎えてくれる人がいるよ。

さやか：あっ、京(みやこ)さんですね!?

ＫＰ：その通りだ。今日の彼女は、杖を使いながらも自分の足で立っている。そして、無事に戻ってきた辰巳先生に、いままでのか細く弱々しい表情ではなく、昔の彼女を思い起こさせる生気のある笑みを見せてくれる。

さやか：よかった……すっかり元気になってくれて。

ＫＰ：「おかえりなさい、辰巳先生」と、京は自分の足で歩いて、辰巳先生のもとにやってくるよ。ところで、辰巳先生には、日本に戻ったら京に伝える言葉があったはずでは？

辰巳：ああ、そんなこともあったね～（遠い目）。

ＫＰ：京は辰巳先生から、なにか言葉がないのか待ち焦がれているといった顔つきだけど……？

辰巳：えーと、うーんと……「京くん、まずはコイからだ！」と、手を握ろう。

ＫＰ：（ちょっと考えて）「はっ、まずは恋から一歩ずつ関係を進めるというわけですね」と、京は好意的に誤解してくれたようだ（笑）。

辰巳：「そうだ鯉からだ。包丁とまな板を買いに行くぞ！」

佐々原：鯉と恋…………って、なんですか！　そのダジャレオチはっ!?（笑）

ＫＰ／京：「はい、包丁とまな板ですね。料理でしたら私におまかせください」

辰巳：「いやいや、ここはワシにまかせてもらおうか！」

ＫＰ／京：「ああっ、辰巳先生が私のために手料理を……これが恋の始まりなんですね」

睦：むむーっ、いつまでこんなグダグダなラブコメを続ける気なんですかねぇ～？

辰巳：仕方ないだろう、不定の狂気に陥っているんだから（笑）。

さやか：これじゃあ、京さんがかわいそうですよ……もう、辰巳先生はっ！

ＫＰ：はいっ、そんな感じできれいにオチがついたところで──

さやか：ええっ、これがこのキャンペーンのオチ!?（笑）

ＫＰ：るるいえシリーズ、第三シーズン『るるいえばけーしょん』を終了とさせてもらおう。お疲れ様でした。

辰巳＆佐々原＆睦：お疲れ様でした～！（笑）

さやか：ホントにこんなオチなんですか～？（笑）










第三話終了・みんなとの反省会




　ゲーム終了後、ボクらは中東料理を食べさせてくれるレストランに移動する。アットホームな雰囲気の店で、自宅のようにくつろげるため、反省会にはもってこいの場所だ。イスラムの戒律ではお酒は禁じられているけど、お店側の好意でスパークリングワインを持ち込ませてもらい、ボクらはキャンペーンの無事終了を祝った。




ＫＰ：ルイ・ロデレール・クリスタルとはいかないけど、このワインで乾杯をしようか。

全員：かんぱーい。

ＫＰ：「飛鳥Ⅱ」でランダルの前で乾杯するシーンは、いま考えてもなんかおかしかったよね。「なんで、おまえらが飲んでるんだよ!?」って（笑）。

睦：みんな、変なテンションでしたよね。

さやか：だって、ランダルの驚く顔を見たかったんですもん。

辰巳：それで、ワシだけがノリについて行けなくて、ランダルの隣で気まずい顔をしていたんだ。

さやか：あのときのお酒は、きっとおいしかったと思いますよ。私は未成年なんですけどね（笑）。




ＫＰ：さて、なんとか第三シーズンも全員生還できたね。

睦：最後の深きものの戦闘では、誰か死ぬんじゃないかと思っていましたけど。

さやか：そうでしたか。楽勝でしたよ？（笑）

睦：あれはダイス運が良かったからだって。普通、技能を２分の１にされちゃったら、なかなか成功しないから。

ＫＰ：しかも、水中戦だから、探索者が気絶したらそのまま溺死する可能性もあるしね。

睦：そうですよ、誰か一人が倒れたら、ほかの人は助ける行動をしないといけないし、だんだん攻撃する手数が減ってジリ貧になりそうでヒヤヒヤしていました。

ＫＰ：まあ、実際には溺死するまでルール的には何ラウンドか余裕はあるんだけどね。

さやか：すべては結果オーライですよ。

ＫＰ：それにしても、第三話は、ほとんどの謎をさやかちゃんが解いていたような気がするな。

さやか：あれ、そうでした？

ＫＰ：ぽつりぽつりとプレイヤー発言でつぶやいていることが正解だったりして、ボクとしてもその言葉を拾い上げていいものかどうか迷うときがあった。

さやか：あまり深く考えないで、思いついたことを口にしていますからねー（笑）。

佐々原：でも、ファクピを調べるというのは、すっかり忘れていましたねぇ。

ＫＰ：あそこが一番悩んでいたね。

辰巳：地図にあったファクピ岬に気づけなかったのは悔しかったな。あのあたりの地図は丹念に見ていたのに、なぜか見落としていた。

睦：今回、私の第二話のせりふとかを、謎解きに採用してくれていたのがうれしかったですね。

佐々原：むったんが〝死の木の契約〟を破棄すれば平気ってやつ？

睦：そうそう、普賢堂に私にしかできないことがあるからグアムに行くといったせりふが本当になった。

さやか：なっちゃんが案外と話のわかる神様でよかったですよね。

ＫＰ：〝死の木の契約〟をどうやって探索者に破棄させるかは、結構悩んだんだよね～。

辰巳：待てっ、最初から決めていたんじゃあなかったのかよっ！（笑）

ＫＰ：まあ、そのへんはいろいろと……こちらの事情もありましてなぁ～。

睦：結果的には、私が活躍できたので良かったですよ。

ＫＰ：あのトンチっぽい行動が正しいと思ってくれるように、いろいろ苦労したよ。

睦：アトラック＝ナチャのせりふを資料として渡してくれたのは良かったですね。

佐々原：いつもはあんなものくれませんから、そこに答えがあるはずだと、じっくり調べられましたからね。

さやか：それでも、なっちゃんが許してくれるまでは、本当に正しいのかどうかヒヤヒヤでしたよ。

辰巳：まったくだ、うまくいって良かった……。

ＫＰ：キーパーとしては、プレイヤーにあの行動が正しいかどうかを確信させることができないのが心配だった。クトゥルフ神話の神様は、人間の言葉なんか気にしないというイメージが強いからね。

佐々原：ですよね。普段なら、神様に人間のトンチなんか通じないと思いますよね。

ＫＰ：今回のアトラック＝ナチャは、そのへんには融通の利く性格だったと……次回、会ったときにはどうなるかわからないけど。

睦：またトンチで挑んだら、あっさりと食べられてしまいそうですね。




ＫＰ：さて、今回のシリーズは連作シナリオでひとつの事件を追いかけるというものだったけど、みんなどうだったかな？

さやか：想像以上に大きな話になってビックリしました。まさか、さやかがグアムの滅亡にかかわるようになるなんて思いもよりませんでしたよ。

睦：こっちはただの女子高生なのにね。

さやか：女子高生探偵ですけどねっ！（笑）

睦：三話とも、ランダルのキャラが立っていて良かったと思います。キーパーもわざとやっていたんでしょうけど、敵なのにいじりやすくて笑えるＮＰＣでした。

さやか：防犯ブザーに弱かったり（笑）。

辰巳：深きもののくせに、社会的地位を持っていたりするから、われわれに弱味を握られるんだ。

佐々原：それって、ボクらの方が深きものよりも無法者ってことでは？（笑）

さやか：あと、あまり怖い話じゃなかったですね。

ＫＰ：それは最初に言ったように、冒険がテーマのシナリオだったから。

佐々原：でも、ボクの正気度はもうボロボロですよ。

ＫＰ：そうだ、今回のキャンペーン全三話の〈正気度〉ロールの記録があるから見てみようか。




　ボクはリプレイを書くときの参考にするため、探索者たちの正気度の増減を記録している。普段のゲームではそんなことしないが、あとで見返してみると妙に出目が偏っていたりして面白い。




さやか：えーと、私は19回中、５回失敗していますね。失敗率は26％です。

ＫＰ：あれっ、そんなに失敗してるの？　もっと成功させているイメージだけど。

睦：さやかちゃんは正気度の減りが少ないイベントで失敗するけど、大物のときにはきっちりと成功させるから強いんですよ。

佐々原：あと、シナリオ終了後の正気度獲得のダイスも強いんだよね。正直、あの出目はうらやましすぎる。

辰巳：ワシは17回中、10回失敗か。失敗率は58％。

ＫＰ：キャンペーン開始時の正気度が29だったにしては、かなりの善戦じゃないですか。

辰巳：89％の技能を成長させているからな。しかし、次回はもうこの作戦は使えないのだ……う～む。

佐々原：ボクは22回中、16回の失敗。失敗率は72％……って、なんかこれっておかしくないですか!?

ＫＰ：正気度は55からスタートのはずだよね。

睦：それより、22回も〈正気度〉ロールをしているところが問題なのでは？

さやか：それだけ活躍しているってことですよ！

ＫＰ：それは間違いないな。このキャンペーンでは、佐々原は主役っぽかったじゃないか。

佐々原：う～ん、それはそうなんですけど、どうせなら活躍したうえで、〈正気度〉ロールも成功させたいですよ……さやかちゃんみたいに。

睦：ちなみに私は15回中、７回失敗。失敗率はほぼ五分五分の46％だったりします。

佐々原：15回しか〈正気度〉ロールしていないんだ？

睦：これはアトラック＝ナチャに目をつけられていなかったからかな？

ＫＰ：ああ、それは大きいかもね。

睦：正気度は54スタートだったから、ぴったり確率通りの結果ですね。終了時も54で、狙ったように±０の収支。なんかすごいっ！（笑）

ＫＰ：そのくらいの正気度が一番面白いと思うよ。

睦：一度凹むと、タマ兄みたいな負け人生になってしまいますけどね～。




ＫＰ：じゃあ、正気度談義はそこまでにして、キャンペーンで印象に残ったシーンなんかを、みんなに教えてもらおうかな？

さやか：私は第三話の地下空洞のシーンが面白かったですね。グアムの創世神話とか、ラッテストーンの意味とかがいろいろわかって、さらにそのあとダゴンが出てきたりするところが派手で良かったです。

ＫＰ：キャンペーンの最後らしくど派手なシーンにしたつもりだから、喜んでくれたのならうれしい。

佐々原：カラカルの手下が爆発するとか（笑）。

さやか：それでダゴンがひっくりかえるとか、すごいシーンですよね（笑）。

睦：溶岩で鋳掛けをするというのも派手ですよね。

辰巳：一瞬、ここでワシらは死ぬのではと思ったが。

ＫＰ：普通なら、地下空洞で溶岩が噴出したら、ガスで助からない気がするけど、まあそのへんはハリウッド的な演出ということで（笑）。

さやか：あと、カラカルのフィブラを持って「永遠など望まない」と言ったのも気持ちよかったかな。

佐々原：一度は失敗したけどね。

睦：「これも神の力だ！（笑）」

さやか：あれは調子に乗りすぎましたね～（笑）。




辰巳：ワシは第一話で、普賢堂が佐倉ヤエだとわかったときかな。まさか、彼女と再会できるとは思わなかった。

睦：それは私も同感です。でも、普賢堂さんって百歳超えてますよね。

ＫＰ：うん、年齢的には厳しい気もしたけど、それでも佐倉ヤエを登場させるのはやってみたい展開だった。

さやか：太平洋戦争から続いている事件というのは、スケールが大きくて良かったと思います。

辰巳：あと、ようやくワシがひどい目に合うというお約束から逃れることができた気がする。

ＫＰ：さすがに、シリーズも三冊目だからね。ほかの探索者にも活躍してもらわないと。

辰巳：まったくだ。主役は若者にお任せするよ。

さやか：今回は誰が主役だったんでしょう？

ＫＰ：ボクはシナリオで誰が主役にするとかは明確に決めたりしないんだけどね。ただ、第一話で狂気に陥って唯花を殺しそうになった佐々原が、本当に彼女を救えるのかという葛藤に悩まされる流れにしようとは思った。

睦：それは第二話で、きれいに解決しましたよね。

ＫＰ：そうだね。本当は、第三話でももう少しいじってやるつもりだったけど、佐々原はああいうネガティブな狂気をロールプレイするのは好きじゃないようだから、第二話だけで許してあげることにした。

佐々原：え～、あまり許してもらっている気がしませんでしたが……。




ＫＰ：そんな佐々原が印象に残っているシーンは？

佐々原：ボクは第二話のドリームランドで、レディ・ロデレールに唯花ちゃんを助けたぞって啖(たん)呵(か)を切ったところですね。

睦：あれは主人公らしくて良かったね。

ＫＰ：佐々原が気絶しなかったら、本当はなかったシーンなんだけど。

佐々原：タイミング良く気絶できて良かった（笑）。

さやか：今回、佐々原さんは唯花ちゃんを助けるために、いろいろ頑張っていたんじゃないですか？

佐々原：でも、最後の地下洞窟でネガティブな狂気に陥っていたのが残念だったな。もっと、主人公っぽいせりふを言いたかった。

ＫＰ：佐々原がカラカルのフィブラを使うと予想して、正気度獲得のボーナスも用意しておいたんだけどなぁ。

さやか：私がおいしくいただいちゃいました☆（笑）

佐々原：返せ～、ボクの正気度返せ～！（泣）




ＫＰ：最後は睦ちゃんだけど？

睦：私はレディ・ロデレールをくしゃっとしそうになるところですね。

全員：なんでっ!?（笑）

睦：あのときは、本気でくしゃっとしたくなっていたんですよ。

辰巳：だから、やめとけって。絶対に悪いことしか起きないんだから。

睦：それはわかっていたんですが、なぜか無性にやりたくなっていたんですよね。

佐々原：プレイヤーが一時的狂気に陥っていたのでは？

睦：そうとしか言えないかも。なにか良くない電波を受信していたような……？

佐々原：あそこでくしゃっとしていたら大惨事だったんでしょう？

ＫＰ：睦ちゃんは宇宙の彼方に連れ去られて、みんなは失敗したら１Ｄ100の〈正気度〉ロールだったね。

佐々原：キャンペーンが台なしっ！

睦：もちろん、くしゃっとしたいだけじゃなくて、あのあといきなり〈猫語〉に目覚めたりするのも面白かったですよ。なんか意外性があって。

さやか：〈猫語〉は面白かったですね。みんなでニャーニャー言いだして（笑）。

ＫＰ：だからって、みんな〈猫語〉を学びすぎ。

辰巳：いやいや、〈猫語〉を学べるチャンスなんて、探索者だったら絶対に見逃さないだろう（笑）。

ＫＰ：これから、みんなにはちゃんと猫好きのロールプレイをしてもらうからね。

佐々原：そりゃあもう、唯花ちゃんの家に行ったら、景虎をかわいがっていますよ……唯花ちゃんと一緒にね。

さやか：唯花ちゃんに防犯ブザーを渡しておかないと（笑）。




ＫＰ：もしも、次のシーズンがあったらどんなシナリオにしようかねぇ？

辰巳：何度も言っているが、ミステリーっぽいシナリオがやりたいな。今回、絶対に「飛鳥Ⅱ」で殺人事件が起きると期待していたのに。

ＫＰ：豪華客船での殺人事件というのは、ボクもやりたいテーマだとは思っていたんだけどね。

佐々原：でも、あの「飛鳥Ⅱ」で事件が起きたとしても、ボクらが勝手に捜査するというのは難しそうですね。

さやか：そこはそれ、私が女子高生探偵ですから！

佐々原：いやいや、探偵だからって捜査できるってわけじゃないから（笑）。

さやか：ええ～っ、なんでですかぁ？（笑）

睦：普通の女子高生としては、また御(み)津(つ)門(かど)学園に戻るのもいいかも。

さやか：京さんも元気になったことですしね。

佐々原：理事長と理事長代理がカップルという、斬新な学園ラブコメ（笑）。

さやか：京さんは幸せになれるんですかねぇ？（辰巳先生のプレイヤーを見つめながら）

辰巳：無事に探索者を引退できたら考えるよ。

ＫＰ：ボクとしては、次のシーズンは変化球で、この探索者でいろいろなソースブックをプレイするというのもアリかと思っている。

睦：どういうことです？

ＫＰ：戦国時代の日本を遊ぶソースブック『比叡山炎上（エンターブレイン刊）』の世界に行って、睦姫の護衛をするくのいちのさやか、家臣の佐々原、蘭学者の辰巳先生みたいな……。

辰巳：なんだそりゃあ？（笑）

ＫＰ：ほかにも『クトゥルフと帝国（エンターブレイン刊）』で昭和初期の帝都で事件を追ったり、クトゥルフ神話の本場、一九二〇年代のアーカムに行くのもいいよね。

睦：私たちがタイムトラベルするんですか？

佐々原：それは正気度が減りそうな……。

ＫＰ：いや、キャラクターのコンセプトだけ似せて、その時代に応じた探索者を作ってもらい、パラレルワールド的に遊んでもらおうかなと。

辰巳：う～む、どんなゲームになるのか予想がつかん。

ＫＰ：まあ、まだなにも決まっていないんだけどね。すべては読者様次第ということで。

さやか：次のシーズンもあるといいですね。

ＫＰ：まったくだ。じゃあ、そんなところで、みんな第三シーズンもお疲れ様でした。毎度、楽しいゲームをどうもありがとう！

全員：はい、お疲れ様でしたぁ！










おわりに




　どうも、好きなクトゥルフ神話作家はＨ・Ｐ・ラヴクラフトの、内山靖二郎です。




　おかげさまで、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』リプレイのるるいえシリーズも三冊目です。

　今回はこれまでと違って、三話連続のキャンペーンシナリオでしたが、いかがだったでしょうか？

『るるいえはいすくーる』がそのタイトルに反してえげつない展開が多すぎるという意見から、本作はちょっとマイルドな冒険メインのシナリオにしてみました。

「いやいや、なにを言っているんだ。遠慮するな、もっとえげつなくいけ！」という意見がありましたら、アンケートやメールなどでお寄せください。次のシーズンがありましたら善処させてもらいます。

　かなり正気度が減ってしまっている探索者たちは嫌がるでしょうが、気にしない、気にしない。

　グレート・オールド・ワンと読者様には、誰も勝てませんからね。




　ところで、今回のキャンペーンの最大のネタである〝死の木の契約〟というネタについてですが、これは『エンサイクロペディア・クトゥルフ（新紀元社刊）』のアトラック＝ナチャの項に記されている〝死の木〟の一文からいただいています。

　前シリーズ終了後、佐々原のプレイヤーが唯花の再登場を熱望しており、だったら彼女にアトラック＝ナチャが呪いをかけたことにしようと思ったのが、このキャンペーンシナリオを作成する最初のとっかかりでした。

　すると、『エンサイクロペディア・クトゥルフ』にダゴン秘密教団は〝死の木〟というものでアトラック＝ナチャとかかわりがあるようなことが書いてあるじゃないですか。ダゴン秘密教団ならばキャンペーンを通じての敵対組織として最適です。

　かくして、〝死の木〟の謎を巡って、日本からグアムへと旅する『るるいえばけーしょん』の骨子が完成したというわけです。

　ただ、この〝死の木〟の詳しい正体については『エンサイクロペディア・クトゥルフ』には書いておらず、そもそも元ネタすらはっきりしませんでした。

　クトゥルフ神話に詳しい人たちに問い合わせてもわからず、最終的には知人を通じて『エンサイクロペディア・クトゥルフ』の著者であるダニエル・ハームズ氏に電子メールで問い合わせてもらいました。

　その結果、〝死の木〟の元ネタはアメリカの同人誌からとったものだということがわかりました。ただ、さすがに海外の同人誌まではボクも手が出せず、ここで〝死の木〟に関する調査はあきらめることにしました。真の探索者ならば、さらに一歩踏み込んだ調査をしたのでしょうが……ごめんなさい。




　といったわけで、〝死の木〟についての設定は、名前だけをちょいとお借りして、あとはすべてボクのオリジナルとなっています。

　それにしても、同人誌のネタまで拾ってしまう『エンサイクロペディア・クトゥルフ』には感心させられます。

　クトゥルフ神話というのは、作家たちが互いのネタを共用することによって延々と広がってきた創作物です。今回、〝死の木〟のネタを借用させてもらったのも、過去のリプレイの探索者を登場させたりしたのも、そんな先人たちを見習ってのことです。

　遠い未来、どこかのマニアによってこのリプレイのネタが拾われて、さらにどこかのマニアが元ネタを知ろうと四苦八苦するかもしれません。そうしてなんとか調べたら『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』というＴＲＰＧのリプレイのネタだったとわかったとき、その未来のマニアはどんな顔をするのでしょうか？

　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』なんて冒瀆的なモノがあったのかと驚くでしょうか……それとも、当然、そのマニアは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のヘビーユーザーだったりするのでしょうか？

　そんなことを妄想すると、顔がニヤニヤしてきます。

　もしかすると、クトゥルフ神話を紡いできた先人たちも、同じような気持ちだったのかもしれませんね。




　遠い未来でなくても、すでに『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は誕生から三十年（！）も経つ、とても息の長いＴＲＰＧとなっています。やがてはクトゥルフ神話の一部として、当然のように語られる日が来るのかもしれません。そのときまで、ボクも地道に頑張っていきたいものです。

　もちろん、そのためには『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を支えてくださるファンの方々の助けが必要です。

　おっと、「頑張る」とか「助ける」なんて言うのは、ちょっと変ですね。

　ただ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を遊んで、楽しんでもらえれば、それだけで十分でした。

　ボクもそうしているだけなんですから。




　では、みなさんのゲームが、正気度に満ちたものでありますように。

　またどこかでお会いしましょう。




　クトゥルフ・フタグン！

内山靖二郎

作者サイトhttp://homepage3.nifty.com/hikidashi/










◎ルール解説




◆ダイスの種類表記

　リプレイに登場するＤ10とかＤ４といった表記は、サイコロ（ダイス）の種類を意味している。Ｄ10ならば十面体ダイス、Ｄ４なら四面体ダイス、一般的な正立方体のダイスは六面体なので、Ｄ６と表記される。

　そして、３Ｄ６といったように、Ｄの前に数字があった場合は、同時にそれだけの数のダイスを振って合計を出すということになる。３Ｄ６なら、六面体のダイスを三つ振って合計した数値を出すわけだ。

　また、ダイスを振ることを『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では英語で「ロール」するという。ほとんどの場合、探索者の行為が成功したかどうかを決定するのにはダイスをロールすることになるので、その決定行為自体を「ロール」と呼ぶこともある。




◆『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の能力値

　探索者は８個の能力値によって表される。数値が高ければ、その分優れていることになる。




ＳＴＲ／筋力（３Ｄ６で決定）

　どれだけ筋力があるかを表す。重い物を持ち上げたり、パンチなどでより強烈な一撃を与えるのに必要。

ＣＯＮ／体力（３Ｄ６で決定）

　体の頑健さ、持久力などを表す。病気や毒への耐性にも使用する。

ＳＩＺ／体格（２Ｄ６＋６で決定）

　身長や体重など、体の大きさを表す。ほかのＴＲＰＧではあまりない能力値だ。

ＤＥＸ／敏捷性（３Ｄ６で決定）

　素早さを表す。相手の先手を取るときや、なにかを回避するのに必要。

ＡＰＰ／外見（３Ｄ６で決定）

　見た目のみの美しさを表す。性格のよさや人徳、話術などの魅力とは無関係である。

ＩＮＴ／知性（２Ｄ６＋６で決定）

　頭の回転の速さを表す。あまりさえていると、このゲームでは不幸になることもあるので注意が必要だ。

ＰＯＷ／精神力（３Ｄ６で決定）

　肝っ玉がどれだけ据わっているかを表す。このゲームではとても重要な能力値。

ＥＤＵ／教育（３Ｄ６＋３で決定、年齢によって増加）

　知識量を表す。学校で勉学に励んだ年数と解釈するとわかりやすい。年齢を重ねると増加する。




◆技能ロール

　ゲーム中の行動が成功するかどうかは、探索者が習得している技能でロールして判定する。

　例えば〈信用〉が15％ある探索者は、Ｄ100でその数値以下を出せば成功となる。

　これらの技能は探索者創造時に、［ＥＤＵ×20］と［ＩＮＴ×10］と同じポイントを各技能に割り振ることで決定する。今回のゲームで使用しそうな技能を、いろいろ推測するのも醍醐味のひとつである。




◆能力値ロール

　上記の技能以外にも、探索者の能力値によって成功率が自動的に決定されるものもある。ゲーム中、主に使用されるのは下記の三種類である。




〈アイデア〉＝［ＩＮＴ×５］

　その名のとおり、知識などからではなく、天性の直感によってなにかをひらめいたりすることができるかをロールするのに使用。これが得意だとコズミックホラーの真相に気づいて、怖いことを想像してしまうことも。また、ドリームランドでの出来事を目が覚めても忘れないかどうかのロールにも使用する。




〈幸運〉＝［ＰＯＷ×５］

　運が良いかどうかを表す。クリーチャーが誰を狙うのか、落石が自分の上に落ちてこないかといった、運次第の状況をロールするときに使用。大ピンチに陥って、最後は運頼みということはよくあることだ。また、ちょっとした便利なアイテムを偶然持っているかどうかのロールにも使用する。




〈知識〉＝［ＥＤＵ×５］

　あまり専門的な知識ではなく、一般教養をどれだけ身につけているかを表している。最近のニュースや、常識に関するロールに使用。外国語なども〈知識〉ロールに成功すれば、簡単な内容なら理解できることがある。




◆抵抗表ロール

　上記の能力値ロールよりも、もっと厳密に難易度を変化させることが必要とされたときに使用されるルール。

　キーパーの提示した能力値と、自分の能力値をルールブックに掲載されている抵抗表に照らし合わせて、成功率を計算する。当然、能力値が高い方が成功率も高くなる。

　探索者同士で力を合わせて重い物を持ち上げたり、相手と能力値を競い合わせるときなどに使用される。アトラック＝ナチャの糸を切るのもこのロールだ。




◆〈正気度〉ロール

　探索者が恐怖に遭遇したとき〈正気度〉ロールをする。

　探索者たちは最初から［ＰＯＷ×５］の正気度というポイントを持っており、技能ロールと同様にＤ100をロールして、現在の正気度以下を出せば成功したことになる。

　ただし、この正気度は探索者が恐ろしい体験をすることで減っていく点が技能ロールとは大きく異なる。

〈正気度〉ロールに成功すれば減るポイントは少なくて済むし、逆に失敗すると大量に減ってしまう。

　また、遭遇した恐怖の度合いによっても喪失するポイントは大きく変わってくる。邪神クラスに遭遇すると、いきなりＤ100も減らされたりすることもあるのだ。

　この正気度はシナリオ中に回復することはなく、減る一方である（ただし、シナリオ終了時に回復することはある）。

　こうしてプレイ中に正気度は一方的に減っていくため、当然、〈正気度〉ロールの成功率も悪くなっていく。そうなれば正気度の減る量も自然と多くなり、さらに〈正気度〉ロールに失敗しやすくなる──という悪循環に落ち込んでいく。こうすることで、宇宙的恐怖に直面した人間が、坂を転げ落ちるように正気を失っていくという状況を再現しているのだ。




◆探索者が狂気に陥る

　正気度の減少の結果、探索者が狂気に陥る可能性がある。

　まず、正気度がゼロになった場合、探索者は完全に狂気に陥ってしまい、ゲームから脱落すると考えてよい。

　たとえゼロにならなくても、一度にたくさんの正気度を喪失すると、そのあまりの恐怖に探索者は狂気に陥ることがある。具体的には、一回の正気度判定で正気度を５ポイント以上喪失した場合か、一時間以内に現在正気度の20％の正気度を喪失した場合だ。

　正気度を５ポイント以上喪失して、そのあと続けて〈アイデア〉ロールに成功してしまうと、一時的狂気という状態になる。そうなった探索者は数分から数日の間、まともな行動はできなくなってしまう。ホラー映画の登場人物が、あまりの恐怖に体がすくんで動けなくなったり、逆に取り乱して暴れ出したりするシーンをイメージするとよいだろう。

　現在正気度の20％の正気度を喪失してしまった場合、探索者は無条件で不定の狂気という状態になる。この不定の狂気はさきほどの一時的狂気とは異なり、すぐに回復することはない（数か月の療養が必要）。

　また、その症状もさまざまで、一見まともに行動しているように見えても、その心の底に秘められた正常ではない精神状態がいつ爆発してもおかしくない時限爆弾のようなものもある。

　なお、正気度がゼロになった場合、永久的狂気に陥り、多くの場合、その探索者はゲームから脱落することになり、その後の運命はキーパーにゆだねられる。

　こうした狂気に陥った探索者をうまく演じて、混乱するシーンがさらに盛り上がるようにプレイするのも、このゲームの醍醐味のひとつである。




◆狂人の洞察力

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のオプションルールで「狂人の洞察力」というものがある。

　具体的には、なんらかの狂気に陥った探索者はＤ100をロールして［ＩＮＴ×５］を超えた場合、狂人の洞察力が発揮される。そうなった探索者は、普通の人ではとても思いつかないような常識外れの洞察力を発揮して、新しい事実に気づいたりすることができるのだ。




◆経験ロール

　経験ロールとは、探索者が技能を成長させるためのルールである。

　探索者はシナリオ中、ロールをして成功した技能にチェックを入れることができる。そして、シナリオの終了後、チェックの入った技能に対してＤ100でロールをして、その出目が技能を超えた場合、技能の成功率が１Ｄ10％アップするのだ。

　つまり、その技能の成功率が低いほど、経験ロールでの成長がしやすいということになる。これは、熟練した技能ほどシナリオ中での経験で学ぶことは少なく、未熟な技能ほど成長が早いことを再現しているわけだ。




◆幕間での成長

　現代日本を遊ぶためのサプリメント『クトゥルフ２０１０（エンターブレイン刊）』で新たに提案されたオプションルールである。

　今回のリプレイのようなキャンペーンの場合、次のシナリオが始まる前に、探索者が事件の教訓を活かしていろいろと学んだり訓練をしたりすることによって、技能を成長させるためのルールだ。

　このルールが採用された場合、次のシナリオの開始前に、プレイヤーは自分の探索者の技能を最大で５回、経験ロールをすることができる。何度も同じ技能を経験ロールすることも可能である。

　ただし、不定の狂気などに陥っている探索者は、精神病院に入院する必要があるため、経験ロールをすることはできない。
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